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大学の目的
大同大学は，教育基本法並びに建学の精神と理念に則り，深い専門の学芸の教育研究を通じて，豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し，社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は，豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し，創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに，工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部機械工学科は，機械工学に関する基礎から応用までの知識と技術を有し，深い研究を通じて自ら学び，考え，行動できる人
材を育成することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針

A. 英語の習得に積極的に取り組み，英語力を向上させ，基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 機械工学の専門分野の基礎的な理論・概念に関する知識を身につけ
ている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め，国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 機械工学の専門分野の高度な理論・概念に関する知識を身につけて
いる。

C. 規律ある生活を維持し，心身の健康管理を心がけ，大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 機械工学の専門分野の方法論に関する知識を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し，自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 機械工学の専門分野の情報・データを理論的に分析し，問題解決の
ために応用できる。

E. 市民社会の一員として，社会科学の基礎知識に基づき，価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 自由な発想のもと，新たな知見を想像する力が備わっている。

F. 自然科学的，数理的なものの見方を通じて，日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用する力が備わっている。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ，コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学，自然科学を活用することができる。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 機械工学科 カリキュラムマップ

− 20 −



大学の目的
大同大学は，教育基本法並びに建学の精神と理念に則り，深い専門の学芸の教育研究を通じて，豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し，社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は，豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し，創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに，工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部機械工学科は，機械工学に関する基礎から応用までの知識と技術を有し，深い研究を通じて自ら学び，考え，行動できる人
材を育成することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針

A. 英語の習得に積極的に取り組み，英語力を向上させ，基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 機械工学の専門分野の基礎的な理論・概念に関する知識を身につけ
ている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め，国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 機械工学の専門分野の高度な理論・概念に関する知識を身につけて
いる。

C. 規律ある生活を維持し，心身の健康管理を心がけ，大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 機械工学の専門分野の方法論に関する知識を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し，自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 機械工学の専門分野の情報・データを理論的に分析し，問題解決の
ために応用できる。

E. 市民社会の一員として，社会科学の基礎知識に基づき，価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 自由な発想のもと，新たな知見を想像する力が備わっている。

F. 自然科学的，数理的なものの見方を通じて，日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用する力が備わっている。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ，コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学，自然科学を活用することができる。

科
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区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 機械工学科 カリキュラムマップ

− 21 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
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Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
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１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 25 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 28 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 30 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 31 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え、そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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開
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学修内容 学修到達目標
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え、そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

 

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 38 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

 

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 39 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 100

− 40 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 100

− 41 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 100
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科
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区
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授
業
科
目
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開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

機
械
数
学
１

２ １

高校で学んだ数学と機械工学基礎分野で適用する数学を，
滑らかにつながるように橋渡しをする。ここでは力学分
野で用いる簡単な整式，三角関数やベクトル等を重点に
学ぶ。授業中の演習を重視し，できるだけ具体的な数値
計算，単位の換算に慣れるようにする。

面積，体積，速度，加速度等の単位の換算ができる。 20 20

機械工学で使う簡単な整式の，加減乗除ができる。 20 20

２次方程式の計算に慣れ，２次関数に応用できる。 20 20

三角関数で，余弦・正弦定理や加法定理を用いた計算に慣れ，活用
できる。 20 20

ベクトルの足し算，引き算に慣れ，活用できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
数
学
２

２ ２

機械工学の４力学に適用する数学の基礎を学ぶ。高校の
数学や物理で学んだことを基盤に，機械工学分野で出て
くる各種の数式を想定して，微分や積分などの具体的な
使い方を学ぶ。授業中の演習を重視し，できるだけ具体
的な数値計算に慣れるようにする。

指数・対数の計算に慣れ，活用できる。 20 20

機械工学分野で使用する関数の導関数を得ることができ，数値計算
ができる。 20 20

機械工学分野で使用する関数の積分ができ，数値計算ができる。 20 20

例示した運動など簡単な現象に対して，微積分が含まれた式を作る
ことができる。 10 10 20

４力学で出てくる偏微分やベクトルの使い方の基本が理解できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

機
械
数
学
１

２ １

高校で学んだ数学と機械工学基礎分野で適用する数学を，
滑らかにつながるように橋渡しをする。ここでは力学分
野で用いる簡単な整式，三角関数やベクトル等を重点に
学ぶ。授業中の演習を重視し，できるだけ具体的な数値
計算，単位の換算に慣れるようにする。

面積，体積，速度，加速度等の単位の換算ができる。 20 20

機械工学で使う簡単な整式の，加減乗除ができる。 20 20

２次方程式の計算に慣れ，２次関数に応用できる。 20 20

三角関数で，余弦・正弦定理や加法定理を用いた計算に慣れ，活用
できる。 20 20

ベクトルの足し算，引き算に慣れ，活用できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
数
学
２

２ ２

機械工学の４力学に適用する数学の基礎を学ぶ。高校の
数学や物理で学んだことを基盤に，機械工学分野で出て
くる各種の数式を想定して，微分や積分などの具体的な
使い方を学ぶ。授業中の演習を重視し，できるだけ具体
的な数値計算に慣れるようにする。

指数・対数の計算に慣れ，活用できる。 20 20

機械工学分野で使用する関数の導関数を得ることができ，数値計算
ができる。 20 20

機械工学分野で使用する関数の積分ができ，数値計算ができる。 20 20

例示した運動など簡単な現象に対して，微積分が含まれた式を作る
ことができる。 10 10 20

４力学で出てくる偏微分やベクトルの使い方の基本が理解できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

工
業
力
学

２ ２
機械工学科で学ぶ，材料力学，流体力学，熱力学，機械
力学は，エンジニアとして，習得すべき最も重要な科目
として位置づけられている。工業力学では，これらの学
習に必要な数学，物理学に関連した基礎知識を習得する。

複数の力を合成することができる。 15 15

モーメントのつり合い式をたてることができる。 15 15

偶力とは何かを説明できる。 15 15

面積の重心を求めることができる。 10 10

体積の重心を求めることができる。 10 10

相対速度とは何かを説明できる。 15 15

放物運動で最大到達距離を求めることができる。 10 10

すべり摩擦力を求めることができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
力
学
基
礎

２ ３
機械や装置の振動が増大した場合の原因の解明や制御方
法を学ぶ。また，振動を利用した機械の問題に対応でき
る能力を養うため，自由振動と強制振動に関する基礎を
学ぶ。

運動の第３法則（作用反作用の法則）とはなにかを説明できる。 10 10

運動・位置エネルギー，「力学的エネルギー保存則」とは何かを説明
できる。 10 10

片持ちはりのばね定数を計算できる。 20 20

バネ定数と質量から固有振動数を計算できる。 20 20

自由振動と強制振動との差を説明できる。 20 20

減衰振動とは何かを説明できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

制
御
工
学
基
礎

２ ４

並進運動と回転運動の表現方法を説明する。特に，慣性
モーメント，角運動量の概念について紹介し，これらを
用いて回転体の運動方程式を導出する方法について，演
習形式で説明する。後半は，機械の運動方程式をもとに
機械の制御の仕組みの基礎を学ぶ。制御系の構成と用語，
制御要素の入出力特性を微分方程式で記述する手法につ
いて解説する。

１自由度ばね・質量・ダンパ系について，運動方程式が立てられ，
その解が求めることができる。 15 15

慣性モーメントの定義を説明すると共にその値を求め，それが物体
の運動に対しどのように影響を与えるかを説明できる。 15 15

固定軸まわりの剛体の回転運動について運動方程式が立てることが
できる。 10 10

２自由度ばね・質量・ダンパ系について，運動方程式が立てられ，
その解を求めることができる。 10 10 20

制御に必要な技術について説明できる。 10 10 20

制御システムのブロック線図を作成できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 100

要
素
・
機
構
設
計
学

２ ３
機械を構成する部品には他の機械と共通するものが多く
これを機械要素という。ここでは締結要素としてねじの
設計，軸系要素として曲げやねじり力が加わる軸の直径
の計算と太さの決定方法についてついて学ぶ。

機械の構造と機構について説明できる。 5 5 10 20

力の分解と合成およびモーメントについて説明できる。 5 5 10 20

部材に作用する荷重の種類と応力について計算できる。 5 5 10 20

ねじの種類と各種の荷重に対する強さの計算が説明できる。 15 5 20

軸の強さについての計算と説明ができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 60 10 0 0 100

熱
力
学
基
礎

２ ４

熱力学は熱を機械仕事へ変換するための学問として発達
し，機械仕事の概念は自動車や航空機などの輸送機械用
エンジンの設計には不可欠なものである。本講義では，
熱力学第１法則に基づいて，主に熱と機械仕事との関連
について述べる。

熱力学で扱う物理量（温度，圧力，比熱，熱量，比体積，質量など）
について説明できる。 25 25

熱力学の第一法則を理解し，熱量，内部エネルギー，エンタルピー
について説明できる。 25 25

理想気体の状態変化（過程）について説明できる。 25 25

カルノーサイクルを理解し，その効率について説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 85 15 0 0 0 0 100

流
体
力
学
基
礎

２ ４
流体力学の基礎である流れの力学的概念を把握するため
に重要な式の力学的意味と導出過程を学習する。演習問
題は重要な式に関する基礎的な問題を取り上げ，懇切に
説明することにより，流体力学の理解を深める。

国際単位系（SI）を用いて，密度，粘度，動粘度，力，圧力などの
用語を理解し，説明できる。 15 15

ニュートンの粘性法則からせん断応力を求めることができる。 15 15

液柱圧力計の原理を理解し，問題を解くことができる。 15 15

壁面に働く力，表面張力，浮力を理解し，問題を解くことができる。 15 15

連続の式とベルヌーイの定理を理解し，速度や圧力を求めることが
できる。 10 10 20

流量測定法や流速測定法の原理を理解し，説明できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100

材
料
力
学
基
礎

２ ３
等質，等方性の材料を取り扱い，弾性変形の範囲において，
まず引張，圧縮，せん断などの荷重による物体の応力と
変形について学ぶ。さらに，曲げを受ける真直はりの応
力と変形に対する解析，はりの設計公式の基礎を学ぶ。

応力，ひずみ，変位などの説明ができる。 10 10

弾性係数について説明ができる。 10 10

フックの法則が説明できる。 20 20

はりの種類について説明できる。　 20 20

せん断応力図，曲げモーメント図を描くことができる。 20 20

はりの曲げ応力やたわみを求めることができる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

工
業
力
学

２ ２
機械工学科で学ぶ，材料力学，流体力学，熱力学，機械
力学は，エンジニアとして，習得すべき最も重要な科目
として位置づけられている。工業力学では，これらの学
習に必要な数学，物理学に関連した基礎知識を習得する。

複数の力を合成することができる。 15 15

モーメントのつり合い式をたてることができる。 15 15

偶力とは何かを説明できる。 15 15

面積の重心を求めることができる。 10 10

体積の重心を求めることができる。 10 10

相対速度とは何かを説明できる。 15 15

放物運動で最大到達距離を求めることができる。 10 10

すべり摩擦力を求めることができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
力
学
基
礎

２ ３
機械や装置の振動が増大した場合の原因の解明や制御方
法を学ぶ。また，振動を利用した機械の問題に対応でき
る能力を養うため，自由振動と強制振動に関する基礎を
学ぶ。

運動の第３法則（作用反作用の法則）とはなにかを説明できる。 10 10

運動・位置エネルギー，「力学的エネルギー保存則」とは何かを説明
できる。 10 10

片持ちはりのばね定数を計算できる。 20 20

バネ定数と質量から固有振動数を計算できる。 20 20

自由振動と強制振動との差を説明できる。 20 20

減衰振動とは何かを説明できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

制
御
工
学
基
礎

２ ４

並進運動と回転運動の表現方法を説明する。特に，慣性
モーメント，角運動量の概念について紹介し，これらを
用いて回転体の運動方程式を導出する方法について，演
習形式で説明する。後半は，機械の運動方程式をもとに
機械の制御の仕組みの基礎を学ぶ。制御系の構成と用語，
制御要素の入出力特性を微分方程式で記述する手法につ
いて解説する。

１自由度ばね・質量・ダンパ系について，運動方程式が立てられ，
その解が求めることができる。 15 15

慣性モーメントの定義を説明すると共にその値を求め，それが物体
の運動に対しどのように影響を与えるかを説明できる。 15 15

固定軸まわりの剛体の回転運動について運動方程式が立てることが
できる。 10 10

２自由度ばね・質量・ダンパ系について，運動方程式が立てられ，
その解を求めることができる。 10 10 20

制御に必要な技術について説明できる。 10 10 20

制御システムのブロック線図を作成できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 100

要
素
・
機
構
設
計
学

２ ３
機械を構成する部品には他の機械と共通するものが多く
これを機械要素という。ここでは締結要素としてねじの
設計，軸系要素として曲げやねじり力が加わる軸の直径
の計算と太さの決定方法についてついて学ぶ。

機械の構造と機構について説明できる。 5 5 10 20

力の分解と合成およびモーメントについて説明できる。 5 5 10 20

部材に作用する荷重の種類と応力について計算できる。 5 5 10 20

ねじの種類と各種の荷重に対する強さの計算が説明できる。 15 5 20

軸の強さについての計算と説明ができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 60 10 0 0 100

熱
力
学
基
礎

２ ４

熱力学は熱を機械仕事へ変換するための学問として発達
し，機械仕事の概念は自動車や航空機などの輸送機械用
エンジンの設計には不可欠なものである。本講義では，
熱力学第１法則に基づいて，主に熱と機械仕事との関連
について述べる。

熱力学で扱う物理量（温度，圧力，比熱，熱量，比体積，質量など）
について説明できる。 25 25

熱力学の第一法則を理解し，熱量，内部エネルギー，エンタルピー
について説明できる。 25 25

理想気体の状態変化（過程）について説明できる。 25 25

カルノーサイクルを理解し，その効率について説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 85 15 0 0 0 0 100

流
体
力
学
基
礎

２ ４
流体力学の基礎である流れの力学的概念を把握するため
に重要な式の力学的意味と導出過程を学習する。演習問
題は重要な式に関する基礎的な問題を取り上げ，懇切に
説明することにより，流体力学の理解を深める。

国際単位系（SI）を用いて，密度，粘度，動粘度，力，圧力などの
用語を理解し，説明できる。 15 15

ニュートンの粘性法則からせん断応力を求めることができる。 15 15

液柱圧力計の原理を理解し，問題を解くことができる。 15 15

壁面に働く力，表面張力，浮力を理解し，問題を解くことができる。 15 15

連続の式とベルヌーイの定理を理解し，速度や圧力を求めることが
できる。 10 10 20

流量測定法や流速測定法の原理を理解し，説明できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100

材
料
力
学
基
礎

２ ３
等質，等方性の材料を取り扱い，弾性変形の範囲において，
まず引張，圧縮，せん断などの荷重による物体の応力と
変形について学ぶ。さらに，曲げを受ける真直はりの応
力と変形に対する解析，はりの設計公式の基礎を学ぶ。

応力，ひずみ，変位などの説明ができる。 10 10

弾性係数について説明ができる。 10 10

フックの法則が説明できる。 20 20

はりの種類について説明できる。　 20 20

せん断応力図，曲げモーメント図を描くことができる。 20 20

はりの曲げ応力やたわみを求めることができる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100
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専
門
科
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基
幹
科
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機
械
材
料
学
基
礎

２ ３

機械材料に必要な性質（変形と強さ）を学び，材料のミ
クロな構造とこれらの性質との関りについて学ぶ。さら
に，ミクロな構造を制御する方法（熱処理）に関して，
温度と冷却速度によりミクロ組織が変化する現象（変態）
への理解を深める。

機械材料に求められる性能について説明できる。 20 20

金属結晶の変形と転位の役割について説明できる。 20 20

状態図と組織のでき方について説明できる。 20 20

純鉄の変態と組織について説明できる。 10 10

鉄−炭素平衡状態図について説明できる。 20 20

鉄鋼材料の強さでのマルテンサイト変態の働きについて説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

加
工
学
基
礎

２ ２

我々の身の回りには様々な部品や製品がある。ここで，
希望する形状や寸法の部品や製品を得るためには，材料
に様々な加工を施すことが必要である。材料加工学では
様々な材料加工法を学習する。そして，材料と部品や製
品が与えられた時，どのような材料加工法が製造価格や
製品品質等の点で最適であるかを学習する。

機械とはどのようなものであるか説明できる。 10 10

機械を製作するためのあらすじを図にまとめることができる。 10 10

大別された工業材料の種類と，材料の特性について説明できる。 10 10

切削加工法の種類を挙げることができる。 10 10

研削加工法と粒加工法の違いを説明できる。 10 10

熱間加工と冷間加工の違い，プレス成形加工について説明できる。 10 10

エンジンや各種部品などを製造する鋳造加工法の特徴をあげること
ができる。 10 10

接合加工法の種類とその原理について説明できる。 10 10

金属の熱処理の種類とその目的をあげることができる。 10 10

工作機械の名称およびそれら機械による加工法の特徴について説明
できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｅ
入
門

２ １

パーソナルコンピューターを使い機械工学の学生として
必要な CAD の基本操作を学び，2 次元表記法および 3
次元立体物の作図法の対する理解を深め，創造製作実習
やリポートに役立たせる知識を学ぶ。また，同時にリポー
ト作成に必要なアプリケーションに対する基本操作方法
と活用方法を学ぶ。

ワードプロセッサおよび計算ソフトを使い簡単なレポートの作成が
行なえる。 10 30 40

CAD ソフトを使い３次元立体物を第３角法で２次元展開できる。 10 20 30

CAD ソフトを使い３次元立体物が作図できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

計
測
工
学

２ １
温度，ひずみ，力，圧力，速度などの各種の物理量を計
測するセンサの種類，用途，機能，および計測の原理に
ついて学ぶ。

センサの種類や用途が説明できる。 15 10 25

温度計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 5 10 15

ひずみ計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 5 10 15

力，圧力計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15 15

速度，振動計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15 15

位置計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 100
機
械
入
門
セ
ミ
ナ

１ １
機械工学科の概要を学び，教育目標および機械技術者と
して巣立つために必要な事柄についての理解を深める。
本講義では，「環境にやさしい機械技術者」の教育を目指
し，機械工学を学ぶための土台となる講義を行う

力学系（材料力学・機械力学・流体力学・熱力学）の各分野の必要
性と概要を理解することができる。 10 40 50

応用系（材料・加工 ･ 制御・設計製図）の各分野の必要性と概要を
理解することができる。 10 40 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 80 0 100

機
械
セ
ミ
ナ

１ ２

機械工学において，自らの発想で設計や製作，評価を行
うことは重要である。本講義では，工場見学を通じて事
前に与えられた課題に必要な情報収集をする。紙を材料
とした自由な形の片持ち梁を製作し，その強度評価を行
う。

工場見学を通じて，課題に必要な情報を集めることができる。 20 20

紙の材料特性（引張・圧縮）を理解できる。 20 20

片持ち梁の製作に自分のアイデアを活かすことができる。 30 30

評価の結果を用いて，自分のアイデアに対する評価ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

展
開
科
目

強
度
設
計
系

材
料
力
学

２ ４
材料力学基礎の展開科目として，軸のねじり，組み合わ
せ応力とモールの応力円，柱の座屈，ひずみエネルギー
などについて学び，これらをより実際的な問題の応力や
変形の解析に適用して，強度計算の基礎を学習する。

軸のねじり応力を求めることができる。 5 10 15

組合せ応力を求めることができる。 5 10 15

モールの応力円が描ける。 5 10 15

オイラーの座屈荷重を求めることができる。 10 10

ひずみエネルギを求めることができる。 10 10

カスティリアノの定理が説明できる。 10 10

材料の破損と破壊の法則について説明できる。 10 10

応力集中について説明できる。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 85 0 0 0 0 100

− 48 −
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区
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授
業
科
目
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開
講
期

学修内容 学修到達目標
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

機
械
材
料
学
基
礎

２ ３

機械材料に必要な性質（変形と強さ）を学び，材料のミ
クロな構造とこれらの性質との関りについて学ぶ。さら
に，ミクロな構造を制御する方法（熱処理）に関して，
温度と冷却速度によりミクロ組織が変化する現象（変態）
への理解を深める。

機械材料に求められる性能について説明できる。 20 20

金属結晶の変形と転位の役割について説明できる。 20 20

状態図と組織のでき方について説明できる。 20 20

純鉄の変態と組織について説明できる。 10 10

鉄−炭素平衡状態図について説明できる。 20 20

鉄鋼材料の強さでのマルテンサイト変態の働きについて説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

加
工
学
基
礎

２ ２

我々の身の回りには様々な部品や製品がある。ここで，
希望する形状や寸法の部品や製品を得るためには，材料
に様々な加工を施すことが必要である。材料加工学では
様々な材料加工法を学習する。そして，材料と部品や製
品が与えられた時，どのような材料加工法が製造価格や
製品品質等の点で最適であるかを学習する。

機械とはどのようなものであるか説明できる。 10 10

機械を製作するためのあらすじを図にまとめることができる。 10 10

大別された工業材料の種類と，材料の特性について説明できる。 10 10

切削加工法の種類を挙げることができる。 10 10

研削加工法と粒加工法の違いを説明できる。 10 10

熱間加工と冷間加工の違い，プレス成形加工について説明できる。 10 10

エンジンや各種部品などを製造する鋳造加工法の特徴をあげること
ができる。 10 10

接合加工法の種類とその原理について説明できる。 10 10

金属の熱処理の種類とその目的をあげることができる。 10 10

工作機械の名称およびそれら機械による加工法の特徴について説明
できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｅ
入
門

２ １

パーソナルコンピューターを使い機械工学の学生として
必要な CAD の基本操作を学び，2 次元表記法および 3
次元立体物の作図法の対する理解を深め，創造製作実習
やリポートに役立たせる知識を学ぶ。また，同時にリポー
ト作成に必要なアプリケーションに対する基本操作方法
と活用方法を学ぶ。

ワードプロセッサおよび計算ソフトを使い簡単なレポートの作成が
行なえる。 10 30 40

CAD ソフトを使い３次元立体物を第３角法で２次元展開できる。 10 20 30

CAD ソフトを使い３次元立体物が作図できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

計
測
工
学

２ １
温度，ひずみ，力，圧力，速度などの各種の物理量を計
測するセンサの種類，用途，機能，および計測の原理に
ついて学ぶ。

センサの種類や用途が説明できる。 15 10 25

温度計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 5 10 15

ひずみ計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 5 10 15

力，圧力計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15 15

速度，振動計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15 15

位置計測の原理，用いるセンサの機能特徴について説明できる。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 100
機
械
入
門
セ
ミ
ナ

１ １
機械工学科の概要を学び，教育目標および機械技術者と
して巣立つために必要な事柄についての理解を深める。
本講義では，「環境にやさしい機械技術者」の教育を目指
し，機械工学を学ぶための土台となる講義を行う

力学系（材料力学・機械力学・流体力学・熱力学）の各分野の必要
性と概要を理解することができる。 10 40 50

応用系（材料・加工 ･ 制御・設計製図）の各分野の必要性と概要を
理解することができる。 10 40 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 80 0 100

機
械
セ
ミ
ナ

１ ２

機械工学において，自らの発想で設計や製作，評価を行
うことは重要である。本講義では，工場見学を通じて事
前に与えられた課題に必要な情報収集をする。紙を材料
とした自由な形の片持ち梁を製作し，その強度評価を行
う。

工場見学を通じて，課題に必要な情報を集めることができる。 20 20

紙の材料特性（引張・圧縮）を理解できる。 20 20

片持ち梁の製作に自分のアイデアを活かすことができる。 30 30

評価の結果を用いて，自分のアイデアに対する評価ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

展
開
科
目

強
度
設
計
系

材
料
力
学

２ ４
材料力学基礎の展開科目として，軸のねじり，組み合わ
せ応力とモールの応力円，柱の座屈，ひずみエネルギー
などについて学び，これらをより実際的な問題の応力や
変形の解析に適用して，強度計算の基礎を学習する。

軸のねじり応力を求めることができる。 5 10 15

組合せ応力を求めることができる。 5 10 15

モールの応力円が描ける。 5 10 15

オイラーの座屈荷重を求めることができる。 10 10

ひずみエネルギを求めることができる。 10 10

カスティリアノの定理が説明できる。 10 10

材料の破損と破壊の法則について説明できる。 10 10

応力集中について説明できる。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 85 0 0 0 0 100

− 49 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

強
度
設
計
系

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工
学

２ ５
「材料力学基礎」，「材料力学」などの授業に基礎を置いた
もので、有限要素法汎用プログラムを用いて複雑な部材
のシミュレーションによる応力解析を行い、
強度評価が機械設計にいかにかかわるかを学ぶ。

有限要素法の概略を説明できる。 15 5 20

二次元解析モデルが作成できる。 10 10

三次元解析モデルが作成できる。 10 10

二次元線形静的問題の応力解析ができる。 15 5 20

三次元線形静的問題の応力解析ができる。 15 5 20

境界条件について説明できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 100

材
料
強
度
設
計
学

２ ６

材料に力が作用すると材料は変形したり、内部に応力が生
じたりする。このような変形や応力がある基準値を超える
と材料は破壊する。その一方で、材料の破壊限界や有限寿
命を基準に踏まえた機械の設計が一般化しつつある。本講
義では、材料の変形と応力の関係、様々な使用環境下にお
いて材料に生じる応力の評価、破壊現象を学習する。また、
材料の変形や破壊の基盤となるミクロ視点での変形挙動も
学習する。また、演習を設けて理解の深化も図る。

弾性および塑性変形機構が説明できる。 30 30

応力—歪カーブが説明できる。 30 30

疲労・破壊・クリープの現象が説明できる。 25 25

材料強度を結晶学の視点（転位）で説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

制
御
工
学

２ ５
制御系を表す強制入力項をもつ運動方程式 ( 微分方程式 )
を解くための，ラプラス変換，逆ラプラス変換について
学ぶ。また，制御系の入出力特性の評価方法や制御系の
安定性の解析方法について説明する。

制御システムの構造をブロック線図を用いて説明できる。 20 20

フィードバック制御システムの特徴について説明できる。 20 20

制御システムの時間特性と周波数特性について説明できる。 20 20

制御システムの安定判別について説明できる。 20 20

PID 制御システムの設計法について説明ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
工
学

２ ６
電気回路素子の基本的性質や回路内の動作を現象的に理
解したうえで、回路の考え方・解析方法を学ぶ。さらに、
ディジタル回路や電子制御・計測を学習する上でその基
礎となる考え方を学ぶ。

直流回路の計算ができる。 5 10 15

正弦波交流について説明ができる。 5 10 15

抵抗，コイル，コンデンサーの働きについて説明できる。 5 10 15

簡単な交流回路の計算ができる。 5 10 15

ダイオード、トランジスタの働きについて説明できる。 10 10 20

トランジスタを用いた電子回路について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 60 0 0 100

機
械
設
計
学

２ ４
「要素 ･ 機構設計」に続き機械要素の設計法について学ぶ。
軸継手，すべり・転がり軸受，歯車，リンク機構等の設
計法について学ぶ。

軸の強さについての計算と説明ができる。 10 10 20

軸継手の種類について説明ができる。 10 10 20

転がり軸受の種類と用途について説明ができる。 20 20

歯車の種類と用途について説明ができる。 10 10 20

伝動装置について説明ができる。 10 10

緩衝装置に説明ができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

自
動
車
工
学

２ ７
自動車の基本的構成，主要部位の構造について最新の技
術を含めて学ぶ。また，自動車の性能や力学などについ
て基礎的な理論を学ぶ。さらには最新の環境対応自動車
についても学ぶ。

自動車の基本的構成（FF， FR， 4WD など）について説明できる。 5 5 10 20

内燃機関（ガソリン機関、ディーゼル機関、４サイクル、２サイクル）
の構造が説明できる。 5 5 10 20

サイクル（オットー、アトキンソン、ミラー、ディーゼル、サバテ、
クラーク）について理解し、熱効率、圧縮比、圧力比、平均有効圧
力等について説明および計算できる。

5 5 10 20

自動車の性能（出力、燃費、排ガスなど）について説明できる。 5 5 10 20

環境，安全に関する自動車の最新動向について説明できる。 5 5 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 25 25 50 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
系

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

２ ５

初めに熱力学基礎で学んだ知識を基にして，熱力学第２
法則およびエントロピーの基本概念についての解説を行
う。その上で，実際のエンジンなどを題材として，エネ
ルギーの有効利用方法などの熱力学の応用について講述
する。

理想気体のエントロピー変化を等温変化について求めることができ
る。 25 25

理想気体のエントロピー変化を等積・等圧変化について求めること
ができる。 25 25

カルノーサイクルの熱効率が計算できる。 10 10 5 25

カルノーサイクル以外のいくつかのサイクルの原理を説明できる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 20 10 0 0 100

− 50 −
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科
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学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
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自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

強
度
設
計
系

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工
学

２ ５
「材料力学基礎」，「材料力学」などの授業に基礎を置いた
もので、有限要素法汎用プログラムを用いて複雑な部材
のシミュレーションによる応力解析を行い、
強度評価が機械設計にいかにかかわるかを学ぶ。

有限要素法の概略を説明できる。 15 5 20

二次元解析モデルが作成できる。 10 10

三次元解析モデルが作成できる。 10 10

二次元線形静的問題の応力解析ができる。 15 5 20

三次元線形静的問題の応力解析ができる。 15 5 20

境界条件について説明できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 100

材
料
強
度
設
計
学

２ ６

材料に力が作用すると材料は変形したり、内部に応力が生
じたりする。このような変形や応力がある基準値を超える
と材料は破壊する。その一方で、材料の破壊限界や有限寿
命を基準に踏まえた機械の設計が一般化しつつある。本講
義では、材料の変形と応力の関係、様々な使用環境下にお
いて材料に生じる応力の評価、破壊現象を学習する。また、
材料の変形や破壊の基盤となるミクロ視点での変形挙動も
学習する。また、演習を設けて理解の深化も図る。

弾性および塑性変形機構が説明できる。 30 30

応力—歪カーブが説明できる。 30 30

疲労・破壊・クリープの現象が説明できる。 25 25

材料強度を結晶学の視点（転位）で説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

制
御
工
学

２ ５
制御系を表す強制入力項をもつ運動方程式 ( 微分方程式 )
を解くための，ラプラス変換，逆ラプラス変換について
学ぶ。また，制御系の入出力特性の評価方法や制御系の
安定性の解析方法について説明する。

制御システムの構造をブロック線図を用いて説明できる。 20 20

フィードバック制御システムの特徴について説明できる。 20 20

制御システムの時間特性と周波数特性について説明できる。 20 20

制御システムの安定判別について説明できる。 20 20

PID 制御システムの設計法について説明ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
工
学

２ ６
電気回路素子の基本的性質や回路内の動作を現象的に理
解したうえで、回路の考え方・解析方法を学ぶ。さらに、
ディジタル回路や電子制御・計測を学習する上でその基
礎となる考え方を学ぶ。

直流回路の計算ができる。 5 10 15

正弦波交流について説明ができる。 5 10 15

抵抗，コイル，コンデンサーの働きについて説明できる。 5 10 15

簡単な交流回路の計算ができる。 5 10 15

ダイオード、トランジスタの働きについて説明できる。 10 10 20

トランジスタを用いた電子回路について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 60 0 0 100

機
械
設
計
学

２ ４
「要素 ･ 機構設計」に続き機械要素の設計法について学ぶ。
軸継手，すべり・転がり軸受，歯車，リンク機構等の設
計法について学ぶ。

軸の強さについての計算と説明ができる。 10 10 20

軸継手の種類について説明ができる。 10 10 20

転がり軸受の種類と用途について説明ができる。 20 20

歯車の種類と用途について説明ができる。 10 10 20

伝動装置について説明ができる。 10 10

緩衝装置に説明ができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

自
動
車
工
学

２ ７
自動車の基本的構成，主要部位の構造について最新の技
術を含めて学ぶ。また，自動車の性能や力学などについ
て基礎的な理論を学ぶ。さらには最新の環境対応自動車
についても学ぶ。

自動車の基本的構成（FF， FR， 4WD など）について説明できる。 5 5 10 20

内燃機関（ガソリン機関、ディーゼル機関、４サイクル、２サイクル）
の構造が説明できる。 5 5 10 20

サイクル（オットー、アトキンソン、ミラー、ディーゼル、サバテ、
クラーク）について理解し、熱効率、圧縮比、圧力比、平均有効圧
力等について説明および計算できる。

5 5 10 20

自動車の性能（出力、燃費、排ガスなど）について説明できる。 5 5 10 20

環境，安全に関する自動車の最新動向について説明できる。 5 5 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 25 25 50 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
系

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

２ ５

初めに熱力学基礎で学んだ知識を基にして，熱力学第２
法則およびエントロピーの基本概念についての解説を行
う。その上で，実際のエンジンなどを題材として，エネ
ルギーの有効利用方法などの熱力学の応用について講述
する。

理想気体のエントロピー変化を等温変化について求めることができ
る。 25 25

理想気体のエントロピー変化を等積・等圧変化について求めること
ができる。 25 25

カルノーサイクルの熱効率が計算できる。 10 10 5 25

カルノーサイクル以外のいくつかのサイクルの原理を説明できる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 20 10 0 0 100
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エ
ネ
ル
ギ
ー
系

熱
移
動
工
学

２ ６

熱移動現象の基礎となる温度と分子運動の関係について
解説を行い理解を深める。この基礎知識を用いて，伝熱
現象の 3 形態である，熱伝導・対流熱伝達・ふく射伝熱
の基礎的について学ぶ。さらに，工業的な応用を行うの
ための演習を行い熱移動現象の理解を深める。

伝導伝熱についてフーリエの法則と基礎方程式を説明できる。 20 20

1 次元定常熱伝導について計算できる。 20 20

対流伝熱について熱伝達率と熱通過率を説明できる。 20 20

各種対流熱伝達関係式を利用し計算することができる。 10 5 15

熱放射に対してプランクの式，ウイーンの変位則，ステファンボル
ツマンの法則を説明できる。 10 10

熱交換器の設計の基礎を理解し計算ができる。 10 5  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 100

流
体
力
学
１

２ ５
流体力学基礎で習得した内容を基礎にして，流体力学の
基礎式を導出し具体的な流れに適用する。また，実在流
体 ( 粘性流体 ) の管内流れなどの工業的に重要な流動現象
について学ぶ。

運動量の法則を応用した問題を解くことができる。 20 20

流れの相似パラメータについて理解し，説明できる。 20 20

管摩擦係数の式を両対数グラフにプロットできる。 10 10 20

円管の摩擦係数や局所損失・圧力損失を計算できる。 20 20

連続の式とナヴィエ・ストークスの式を理解し，速度分布を求める
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

流
体
力
学
２

２ ６
流体力学基礎で習得した内容を基礎にして，実在流体 ( 粘
性流体 ) の物体周りの流れや乱流などの工業的に重要な
流動現象について学ぶ。具体的な演習で理解を深める。

レイノルズ数の物理的な意味を説明できる。 10 10 20

ナヴィエ・ストークスの式について説明できる。 10 10 20

境界層のはく離について説明できる。 20 20

円柱周りの流れとカルマン渦を説明できる。 20 20

翼が浮上するメカニズムを説明できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 100

航
空
宇
宙
工
学

２ ７
航空機および宇宙機の発達史，および航空宇宙技術の基
礎について述べた上で，圧縮性流体を支配する基礎方程
式について講述し，超音速流れの実現方法・宇宙飛行体
の熱防護などの応用例についても言及する。

航空機および宇宙機の歴史について説明できる。 10 5 15

飛行機はなぜ飛ぶのかを理解できる。 10 5 15

音速とマッハ数の関係を説明できる。 10 10 20

超音速流れを発生させる方法を説明できる。 10 10 10 30

宇宙機における空力加熱と熱防護について簡単に説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 40 10 40 0 0 100

材
料
加
工
系

機
械
材
料
学

２ ４

自動車などの各種機械や各種装置機器の製造に用いられ
る鉄鋼材料やアルミニウム，マグネシウム，チタン，お
よび非金属材料（セラミクス，プラスチック）について
学習する。この際，関連の深い生産プロセス（熱処理・
溶接・切削・鋳造・塑性加工など）との関連にも留意する。

薄鋼板の種類と利用方法について説明できる。 20 20

厚鋼板の種類と溶接部での材質変化について説明できる。 20 20

機械構造用鋼の種類と熱処理について説明できる。 20 20

各種の中〜高炭素鋼やステンレス鋼について説明できる。 20 20

アルミニウム，マグネシウム，チタンなどの非鉄 金属・合金につい
て説明できる。 10 10

セラミックスおよびプラスチックについて説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

機
能
材
料
工
学

２ ５

高性能な機械では，構造材料に加えて強度以外の様々な
特性を有する材料が使用されている。ここでは，電気特性，
磁気特性など強度以外の機能を有する各種材料，および
最新の材料の特徴と用途について学ぶ。さらに，これら
機能を発現する原理・現象の概要も学習する。

電子材料の特徴と用途が説明できる。 10 10 5 25

液晶・高分子・セラミックスなどの特徴と用途が説明できる。 10 10 20

超伝導、燃料電池などの最新材料の特徴が説明できる。 20 5 25

材料の電気伝導性、熱伝導性、磁性が説明できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 60 10 0 0 0 100

機
械
加
工
学

２ ３

機械加工学では，工作機械を使い工業材料である素形材
を様々な形状に加工する場合に起きる工具と材料間の物
理的現象とこれに関連する諸問題について学習する。ま
た近年，急速にその技術が発展しているマイクロ加工法
に関して，レーザーや電子ービーム，イオンビームなど
の利用による加工原理と製造技術などに関する基礎的理
論ついて学ぶ。

高精度・高品位加工法である創成加工学の概念を説明できる。 10 10

切削加工の機構を説明できる。 5 10 15

研削加工の機構を説明できる。 5 10 15

工具材料の基礎的な種類と機構について説明できる。 5 10 15

ビーム利用による微細加工が説明できる。 5 10 15

加工技術と加工精度の関係を説明できる。 5 5 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 70 0 0 0 100
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エ
ネ
ル
ギ
ー
系

熱
移
動
工
学

２ ６

熱移動現象の基礎となる温度と分子運動の関係について
解説を行い理解を深める。この基礎知識を用いて，伝熱
現象の 3 形態である，熱伝導・対流熱伝達・ふく射伝熱
の基礎的について学ぶ。さらに，工業的な応用を行うの
ための演習を行い熱移動現象の理解を深める。

伝導伝熱についてフーリエの法則と基礎方程式を説明できる。 20 20

1 次元定常熱伝導について計算できる。 20 20

対流伝熱について熱伝達率と熱通過率を説明できる。 20 20

各種対流熱伝達関係式を利用し計算することができる。 10 5 15

熱放射に対してプランクの式，ウイーンの変位則，ステファンボル
ツマンの法則を説明できる。 10 10

熱交換器の設計の基礎を理解し計算ができる。 10 5  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 100

流
体
力
学
１

２ ５
流体力学基礎で習得した内容を基礎にして，流体力学の
基礎式を導出し具体的な流れに適用する。また，実在流
体 ( 粘性流体 ) の管内流れなどの工業的に重要な流動現象
について学ぶ。

運動量の法則を応用した問題を解くことができる。 20 20

流れの相似パラメータについて理解し，説明できる。 20 20

管摩擦係数の式を両対数グラフにプロットできる。 10 10 20

円管の摩擦係数や局所損失・圧力損失を計算できる。 20 20

連続の式とナヴィエ・ストークスの式を理解し，速度分布を求める
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

流
体
力
学
２

２ ６
流体力学基礎で習得した内容を基礎にして，実在流体 ( 粘
性流体 ) の物体周りの流れや乱流などの工業的に重要な
流動現象について学ぶ。具体的な演習で理解を深める。

レイノルズ数の物理的な意味を説明できる。 10 10 20

ナヴィエ・ストークスの式について説明できる。 10 10 20

境界層のはく離について説明できる。 20 20

円柱周りの流れとカルマン渦を説明できる。 20 20

翼が浮上するメカニズムを説明できる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 100

航
空
宇
宙
工
学

２ ７
航空機および宇宙機の発達史，および航空宇宙技術の基
礎について述べた上で，圧縮性流体を支配する基礎方程
式について講述し，超音速流れの実現方法・宇宙飛行体
の熱防護などの応用例についても言及する。

航空機および宇宙機の歴史について説明できる。 10 5 15

飛行機はなぜ飛ぶのかを理解できる。 10 5 15

音速とマッハ数の関係を説明できる。 10 10 20

超音速流れを発生させる方法を説明できる。 10 10 10 30

宇宙機における空力加熱と熱防護について簡単に説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 40 10 40 0 0 100

材
料
加
工
系

機
械
材
料
学

２ ４

自動車などの各種機械や各種装置機器の製造に用いられ
る鉄鋼材料やアルミニウム，マグネシウム，チタン，お
よび非金属材料（セラミクス，プラスチック）について
学習する。この際，関連の深い生産プロセス（熱処理・
溶接・切削・鋳造・塑性加工など）との関連にも留意する。

薄鋼板の種類と利用方法について説明できる。 20 20

厚鋼板の種類と溶接部での材質変化について説明できる。 20 20

機械構造用鋼の種類と熱処理について説明できる。 20 20

各種の中〜高炭素鋼やステンレス鋼について説明できる。 20 20

アルミニウム，マグネシウム，チタンなどの非鉄 金属・合金につい
て説明できる。 10 10

セラミックスおよびプラスチックについて説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

機
能
材
料
工
学

２ ５

高性能な機械では，構造材料に加えて強度以外の様々な
特性を有する材料が使用されている。ここでは，電気特性，
磁気特性など強度以外の機能を有する各種材料，および
最新の材料の特徴と用途について学ぶ。さらに，これら
機能を発現する原理・現象の概要も学習する。

電子材料の特徴と用途が説明できる。 10 10 5 25

液晶・高分子・セラミックスなどの特徴と用途が説明できる。 10 10 20

超伝導、燃料電池などの最新材料の特徴が説明できる。 20 5 25

材料の電気伝導性、熱伝導性、磁性が説明できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 60 10 0 0 0 100

機
械
加
工
学

２ ３

機械加工学では，工作機械を使い工業材料である素形材
を様々な形状に加工する場合に起きる工具と材料間の物
理的現象とこれに関連する諸問題について学習する。ま
た近年，急速にその技術が発展しているマイクロ加工法
に関して，レーザーや電子ービーム，イオンビームなど
の利用による加工原理と製造技術などに関する基礎的理
論ついて学ぶ。

高精度・高品位加工法である創成加工学の概念を説明できる。 10 10

切削加工の機構を説明できる。 5 10 15

研削加工の機構を説明できる。 5 10 15

工具材料の基礎的な種類と機構について説明できる。 5 10 15

ビーム利用による微細加工が説明できる。 5 10 15

加工技術と加工精度の関係を説明できる。 5 5 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 70 0 0 0 100
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材
料
加
工
系

変
形
加
工
学

２ ４

変形加工学では，金属や非鉄材料に大きな外力を与えて
目的とする所望の形状・寸法・品質特性を備えた製品を
製造する加工技術について学習する。特に原料から素形
材を製造する一次加工（代表的技術である圧延）と，こ
の素形材を用いて製品を製造する二次加工（代表的技術
であるプレス加工や鍛造加工）に関してその基礎的要素
技術と応用例を学習する。

金属材料の塑性変形機構と機械的特性を説明できる。 10 10 20

応力・ひずみの概念，応力とひずみの関係を説明できる。 10 10 20

各種塑性加工法の力学的関係式から加工力を計算できる。 10 10 20

板材のプレス加工の原理を理解して，成形力やひずみを計算できる。 10 10 20

塑性加工における潤滑剤の果たす役割を説明できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 30 50 0 0 0 100

溶
融
加
工
学

２ ５
溶融成形学は，ものづくりのプロセスとして物質の溶融・
凝固現象を利用した成形加工法の基礎理論を理解する。
さらに，そのプロセスを駆使するために使われる生産加
工技術の利用・改善に関して学習する。

溶融物質の特性について説明できる。 10 10

鋳型製品を作るまでの工程を説明できる。 10 10

鋳物の各部の名称とその役割を説明できる。 10 10

鋳造品を製作するために必要な鋳型の種類と特徴をあげることがで
きる。 10 10

生砂型鋳造法について説明できる。 10 10

シェルモールド鋳造法，ダイカスト鋳造法，精密鋳造法の概要を説
明できる。 10 10

金属溶接法の種類とその熱エネルギー源を説明できる。 10 10

溶接により発生する熱影響部と材質変化について説明できる。 10 10

アーク溶接法の原理について説明できる。 10 10

抵抗溶接，ろう付け，拡散溶接などの各種溶接法の概要を説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

表
面
加
工
学

２ ６
表面加工学では，金属などの表面を化学的または物理的
な外力を加えることによって微細加工する方法，および
表面に薄膜を成膜したり表面の特性を変化させる方法に
ついて学習する。

表面に求められる特性とその評価方法について説明できる。 5 10 5 20

エッチング，レーザー加工などの表面加工の概要を説明できる。 20 20

真空の概念を説明できる。 5 10 15

プラズマを発生させる原理を説明できる。 5 10 15

PVD 法，CVD 法について説明できる。 15 15

窒化処理，ピーニング処理などの表面改質処理法について説明でき
る。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 80 5 0 0 100

環
境
工
学

２ ７

環境リサイクル工学では，人間と環境の関わりの視点か
ら地球環境問題を学ぶ。環境に関する国際規格の動向及
び材料製品の環境負荷評価法ついて学び，持続発展可能
な循環型生産システムを創造するための考え方や環境調
和型の材料リサイクル技術について学ぶ。

我々の直面している環境問題について説明できる 10 10

環境に関わる国内法および国際規格について説明できる。 20 20

廃棄物のリサイクルの現状を一例として挙げて説明できる 10 10

ごみ処理システムの考え方について説明できる 10 10

環境マネジメントシステムについて説明できる 10 10

環境適合設計の考え方について説明できる。 10 10

ＬＣＡの定義について説明できる 20 20

ＬＣＡの評価のためのケース・スタディができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

基
礎
機
械
製
図

２ ２

簡単な段付き丸軸でも製作図とするためには，投影図を
描き寸法記入，寸法公差等の記入する知識が必要である。
そこで加工方法や計測を考慮しつつ，簡単な図からはじ
めて順次複雑な図の読み描きができるよう演習を交えて
学ぶ。

図面の様式について説明できる。 20 20

線の種類と使い方について説明できる。 20 20

投影法について説明できる。 10 10 20

内部が複雑な部品形状は適当な断面法を適用し図示できる。 10 10 20

加工や計測を考慮した寸法記入ができる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

２ ３
ＣＡＤソフトを使って製作図を作成するために必要な，
表面性状・幾何公差等の講義，演習を通して機械部品を
製作図とするための技法について学ぶ。さらに，ねじ，
ばね，歯車等の製図法について学ぶ。

CAD 利用の概念が説明できる。 5 10 15

２次元 CAD の操作および作図ができる。 5 10 15

図面に寸法公差，幾何学公差，表面性状の表記ができる。 5 20 25

機械要素部品（ボルト・ナット・歯車・ばね）の簡略図を描くこと
ができる。 5 20 25

指定された時間内で作図ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 80 0 0 0 100

− 54 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

材
料
加
工
系

変
形
加
工
学

２ ４

変形加工学では，金属や非鉄材料に大きな外力を与えて
目的とする所望の形状・寸法・品質特性を備えた製品を
製造する加工技術について学習する。特に原料から素形
材を製造する一次加工（代表的技術である圧延）と，こ
の素形材を用いて製品を製造する二次加工（代表的技術
であるプレス加工や鍛造加工）に関してその基礎的要素
技術と応用例を学習する。

金属材料の塑性変形機構と機械的特性を説明できる。 10 10 20

応力・ひずみの概念，応力とひずみの関係を説明できる。 10 10 20

各種塑性加工法の力学的関係式から加工力を計算できる。 10 10 20

板材のプレス加工の原理を理解して，成形力やひずみを計算できる。 10 10 20

塑性加工における潤滑剤の果たす役割を説明できる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 30 50 0 0 0 100

溶
融
加
工
学

２ ５
溶融成形学は，ものづくりのプロセスとして物質の溶融・
凝固現象を利用した成形加工法の基礎理論を理解する。
さらに，そのプロセスを駆使するために使われる生産加
工技術の利用・改善に関して学習する。

溶融物質の特性について説明できる。 10 10

鋳型製品を作るまでの工程を説明できる。 10 10

鋳物の各部の名称とその役割を説明できる。 10 10

鋳造品を製作するために必要な鋳型の種類と特徴をあげることがで
きる。 10 10

生砂型鋳造法について説明できる。 10 10

シェルモールド鋳造法，ダイカスト鋳造法，精密鋳造法の概要を説
明できる。 10 10

金属溶接法の種類とその熱エネルギー源を説明できる。 10 10

溶接により発生する熱影響部と材質変化について説明できる。 10 10

アーク溶接法の原理について説明できる。 10 10

抵抗溶接，ろう付け，拡散溶接などの各種溶接法の概要を説明できる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

表
面
加
工
学

２ ６
表面加工学では，金属などの表面を化学的または物理的
な外力を加えることによって微細加工する方法，および
表面に薄膜を成膜したり表面の特性を変化させる方法に
ついて学習する。

表面に求められる特性とその評価方法について説明できる。 5 10 5 20

エッチング，レーザー加工などの表面加工の概要を説明できる。 20 20

真空の概念を説明できる。 5 10 15

プラズマを発生させる原理を説明できる。 5 10 15

PVD 法，CVD 法について説明できる。 15 15

窒化処理，ピーニング処理などの表面改質処理法について説明でき
る。 15  15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 80 5 0 0 100

環
境
工
学

２ ７

環境リサイクル工学では，人間と環境の関わりの視点か
ら地球環境問題を学ぶ。環境に関する国際規格の動向及
び材料製品の環境負荷評価法ついて学び，持続発展可能
な循環型生産システムを創造するための考え方や環境調
和型の材料リサイクル技術について学ぶ。

我々の直面している環境問題について説明できる 10 10

環境に関わる国内法および国際規格について説明できる。 20 20

廃棄物のリサイクルの現状を一例として挙げて説明できる 10 10

ごみ処理システムの考え方について説明できる 10 10

環境マネジメントシステムについて説明できる 10 10

環境適合設計の考え方について説明できる。 10 10

ＬＣＡの定義について説明できる 20 20

ＬＣＡの評価のためのケース・スタディができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

基
礎
機
械
製
図

２ ２

簡単な段付き丸軸でも製作図とするためには，投影図を
描き寸法記入，寸法公差等の記入する知識が必要である。
そこで加工方法や計測を考慮しつつ，簡単な図からはじ
めて順次複雑な図の読み描きができるよう演習を交えて
学ぶ。

図面の様式について説明できる。 20 20

線の種類と使い方について説明できる。 20 20

投影法について説明できる。 10 10 20

内部が複雑な部品形状は適当な断面法を適用し図示できる。 10 10 20

加工や計測を考慮した寸法記入ができる。 10 10  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

２ ３
ＣＡＤソフトを使って製作図を作成するために必要な，
表面性状・幾何公差等の講義，演習を通して機械部品を
製作図とするための技法について学ぶ。さらに，ねじ，
ばね，歯車等の製図法について学ぶ。

CAD 利用の概念が説明できる。 5 10 15

２次元 CAD の操作および作図ができる。 5 10 15

図面に寸法公差，幾何学公差，表面性状の表記ができる。 5 20 25

機械要素部品（ボルト・ナット・歯車・ばね）の簡略図を描くこと
ができる。 5 20 25

指定された時間内で作図ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 80 0 0 0 100
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実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

２ ４
ＣＡＤソフトを使って基本的な設計図が作成できるよう
演習を通して学習する。特に 3 次元 CAD を中心に基本
操作法の習得を図るために，簡単な部品図をもとに作図
法を学ぶ。

３次元 CAD の操作および作図ができる。 20 20 40

３次元モデルから２次元図面へ展開ができる。 10 10 20

２次元 CAD と３次元 CAD の特徴を理解し，使い分けることができ
る。 10 10 20

指定された時間内でモデリングができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 100

応
用
設
計
演
習
１

２ ５
これまでに学んだ材料力学，機械設計学，生産プロセス
等を基礎として平歯車減速機を設計製図する。歯車や軸
などの設計に対する理論や特性，材料の選択や加工方法
を考慮して計画図を作成し部品図・組立図を描く。

与えられた設計課題に対し，許容応力を用いた設計計算ができる。 20 20

設計手順が説明できる。 20 20

歯車に加わる力が解析でき，歯車のモジュールや軸の太さを決定す
ることができる。 20 20

機械に用いる標準部品（ボルト，軸受，キー，止め輪等）を JIS 規
格から選択できる。 20 20

機械材料の特性を知り，使用箇所への応用ができる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

応
用
設
計
演
習
２

２ ６

これまでに学んだ材料力学，機械設計学，生産プロセス
等を基礎として油圧ジャッキを設計製図する。油圧ジャッ
キの設計では簡単な油圧回路に対する理論や特性，材料
の選択や加工方法を考慮して計画図を作成し部品図・組
立図を描く。

与えられた設計課題に対し，許容応力を用いた設計計算ができる。 20 20

設計手順が説明できる。 20 20

機械部品に加わる力が解析でき，その部品の大きさを決定すること
ができる。 20 20

機械に用いる標準部品（ボルト，軸受など）を JIS 規格から選択できる。 20 20

機械材料の特性を知り，使用箇所への応用ができる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

応
用
機
械
工
学
１

２ ５今までに学んできた機械工学科目を基にして，話題となっ
ている事柄と機械工学の関係について学ぶ。

樹脂材料の分類ができ基本的な性質を説明できる。 10 10

樹脂材料の成形方法を説明できる。 10 10 20

ゴム材料の性質および用途を説明できる。 10 10

セラミックスの性質と用途を説明できる。 10 10

樹脂系複合材料やセラミックス系複合材料の種類・製造法・用途を
説明できる。 10 10 20

用途や使用環境によって材料の選択ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 30 10 0 0 100

応
用
機
械
工
学
２

２ ６今までに学んできた機械工学科目を基にして，話題となっ
ている事柄と機械工学の関係について学ぶ。

今までに学んできたことの復習ができ，より理解を深めることがで
きる。 5 5 10 20 40

社会と機械工学の関係を説明できる。 10 20 30

これから機械工学で学んだことをどのように社会で生かすことがで
きるか説明できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 30 60 0 0 100

数
値
計
算
法
１

２ ５
計算力学を学ぶためのアプローチとして FORTRAN 言語
を理解する。変数，組み込み関数，分岐，繰り返し，配
列計算などの使い方を学ぶ。

FORTRAN によって四則演算を実行できる。 5 5 5 10 25

主な組み込み関数 (sqrt， abs， sin， cos など ) を使用した計算ができ
る。 5 5 5 10 25

do 文を用いて繰り返し計算ができる。 5 10 15

do while 文を用いて条件判断ができる。 5 10 15

行列の演算プログラムが理解できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 20 60 0 0 100

数
値
計
算
法
２

２ ６
計算力学の初歩として，方程式の解を求める逐次二分法
やニュートン法によるプログラム作成や数値積分法とし
て台形公式やシンプソンの公式を用いたプログラムの作
成を行う。

数値計算における誤差を説明できる。 5 10 15

簡単な図形の面積を求めるプログラムができる。 5 10 15

２次方程式の解を求めるプログラムの作成ができる。 5 5 10 20

逐次２分法によって解を求める考え方が理解できる。 5 20 25

配列計算など，配列を用いたプログラムの作成ができる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 15 70 0 0 100
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実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

２ ４
ＣＡＤソフトを使って基本的な設計図が作成できるよう
演習を通して学習する。特に 3 次元 CAD を中心に基本
操作法の習得を図るために，簡単な部品図をもとに作図
法を学ぶ。

３次元 CAD の操作および作図ができる。 20 20 40

３次元モデルから２次元図面へ展開ができる。 10 10 20

２次元 CAD と３次元 CAD の特徴を理解し，使い分けることができ
る。 10 10 20

指定された時間内でモデリングができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 100

応
用
設
計
演
習
１

２ ５
これまでに学んだ材料力学，機械設計学，生産プロセス
等を基礎として平歯車減速機を設計製図する。歯車や軸
などの設計に対する理論や特性，材料の選択や加工方法
を考慮して計画図を作成し部品図・組立図を描く。

与えられた設計課題に対し，許容応力を用いた設計計算ができる。 20 20

設計手順が説明できる。 20 20

歯車に加わる力が解析でき，歯車のモジュールや軸の太さを決定す
ることができる。 20 20

機械に用いる標準部品（ボルト，軸受，キー，止め輪等）を JIS 規
格から選択できる。 20 20

機械材料の特性を知り，使用箇所への応用ができる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

応
用
設
計
演
習
２

２ ６

これまでに学んだ材料力学，機械設計学，生産プロセス
等を基礎として油圧ジャッキを設計製図する。油圧ジャッ
キの設計では簡単な油圧回路に対する理論や特性，材料
の選択や加工方法を考慮して計画図を作成し部品図・組
立図を描く。

与えられた設計課題に対し，許容応力を用いた設計計算ができる。 20 20

設計手順が説明できる。 20 20

機械部品に加わる力が解析でき，その部品の大きさを決定すること
ができる。 20 20

機械に用いる標準部品（ボルト，軸受など）を JIS 規格から選択できる。 20 20

機械材料の特性を知り，使用箇所への応用ができる。 20  20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

応
用
機
械
工
学
１

２ ５今までに学んできた機械工学科目を基にして，話題となっ
ている事柄と機械工学の関係について学ぶ。

樹脂材料の分類ができ基本的な性質を説明できる。 10 10

樹脂材料の成形方法を説明できる。 10 10 20

ゴム材料の性質および用途を説明できる。 10 10

セラミックスの性質と用途を説明できる。 10 10

樹脂系複合材料やセラミックス系複合材料の種類・製造法・用途を
説明できる。 10 10 20

用途や使用環境によって材料の選択ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 30 10 0 0 100

応
用
機
械
工
学
２

２ ６今までに学んできた機械工学科目を基にして，話題となっ
ている事柄と機械工学の関係について学ぶ。

今までに学んできたことの復習ができ，より理解を深めることがで
きる。 5 5 10 20 40

社会と機械工学の関係を説明できる。 10 20 30

これから機械工学で学んだことをどのように社会で生かすことがで
きるか説明できる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 30 60 0 0 100

数
値
計
算
法
１

２ ５
計算力学を学ぶためのアプローチとして FORTRAN 言語
を理解する。変数，組み込み関数，分岐，繰り返し，配
列計算などの使い方を学ぶ。

FORTRAN によって四則演算を実行できる。 5 5 5 10 25

主な組み込み関数 (sqrt， abs， sin， cos など ) を使用した計算ができ
る。 5 5 5 10 25

do 文を用いて繰り返し計算ができる。 5 10 15

do while 文を用いて条件判断ができる。 5 10 15

行列の演算プログラムが理解できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 20 60 0 0 100

数
値
計
算
法
２

２ ６
計算力学の初歩として，方程式の解を求める逐次二分法
やニュートン法によるプログラム作成や数値積分法とし
て台形公式やシンプソンの公式を用いたプログラムの作
成を行う。

数値計算における誤差を説明できる。 5 10 15

簡単な図形の面積を求めるプログラムができる。 5 10 15

２次方程式の解を求めるプログラムの作成ができる。 5 5 10 20

逐次２分法によって解を求める考え方が理解できる。 5 20 25

配列計算など，配列を用いたプログラムの作成ができる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 15 70 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

機
械
製
作
実
習
１

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ａ
コ
ー
ス
〉

２ ２

機械製作実習１では，「フライス加工と測定」「溶融成形
加工」「自動車エンジンの分解組立」「CNC 加工」「接合
加工」「精密旋盤加工」「MC 加工」の８つの実習課題が
あり，キャリアアップ A コースとキャリアアップ B コー
スの２つから選択して行う．

フライス盤の基本操作と測定作業ができる。 10 10

規格を満たした加工ができる。 10 10

砂型鋳造法の作業工程を説明できる。 10 10

消失模型について説明でき製品の製作ができる。 10 10

自動車エンジンの構造について説明ができる。 10 10

エンジンの分解・組立作業ができる。 10 10

CAD/CAM による作図と NC プログラムの作成ができる。 10 10

数値制御による CNC 加工作業ができる。 10 10

各種測定工具をの基本操作と測定作業ができる。 10 10

三角法を用いて機械部品の作図ができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
１

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｂ
コ
ー
ス
〉

２ ２

機械製作実習１では，「フライス加工と測定」「溶融成形
加工」「自動車エンジンの分解組立」「CNC 加工」「接合
加工」「精密旋盤加工」「MC 加工」の８つの実習課題が
あり，キャリアアップ A コースとキャリアアップ B コー
スの２つから選択して行う．

溶接加工で使用される機器の取扱いと作業ができる。 10 10

被覆アーク溶接・炭酸ガス半自動溶接機を使い工作ができる。 10 10

手仕上げ工具の基本的な取扱いができる。 10 10

スコヤ・ナットを規格どおりに製作できる。 10 10

MC 加工機の基本操作が出来る。 10  10

CAD ソフトを使って簡単な３次元モデルの作成ができる。 10 10

普通旋盤の基本操作と加工ができる。 10 10

切削工具の取り扱いができ，加工材料に適した工具の種類を選択で
きる。 10  10

ワイヤー放電加工の原理と構造を理解し操作できる。 10 10

CAD/CAM による作図と NC プログラムの作成ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
２

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ａ
コ
ー
ス
〉

２ ３

機械製作実習１での製品製作の実践を通じてさらに高度
な技術と技能の習得をする。溶融加工，接合加工，機械
加工による材料の加工や自動車エンジンの分解・組立実
習を通じて機械のしくみと部品加工のプロセスを学ぶ。
またコンピュター支援設計ソフト（CAD）および製造加
工用ソフト（CAM）を介して NC 制御プログラミングお
よび数値制御工作機械で部品製作を行う。

金属の接合原理を理解し、要求される強度に接合できる。 20 20

手仕上げで使用する工具の使い方を理解し、要求される手仕上げ加
工ができる。 20 20

旋盤の構造を理解し、精密加工ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 20 20

エンジンの構造を理解し、分解・組立ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
２

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｂ
コ
ー
ス
〉

２ ３

機械製作実習１での製品製作の実践を通じてさらに高度
な技術と技能の習得をする。溶融加工，接合加工，機械
加工による材料の加工や自動車エンジンの分解・組立実
習を通じて機械のしくみと部品加工のプロセスを学ぶ。
またコンピュター支援設計ソフト（CAD）および製造加
工用ソフト（CAM）を介して NC 制御プログラミングお
よび数値制御工作機械で部品製作を行う。

フライス盤の構造を理解し、精密加工ができる。 20 20

溶融成形のプロセスを理解し、自由な発想で造形、鋳造ができる。 20 20

エンジンの構造を理解し、分解・組立ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 20 20

測定工具を活用し、機械部品のスケッチ、及び手描きによる製図が
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
工
学
実
験
１

２ ５
機械工学で扱われる基本的な諸現象について，理論と実
際を関連付けて学んで行く。また，どのようにして実際
の現象と理論とが結びつくのか考える。

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる。 10 10 10 30

正しい実験データの取り方，その処理ができる。 20 20

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる。 20 10 30

実験で得た現象を理論的に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 70 10 0 0 100

機
械
工
学
実
験
２

２ ６
機械工学で扱われる基本的な諸現象について，理論と実
際を関連付けて学んで行く。また，どのようにして実際
の現象と理論とが結びつくのか考える。

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる。 10 10 10 30

正しい実験データの取り方，その処理ができる。 20 20

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる。 20 10 30

実験で得た現象を理論的に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 70 10 0 0 100

関
連
科
目

品
質
管
理

２ ７

企業で作られる製品やサービスには，常に顧客の望む品
質が保たれているかが重要である。特に設計，製造段階
での品質特性を把握して，統計的な考え方や品質管理手
法を用いることが必要である。そこで消費者の立場だけ
ではなく，物を作る立場やサービスを提供する立場から，
品質を管理していくのに必要な具体的な手法を習得する。
より良い品質を作り上げるには，どのようにする必要が
あるかを学ぶ。 

どのようにして，ものづくり現場で品質管理をしているのか，品質
管理の重要性を認識できるようにする。 10 10 20

統計的処理法を理解し，具体例について計算できる。 10 20 30

管理図の作り方をマスターして，問題を解くことができる。 10 20 30

トヨタ生産方式の考え方，基本思想とその展開を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 100
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授
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科
目
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

実
験
・
実
習
・
設
計
演
習
系

機
械
製
作
実
習
１

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ａ
コ
ー
ス
〉

２ ２

機械製作実習１では，「フライス加工と測定」「溶融成形
加工」「自動車エンジンの分解組立」「CNC 加工」「接合
加工」「精密旋盤加工」「MC 加工」の８つの実習課題が
あり，キャリアアップ A コースとキャリアアップ B コー
スの２つから選択して行う．

フライス盤の基本操作と測定作業ができる。 10 10

規格を満たした加工ができる。 10 10

砂型鋳造法の作業工程を説明できる。 10 10

消失模型について説明でき製品の製作ができる。 10 10

自動車エンジンの構造について説明ができる。 10 10

エンジンの分解・組立作業ができる。 10 10

CAD/CAM による作図と NC プログラムの作成ができる。 10 10

数値制御による CNC 加工作業ができる。 10 10

各種測定工具をの基本操作と測定作業ができる。 10 10

三角法を用いて機械部品の作図ができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
１

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｂ
コ
ー
ス
〉

２ ２

機械製作実習１では，「フライス加工と測定」「溶融成形
加工」「自動車エンジンの分解組立」「CNC 加工」「接合
加工」「精密旋盤加工」「MC 加工」の８つの実習課題が
あり，キャリアアップ A コースとキャリアアップ B コー
スの２つから選択して行う．

溶接加工で使用される機器の取扱いと作業ができる。 10 10

被覆アーク溶接・炭酸ガス半自動溶接機を使い工作ができる。 10 10

手仕上げ工具の基本的な取扱いができる。 10 10

スコヤ・ナットを規格どおりに製作できる。 10 10

MC 加工機の基本操作が出来る。 10  10

CAD ソフトを使って簡単な３次元モデルの作成ができる。 10 10

普通旋盤の基本操作と加工ができる。 10 10

切削工具の取り扱いができ，加工材料に適した工具の種類を選択で
きる。 10  10

ワイヤー放電加工の原理と構造を理解し操作できる。 10 10

CAD/CAM による作図と NC プログラムの作成ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
２

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ａ
コ
ー
ス
〉

２ ３

機械製作実習１での製品製作の実践を通じてさらに高度
な技術と技能の習得をする。溶融加工，接合加工，機械
加工による材料の加工や自動車エンジンの分解・組立実
習を通じて機械のしくみと部品加工のプロセスを学ぶ。
またコンピュター支援設計ソフト（CAD）および製造加
工用ソフト（CAM）を介して NC 制御プログラミングお
よび数値制御工作機械で部品製作を行う。

金属の接合原理を理解し、要求される強度に接合できる。 20 20

手仕上げで使用する工具の使い方を理解し、要求される手仕上げ加
工ができる。 20 20

旋盤の構造を理解し、精密加工ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 20 20

エンジンの構造を理解し、分解・組立ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
製
作
実
習
２

〈
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｂ
コ
ー
ス
〉

２ ３

機械製作実習１での製品製作の実践を通じてさらに高度
な技術と技能の習得をする。溶融加工，接合加工，機械
加工による材料の加工や自動車エンジンの分解・組立実
習を通じて機械のしくみと部品加工のプロセスを学ぶ。
またコンピュター支援設計ソフト（CAD）および製造加
工用ソフト（CAM）を介して NC 制御プログラミングお
よび数値制御工作機械で部品製作を行う。

フライス盤の構造を理解し、精密加工ができる。 20 20

溶融成形のプロセスを理解し、自由な発想で造形、鋳造ができる。 20 20

エンジンの構造を理解し、分解・組立ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 20 20

測定工具を活用し、機械部品のスケッチ、及び手描きによる製図が
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

機
械
工
学
実
験
１

２ ５
機械工学で扱われる基本的な諸現象について，理論と実
際を関連付けて学んで行く。また，どのようにして実際
の現象と理論とが結びつくのか考える。

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる。 10 10 10 30

正しい実験データの取り方，その処理ができる。 20 20

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる。 20 10 30

実験で得た現象を理論的に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 70 10 0 0 100

機
械
工
学
実
験
２

２ ６
機械工学で扱われる基本的な諸現象について，理論と実
際を関連付けて学んで行く。また，どのようにして実際
の現象と理論とが結びつくのか考える。

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる。 10 10 10 30

正しい実験データの取り方，その処理ができる。 20 20

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる。 20 10 30

実験で得た現象を理論的に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 70 10 0 0 100

関
連
科
目

品
質
管
理

２ ７

企業で作られる製品やサービスには，常に顧客の望む品
質が保たれているかが重要である。特に設計，製造段階
での品質特性を把握して，統計的な考え方や品質管理手
法を用いることが必要である。そこで消費者の立場だけ
ではなく，物を作る立場やサービスを提供する立場から，
品質を管理していくのに必要な具体的な手法を習得する。
より良い品質を作り上げるには，どのようにする必要が
あるかを学ぶ。 

どのようにして，ものづくり現場で品質管理をしているのか，品質
管理の重要性を認識できるようにする。 10 10 20

統計的処理法を理解し，具体例について計算できる。 10 20 30

管理図の作り方をマスターして，問題を解くことができる。 10 20 30

トヨタ生産方式の考え方，基本思想とその展開を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 100
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科
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区
　
　
分

授
業
科
目
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講
期
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修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

関
連
科
目

工
業
経
営
論

２ ７

工業分野の経営者やマネジメントを担うリーダーが「経
営」といわれるものに関してもつべき基本的知識である。
具体的には，経営戦略・組織・人をいかにつくり，動かすか，
生産活動に必要な資金や資材をいかに調達・活用するか
といった事柄に関する知識のことである。機械技術者と
しての役割を担うとき，工業知識や技術的なセンスに加
え，マネジメントやマーケティング，生産システムの基
礎概念を知っていることは強力な武器となる知識を習得
する。

経営（マネジメント）とは何かを説明できる。 20 20

マーケティングとは何かを説明できる。 20 20

財務諸表の読み方を説明できる。 20 20

生産活動におけるマネジメントの対象とその手法を説明できる。 20 20

工業におけるマネジメント（経営）について説明できる。 10 10

経済新聞に書いてある内容を理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

科
学
技
術
史
と
技
術
者
倫
理

２ ８

私たちは高度に発達した科学・技術の恩恵を享受して生
活している。そのような社会を今後も持続し，問題を解
決しつつ発展させていくためには，科学および技術の本
質を見極める力が求められる。本講義では，過去の技術
がどのような経緯で発達してきたか，また産業や文化に
どのような影響を与え，人類にどのような貢献をしてき
たかを振り返り，科学・技術の功罪を考察する。さらに，
今後の科学・技術の発展がどうあるべきかを考える。

技術者の社会における役割と責任について理解する。 20 20

最近の事故事例を通じて、技術者がとるべき倫理的な行動について
理解する。 20 20

安全に対する基本的な考え方と、リスク対応について説明できる。 20 20

科学技術を歴史的に分析して説明できる。 20 20

今後の科学技術の進むべき方向を論議できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

知
的
財
産
権
と
情
報
倫
理

２ ８

国際的な競争力を高めるためには，発明をはじめとする
知的創造活動の成果を十分に保護することが重要である。
本講義では，特許の出願を通じて集まる最新の技術デー
タの分析・調査の方法から出願に至るまでの手法および
不正競争，著作権等の知的財産権の科学技術者の置かれ
る状況を分析しつつ，知的財産権の概要の習得を目指す。
さらに，インターネットの普及に伴い，ドメイン名，デ
ジタルコンテンツ等に関する情報倫理について学ぶ。

知的所有権制度の目的について説明できる。 20 20

特許になる発明の条件を挙げることができる。 20 20

特許に関する調査と出願手続について説明できる。 20 20

特許権の効力と紛争解決の方法について概要を説明できる。 20 20

特許権以外の知的所有権について概要を説明できる。 10 10

我々が共有する情報に関する倫理について理解し，説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ ６

インターンシップとは，学生が企業等において専門に関
連した実習や研修的な就業体験をする制度のことである。
社会は，国際化・情報化の進展。産業構造の変化などに
より大きく変化し，産業界のニーズに応えられる人材育
成が求められている。本研修では，専門知識と実地の経
験を結びつけることにより，学習意欲を高揚し，自己の
職業適性や将来設計について考える機会を得るとともに，
職業選択の萌芽を目指す。

企業の従業員と挨拶を交わすことができる。 0

作業日誌を作成できる。 0

企業の指導員との意思疎通が図ることができる。 0

研修期間中に，報告，連絡，相談することができる。 0

研修報告会において，発表ができる。  0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

卒
業
研
究

総
合
セ
ミ
ナ

２ ６
卒業研究を担当するそれぞれの教員が分担することに
よって，少人数の学生と教員との密接な人間関係を形成
し，色々な相談に応じながら指導を実施する。

20 40 40 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 40 100

機
械
創
造
工
学
セ
ミ
ナ

２ ７
これまでに学んだ事を基として，より高度な文献を調査
できるように基礎学力の向上と，卒業研究導入への足が
かりとなる文献の調査を行い，指導教員と研究の打ち合
わせを行う。

20 40 40 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 40 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

これまで学んできた授業科目の総括的成果にあたる。指
導教員のもとで，自主性，総合力，分析力，問題解決能
力やコミュニケーション能力の発揮を目指して，卒業論
文としてまとめて教員の前でプレゼンテーションを行う。

5 5 5 5 30 50 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 5 5 30 50 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

関
連
科
目

工
業
経
営
論

２ ７

工業分野の経営者やマネジメントを担うリーダーが「経
営」といわれるものに関してもつべき基本的知識である。
具体的には，経営戦略・組織・人をいかにつくり，動かすか，
生産活動に必要な資金や資材をいかに調達・活用するか
といった事柄に関する知識のことである。機械技術者と
しての役割を担うとき，工業知識や技術的なセンスに加
え，マネジメントやマーケティング，生産システムの基
礎概念を知っていることは強力な武器となる知識を習得
する。

経営（マネジメント）とは何かを説明できる。 20 20

マーケティングとは何かを説明できる。 20 20

財務諸表の読み方を説明できる。 20 20

生産活動におけるマネジメントの対象とその手法を説明できる。 20 20

工業におけるマネジメント（経営）について説明できる。 10 10

経済新聞に書いてある内容を理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

科
学
技
術
史
と
技
術
者
倫
理

２ ８

私たちは高度に発達した科学・技術の恩恵を享受して生
活している。そのような社会を今後も持続し，問題を解
決しつつ発展させていくためには，科学および技術の本
質を見極める力が求められる。本講義では，過去の技術
がどのような経緯で発達してきたか，また産業や文化に
どのような影響を与え，人類にどのような貢献をしてき
たかを振り返り，科学・技術の功罪を考察する。さらに，
今後の科学・技術の発展がどうあるべきかを考える。

技術者の社会における役割と責任について理解する。 20 20

最近の事故事例を通じて、技術者がとるべき倫理的な行動について
理解する。 20 20

安全に対する基本的な考え方と、リスク対応について説明できる。 20 20

科学技術を歴史的に分析して説明できる。 20 20

今後の科学技術の進むべき方向を論議できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

知
的
財
産
権
と
情
報
倫
理

２ ８

国際的な競争力を高めるためには，発明をはじめとする
知的創造活動の成果を十分に保護することが重要である。
本講義では，特許の出願を通じて集まる最新の技術デー
タの分析・調査の方法から出願に至るまでの手法および
不正競争，著作権等の知的財産権の科学技術者の置かれ
る状況を分析しつつ，知的財産権の概要の習得を目指す。
さらに，インターネットの普及に伴い，ドメイン名，デ
ジタルコンテンツ等に関する情報倫理について学ぶ。

知的所有権制度の目的について説明できる。 20 20

特許になる発明の条件を挙げることができる。 20 20

特許に関する調査と出願手続について説明できる。 20 20

特許権の効力と紛争解決の方法について概要を説明できる。 20 20

特許権以外の知的所有権について概要を説明できる。 10 10

我々が共有する情報に関する倫理について理解し，説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ ６

インターンシップとは，学生が企業等において専門に関
連した実習や研修的な就業体験をする制度のことである。
社会は，国際化・情報化の進展。産業構造の変化などに
より大きく変化し，産業界のニーズに応えられる人材育
成が求められている。本研修では，専門知識と実地の経
験を結びつけることにより，学習意欲を高揚し，自己の
職業適性や将来設計について考える機会を得るとともに，
職業選択の萌芽を目指す。

企業の従業員と挨拶を交わすことができる。 0

作業日誌を作成できる。 0

企業の指導員との意思疎通が図ることができる。 0

研修期間中に，報告，連絡，相談することができる。 0

研修報告会において，発表ができる。  0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

卒
業
研
究

総
合
セ
ミ
ナ

２ ６
卒業研究を担当するそれぞれの教員が分担することに
よって，少人数の学生と教員との密接な人間関係を形成
し，色々な相談に応じながら指導を実施する。

20 40 40 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 40 100

機
械
創
造
工
学
セ
ミ
ナ

２ ７
これまでに学んだ事を基として，より高度な文献を調査
できるように基礎学力の向上と，卒業研究導入への足が
かりとなる文献の調査を行い，指導教員と研究の打ち合
わせを行う。

20 40 40 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 40 40 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

これまで学んできた授業科目の総括的成果にあたる。指
導教員のもとで，自主性，総合力，分析力，問題解決能
力やコミュニケーション能力の発揮を目指して，卒業論
文としてまとめて教員の前でプレゼンテーションを行う。

5 5 5 5 30 50 100

0

0

0

 0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 5 5 30 50 100
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大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の
高い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部機械システム工学科は、機械および周辺技術を融合した「人にやさしい機械」づくりのための教育・研究を通じて、実務で
役に立つ創造性に富んだ人材を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 工学の基礎となる数学、力学などを通して、機械工学の諸現象を論
理的に考察し理解する能力を身につけている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 実社会で活躍しているエネルギシステム、航空宇宙システム、自動
車システム、ロボットシステムなどを学習し、幅広い機械システム
技術を理解する能力を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 機械システムやロボットシステムの設計・解析・生産などのものづ
くり技術を学習し、これらをコンピュータを応用して行うための技
術を理解する能力を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. エレクトロニクスの知識を持ち、メカトロニクス機器の開発技術を
理解する能力を身につけている。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. コンピュータのプログラムによる機械制御技術を理解する能力を身
につけている。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 広い視野に立って課題を自ら発見し、実験、実習などの実践を通じ
て、これらの工学課題を設定・遂行・解決する能力を身につけている。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

O. 技術者として工学の諸分野に対する興味関心と主体的に目標を定め
て行動する力を持ち，また，コミュニケーションを通じて他者と協
働する力を身につけている。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 P. ものづくり産業に必要な文化・社会に関する一般的知識を身につけ、
これらを活用するための技術を理解する能力を身につけている。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 機械システム工学科 カリキュラムマップ

− 78 −



大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の
高い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部機械システム工学科は、機械および周辺技術を融合した「人にやさしい機械」づくりのための教育・研究を通じて、実務で
役に立つ創造性に富んだ人材を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 工学の基礎となる数学、力学などを通して、機械工学の諸現象を論
理的に考察し理解する能力を身につけている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 実社会で活躍しているエネルギシステム、航空宇宙システム、自動
車システム、ロボットシステムなどを学習し、幅広い機械システム
技術を理解する能力を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 機械システムやロボットシステムの設計・解析・生産などのものづ
くり技術を学習し、これらをコンピュータを応用して行うための技
術を理解する能力を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. エレクトロニクスの知識を持ち、メカトロニクス機器の開発技術を
理解する能力を身につけている。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. コンピュータのプログラムによる機械制御技術を理解する能力を身
につけている。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 広い視野に立って課題を自ら発見し、実験、実習などの実践を通じ
て、これらの工学課題を設定・遂行・解決する能力を身につけている。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

O. 技術者として工学の諸分野に対する興味関心と主体的に目標を定め
て行動する力を持ち，また，コミュニケーションを通じて他者と協
働する力を身につけている。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 P. ものづくり産業に必要な文化・社会に関する一般的知識を身につけ、
これらを活用するための技術を理解する能力を身につけている。
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フ
ァ
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ス
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ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
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語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 機械システム工学科 カリキュラムマップ

− 79 −
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
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ー
シ
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ン
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語
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〈
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語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
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語
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合
英
語
コ
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ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
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語
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［
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 81 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 82 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 83 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 84 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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人
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科
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科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 89 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目
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人
間
科
学
科
目
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Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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業
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学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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必
修
選
択
自
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専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 98 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 99 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 100 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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目
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自
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２ ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値、その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し、減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
数
学
１

２
１
［
２
］

初年度の導入教育としての役割を担う。総合機械工学科
で様々な科目を学ぶにあたって、その基礎として押さえ
ておくべき数学や物理に関する知識を再確認する。さら
に、後に学習する内容を簡単な実験や実習などを交えて
概念的に予習することにより、専門科目対する興味を喚
起し、基礎的な素養を身に付ける。

単位行列と逆行列の意味を理解し、それを利用して連立方程式が解
ける。 15 15

直線の傾きと切片の意味、放物線の極値と接線の関係を理解し、直
線回帰分析の考え方が説明できる。 15 15

変位のグラフから速度のグラフを求めることができる。速度のグラ
フから変位のグラフが求めることができる。 15  15

マス・ダンパ・バネおよびその組合せに一定の力を加えたときの運
動を説明できる。 15 15

正弦波の３要素（振幅 ･ 角周波数 ･ 位相角）を理解し、時間変化の
グラフから３要素の値を求めることができる。 15 15

与えられた質量とバネ定数の値から単振動の周期を求めることがで
きる。 15 15

任意の 10 進法を 2 進法に変換することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
数
学
２

２
２
［
３
］

高校の数学や物理で学んだことを基盤に、機械工学に必
要な各種の数式を想定し、微分や積分などを具体的に活
用する使い方を学ぶ。 授業中の演習を重視し、具体的な
数値計算に慣れることを目的とする。

機械工学に必要な基礎力となるベクトルや三角関数の使い方の基本
が理解できる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる指数関数や対数関数の使い方の基本
が理解できる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる関数の導関数を得ることができ，数
値計算に慣れる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる関数の積分ができ，数値計算に慣れ
る。 20 20

例示した運動など簡単な現象に対し，微積分が含まれた式を作るこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２ ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値、その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し、減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
数
学
１

２
１
［
２
］

初年度の導入教育としての役割を担う。総合機械工学科
で様々な科目を学ぶにあたって、その基礎として押さえ
ておくべき数学や物理に関する知識を再確認する。さら
に、後に学習する内容を簡単な実験や実習などを交えて
概念的に予習することにより、専門科目対する興味を喚
起し、基礎的な素養を身に付ける。

単位行列と逆行列の意味を理解し、それを利用して連立方程式が解
ける。 15 15

直線の傾きと切片の意味、放物線の極値と接線の関係を理解し、直
線回帰分析の考え方が説明できる。 15 15

変位のグラフから速度のグラフを求めることができる。速度のグラ
フから変位のグラフが求めることができる。 15  15

マス・ダンパ・バネおよびその組合せに一定の力を加えたときの運
動を説明できる。 15 15

正弦波の３要素（振幅 ･ 角周波数 ･ 位相角）を理解し、時間変化の
グラフから３要素の値を求めることができる。 15 15

与えられた質量とバネ定数の値から単振動の周期を求めることがで
きる。 15 15

任意の 10 進法を 2 進法に変換することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
数
学
２

２
２
［
３
］

高校の数学や物理で学んだことを基盤に、機械工学に必
要な各種の数式を想定し、微分や積分などを具体的に活
用する使い方を学ぶ。 授業中の演習を重視し、具体的な
数値計算に慣れることを目的とする。

機械工学に必要な基礎力となるベクトルや三角関数の使い方の基本
が理解できる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる指数関数や対数関数の使い方の基本
が理解できる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる関数の導関数を得ることができ，数
値計算に慣れる。 20 20

機械工学に必要な基礎力となる関数の積分ができ，数値計算に慣れ
る。 20 20

例示した運動など簡単な現象に対し，微積分が含まれた式を作るこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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専
門
科
目
群

機
械
シ
ス
テ
ム
入
門
セ
ミ
ナ

１ １
専門科目の「おもしろさ」や「社会における位置づけ」
を実感し、学習のモティベーションを高めるための動機
づけ導入教育として実施する。また、新入生に対して大
学生活全般に関わる指導と支援を行うことも目的とする。

学科の教育目標および教育方針を説明できる． 10 10 10 30

教員や学生間で十分なコミュニケーションができる． 10 10 20

専門科目の社会における位置づけ・意味づけを説明できる． 10 10 10 30

学科の教員の教育・研究活動を説明できる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 10 30 40 100

機
械
概
論

２ ２

機械技術者は、社会や環境と調和させながら、道具およ
び機械を作りまたそれを活用させて将来を築いていく役
割を持っている。本科目では、人間と道具や機械との関
わりの歴史概要説明、道具や機械の観察、機械の製造工
程の例示、機械工学の役割の概説等を行う。その中で、「な
ぜそうなっているのか」「どのように動くのか」「どうやっ
て作っているのか」などグループ討論等を行い、機械を
考える基本を身につけさせる。

道具や機械を観察する基本を身に付ける． 20 20

社会における機械の役割の基本について理解する． 20 20

人と機械の関係の基本について理解する． 20 20

機械工学の学問分野と役割、連携の基本について理解する 20 20

機械工学を学んだ人の社会における活動状況について理解する． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 60 100

材
料
力
学
１

２
３
［
４
］

「材料力学」は，機械や構造物に作用する外力の種類と大
きさを想定して，これによる各部材の強さ，こわさ，安
定性などを理論と実験の両面から考究する学問であり，
その知識は機械や構造物の設計の基礎として不可欠なも
のである．この授業では，等質，等方性の材料を取り扱い，
弾性変形の範囲において，まず引張，圧縮，せん断など
の荷重による物体の応力と変形について学び，次に曲げ
を受けるはりの応力と変形に対する解析を行って，はり
の設計公式の基礎を学修する．

応力，ひずみ，変位などの用語の説明ができる． 15 15

弾性係数について説明できる． 15 15

フックの法則が説明できる． 15 15

材料の機械的性質について説明できる． 15 15

はりの種類について説明できる． 15 15

せん断力図，曲げモーメント図を描くことができる． 15 15

はりの曲げ応力やたわみを求めることができる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

材
料
力
学
２

　 ２ ４

材料力学１に引き続く授業である．まず，応力とひずみ
の間の関係を復習した後に，組合せ応力と変形の基礎的
な解析法を学習する．次に，ねじりと曲げが同時に作用
する組合せ応力や柱の座屈および材料内部に蓄えられる
ひずみエネルギなどの実際的問題を学習する．更に，各
種材料試験法や材料の破損と破壊の法則などの材料強度
学を材料力学と関連付けて学習する．

弾性係数について説明できる。 10 10

フックの法則が説明できる。 15 15

せん断力図、曲げモーメント図を描くことができる。 15 15

軸のねじり応力を求めることができる。 15 15

モールの応力円が描ける。 15 15

オイラーの座屈荷重を求めることができる。 15 15

ひずみエネルギを求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

熱
力
学
１

２ ３

熱エネルギーに関する知識は，自動車やエアコン，冷蔵
庫など身近な工業製品を支えるために重要であり，基礎
工学として位置づけられる．本講義では，必要な物理量
とその単位からはじめ，熱と仕事の関係について熱力学
の第一法則を学び，次に理想気体に対して成り立つ法則
を理解し，状態式を用いて代表的な状態変化の式を導く．

熱力学で扱う物理量（温度，圧力，比熱，熱量，比体積など）につ
いて説明できる． 25 25

熱力学の第一法則を理解し，熱量，内部エネルギー，エンタルピー
について説明できる． 25 25

理想気体の性質および状態式を理解し，基本的な問題を解くことが
できる． 25 25

理想気体の状態変化について理解し，各状態変化における諸状態量
を計算できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

熱
力
学
２
　 ２ ４

熱力学１で学んだ基礎知識をもとに，熱力学の第二法則
について説明し，熱機関の基本となるカルノーサイクル，
エントロピーの概念を学び，実際の熱機関の基となるサ
イクルについて解説し，各サイクルの熱効率や仕事など
が計算できるように演習を行う．

熱力学の第二法則を理解し，可逆変化と不可逆変化について説明で
きる． 25 25

カルノーサイクルを理解し，熱効率などを求めることができる． 25 25

エントロピーの概念を理解し，自然界における現象との関係を説明
できる． 25 25

各種のガスサイクルについて説明でき，熱効率など性能指標が計算
できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

流
体
力
学
１

２ ４

日常生活や産業活動においては，水や空気などの流体と
機械や装置との間に行われるエネルギーの授受を理解す
る必要がある．本講義では，流体力学の基礎として，流
体の物理的性質からはじめ，圧力の概念とそれによる力
について説明する．次に，流体の運動に関する問題を解
くための第一段階として，連続の式とベルヌ−イの定理
を説明し，それらの応用について学ぶ．

国際単位系（SI）を用いて，粘度，動粘度，圧力などの用語が説明
できる． 20 20

液柱圧力計の原理を理解し，それに関する問題を解くことができる． 20 20

壁面に働く力および浮力の式を理解し，それに関する問題を解くこ
とができる． 20 20

連続の式を理解し，それに関する問題を解くことができる． 20 20

ベルヌーイの定理を理解し，基本的な問題を解くことができる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

− 104 −
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区
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授
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科
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必
修
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専
門
科
目
群

機
械
シ
ス
テ
ム
入
門
セ
ミ
ナ

１ １
専門科目の「おもしろさ」や「社会における位置づけ」
を実感し、学習のモティベーションを高めるための動機
づけ導入教育として実施する。また、新入生に対して大
学生活全般に関わる指導と支援を行うことも目的とする。

学科の教育目標および教育方針を説明できる． 10 10 10 30

教員や学生間で十分なコミュニケーションができる． 10 10 20

専門科目の社会における位置づけ・意味づけを説明できる． 10 10 10 30

学科の教員の教育・研究活動を説明できる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 10 30 40 100

機
械
概
論

２ ２

機械技術者は、社会や環境と調和させながら、道具およ
び機械を作りまたそれを活用させて将来を築いていく役
割を持っている。本科目では、人間と道具や機械との関
わりの歴史概要説明、道具や機械の観察、機械の製造工
程の例示、機械工学の役割の概説等を行う。その中で、「な
ぜそうなっているのか」「どのように動くのか」「どうやっ
て作っているのか」などグループ討論等を行い、機械を
考える基本を身につけさせる。

道具や機械を観察する基本を身に付ける． 20 20

社会における機械の役割の基本について理解する． 20 20

人と機械の関係の基本について理解する． 20 20

機械工学の学問分野と役割、連携の基本について理解する 20 20

機械工学を学んだ人の社会における活動状況について理解する． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 60 100

材
料
力
学
１

２
３
［
４
］

「材料力学」は，機械や構造物に作用する外力の種類と大
きさを想定して，これによる各部材の強さ，こわさ，安
定性などを理論と実験の両面から考究する学問であり，
その知識は機械や構造物の設計の基礎として不可欠なも
のである．この授業では，等質，等方性の材料を取り扱い，
弾性変形の範囲において，まず引張，圧縮，せん断など
の荷重による物体の応力と変形について学び，次に曲げ
を受けるはりの応力と変形に対する解析を行って，はり
の設計公式の基礎を学修する．

応力，ひずみ，変位などの用語の説明ができる． 15 15

弾性係数について説明できる． 15 15

フックの法則が説明できる． 15 15

材料の機械的性質について説明できる． 15 15

はりの種類について説明できる． 15 15

せん断力図，曲げモーメント図を描くことができる． 15 15

はりの曲げ応力やたわみを求めることができる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

材
料
力
学
２

　 ２ ４

材料力学１に引き続く授業である．まず，応力とひずみ
の間の関係を復習した後に，組合せ応力と変形の基礎的
な解析法を学習する．次に，ねじりと曲げが同時に作用
する組合せ応力や柱の座屈および材料内部に蓄えられる
ひずみエネルギなどの実際的問題を学習する．更に，各
種材料試験法や材料の破損と破壊の法則などの材料強度
学を材料力学と関連付けて学習する．

弾性係数について説明できる。 10 10

フックの法則が説明できる。 15 15

せん断力図、曲げモーメント図を描くことができる。 15 15

軸のねじり応力を求めることができる。 15 15

モールの応力円が描ける。 15 15

オイラーの座屈荷重を求めることができる。 15 15

ひずみエネルギを求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

熱
力
学
１

２ ３

熱エネルギーに関する知識は，自動車やエアコン，冷蔵
庫など身近な工業製品を支えるために重要であり，基礎
工学として位置づけられる．本講義では，必要な物理量
とその単位からはじめ，熱と仕事の関係について熱力学
の第一法則を学び，次に理想気体に対して成り立つ法則
を理解し，状態式を用いて代表的な状態変化の式を導く．

熱力学で扱う物理量（温度，圧力，比熱，熱量，比体積など）につ
いて説明できる． 25 25

熱力学の第一法則を理解し，熱量，内部エネルギー，エンタルピー
について説明できる． 25 25

理想気体の性質および状態式を理解し，基本的な問題を解くことが
できる． 25 25

理想気体の状態変化について理解し，各状態変化における諸状態量
を計算できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

熱
力
学
２
　 ２ ４

熱力学１で学んだ基礎知識をもとに，熱力学の第二法則
について説明し，熱機関の基本となるカルノーサイクル，
エントロピーの概念を学び，実際の熱機関の基となるサ
イクルについて解説し，各サイクルの熱効率や仕事など
が計算できるように演習を行う．

熱力学の第二法則を理解し，可逆変化と不可逆変化について説明で
きる． 25 25

カルノーサイクルを理解し，熱効率などを求めることができる． 25 25

エントロピーの概念を理解し，自然界における現象との関係を説明
できる． 25 25

各種のガスサイクルについて説明でき，熱効率など性能指標が計算
できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

流
体
力
学
１

２ ４

日常生活や産業活動においては，水や空気などの流体と
機械や装置との間に行われるエネルギーの授受を理解す
る必要がある．本講義では，流体力学の基礎として，流
体の物理的性質からはじめ，圧力の概念とそれによる力
について説明する．次に，流体の運動に関する問題を解
くための第一段階として，連続の式とベルヌ−イの定理
を説明し，それらの応用について学ぶ．

国際単位系（SI）を用いて，粘度，動粘度，圧力などの用語が説明
できる． 20 20

液柱圧力計の原理を理解し，それに関する問題を解くことができる． 20 20

壁面に働く力および浮力の式を理解し，それに関する問題を解くこ
とができる． 20 20

連続の式を理解し，それに関する問題を解くことができる． 20 20

ベルヌーイの定理を理解し，基本的な問題を解くことができる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

− 105 −
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流
体
力
学
２

　 ２ ５

流体力学 1 で習得した知識をもとに，流体力学の重要な
事項について学ぶ．はじめに運動量の法則とその応用に
ついて解説し，続いて実用上重要な管路内の流れと損失，
さらに物体まわりの流れと作用する力について説明する．
また，実社会でも役立つ流体計測の基礎知識についても
学習する．

運動量の法則を理解し，これを応用した問題を解くことができる． 20 20

円管内の流れについて理解し，摩擦損失に関する問題を解くことが
できる． 20 20

管路の各種損失が計算でき，管路輸送に関する問題を解くことがで
きる． 20 20

抗力・揚力について理解し，具体的な問題を解くことができる． 20 20

ピトー管やオリフィスによる速度や流量の計測ができる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 100

機
械
力
学
１

２ ４

機械振動学の基礎を主に１自由度系を用いて解説する．
まず力学現象をよく理解し適切に運動モデルを作成する
方法を学習する．つぎに，外力が作用しない場合の自由
振動と固有角振動数，単一の周期をもつ周期外力が作用
する場合の強制振動などの基本的性質とその解析法につ
いて説明する．そして，機械構造物の 1 自由度モデリン
グとそのパラメータの決め方を解説する． 

振動の基本用語を説明できる。 20 20

１自由度系の固有振動数を求めることができる。 20 20

減衰の様子から減衰比を求めることができる。 20 20

無減衰系の周波数応答を求め、その特徴を説明できる。 20 20

減衰系の周波数応答を求め、減衰の影響が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

機
械
力
学
２

　 ２ ５

機械力学１の続きとして，多自由度をもつ機械構造物の
振動に関する解析法の基礎と応用を理解する．特に 2 自
由度振動系の運動方程式の立てかたとその解析法を学習
する．また，動吸振器を用いて振動を抑える方法につい
ても紹介する．次に，振動の発生によりさらにエネルギー
を取り込み振動が大きくなる自励振動を紹介する．

２自由度系の運動方程式を立てられる。 20 20

２自由度無減衰系の自由振動の固有角振動数の求め方を説明できる。
　 20 20

２自由度無減衰系の強制振動の振幅の変化を説明できる。 20 20

動吸振器の働きを説明できる。 20 20

自励振動が発生するメカニズムを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
力
学

２
２
［
３
］

機械系学科で学ぶ材料力学、流体力学、熱力学、機械力
学は通称「４力（よんりき）学」と呼ばれ、機械系エン
ジニアとして修得すべき最も重要な科目として位置づけ
られている。工業力学では４力科目の学習に必要な、数学、
物理学に関連した基礎知識を修得することに重点を置く。
一点および多点に働く力のつりあいとモーメントの考え
方を基礎として、トラス構造物の内力の計算の仕方、構
造物の重心の求め方、摩擦が作用するときの釣り合い方
程式の算出、質量をもった物体が運動するときの速度と
加速度の考え方、ニュートンの運動の法則、力学的エネ
ルギー保存の法則を主な内容とした講義を行い、多くの
演習を通じてその修得を目指す。　授業では毎回、演習
と課題レポートを実施する。

力の合成と分解ができる。 20 20

力とモーメントの釣り合いの式をたてることができる。 20 20

重心の位置を計算できる。 15 15

放物運動について、物体の速度と移動距離を計算できる。 15 15

エネルギー保存の法則について説明できる。 15 15

摩擦が発生する場合の力のつりあい式をたてることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

材
料
工
学
１

　 ２ ３

機械を設計し製造するには，その機械を構成する材料の
特性を理解し，機械部品としての性能を十分に発揮させ
ることが重要である。そのため，機械技術者は材料に関
する基礎知識を持ち，適材を適切に使用することが大切
である。 本講義では，まず機械材料に求められる性質に
ついて考え，次いで，純金属を中心に，その結晶構造や
変形・強さについて学ぶ。さらに，複数の成分からなる
金属（合金）の状態図と組織，鉄鋼材料に重要な鉄 ‐ 炭
素系状態図，鋳造後の組織を均一にする拡散熱処理の基
本原理，そして組織の見方 ･ 機械的な強度として強度と
じん性の評価方法について学習する。最後に，各種の鉄
鋼材料・非鉄金属材料とこれらの実用的な熱処理につい
て認識を深め，機械部材として利用する場合の基本的な
知識を得る。

機械材料に求められる性能について説明できる 10 10 20
材料は原子でできており，金属やセラミックスでの原子が規則正し
く並んでいる（結晶である）ことを説明できる 10 5 15

金属の中に，原子の並びの乱れがあり，金属が変形しやすくなるこ
とを説明できる． 10 5 15

固溶型および共晶型状態図で冷却中に出来る組織を描くことができ
る 10 5 15

鉄−炭素平衡状態図での領域を説明できる 10 5 15
鉄鋼材料での各種熱処理を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

材
料
工
学
２

　 ２ ４

機械を設計し製造するには、その機械を構成する材料に
関する知識を持ち、その性能を十分に発揮させることが
重要です。既に「材料工学１」において、金属のミクロ
の（微細な）姿や金属の変形・強さを学び、各種の実用
材料の特性を理解するのに役立つ考え方を学習しました。
本講義では、自動車などの各種機械や各種装置機器の製
造に用いられる鉄鋼材料やアルミニウム、マグネシウム、
チタン、および非金属材料（セラミックス，プラスチック）
について学習します。この際，関連の深い生産プロセス

（熱処理・溶接・切削・鋳造・塑性加工など）との関連に
も留意しています。

薄鋼板の種類と利用方法について説明できる． 10 10 20

厚鋼板の種類と溶接部での材質変化について説明できる． 10 5 15

機械構造用鋼の種類と熱処理について説明できる． 10 10 20

各種の中〜高炭素鋼について説明できる． 10 5 15

アルミニウム，マグネシウム，チタンなどの非鉄金属・合金につい
て説明できる． 10 5 15

セラミックスおよびプラスチックについて説明できる． 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

加
工
学
１

２ ５

まず，代表的な除去加工である切削加工の基礎を学習す
る．すなわち，様々な刃部の諸角を学んだ後に，二次元
切削や切削抵抗の 3 分力等を学習する．次に他の除去加
工である研削加工や特殊加工を学習することにより，機
械加工技術者としての素養を習得する．

切削加工とは何かを説明できる． 20 20

様々な刃部の諸角を説明できる． 20 20

切削抵抗の 3 分力を説明できる． 20 20

研削加工とは何かを説明できる． 20 20

特殊加工とは何かを説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

流
体
力
学
２

　 ２ ５

流体力学 1 で習得した知識をもとに，流体力学の重要な
事項について学ぶ．はじめに運動量の法則とその応用に
ついて解説し，続いて実用上重要な管路内の流れと損失，
さらに物体まわりの流れと作用する力について説明する．
また，実社会でも役立つ流体計測の基礎知識についても
学習する．

運動量の法則を理解し，これを応用した問題を解くことができる． 20 20

円管内の流れについて理解し，摩擦損失に関する問題を解くことが
できる． 20 20

管路の各種損失が計算でき，管路輸送に関する問題を解くことがで
きる． 20 20

抗力・揚力について理解し，具体的な問題を解くことができる． 20 20

ピトー管やオリフィスによる速度や流量の計測ができる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 100

機
械
力
学
１

２ ４

機械振動学の基礎を主に１自由度系を用いて解説する．
まず力学現象をよく理解し適切に運動モデルを作成する
方法を学習する．つぎに，外力が作用しない場合の自由
振動と固有角振動数，単一の周期をもつ周期外力が作用
する場合の強制振動などの基本的性質とその解析法につ
いて説明する．そして，機械構造物の 1 自由度モデリン
グとそのパラメータの決め方を解説する． 

振動の基本用語を説明できる。 20 20

１自由度系の固有振動数を求めることができる。 20 20

減衰の様子から減衰比を求めることができる。 20 20

無減衰系の周波数応答を求め、その特徴を説明できる。 20 20

減衰系の周波数応答を求め、減衰の影響が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

機
械
力
学
２

　 ２ ５

機械力学１の続きとして，多自由度をもつ機械構造物の
振動に関する解析法の基礎と応用を理解する．特に 2 自
由度振動系の運動方程式の立てかたとその解析法を学習
する．また，動吸振器を用いて振動を抑える方法につい
ても紹介する．次に，振動の発生によりさらにエネルギー
を取り込み振動が大きくなる自励振動を紹介する．

２自由度系の運動方程式を立てられる。 20 20

２自由度無減衰系の自由振動の固有角振動数の求め方を説明できる。
　 20 20

２自由度無減衰系の強制振動の振幅の変化を説明できる。 20 20

動吸振器の働きを説明できる。 20 20

自励振動が発生するメカニズムを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

工
業
力
学

２
２
［
３
］

機械系学科で学ぶ材料力学、流体力学、熱力学、機械力
学は通称「４力（よんりき）学」と呼ばれ、機械系エン
ジニアとして修得すべき最も重要な科目として位置づけ
られている。工業力学では４力科目の学習に必要な、数学、
物理学に関連した基礎知識を修得することに重点を置く。
一点および多点に働く力のつりあいとモーメントの考え
方を基礎として、トラス構造物の内力の計算の仕方、構
造物の重心の求め方、摩擦が作用するときの釣り合い方
程式の算出、質量をもった物体が運動するときの速度と
加速度の考え方、ニュートンの運動の法則、力学的エネ
ルギー保存の法則を主な内容とした講義を行い、多くの
演習を通じてその修得を目指す。　授業では毎回、演習
と課題レポートを実施する。

力の合成と分解ができる。 20 20

力とモーメントの釣り合いの式をたてることができる。 20 20

重心の位置を計算できる。 15 15

放物運動について、物体の速度と移動距離を計算できる。 15 15

エネルギー保存の法則について説明できる。 15 15

摩擦が発生する場合の力のつりあい式をたてることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

材
料
工
学
１

　 ２ ３

機械を設計し製造するには，その機械を構成する材料の
特性を理解し，機械部品としての性能を十分に発揮させ
ることが重要である。そのため，機械技術者は材料に関
する基礎知識を持ち，適材を適切に使用することが大切
である。 本講義では，まず機械材料に求められる性質に
ついて考え，次いで，純金属を中心に，その結晶構造や
変形・強さについて学ぶ。さらに，複数の成分からなる
金属（合金）の状態図と組織，鉄鋼材料に重要な鉄 ‐ 炭
素系状態図，鋳造後の組織を均一にする拡散熱処理の基
本原理，そして組織の見方 ･ 機械的な強度として強度と
じん性の評価方法について学習する。最後に，各種の鉄
鋼材料・非鉄金属材料とこれらの実用的な熱処理につい
て認識を深め，機械部材として利用する場合の基本的な
知識を得る。

機械材料に求められる性能について説明できる 10 10 20
材料は原子でできており，金属やセラミックスでの原子が規則正し
く並んでいる（結晶である）ことを説明できる 10 5 15

金属の中に，原子の並びの乱れがあり，金属が変形しやすくなるこ
とを説明できる． 10 5 15

固溶型および共晶型状態図で冷却中に出来る組織を描くことができ
る 10 5 15

鉄−炭素平衡状態図での領域を説明できる 10 5 15
鉄鋼材料での各種熱処理を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

材
料
工
学
２

　 ２ ４

機械を設計し製造するには、その機械を構成する材料に
関する知識を持ち、その性能を十分に発揮させることが
重要です。既に「材料工学１」において、金属のミクロ
の（微細な）姿や金属の変形・強さを学び、各種の実用
材料の特性を理解するのに役立つ考え方を学習しました。
本講義では、自動車などの各種機械や各種装置機器の製
造に用いられる鉄鋼材料やアルミニウム、マグネシウム、
チタン、および非金属材料（セラミックス，プラスチック）
について学習します。この際，関連の深い生産プロセス

（熱処理・溶接・切削・鋳造・塑性加工など）との関連に
も留意しています。

薄鋼板の種類と利用方法について説明できる． 10 10 20

厚鋼板の種類と溶接部での材質変化について説明できる． 10 5 15

機械構造用鋼の種類と熱処理について説明できる． 10 10 20

各種の中〜高炭素鋼について説明できる． 10 5 15

アルミニウム，マグネシウム，チタンなどの非鉄金属・合金につい
て説明できる． 10 5 15

セラミックスおよびプラスチックについて説明できる． 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

加
工
学
１

２ ５

まず，代表的な除去加工である切削加工の基礎を学習す
る．すなわち，様々な刃部の諸角を学んだ後に，二次元
切削や切削抵抗の 3 分力等を学習する．次に他の除去加
工である研削加工や特殊加工を学習することにより，機
械加工技術者としての素養を習得する．

切削加工とは何かを説明できる． 20 20

様々な刃部の諸角を説明できる． 20 20

切削抵抗の 3 分力を説明できる． 20 20

研削加工とは何かを説明できる． 20 20

特殊加工とは何かを説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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区
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授
業
科
目

履修区分 
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開
講
期
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必
修
選
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自
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専
門
科
目
群

加
工
学
２

２ ６
まず，塑性加工を学習する上で必要となる塑性力学の基
礎を学習する．次に，代表的な塑性加工である圧延加工，
鍛造加工，板成形加工及び加工機械等を学習することに
より，機械加工技術者としての素養を習得する．

対数ひずみとは何かを説明できる． 20 20

圧延加工とは何かを説明できる． 20 20

鍛造加工とは何かを説明できる． 20 20

板成形加工とは何かを説明できる． 20 20

代表的な加工機械を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
入
門

２ １

近年，設計，加工，組み立てといった一連のモノづくり
のプロセスはコンピュータを利用したデジタルエンジニ
アリングが浸透しており，それにかかわるエンジニアに
とってコンピュータを利用することは必須の能力である．
本講義では，デジタルエンジニアリングの基礎としてコ
ンピュータのハードウェア，ソフトウェアの基礎を学ぶ
とともに，関数電卓の使い方，各種アプロケーションソ
フトの操作方法など，基本的な情報リテラシ能力の習得
を目指す．

学内のパソコンを利用できる． 20 20

WORD を使って図入りの文章を作成することができる。 10 10

EXCEL を使って合計，平均値の計算をすることができる． 10 10

Power Point を使ってプレゼンテーションをすることができる． 10 10

関数電卓の関数キーを使って計算することができる． 10 10

CAD/CAM/CAE の意味を説明することができる． 10 30 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 20 0 30 100

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

２ ５

この講義では，工場で黙々と働く産業用ロボットから，
研究中の最先端ロボットなど，世界で活躍している様々
なロボットを紹介します．その後，ロボット技術の基本
となるロボットアームの機構と運動学について学習しま
す．ロボットは一般に多関節多リンク機構になっていま
す．ロボットの幾何学的な動作を理解するために，リン
クの回転角度とリンク先端座標との関係や，これらのリ
ンクが連接する場合の座標変換の方法を学びます．

世界の様々なロボットを紹介できる． 20 20

物体の自由度やロボットの自由度を説明できる． 20 20

産業用ロボットの代表的機構例を説明できる． 20 20

マニピュレータの手先位置と関節変数の関係を導ける． 10 10 20

回転行列，同時変換行列を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 0 0 100

電
気
・
電
子
工
学
１

２ ２

多くの機械システムにはメカトロニクスが適用されてお
り，電気・電子技術は機械システム技術者に必要不可欠
な技術となっている．電気・電子工学１では電気回路に
ついて学ぶ．まず直流回路の基本から始め， RLC( 抵抗・
キャパシタ・インダクタ ) の基本的性質，交流の基本，
フェーザ表示と複素数表示，インピーダンスとアドミタ
ンス，交流回路の電力など交流回路について学ぶ

オームの法則，キルヒホッフの法則を説明できる 20 20

正弦波交流の振幅，周期，位相を説明できる 20 20

RLC の複素インピーダンスを計算できる 20 20

RLC の合成インピーダンスを計算できる 20 20

交流回路の電力を計算できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
・
電
子
工
学
２

２ ３

電気・電子工学２では電子回路について学ぶ。電子回路
はほとんど全ての機械システムで使用されており、自動
車においても機械部品が電子回路に置き換わっている。
したがって、機械技術者においても電子回路の知識は不
可欠であり、この傾向は急速に進んでいる。この講義では、
電子回路の素となる半導体について学び、さらにそれら
を応用したトランジスタ回路や演算増幅器回路について
学ぶ。さらに、デジタル回路ではパルス波の取り扱い方
や基本的な論理回路についても学ぶ。

基本的な電子部品の役割を説明できる。 20 20

ダイオード，トランジスタの特性を説明できる。 20 20

FET の特性を説明できる。 20 20

論理回路が理解できる。 20 20

オペアンプによる増幅回路が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２ ３

コンピュータを作動させるプログラミングの第一歩とし
て、Ｃ言語の初歩を学ぶ。Ｃ言語の特徴を知り、文字や
数値の扱い方、実行の仕方から、条件の記述までを学ぶ。
学習項目はＣ言語の文法上の分類に基づく。講義内容に
合わせて実際にコンピュータ上でプログラムを作り、各
自その動作を確認することで、着実に理解できる。

プログラムのコンパイルと実行の方法を説明できる． 20 20

定数，変数，関数，代入の意味が分かる． 20 20

文字と整数・実数を入出力できる． 20 20

条件による分岐と繰り返しの処理ができる． 20 20

関数を使ったプログラムを作れる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ ４

マイクロエレクトロニクスの進歩により，自動車からテ
レビなどの家電製品，さらには時計，携帯電話などの身
の回りの電子機器に至るまで，あらゆるものにコンピュー
タが組み込まれている．それらコンピュータ応用機器を
製作する立場でも、利用する立場でも，ソフトウェアは
必須であり，プログラミングの知識が望まれる．本講義
の内容は「プログラミング１」に続くもので、プログラ
ミング１で履修した内容の復習をしつつ，その発展的な
内容を順次学習していくことにより，プログラミング１
と併せてＣ言語によるプログラミング能力の習得を目指
す．授業は演習中心で行い、実際にパソコンを使ってプ
ログラムを作成しながら、Ｃ言語の文法、プログラミン
グにおけるさまざまなトラブルへの対応、各種問題解決
への応用方法などを学ぶ．

整数配列の合計を計算するプログラムを説明できる． 20 20

文字列配列の内容を繰返し処理によって１文字ずつ表示するプログ
ラムを説明できる． 20 20

三角関数と平方根の計算のプログラムを標準ライブラリ関数を使っ
て書くことができる． 20 20

２つの文字列を連結するプログラムを説明できる． 20 20

関数の引数と戻り値の使い方を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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目
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開
講
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必
修
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自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

加
工
学
２

２ ６
まず，塑性加工を学習する上で必要となる塑性力学の基
礎を学習する．次に，代表的な塑性加工である圧延加工，
鍛造加工，板成形加工及び加工機械等を学習することに
より，機械加工技術者としての素養を習得する．

対数ひずみとは何かを説明できる． 20 20

圧延加工とは何かを説明できる． 20 20

鍛造加工とは何かを説明できる． 20 20

板成形加工とは何かを説明できる． 20 20

代表的な加工機械を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
入
門

２ １

近年，設計，加工，組み立てといった一連のモノづくり
のプロセスはコンピュータを利用したデジタルエンジニ
アリングが浸透しており，それにかかわるエンジニアに
とってコンピュータを利用することは必須の能力である．
本講義では，デジタルエンジニアリングの基礎としてコ
ンピュータのハードウェア，ソフトウェアの基礎を学ぶ
とともに，関数電卓の使い方，各種アプロケーションソ
フトの操作方法など，基本的な情報リテラシ能力の習得
を目指す．

学内のパソコンを利用できる． 20 20

WORD を使って図入りの文章を作成することができる。 10 10

EXCEL を使って合計，平均値の計算をすることができる． 10 10

Power Point を使ってプレゼンテーションをすることができる． 10 10

関数電卓の関数キーを使って計算することができる． 10 10

CAD/CAM/CAE の意味を説明することができる． 10 30 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 20 0 30 100

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

２ ５

この講義では，工場で黙々と働く産業用ロボットから，
研究中の最先端ロボットなど，世界で活躍している様々
なロボットを紹介します．その後，ロボット技術の基本
となるロボットアームの機構と運動学について学習しま
す．ロボットは一般に多関節多リンク機構になっていま
す．ロボットの幾何学的な動作を理解するために，リン
クの回転角度とリンク先端座標との関係や，これらのリ
ンクが連接する場合の座標変換の方法を学びます．

世界の様々なロボットを紹介できる． 20 20

物体の自由度やロボットの自由度を説明できる． 20 20

産業用ロボットの代表的機構例を説明できる． 20 20

マニピュレータの手先位置と関節変数の関係を導ける． 10 10 20

回転行列，同時変換行列を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 0 0 100

電
気
・
電
子
工
学
１

２ ２

多くの機械システムにはメカトロニクスが適用されてお
り，電気・電子技術は機械システム技術者に必要不可欠
な技術となっている．電気・電子工学１では電気回路に
ついて学ぶ．まず直流回路の基本から始め， RLC( 抵抗・
キャパシタ・インダクタ ) の基本的性質，交流の基本，
フェーザ表示と複素数表示，インピーダンスとアドミタ
ンス，交流回路の電力など交流回路について学ぶ

オームの法則，キルヒホッフの法則を説明できる 20 20

正弦波交流の振幅，周期，位相を説明できる 20 20

RLC の複素インピーダンスを計算できる 20 20

RLC の合成インピーダンスを計算できる 20 20

交流回路の電力を計算できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
・
電
子
工
学
２

２ ３

電気・電子工学２では電子回路について学ぶ。電子回路
はほとんど全ての機械システムで使用されており、自動
車においても機械部品が電子回路に置き換わっている。
したがって、機械技術者においても電子回路の知識は不
可欠であり、この傾向は急速に進んでいる。この講義では、
電子回路の素となる半導体について学び、さらにそれら
を応用したトランジスタ回路や演算増幅器回路について
学ぶ。さらに、デジタル回路ではパルス波の取り扱い方
や基本的な論理回路についても学ぶ。

基本的な電子部品の役割を説明できる。 20 20

ダイオード，トランジスタの特性を説明できる。 20 20

FET の特性を説明できる。 20 20

論理回路が理解できる。 20 20

オペアンプによる増幅回路が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２ ３

コンピュータを作動させるプログラミングの第一歩とし
て、Ｃ言語の初歩を学ぶ。Ｃ言語の特徴を知り、文字や
数値の扱い方、実行の仕方から、条件の記述までを学ぶ。
学習項目はＣ言語の文法上の分類に基づく。講義内容に
合わせて実際にコンピュータ上でプログラムを作り、各
自その動作を確認することで、着実に理解できる。

プログラムのコンパイルと実行の方法を説明できる． 20 20

定数，変数，関数，代入の意味が分かる． 20 20

文字と整数・実数を入出力できる． 20 20

条件による分岐と繰り返しの処理ができる． 20 20

関数を使ったプログラムを作れる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ ４

マイクロエレクトロニクスの進歩により，自動車からテ
レビなどの家電製品，さらには時計，携帯電話などの身
の回りの電子機器に至るまで，あらゆるものにコンピュー
タが組み込まれている．それらコンピュータ応用機器を
製作する立場でも、利用する立場でも，ソフトウェアは
必須であり，プログラミングの知識が望まれる．本講義
の内容は「プログラミング１」に続くもので、プログラ
ミング１で履修した内容の復習をしつつ，その発展的な
内容を順次学習していくことにより，プログラミング１
と併せてＣ言語によるプログラミング能力の習得を目指
す．授業は演習中心で行い、実際にパソコンを使ってプ
ログラムを作成しながら、Ｃ言語の文法、プログラミン
グにおけるさまざまなトラブルへの対応、各種問題解決
への応用方法などを学ぶ．

整数配列の合計を計算するプログラムを説明できる． 20 20

文字列配列の内容を繰返し処理によって１文字ずつ表示するプログ
ラムを説明できる． 20 20

三角関数と平方根の計算のプログラムを標準ライブラリ関数を使っ
て書くことができる． 20 20

２つの文字列を連結するプログラムを説明できる． 20 20

関数の引数と戻り値の使い方を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

計
測
工
学

２ ４

現代社会のあらゆる分野において多種多様に用いられて
いるセンサの種類と使用法を理解することは，計測工学
分野にとどまらず，医学・農学といった領域においても
非常に重要です． この授業では，まず基礎知識である物
理量と単位系の理解度を再確認することから始め，セン
サから抽出されるデータの処理に欠かせない統計処理の
基礎について学び，次いでセンサの実際を機械的なノギ
ス・マイクロメータといった古典的なものから，電気・
電子ディバイスを用いた現代的なものまで例示し，動作
原理，出力処理等について基本を修得します．

有効数字を理解できる 10 10 20

測定誤差を理解できる 10 10 20

最小二乗法を用いてデータ処理できる 10 10 20

長さや力の測定法を説明できる 10 10 20

流速や温度の測定法を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 50 0 0 100

制
御
工
学

２ ５

車や飛行機，ロボットなどの機械システムを良好に動作
させるためには制御の知識が必須である．まず自動制御
の概念と基本的な制御系の構成を解説する．自動制御を
学ぶうえで必要とされる基礎数学を復習した上で，１次
系・２次系など基本要素の伝達関数を学ぶ．さらに制御
系の表現方法としてブロック線図を学習し，様々なシス
テムに対する応答特性を学ぶ．次にフィードバック制御
系設計において非常に重要となる安定性の条件と，制御
性能に対する指標をを学び，代表的なフィードバック制
御である PID 制御を解説する．

フォードフォワード制御とフィードバック制御の意味を説明できる。 10 10

システムの数学モデルを作成する手順を説明できる。 10 10 20

基本的な要素の伝達関数を求めることができる。 10 10

ブロック線図を等価変換により簡単化できる。 10 10

簡単なシステムのステップ応答のグラフを描ける。 10 10 20

極と安定性の関係を説明できる。 10 10

PID 制御の性質を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 70 10 0 0 100

機
械
製
図

２ ２

ものをつくるとき、そのアイディアを製作者に誤りなく
正確に伝達するためには、その形状を過不足なく分かり
やすく図示し、これに正しく寸法を記入しなくてはなら
ない。機械部品の場合、対称形のものが多く、図示する
ことは比較的易しい。一方、複雑な形状の場合にはその
表示方法は多面投影となるため、かなり訓練と経験を積
む必要がある。また、この手法によって描かれた図面か
ら３次元の部品を想像する読図力を養うことも大切であ
る。そこで JISB0001 規格を基礎に機械製図法について
演習に主眼をおいて講義をする。

図面の様式について説明できる。 20 20

線の種類と使い方について説明できる。 20 20

投影法について説明できる。 20 20

内部が複雑な部品形状に断面法を適用して図示できる。 20 20

加工や計測を考慮した寸法記入ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
４

２ ６

この講義では，CAM ソフトの MasterCAM，および 3 次
元 CAD ソフトの SolidWorks を使ってコンピュータ制
御による機械加工を学びます．設計した部品が旋盤やフ
ライス盤などの基本的な加工装置のみで加工できること
は少なく，複雑な曲線や多数の肉抜きなどの手作業では
実現不可能な加工をコンピュータ制御で行う機会が多く
なっています．基本的な操作法を学んだ後は，コンテス
ト形式による作品の設計・製作を行います．複雑な機構
やあっと驚くようなデザイン，どこかで見たようなロボッ
トなど思い通りの作品が作れるようになることが目的で
す．

ＣＡＭとは何か説明できる 20 20

2.5 次元加工と 3 次元加工の違いを説明できる 20 20

機能表があればＮＣプログラムを読むことが出来る 20 20

ＣＡＭを使ってツールパスを作製できる 20 20

加工手順を考えて部品を設計できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
要
素

２ ２

各種機械は多くの部品により構成されており，各部品は
その役目により負荷を支えるもの，回転あるいは摺動す
るもの，固定するものなどがある．機械設計に当たって
は使用目的に合うように寸法・形状を決め，最適な既製
部品を選択する必要がある．この科目では，機械設計の
基礎を学習し，機械を構成する機械要素部品の設計（選択）
法について学習する．

機械要素の種類とその機能が説明できる． 10 15 25

各機械要素の利用先と主要な専門用語が理解できる． 10 15 25

各機械要素の特徴と使用上の留意点について説明できる． 10 15 25

材料の機械的性質について説明できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 0 60 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
１

２ ３

現在、車や家電製品の設計は、メカニカルな機構に伴う
部品の動作を正確に把握したり、部品相互の干渉チェッ
クをするためのツールとして３次元ＣＡＤが必要である。
その一方で、実際の製造現場では２次元図面からサイズ
や加工法を読み取る能力が必要とされている。特にＪＩ
Ｓ規格が改訂されてからは、新ＪＩＳ規格に従った表記
法を修得することが重要である。本講義では、２次元Ｃ
ＡＤの各操作方法を習得すると同時に、新ＪＩＳ規格に
準拠した機械部品の作図法を理解しながら、図形の形状
及び情報を標記できることを目的とする。さらに、ＣＡ
Ｄ利用技術者試験の受検に向けた操作技能の修得も目指
す。

既に学んだ CAD コマンドの 70％以上を利用できる 20 20

可視不可視を判断して、部品図を正しく作図できる 20 20

数値を基に２次元部品の三面図を正しく作図できる 20 20

新 JIS に基づいた正しい寸法や注記の記入ができる 20 20

機械加工を考慮した寸法記入の図面が作図できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
２

２ ４

現在、車や家電製品の設計は、メカニカルな機構に伴う
部品の動作を正確に把握したり、部品相互の干渉チェッ
クをするためのツールとして３次元ＣＡＤが必要である。
３次元ＣＡＤでは、２次元図形から厚みを与えて立体化
する手順の繰り返しで３次元形状を完成する。本講義で
はＣＡＤ演習で学んだ２次元ＣＡＤソフトとは別に、新
たに３次元ＣＡＤソフトの各操作方法を学び、機械系技
術者として製図に必要な操作知識を修得することを目的
とする。ただし、ＣＡＤ演習で学んだ操作法と類似性は
高く、ＣＡＤ演習を履修してＣＡＤソフトに慣れておく
ことが必要である。さらに、ＣＡＤ利用技術者の受験に
向けた技能の修得や持ち帰り課題の実施を行う。

基本操作の用語を半分以上理解して、操作が利用できる． 20 20

完全拘束を定義した断面形状を記入できる． 20 20

押出し機能を用いた３次元形状がモデリングできる． 15 15

ブーリアン演算機能 ( カット／結合等 ) を用いた３次元形状がモデリ
ングできる． 15 15

指示された課題の形状を間違いなくモデリングできる． 15 15

２次元部品図面から３次元形状を正しくモデリングできる． 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

計
測
工
学

２ ４

現代社会のあらゆる分野において多種多様に用いられて
いるセンサの種類と使用法を理解することは，計測工学
分野にとどまらず，医学・農学といった領域においても
非常に重要です． この授業では，まず基礎知識である物
理量と単位系の理解度を再確認することから始め，セン
サから抽出されるデータの処理に欠かせない統計処理の
基礎について学び，次いでセンサの実際を機械的なノギ
ス・マイクロメータといった古典的なものから，電気・
電子ディバイスを用いた現代的なものまで例示し，動作
原理，出力処理等について基本を修得します．

有効数字を理解できる 10 10 20

測定誤差を理解できる 10 10 20

最小二乗法を用いてデータ処理できる 10 10 20

長さや力の測定法を説明できる 10 10 20

流速や温度の測定法を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 50 0 0 100

制
御
工
学

２ ５

車や飛行機，ロボットなどの機械システムを良好に動作
させるためには制御の知識が必須である．まず自動制御
の概念と基本的な制御系の構成を解説する．自動制御を
学ぶうえで必要とされる基礎数学を復習した上で，１次
系・２次系など基本要素の伝達関数を学ぶ．さらに制御
系の表現方法としてブロック線図を学習し，様々なシス
テムに対する応答特性を学ぶ．次にフィードバック制御
系設計において非常に重要となる安定性の条件と，制御
性能に対する指標をを学び，代表的なフィードバック制
御である PID 制御を解説する．

フォードフォワード制御とフィードバック制御の意味を説明できる。 10 10

システムの数学モデルを作成する手順を説明できる。 10 10 20

基本的な要素の伝達関数を求めることができる。 10 10

ブロック線図を等価変換により簡単化できる。 10 10

簡単なシステムのステップ応答のグラフを描ける。 10 10 20

極と安定性の関係を説明できる。 10 10

PID 制御の性質を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 70 10 0 0 100

機
械
製
図

２ ２

ものをつくるとき、そのアイディアを製作者に誤りなく
正確に伝達するためには、その形状を過不足なく分かり
やすく図示し、これに正しく寸法を記入しなくてはなら
ない。機械部品の場合、対称形のものが多く、図示する
ことは比較的易しい。一方、複雑な形状の場合にはその
表示方法は多面投影となるため、かなり訓練と経験を積
む必要がある。また、この手法によって描かれた図面か
ら３次元の部品を想像する読図力を養うことも大切であ
る。そこで JISB0001 規格を基礎に機械製図法について
演習に主眼をおいて講義をする。

図面の様式について説明できる。 20 20

線の種類と使い方について説明できる。 20 20

投影法について説明できる。 20 20

内部が複雑な部品形状に断面法を適用して図示できる。 20 20

加工や計測を考慮した寸法記入ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
４

２ ６

この講義では，CAM ソフトの MasterCAM，および 3 次
元 CAD ソフトの SolidWorks を使ってコンピュータ制
御による機械加工を学びます．設計した部品が旋盤やフ
ライス盤などの基本的な加工装置のみで加工できること
は少なく，複雑な曲線や多数の肉抜きなどの手作業では
実現不可能な加工をコンピュータ制御で行う機会が多く
なっています．基本的な操作法を学んだ後は，コンテス
ト形式による作品の設計・製作を行います．複雑な機構
やあっと驚くようなデザイン，どこかで見たようなロボッ
トなど思い通りの作品が作れるようになることが目的で
す．

ＣＡＭとは何か説明できる 20 20

2.5 次元加工と 3 次元加工の違いを説明できる 20 20

機能表があればＮＣプログラムを読むことが出来る 20 20

ＣＡＭを使ってツールパスを作製できる 20 20

加工手順を考えて部品を設計できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

機
械
要
素

２ ２

各種機械は多くの部品により構成されており，各部品は
その役目により負荷を支えるもの，回転あるいは摺動す
るもの，固定するものなどがある．機械設計に当たって
は使用目的に合うように寸法・形状を決め，最適な既製
部品を選択する必要がある．この科目では，機械設計の
基礎を学習し，機械を構成する機械要素部品の設計（選択）
法について学習する．

機械要素の種類とその機能が説明できる． 10 15 25

各機械要素の利用先と主要な専門用語が理解できる． 10 15 25

各機械要素の特徴と使用上の留意点について説明できる． 10 15 25

材料の機械的性質について説明できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 0 60 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
１

２ ３

現在、車や家電製品の設計は、メカニカルな機構に伴う
部品の動作を正確に把握したり、部品相互の干渉チェッ
クをするためのツールとして３次元ＣＡＤが必要である。
その一方で、実際の製造現場では２次元図面からサイズ
や加工法を読み取る能力が必要とされている。特にＪＩ
Ｓ規格が改訂されてからは、新ＪＩＳ規格に従った表記
法を修得することが重要である。本講義では、２次元Ｃ
ＡＤの各操作方法を習得すると同時に、新ＪＩＳ規格に
準拠した機械部品の作図法を理解しながら、図形の形状
及び情報を標記できることを目的とする。さらに、ＣＡ
Ｄ利用技術者試験の受検に向けた操作技能の修得も目指
す。

既に学んだ CAD コマンドの 70％以上を利用できる 20 20

可視不可視を判断して、部品図を正しく作図できる 20 20

数値を基に２次元部品の三面図を正しく作図できる 20 20

新 JIS に基づいた正しい寸法や注記の記入ができる 20 20

機械加工を考慮した寸法記入の図面が作図できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
２

２ ４

現在、車や家電製品の設計は、メカニカルな機構に伴う
部品の動作を正確に把握したり、部品相互の干渉チェッ
クをするためのツールとして３次元ＣＡＤが必要である。
３次元ＣＡＤでは、２次元図形から厚みを与えて立体化
する手順の繰り返しで３次元形状を完成する。本講義で
はＣＡＤ演習で学んだ２次元ＣＡＤソフトとは別に、新
たに３次元ＣＡＤソフトの各操作方法を学び、機械系技
術者として製図に必要な操作知識を修得することを目的
とする。ただし、ＣＡＤ演習で学んだ操作法と類似性は
高く、ＣＡＤ演習を履修してＣＡＤソフトに慣れておく
ことが必要である。さらに、ＣＡＤ利用技術者の受験に
向けた技能の修得や持ち帰り課題の実施を行う。

基本操作の用語を半分以上理解して、操作が利用できる． 20 20

完全拘束を定義した断面形状を記入できる． 20 20

押出し機能を用いた３次元形状がモデリングできる． 15 15

ブーリアン演算機能 ( カット／結合等 ) を用いた３次元形状がモデリ
ングできる． 15 15

指示された課題の形状を間違いなくモデリングできる． 15 15

２次元部品図面から３次元形状を正しくモデリングできる． 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

− 111 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
３

２ ５

CAE とは、計算機環境を利用し、製品の設計を事前に支
援するツールである。CAE を利用すれば、実際の”もの”
を作成せずに、製品の信頼性を事前に検討することがで
きる。ものづくりの開発期間短縮と低コスト化に直結す
るため、ものづくりの開発チームの一員として欠かせな
い CAE 技術者の社会的な需要がますます高まっている。
本授業では、機械系で重要な４力（材料力学、機械力学、
流体力学、熱力学）を通して、構造解析、振動解析、流
体解析、伝熱解析および機構解析の基礎的な知識の習得
を目指す。

CAE の基礎的な用語（節点、要素など）を説明することができる。 5 10 5 20

実機や実現象の観察を通して、解析モデルの物性値、境界条件など
を適切にモデル化することができる。 5 10 5 20

CAD モデルをメッシュ分割することができる。 5 10 5 20

解析結果を可視化することができる。 5 10 5 20

CAE ソフトによる数値解と厳密解 ( もしくは試験 ( 実験 ) 結果 ) を比
較することができる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 50 0 0 25 0 0 100

創
造
製
作
演
習

４ １

この実習では LEGO MINDSTORMS を用いて，独自のロ
ボットを製作します．最終日に開催されるロボット競技
会で勝利するために，まずはセンサの仕組やモータ，メ
カ機構，プログラミングによるロボット制御を学びます。
その後，競技会に向けたロボットの開発計画書を作製し，
皆の前でプレゼンテーションを行ってもらいます。最終
的に出来上がるロボットは試行錯誤を繰り返すので，最
初の計画とはかけ離れたものになってしまうかもしれま
せん．ロボット競技会では，ただ得点を競うだけでなく，
計画通りに開発が進んだか，ロボットが動作したかを自
己評価し，反省点などを発表してもらいます．

使用したセンサの特徴を説明できる． 5 10 15

歯車やリンク機構を説明できる． 10 10 20

ロボットを動かすことができる． 10 5 15

プログラムによる条件付けができる． 10 10

オリジナルな機構と動作をするロボットを製作できる． 10 10 20

自分の立てた計画や結果をプレゼンテーションできる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 10 10 20 25 20 0 100

機
械
加
工
実
習

２ ３

ロボットや各種機械は多くの部品からできており、金属
材料やプラスチックに各種の加工を施すことにより作ら
れている。この実習では、『フライス加工と測定』『精密
旋盤加工』『手仕上げ加工』『ＣＮＣ加工』『板金加工』の
５つ実習課題を行って部品加工のプロセスと実技を学び
ます。実習課題は、３週で一つの課題が終わるようになっ
ています。いづれも製品製作の実習を通じて高度な技術
と技能習得を目指し、ロボティクス技術者としての資質
を高める実習をします。
・フライス加工と測定では、フライス盤の基本操作と金
属材料を精度よく仕上げる加工法および、各種測定工具
の使い方について実習します。
・精密旋盤加工では、金属材料を切削工具にて所定の形
状に精度よく仕上げる加工法とマイクロメータ、ノギス
など測定工具の使い方を同時に習得します。
・手仕上げ加工では、ヤスリ仕上げで平形スコヤを製作
する実習をします。
・ＣＮＣ加工では、数値制御加工ソフト（ＣＡＭ）を使っ
た３次元立体モデルの作成とＣＮＣ加工の基本操作につ
いて実習します。
・板金加工では、アルミ板の曲げ加工とネジ加工および、
基本的な工具の取り扱いを習得してロボットの部品を製
作する実習をします。

フライス盤の構造を理解し、精密加工ができる。 
20 20

旋盤の構造を理解し、精密加工ができる。
20 20

手仕上げで使用する工具の使い方を理解し、要求される手仕上げ加
工ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 
10 10 20

板金加工で使用する工具の使い方を理解し、要求される板金加工が
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 10 0 0 0 100 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
習

２ ４

メカトロニクス機器を構成するエレクトロニクス（電気
電子回路）について，その動作原理，応用方法などの知
識を，実習をとおして身につける．半田付けなどの回路
製作の基本技能の習得，テスタ，オシロスコープの使用
方法などの基礎的知識の習得を行った上で，抵抗，コン
デンサ，コイルなどの基本素子を使った電気回路を製作
し，電気現象の理解を深める．さらにダイオード，トラ
ンジスタ，ロジック IC などを使用した，増幅回路，論理
回路，センサ回路，アクチュエータ回路などロボットと
コンピュータとのインタフェース回路を製作し，各種実
験を行なうことにより，体験的にメカトロニクスを学習
する．

電気回路における抵抗，コンデンサ，コイルの役割を説明できる 10 10

テスタで抵抗，電圧を測定することができる． 10 10 20

オシロスコープで交流電気回路の周波数特性を測定することができ
る 10 10 20

直流モータの動作原理を説明することができる． 10 10

トランジスタの動作原理を説明することができる 10 10

ＮＡＮＤ回路の動作原理を説明することができる 10 10

CdS フォトセルの動作原理を説明することができる 10 10

直流モータの駆動方法を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

機
械
工
学
実
験
Ａ

２ ５
機械工学で扱われる基本的な現象について、理論と実際
を関連付けて学んでいく．また、どのようにして実際の
現象と理論が結びつくのか考える．

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる． 15 10 25

正しい実験データの取り方、その処理ができる． 25 25

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる． 25 25

実験で得た現象を理論的に説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 85 0 0 100

機
械
工
学
実
験
Ｂ

２ ６
機械工学で扱われる基本的な現象について、理論と実際
を関連付けて学んでいく．また、どのようにして実際の
現象と理論が結びつくのか考える．

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる． 15 10 25

正しい実験データの取り方、その処理ができる． 25 25

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる． 25 25

実験で得た現象を理論的に説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 85 0 0 100

− 112 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
３

２ ５

CAE とは、計算機環境を利用し、製品の設計を事前に支
援するツールである。CAE を利用すれば、実際の”もの”
を作成せずに、製品の信頼性を事前に検討することがで
きる。ものづくりの開発期間短縮と低コスト化に直結す
るため、ものづくりの開発チームの一員として欠かせな
い CAE 技術者の社会的な需要がますます高まっている。
本授業では、機械系で重要な４力（材料力学、機械力学、
流体力学、熱力学）を通して、構造解析、振動解析、流
体解析、伝熱解析および機構解析の基礎的な知識の習得
を目指す。

CAE の基礎的な用語（節点、要素など）を説明することができる。 5 10 5 20

実機や実現象の観察を通して、解析モデルの物性値、境界条件など
を適切にモデル化することができる。 5 10 5 20

CAD モデルをメッシュ分割することができる。 5 10 5 20

解析結果を可視化することができる。 5 10 5 20

CAE ソフトによる数値解と厳密解 ( もしくは試験 ( 実験 ) 結果 ) を比
較することができる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 50 0 0 25 0 0 100

創
造
製
作
演
習

４ １

この実習では LEGO MINDSTORMS を用いて，独自のロ
ボットを製作します．最終日に開催されるロボット競技
会で勝利するために，まずはセンサの仕組やモータ，メ
カ機構，プログラミングによるロボット制御を学びます。
その後，競技会に向けたロボットの開発計画書を作製し，
皆の前でプレゼンテーションを行ってもらいます。最終
的に出来上がるロボットは試行錯誤を繰り返すので，最
初の計画とはかけ離れたものになってしまうかもしれま
せん．ロボット競技会では，ただ得点を競うだけでなく，
計画通りに開発が進んだか，ロボットが動作したかを自
己評価し，反省点などを発表してもらいます．

使用したセンサの特徴を説明できる． 5 10 15

歯車やリンク機構を説明できる． 10 10 20

ロボットを動かすことができる． 10 5 15

プログラムによる条件付けができる． 10 10

オリジナルな機構と動作をするロボットを製作できる． 10 10 20

自分の立てた計画や結果をプレゼンテーションできる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 10 10 20 25 20 0 100

機
械
加
工
実
習

２ ３

ロボットや各種機械は多くの部品からできており、金属
材料やプラスチックに各種の加工を施すことにより作ら
れている。この実習では、『フライス加工と測定』『精密
旋盤加工』『手仕上げ加工』『ＣＮＣ加工』『板金加工』の
５つ実習課題を行って部品加工のプロセスと実技を学び
ます。実習課題は、３週で一つの課題が終わるようになっ
ています。いづれも製品製作の実習を通じて高度な技術
と技能習得を目指し、ロボティクス技術者としての資質
を高める実習をします。
・フライス加工と測定では、フライス盤の基本操作と金
属材料を精度よく仕上げる加工法および、各種測定工具
の使い方について実習します。
・精密旋盤加工では、金属材料を切削工具にて所定の形
状に精度よく仕上げる加工法とマイクロメータ、ノギス
など測定工具の使い方を同時に習得します。
・手仕上げ加工では、ヤスリ仕上げで平形スコヤを製作
する実習をします。
・ＣＮＣ加工では、数値制御加工ソフト（ＣＡＭ）を使っ
た３次元立体モデルの作成とＣＮＣ加工の基本操作につ
いて実習します。
・板金加工では、アルミ板の曲げ加工とネジ加工および、
基本的な工具の取り扱いを習得してロボットの部品を製
作する実習をします。

フライス盤の構造を理解し、精密加工ができる。 
20 20

旋盤の構造を理解し、精密加工ができる。
20 20

手仕上げで使用する工具の使い方を理解し、要求される手仕上げ加
工ができる。 20 20

ＣＡＤ／ＣＡＭによる作図と加工プログラムができる。 
10 10 20

板金加工で使用する工具の使い方を理解し、要求される板金加工が
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 10 0 0 0 100 

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
習

２ ４

メカトロニクス機器を構成するエレクトロニクス（電気
電子回路）について，その動作原理，応用方法などの知
識を，実習をとおして身につける．半田付けなどの回路
製作の基本技能の習得，テスタ，オシロスコープの使用
方法などの基礎的知識の習得を行った上で，抵抗，コン
デンサ，コイルなどの基本素子を使った電気回路を製作
し，電気現象の理解を深める．さらにダイオード，トラ
ンジスタ，ロジック IC などを使用した，増幅回路，論理
回路，センサ回路，アクチュエータ回路などロボットと
コンピュータとのインタフェース回路を製作し，各種実
験を行なうことにより，体験的にメカトロニクスを学習
する．

電気回路における抵抗，コンデンサ，コイルの役割を説明できる 10 10

テスタで抵抗，電圧を測定することができる． 10 10 20

オシロスコープで交流電気回路の周波数特性を測定することができ
る 10 10 20

直流モータの動作原理を説明することができる． 10 10

トランジスタの動作原理を説明することができる 10 10

ＮＡＮＤ回路の動作原理を説明することができる 10 10

CdS フォトセルの動作原理を説明することができる 10 10

直流モータの駆動方法を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 20 0 0 100

機
械
工
学
実
験
Ａ

２ ５
機械工学で扱われる基本的な現象について、理論と実際
を関連付けて学んでいく．また、どのようにして実際の
現象と理論が結びつくのか考える．

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる． 15 10 25

正しい実験データの取り方、その処理ができる． 25 25

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる． 25 25

実験で得た現象を理論的に説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 85 0 0 100

機
械
工
学
実
験
Ｂ

２ ６
機械工学で扱われる基本的な現象について、理論と実際
を関連付けて学んでいく．また、どのようにして実際の
現象と理論が結びつくのか考える．

機械工学の理論にもとづいてどのような現象が現れるか予測できる． 15 10 25

正しい実験データの取り方、その処理ができる． 25 25

明確に整理した技術レポートを報告書として作成できる． 25 25

実験で得た現象を理論的に説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 85 0 0 100

− 113 −
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専
門
科
目
群

数
値
構
造
解
析

２ ６

近年の計算機の著しい進歩と共に，従来実験によって明
らかにされたことが，計算機による模擬実験であるシミュ
レーションによって明らかにされつつある．数値構造解
析では，材料力学や機械加工の分野で代表的なシミュレー
ション法である，有限要素法 (Finite Element Method) を
学習する．まず，一次元有限要素法であるマトリックス
解析法を学習する．次に三角形要素を用いて二次元の平
面ひずみ問題及び平面応力問題に対する有限要素法の基
礎を学習する．

有限要素法とは何かを説明できる． 10 10 20

簡単なマトリックス解析法の計算を行える． 10 10 20

B マトリックス及び D マトリックスとは何かを説明できる． 10 10 20

仮想仕事の原理とは何かを説明できる． 10 10 20

簡単な二次元の構造解析を行える． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 0 0 0 0 0 100

自
動
車
工
学

２ ７

自動車は今や身近な移動手段であると共に日本の重要な
工業製品である．現在の自動車には，環境や安全など様々
な問題に対応するため，機械だけではなく，電気，材料
からエレクトロニクスに至るまで幅広い分野の技術が投
入されている．次世代の技術を担う工学系学生にとって，
将来必要となる知識の習得を目的とし，自動車のメカニ
ズム，性能，力学について基礎から最新の技術までを解
説する．

自動車の基本的構造（動力源、駆動機構等）について説明できる。 25 25

自動車の性能（動力性能、走行抵抗等）について説明できる。 25 25

環境、安全に関する自動車の最新動向について説明できる。 25 25

自動運転の概要、必要性、評価方法等が説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

流
体
機
械

２ ６

高層ビル，大規模博覧会場パビリオンなどの室内環境を
制御するためや，航空機などのエンジン性能を向上する
ためばかりでなく，人間の体内の血流を制御するために
も流体機械は重要な働きをしています．なかでもとくに，
羽根車を回転させて運動エネルギを利用するターボ機械

（ポンプ，送風機，圧縮機，トルクコンバータ，ターボチャー
ジャー等）は工業的にも広く用いられており，それらの
理論，基本構造，特徴および性能を修得することは，人
間生活および産業活動といった環境への活用について理
解を深めるために重要な意義があると考えます．

国際単位系（SI）を用いて，粘度，動粘度，圧力，動力などの用語
を説明できる． 20 20

圧力・連続の式．ベルヌーイの式を理解して，その応用問題を解く
ことができる． 20 20

流体機械の主な種類を 3 つ以上挙げることができる． 15 15

羽根車の出入口における速度三角形を作図することができる． 15 15

ポンプまたは送風機の作動原理を説明することができる． 15 15

流体力学のキャビテーション現象について説明することができる．
　　　　　 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

２ ５

我々を取りかこんでいる現代社会はダイナミックであり，
それには莫大なエネルギー消費を必要としています．そ
のエネルギーの大部分は化石燃料 ( 石油，石炭，等 ) の
燃焼反応により取り出された熱エネルギーからの変換に
頼っており，その枯渇や排出による大気汚染が今クロー
ズアップされています．本授業では，熱エネルギーから
機械エネルギー，電気エネルギー等に変換するメカニズ
ムとその応用を軸に，環境汚染の打開策として注目され
つつある燃料電池やソーラーパネル，風車等，これから
のエネルギー変換システムの概要や現状について学びま
す．

エネルギー変換の基礎である単位系が理解できる。 20 20

熱力学第１法則が説明できる。 20 20

圧力とベルヌーイの式が説明できる。 20 20

エネルギーを変換する各種タービンの種類を３つ以上あげられる。 20 20

エネルギー変換（発電）方式の種類を４つ以上あげられる。  20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 100

セ
ン
サ
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
工
学

２ ５

機械を知能化する際に，外界の情報を正確かつ効率よく
取得することが重要であり，さまざまなセンサが提案・
活用さている．また，その情報を利用して機械を動作さ
せる，つまり何らかの物理的な力を生み出すアクチュエー
タについてもさまざまな種類があり，用途に応じて適切
に使い分けられている．本講義では，センサ・アクチュエー
タの定義から始まり，分類，各種類における構造，動作
原理，利用法，制御法などを幅広く紹介する．

力センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

位置センサ，速度センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

温度センサ，光センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

直流モータの原理，動作，制御法を説明できる． 10 5 15

ステッピングモータ，ブラシレスモータの原理を説明できる． 5 10 15

油圧・空気圧アクチュエータの概要を説明できる． 5 10 15

圧電素子の正・逆圧電効果とその利用法を説明できる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 10 0 70 5 0 0 0 100

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学

２ ５

今日，機械システムの多くにメカトロニクス技術が適用
され，高度な機械制御がなされている．本講義ではメカ
トロニクスの概要，コントローラの概要，アナログ IC の
使用方法，センサの種類と適用法，アクチュエータの種
類と適用法などメカトロにクスの基本を，適用実例を交
えて説明する

コントローラの概要を説明できる 20 20

A/D，D/A コンバータの概要を説明できる 20 20

エンコーダの原理を説明できる 20 20

モータを使用した位置決めを説明できる 20 20

メカトロニクスの概要を説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

シ
ス
テ
ム
制
御
工
学

２ ６

シーケンス制御はあらかじめ定められた順序または手続
きに従って制御の各段階を逐次進めていく制御と定義さ
れており，産業界における数多くの機械装置のなかに利
用されている，ものづくりの基本となるもので，とくに
機械工場においてはなくてはならない制御技術である．
シーケンス制御は一見簡単そうに見えるが，効率よく確
実にマスターするためには論理的に確実に学習する必要
がある．

シーケンス制御の意味を説明できる。 20 20

シーケンス制御に使う機器と回路図記号を説明できる。 10 10 20

リレーによる基本的な制御を説明できる。 20 20

PLC による簡単なプログラミング手順を説明できる。 20 20

シーケンス制御によるいくつかの制御系構築例を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10 80 0 0 0 100
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構
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２ ６

近年の計算機の著しい進歩と共に，従来実験によって明
らかにされたことが，計算機による模擬実験であるシミュ
レーションによって明らかにされつつある．数値構造解
析では，材料力学や機械加工の分野で代表的なシミュレー
ション法である，有限要素法 (Finite Element Method) を
学習する．まず，一次元有限要素法であるマトリックス
解析法を学習する．次に三角形要素を用いて二次元の平
面ひずみ問題及び平面応力問題に対する有限要素法の基
礎を学習する．

有限要素法とは何かを説明できる． 10 10 20

簡単なマトリックス解析法の計算を行える． 10 10 20

B マトリックス及び D マトリックスとは何かを説明できる． 10 10 20

仮想仕事の原理とは何かを説明できる． 10 10 20

簡単な二次元の構造解析を行える． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 0 0 0 0 0 100

自
動
車
工
学

２ ７

自動車は今や身近な移動手段であると共に日本の重要な
工業製品である．現在の自動車には，環境や安全など様々
な問題に対応するため，機械だけではなく，電気，材料
からエレクトロニクスに至るまで幅広い分野の技術が投
入されている．次世代の技術を担う工学系学生にとって，
将来必要となる知識の習得を目的とし，自動車のメカニ
ズム，性能，力学について基礎から最新の技術までを解
説する．

自動車の基本的構造（動力源、駆動機構等）について説明できる。 25 25

自動車の性能（動力性能、走行抵抗等）について説明できる。 25 25

環境、安全に関する自動車の最新動向について説明できる。 25 25

自動運転の概要、必要性、評価方法等が説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

流
体
機
械

２ ６

高層ビル，大規模博覧会場パビリオンなどの室内環境を
制御するためや，航空機などのエンジン性能を向上する
ためばかりでなく，人間の体内の血流を制御するために
も流体機械は重要な働きをしています．なかでもとくに，
羽根車を回転させて運動エネルギを利用するターボ機械

（ポンプ，送風機，圧縮機，トルクコンバータ，ターボチャー
ジャー等）は工業的にも広く用いられており，それらの
理論，基本構造，特徴および性能を修得することは，人
間生活および産業活動といった環境への活用について理
解を深めるために重要な意義があると考えます．

国際単位系（SI）を用いて，粘度，動粘度，圧力，動力などの用語
を説明できる． 20 20

圧力・連続の式．ベルヌーイの式を理解して，その応用問題を解く
ことができる． 20 20

流体機械の主な種類を 3 つ以上挙げることができる． 15 15

羽根車の出入口における速度三角形を作図することができる． 15 15

ポンプまたは送風機の作動原理を説明することができる． 15 15

流体力学のキャビテーション現象について説明することができる．
　　　　　 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

２ ５

我々を取りかこんでいる現代社会はダイナミックであり，
それには莫大なエネルギー消費を必要としています．そ
のエネルギーの大部分は化石燃料 ( 石油，石炭，等 ) の
燃焼反応により取り出された熱エネルギーからの変換に
頼っており，その枯渇や排出による大気汚染が今クロー
ズアップされています．本授業では，熱エネルギーから
機械エネルギー，電気エネルギー等に変換するメカニズ
ムとその応用を軸に，環境汚染の打開策として注目され
つつある燃料電池やソーラーパネル，風車等，これから
のエネルギー変換システムの概要や現状について学びま
す．

エネルギー変換の基礎である単位系が理解できる。 20 20

熱力学第１法則が説明できる。 20 20

圧力とベルヌーイの式が説明できる。 20 20

エネルギーを変換する各種タービンの種類を３つ以上あげられる。 20 20

エネルギー変換（発電）方式の種類を４つ以上あげられる。  20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 100

セ
ン
サ
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
工
学

２ ５

機械を知能化する際に，外界の情報を正確かつ効率よく
取得することが重要であり，さまざまなセンサが提案・
活用さている．また，その情報を利用して機械を動作さ
せる，つまり何らかの物理的な力を生み出すアクチュエー
タについてもさまざまな種類があり，用途に応じて適切
に使い分けられている．本講義では，センサ・アクチュエー
タの定義から始まり，分類，各種類における構造，動作
原理，利用法，制御法などを幅広く紹介する．

力センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

位置センサ，速度センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

温度センサ，光センサの原理，適用方法を説明できる． 5 10 15

直流モータの原理，動作，制御法を説明できる． 10 5 15

ステッピングモータ，ブラシレスモータの原理を説明できる． 5 10 15

油圧・空気圧アクチュエータの概要を説明できる． 5 10 15

圧電素子の正・逆圧電効果とその利用法を説明できる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 10 0 70 5 0 0 0 100

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学

２ ５

今日，機械システムの多くにメカトロニクス技術が適用
され，高度な機械制御がなされている．本講義ではメカ
トロニクスの概要，コントローラの概要，アナログ IC の
使用方法，センサの種類と適用法，アクチュエータの種
類と適用法などメカトロにクスの基本を，適用実例を交
えて説明する

コントローラの概要を説明できる 20 20

A/D，D/A コンバータの概要を説明できる 20 20

エンコーダの原理を説明できる 20 20

モータを使用した位置決めを説明できる 20 20

メカトロニクスの概要を説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

シ
ス
テ
ム
制
御
工
学

２ ６

シーケンス制御はあらかじめ定められた順序または手続
きに従って制御の各段階を逐次進めていく制御と定義さ
れており，産業界における数多くの機械装置のなかに利
用されている，ものづくりの基本となるもので，とくに
機械工場においてはなくてはならない制御技術である．
シーケンス制御は一見簡単そうに見えるが，効率よく確
実にマスターするためには論理的に確実に学習する必要
がある．

シーケンス制御の意味を説明できる。 20 20

シーケンス制御に使う機器と回路図記号を説明できる。 10 10 20

リレーによる基本的な制御を説明できる。 20 20

PLC による簡単なプログラミング手順を説明できる。 20 20

シーケンス制御によるいくつかの制御系構築例を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10 80 0 0 0 100
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エ
ン
ジ
ン
工
学

２ ６

次世代自動車用動力源として，ハイブリッド，EV，燃料
電池が脚光を浴びているが，今後四半世紀でも内燃機関
はまだまだ主役であり，本来の役割である動力性能に加
えて究極の効率と低公害を求めて開発は続くと考えられ
る．本講義では，ガソリンおよびディーゼルエンジンを
中心に，その基本的な技術，特徴および最近の動向につ
いて性能面と構造面との両面から学ぶ．さらに，熱効率
向上と排気ガスのクリーン化について詳しく学ぶ．

エンジンの基本性能を理解できる． 25 25

エンジンの構造および各部の役割を理解できる． 25 25

熱効率を向上させる方策を説明できる． 25 25

燃焼生成物とその浄化方法について説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

航
空
宇
宙
工
学

２ ７

航空機および宇宙機は、20 世紀以降に急激な発展を遂
げました。その発達の過程、そして飛行の原理について
理解するとともに、それらを設計・製造するのに必要な、
航空機各部の構造、宇宙機やジェットエンジンの基本構
造について概要を学びます。

航空機および宇宙機の歴史について説明できる． 20 20

飛行機はなぜ飛ぶのかを理解できる． 20 20

航空機の構造を説明できる． 20 20

ロケットの基本構造を説明できる． 20 20

ジェットエンジンの基本構造を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
学

２ ７

「メカトロニクス」は和製英語であるが、今では世界でも
通用するほど目覚ましい発展を遂げてきた。その製品の
生産を支えていると言ってもよいほど、オートメーショ
ンは大きな役割を果たしている。このオートメーション
が生産システムの中でどのように使われ、何を求められ
ているかを講義の中で解説する。また、この生産システ
ムの中でも重要な位置付けであるＮＣ工作機械や産業用
ロボットの具体例を自動車業界を中心に紹介し、自動化
の意義を考える。

生産システムとオートメーションの構成要素を理解している． 10 10

数値制御の意味を説明できる． 10 10

工作機械，産業用ロボットによる自動化のメリットを理解している． 10 10 20

工場管理システムによるメリットを理解している． 10 10 20

トヨタ式生産システムのメリットが説明できる． 10 10 20

セル方式生産システムのメリット及びデメリットを理解している . 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 50 0 10 0 0 0 100

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ７

日本の基幹産業では， 約４０万台の産業用ロボットが稼
動している．したがって将来設備設計や製造技術に携わ
る場合， 産業用ロボットのプログラミング技術は不可欠
である．これらの産業用ロボットの大半がティーチング
プレイバック方式を採用しており， ティーチングによる
プログラミングが主流となっている．本講義では，本学
の実習機材である産業用ロボット（FANUC 社製ロボッ
ト）を対象に，そのしくみ，座標系， プログラミングの
基礎を学ぶ．そして FANUC ロボットのシミュレータで
ある「Roboguide」を用いて，ティーチングの実習を行
う．この Roboguide では， 仮想のロボットおよびティー
チペンダントをコンピュータ画面上で操作することがで
き， 実物と同様のプログラミングが可能である．

産業用ロボットの座標系を説明できる． 10 10 20

ティーチングプレイバック方式の概要を説明できる． 10 10 20

産業用ロボットのティーチペンダントの操作ができる． 20 20

産業用ロボットのティーチングができる． 20 20

Roboguide 上で動作確認ができる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 70 0 0 20 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

２ ６

画像処理技術は，自動車の安全性向上，ロボットの知能化，
産業機械の品質管理などさまざまな機械分野で実用化が
進んでいる．さらに将来の機械システムの高度化には必
要不可欠なご術である．この授業では，画像処理装置の
構成，コンピュータ内部での画像情報，基本画像処理手
法（二値化，重心位置計算，ラベリングなど）などビジョ
ンデータ処理に必要なハードウェア，ソフトウェアを解
説する．さらに，各種ロボットへの応用例を紹介し，ロボッ
トビジョン理解を深める．

画像処理装置の構成について概要を説明できる 10 10 20

画像の二値化ができる 10 10 20

二値化画像のラベリングができる 10 10 20

ソーベル法で画像のエッジ検出ができる 10 10 20

産業用ロボットの画像処理手法を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 10 30 0 0 0 100

工
業
経
営
概
論

２ ７

国際競争化時代を迎え、雇用問題も表面化した日本の製
造業は大きな転換点にある。日本においてものづくりを
継続するためには、消費者が欲するものやサービスを必
要なときに必要なだけ、社会的な責任を果たしつつ提供
するというマーケティングの発想と、厳しい国際競争に
耐える豊かな創造性が不可欠である。また株式会社の決
算書の読み方や為替等経済的な知識も経済新聞を理解す
る上で必要である。本講義では、工業分野のマネジメン
トを担うリーダーがもつべき基本知識を学ぶ。具体的に
は、社会に必要とされる製品をいかに企画し、製造・販
売するかというマーケティングに関する知識を中心に、
経営戦略や財務諸表の見方、異文化マネジメントなどの
基本的な事項を併せて学ぶこととする。工業知識や技術
的なセンスに加え、マネジメントやマーケティング、生
産システムの基礎概念や経済知識を学ぶことにより、国
際競争に耐える強力な武器とすることができる。

経営（マネジメント）とは何かを説明できる． 15 15

マーケティングとは何かを説明できる． 15 15

財務諸表の読み方を説明できる． 15 15

生産活動におけるマネジメントの対象とその手法を説明できる． 15 15

工業におけるマネジメント（経営）について説明できる． 15 15

経済新聞に書いてある内容を理解できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 100

品
質
工
学

２ ７

品質とは、製品などの性質や特性を示す。製造業界では
複雑・多様化する技術課題を定量的に評価し、製品の品
質改善を行う必要がある。品質工学とは、この品質を基
本設計から見直すことで、不良品の製造を未然に防止し、
技術的に改善するための方法論である。本講義では、こ
の品質工学について学習する。

品質工学で用いる制御因子、ばらつき、SN 比などの基本用語を説明
できる。 25 5 5 35

対象とする機能およびその機能を乱す要因を説明することができる。 15 5 5 25

直交表を用いたパラメータ設計ができる。 10 25 5 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 35 15 35 0 0 15 0 0 100
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

エ
ン
ジ
ン
工
学

２ ６

次世代自動車用動力源として，ハイブリッド，EV，燃料
電池が脚光を浴びているが，今後四半世紀でも内燃機関
はまだまだ主役であり，本来の役割である動力性能に加
えて究極の効率と低公害を求めて開発は続くと考えられ
る．本講義では，ガソリンおよびディーゼルエンジンを
中心に，その基本的な技術，特徴および最近の動向につ
いて性能面と構造面との両面から学ぶ．さらに，熱効率
向上と排気ガスのクリーン化について詳しく学ぶ．

エンジンの基本性能を理解できる． 25 25

エンジンの構造および各部の役割を理解できる． 25 25

熱効率を向上させる方策を説明できる． 25 25

燃焼生成物とその浄化方法について説明できる． 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

航
空
宇
宙
工
学

２ ７

航空機および宇宙機は、20 世紀以降に急激な発展を遂
げました。その発達の過程、そして飛行の原理について
理解するとともに、それらを設計・製造するのに必要な、
航空機各部の構造、宇宙機やジェットエンジンの基本構
造について概要を学びます。

航空機および宇宙機の歴史について説明できる． 20 20

飛行機はなぜ飛ぶのかを理解できる． 20 20

航空機の構造を説明できる． 20 20

ロケットの基本構造を説明できる． 20 20

ジェットエンジンの基本構造を説明できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
学

２ ７

「メカトロニクス」は和製英語であるが、今では世界でも
通用するほど目覚ましい発展を遂げてきた。その製品の
生産を支えていると言ってもよいほど、オートメーショ
ンは大きな役割を果たしている。このオートメーション
が生産システムの中でどのように使われ、何を求められ
ているかを講義の中で解説する。また、この生産システ
ムの中でも重要な位置付けであるＮＣ工作機械や産業用
ロボットの具体例を自動車業界を中心に紹介し、自動化
の意義を考える。

生産システムとオートメーションの構成要素を理解している． 10 10

数値制御の意味を説明できる． 10 10

工作機械，産業用ロボットによる自動化のメリットを理解している． 10 10 20

工場管理システムによるメリットを理解している． 10 10 20

トヨタ式生産システムのメリットが説明できる． 10 10 20

セル方式生産システムのメリット及びデメリットを理解している . 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 50 0 10 0 0 0 100

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ７

日本の基幹産業では， 約４０万台の産業用ロボットが稼
動している．したがって将来設備設計や製造技術に携わ
る場合， 産業用ロボットのプログラミング技術は不可欠
である．これらの産業用ロボットの大半がティーチング
プレイバック方式を採用しており， ティーチングによる
プログラミングが主流となっている．本講義では，本学
の実習機材である産業用ロボット（FANUC 社製ロボッ
ト）を対象に，そのしくみ，座標系， プログラミングの
基礎を学ぶ．そして FANUC ロボットのシミュレータで
ある「Roboguide」を用いて，ティーチングの実習を行
う．この Roboguide では， 仮想のロボットおよびティー
チペンダントをコンピュータ画面上で操作することがで
き， 実物と同様のプログラミングが可能である．

産業用ロボットの座標系を説明できる． 10 10 20

ティーチングプレイバック方式の概要を説明できる． 10 10 20

産業用ロボットのティーチペンダントの操作ができる． 20 20

産業用ロボットのティーチングができる． 20 20

Roboguide 上で動作確認ができる． 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 70 0 0 20 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

２ ６

画像処理技術は，自動車の安全性向上，ロボットの知能化，
産業機械の品質管理などさまざまな機械分野で実用化が
進んでいる．さらに将来の機械システムの高度化には必
要不可欠なご術である．この授業では，画像処理装置の
構成，コンピュータ内部での画像情報，基本画像処理手
法（二値化，重心位置計算，ラベリングなど）などビジョ
ンデータ処理に必要なハードウェア，ソフトウェアを解
説する．さらに，各種ロボットへの応用例を紹介し，ロボッ
トビジョン理解を深める．

画像処理装置の構成について概要を説明できる 10 10 20

画像の二値化ができる 10 10 20

二値化画像のラベリングができる 10 10 20

ソーベル法で画像のエッジ検出ができる 10 10 20

産業用ロボットの画像処理手法を説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 10 30 0 0 0 100

工
業
経
営
概
論

２ ７

国際競争化時代を迎え、雇用問題も表面化した日本の製
造業は大きな転換点にある。日本においてものづくりを
継続するためには、消費者が欲するものやサービスを必
要なときに必要なだけ、社会的な責任を果たしつつ提供
するというマーケティングの発想と、厳しい国際競争に
耐える豊かな創造性が不可欠である。また株式会社の決
算書の読み方や為替等経済的な知識も経済新聞を理解す
る上で必要である。本講義では、工業分野のマネジメン
トを担うリーダーがもつべき基本知識を学ぶ。具体的に
は、社会に必要とされる製品をいかに企画し、製造・販
売するかというマーケティングに関する知識を中心に、
経営戦略や財務諸表の見方、異文化マネジメントなどの
基本的な事項を併せて学ぶこととする。工業知識や技術
的なセンスに加え、マネジメントやマーケティング、生
産システムの基礎概念や経済知識を学ぶことにより、国
際競争に耐える強力な武器とすることができる。

経営（マネジメント）とは何かを説明できる． 15 15

マーケティングとは何かを説明できる． 15 15

財務諸表の読み方を説明できる． 15 15

生産活動におけるマネジメントの対象とその手法を説明できる． 15 15

工業におけるマネジメント（経営）について説明できる． 15 15

経済新聞に書いてある内容を理解できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 100

品
質
工
学

２ ７

品質とは、製品などの性質や特性を示す。製造業界では
複雑・多様化する技術課題を定量的に評価し、製品の品
質改善を行う必要がある。品質工学とは、この品質を基
本設計から見直すことで、不良品の製造を未然に防止し、
技術的に改善するための方法論である。本講義では、こ
の品質工学について学習する。

品質工学で用いる制御因子、ばらつき、SN 比などの基本用語を説明
できる。 25 5 5 35

対象とする機能およびその機能を乱す要因を説明することができる。 15 5 5 25

直交表を用いたパラメータ設計ができる。 10 25 5 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 35 15 35 0 0 15 0 0 100

− 117 −
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目
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目
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専
門
科
目
群

科
学
技
術
史
論
と
技
術
者
倫
理

２ ８

今日の社会は科学技術を抜きにしては成り立たない状況
にある．私たちの生活は高度に発達した科学・技術の恩
恵を享受しているが，そのような社会を今後も持続し，
問題を解決しつつ発展させていくためには，科学および
技術の本質を見極める力が求められる．本講義では，過
去の技術がどのような経緯で発達してきたか，また産業
や文化にどのような影響を与え，人類にどのような貢献
をしてきたかを振り返り，科学・技術の功罪を考察する．
さらに，今後の科学・技術の発展がどうあるべきかを考
える．

科学技術の発展を時代別に分類し，そのあらすじを説明できる． 15 15

近代工業社会の礎である産業革命とその発明について概略を説明で
きる． 15 15

科学技術と戦争との関わりについて説明できる． 15 15

工業化社会がもたらした公害と地球環境問題について説明できる． 15 15

発明が生活・思考を変えた例を挙げ，その概要を説明できる． 15 15

科学技術の経緯と未来について論議できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 100

知
的
財
産
権
と
情
報
倫
理

２ ８

現在、（１）有体物である「モノ」の製造業は勿論のこと、
（２）情報通信産業、及び（３）ブランド力を生かした商
取引などにおいては、知的財産の重要性は非常に高い。
近年、知的財産侵害に対する損害賠償額も増大している。
これに伴って、企業の知的財産権の保護・取得、及び積
極的活用に対する意識が高まってきている。特に、近年
の我が国は、開発拠点・マザー工場として比重が高まっ
ており、我が国が生き残るには、知的財産は人材と同様
に重要であるところ、特許法、実用新案法、意匠法、商
標法権及び著作権法等の知的財産権法、並びに不正競争
防止法等に関する基礎的な知識は、理工系科目の知識と
同様に、将来、我が国の産業界を担う理工系学生にとっ
て必要不可欠な知識となってきた。そこで、本講義は、
弁理士としての実務経験に、技術者としてメーカで勤務
した経験も加味することにより、知的財産に関する基礎
的な知識の理解を目標とする。

知的財産制度の目的・概要を理解する。 15 15

知的財産法による保護対象（発明、実用新案、意匠、商標、著作権）
を理解する。 10 15 25

知的財産権の侵害行為及び非侵害行為、並びに侵害行為と倫理につ
いての基礎的知識を得る。 15 15

他人の知的財産の利用に関する基礎的知識を得る。 15 15

自己の知的財産の利用に関する基礎的知識を得る。 15 15

知的財産に関する紛争が発生したときの対処に関する基礎的知識を
得る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 90 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ ６

インターンシップとは，学生が企業等において，専門に
関連した実習や研修的な就業体験をする制度のことです．
国際化，情報化の進展，産業構造の変化など，社会が大
きく変化し，企業においても年功序列化から能力主義化
へと変化してきました．このような状況の中で，産業界
のニーズに応えられる人材育成の観点から，インターン
シップが注目されるようになってきました．この意義は，
[1] アカデミックな教育研究と社会での実地の経験を結び
つけることによって，学生の新たな学習意欲を喚起する
契機となることへの期待，[2] 学生が自己の職業適性や将
来設計について考える機会となり，高い職業意識の育成，
[3] 専門分野の高度な知識・技術に触れることにより，職
業の選択，授業科目の選択などを自主的に考え，行動で
きる人材の育成につながることです．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 25 25 25 100

総
合
セ
ミ
ナ
１

２ ６
卒業研究を行う上で必要となる基礎および専門知識を高
めるために，関連の文献の勉強を行う．また研究活動を
円滑に行うために，研究計画，実験方法，解析方法など
の検討を行う．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 20 10 100

総
合
セ
ミ
ナ
２

２ ７
卒業研究を行う上で必要となる基礎および専門知識を高
めるために，関連の文献の勉強を行う．また研究活動を
円滑に行うために，研究計画，実験方法，解析方法など
の検討を行う．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 20 10 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

卒業研究は，これまで学んできた授業科目の総括的成果
にあたるものです。各自が選択した研究テーマにそって
実験や理論計算を行う研究中心的なテーマの他に，設計
や製作や特定の課題についての文献調査など，柔軟にテー
マを設定して行います。指導教員のもとで，自主性，総
合力，分析力，問題解決能力やコミュニケーション能力
の発揮を目指して，卒業論文としてまとめて教員の前で
プレゼンテーションを行います。

研究を通じて，自主性，総合力，分析力を身につける。 15 10 25

研究を通じて，問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけ
る。 15 10 25

得られた成果を卒業論文としてまとめて，指定期日までに提出を行
う。 10 15 25

教員の前で卒業論文の目的と概要と得られた結果について発表でき
る。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 100

− 118 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

科
学
技
術
史
論
と
技
術
者
倫
理

２ ８

今日の社会は科学技術を抜きにしては成り立たない状況
にある．私たちの生活は高度に発達した科学・技術の恩
恵を享受しているが，そのような社会を今後も持続し，
問題を解決しつつ発展させていくためには，科学および
技術の本質を見極める力が求められる．本講義では，過
去の技術がどのような経緯で発達してきたか，また産業
や文化にどのような影響を与え，人類にどのような貢献
をしてきたかを振り返り，科学・技術の功罪を考察する．
さらに，今後の科学・技術の発展がどうあるべきかを考
える．

科学技術の発展を時代別に分類し，そのあらすじを説明できる． 15 15

近代工業社会の礎である産業革命とその発明について概略を説明で
きる． 15 15

科学技術と戦争との関わりについて説明できる． 15 15

工業化社会がもたらした公害と地球環境問題について説明できる． 15 15

発明が生活・思考を変えた例を挙げ，その概要を説明できる． 15 15

科学技術の経緯と未来について論議できる． 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 100

知
的
財
産
権
と
情
報
倫
理

２ ８

現在、（１）有体物である「モノ」の製造業は勿論のこと、
（２）情報通信産業、及び（３）ブランド力を生かした商
取引などにおいては、知的財産の重要性は非常に高い。
近年、知的財産侵害に対する損害賠償額も増大している。
これに伴って、企業の知的財産権の保護・取得、及び積
極的活用に対する意識が高まってきている。特に、近年
の我が国は、開発拠点・マザー工場として比重が高まっ
ており、我が国が生き残るには、知的財産は人材と同様
に重要であるところ、特許法、実用新案法、意匠法、商
標法権及び著作権法等の知的財産権法、並びに不正競争
防止法等に関する基礎的な知識は、理工系科目の知識と
同様に、将来、我が国の産業界を担う理工系学生にとっ
て必要不可欠な知識となってきた。そこで、本講義は、
弁理士としての実務経験に、技術者としてメーカで勤務
した経験も加味することにより、知的財産に関する基礎
的な知識の理解を目標とする。

知的財産制度の目的・概要を理解する。 15 15

知的財産法による保護対象（発明、実用新案、意匠、商標、著作権）
を理解する。 10 15 25

知的財産権の侵害行為及び非侵害行為、並びに侵害行為と倫理につ
いての基礎的知識を得る。 15 15

他人の知的財産の利用に関する基礎的知識を得る。 15 15

自己の知的財産の利用に関する基礎的知識を得る。 15 15

知的財産に関する紛争が発生したときの対処に関する基礎的知識を
得る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 90 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ ６

インターンシップとは，学生が企業等において，専門に
関連した実習や研修的な就業体験をする制度のことです．
国際化，情報化の進展，産業構造の変化など，社会が大
きく変化し，企業においても年功序列化から能力主義化
へと変化してきました．このような状況の中で，産業界
のニーズに応えられる人材育成の観点から，インターン
シップが注目されるようになってきました．この意義は，
[1] アカデミックな教育研究と社会での実地の経験を結び
つけることによって，学生の新たな学習意欲を喚起する
契機となることへの期待，[2] 学生が自己の職業適性や将
来設計について考える機会となり，高い職業意識の育成，
[3] 専門分野の高度な知識・技術に触れることにより，職
業の選択，授業科目の選択などを自主的に考え，行動で
きる人材の育成につながることです．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 25 25 25 100

総
合
セ
ミ
ナ
１

２ ６
卒業研究を行う上で必要となる基礎および専門知識を高
めるために，関連の文献の勉強を行う．また研究活動を
円滑に行うために，研究計画，実験方法，解析方法など
の検討を行う．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 20 10 100

総
合
セ
ミ
ナ
２

２ ７
卒業研究を行う上で必要となる基礎および専門知識を高
めるために，関連の文献の勉強を行う．また研究活動を
円滑に行うために，研究計画，実験方法，解析方法など
の検討を行う．

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 20 10 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

卒業研究は，これまで学んできた授業科目の総括的成果
にあたるものです。各自が選択した研究テーマにそって
実験や理論計算を行う研究中心的なテーマの他に，設計
や製作や特定の課題についての文献調査など，柔軟にテー
マを設定して行います。指導教員のもとで，自主性，総
合力，分析力，問題解決能力やコミュニケーション能力
の発揮を目指して，卒業論文としてまとめて教員の前で
プレゼンテーションを行います。

研究を通じて，自主性，総合力，分析力を身につける。 15 10 25

研究を通じて，問題解決能力やコミュニケーション能力を身につけ
る。 15 10 25

得られた成果を卒業論文としてまとめて，指定期日までに提出を行
う。 10 15 25

教員の前で卒業論文の目的と概要と得られた結果について発表でき
る。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 100
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大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部電気電子工学科は、電気工学と電子工学に関する基礎から応用までの知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成
するとともに、研究を通して電気電子工学分野の発展に貢献することを目的とする。

 

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

K. 実験や設計・演習を通じて専門分野の知識に関する理解を深めると
ともに、課題探求能力を身に付けている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

L. 現代社会を支える電気エネルギーの発生から利用までを理解してい
る。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

M. 電気エネルギーの利用や供給の分野で、装置、機械器具等の設計や
開発を行うことができる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

N. ロボット、電気自動車、電気エネルギー分野に利用されているパワー
エレクトロニクス及びコンピュータ制御技術について理解している。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

 O. コンピュータのプログラミングと電子回路設計 ･ 製作ができる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

P. 材料の物性及びデバイスの動作原理を理解している。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

Q. エレクトロニクス用デバイスの機能とその応用における基礎技術を
理解している。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 R. 課題解決のために、実験を計画・実行し、解析・考察し、自分の論
点や考え方についてわかり易く、論理的に発表できる。

 I. 基礎学力としての数学を身に付け、電気電子工学分野に応用できる。 S. 電気電子工学における先端技術に興味・関心を持ち、その本質を見
極めることができる。

J. 電気電子工学分野の基幹科目に関する知識を身に付けている。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 電気電子工学科 カリキュラムマップ

− 138 −



大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部電気電子工学科は、電気工学と電子工学に関する基礎から応用までの知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成
するとともに、研究を通して電気電子工学分野の発展に貢献することを目的とする。

 

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

K. 実験や設計・演習を通じて専門分野の知識に関する理解を深めると
ともに、課題探求能力を身に付けている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

L. 現代社会を支える電気エネルギーの発生から利用までを理解してい
る。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

M. 電気エネルギーの利用や供給の分野で、装置、機械器具等の設計や
開発を行うことができる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

N. ロボット、電気自動車、電気エネルギー分野に利用されているパワー
エレクトロニクス及びコンピュータ制御技術について理解している。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

 O. コンピュータのプログラミングと電子回路設計 ･ 製作ができる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

P. 材料の物性及びデバイスの動作原理を理解している。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

Q. エレクトロニクス用デバイスの機能とその応用における基礎技術を
理解している。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 R. 課題解決のために、実験を計画・実行し、解析・考察し、自分の論
点や考え方についてわかり易く、論理的に発表できる。

 I. 基礎学力としての数学を身に付け、電気電子工学分野に応用できる。 S. 電気電子工学における先端技術に興味・関心を持ち、その本質を見
極めることができる。

J. 電気電子工学分野の基幹科目に関する知識を身に付けている。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
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１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
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ュ
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ケ
ー
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語
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ス
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［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
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語
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 141 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 145 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 153 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 155 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３･

５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４･

６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３･

５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４･

６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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区
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業
科
目
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必
修
選
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自
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専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 159 −
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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修
選
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自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
数
学
１

２ １
電気電子工学を学ぶためには、基礎的な数学の理解が必
要である。このため、電気電子数学１、２、３が開講さ
れている。電気電子数学では高校の復習を兼ねた基礎的
な項目について学ぶ。

行列の和、差、積を求めることが出来る。 10 10

クラメル公式を用いて、連立１次方程式の解を求めることができる。 10 10

複素数の加減乗除が出来る。 10 10

三角関数の定義を理解し、基本公式を使い、合成演算が出来る。 20 20

複素数の直交表示、指数関数表示、極表示の相互変換が出来る。 20 20

指数関数、対数関数の定義を理解し、基本公式を使うことが出来る。 10 10

ベクトルの加減算、内積、外積を理解し、使うことが出来る。 10 10

関数の極限を求めることが出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
数
学
２

２ ２
電気電子数学１に続いて、電気電子数学２では、交流を
学ぶ上で不可欠な複素数とベクトル、および物理学の学
習には必須の微分積分の基礎を学ぶ。

微分の考え方を理解し、基本公式を応用して微分計算が出来る。 20 20

微分を応用し、関数の増減の判別が出来る。 10 10

積分の考え方を理解し、基本公式を応用して不定積分計算が出来る。 20 20

部分積分、置換積分等の手法を用いて不定積分計算が出来る。 10 10

定積分の考え方を理解し、定積分の計算が出来る。 20 20

１階線形微分方程式を解くことが出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 162 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
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力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ４

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
数
学
１

２ １
電気電子工学を学ぶためには、基礎的な数学の理解が必
要である。このため、電気電子数学１、２、３が開講さ
れている。電気電子数学では高校の復習を兼ねた基礎的
な項目について学ぶ。

行列の和、差、積を求めることが出来る。 10 10

クラメル公式を用いて、連立１次方程式の解を求めることができる。 10 10

複素数の加減乗除が出来る。 10 10

三角関数の定義を理解し、基本公式を使い、合成演算が出来る。 20 20

複素数の直交表示、指数関数表示、極表示の相互変換が出来る。 20 20

指数関数、対数関数の定義を理解し、基本公式を使うことが出来る。 10 10

ベクトルの加減算、内積、外積を理解し、使うことが出来る。 10 10

関数の極限を求めることが出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
数
学
２

２ ２
電気電子数学１に続いて、電気電子数学２では、交流を
学ぶ上で不可欠な複素数とベクトル、および物理学の学
習には必須の微分積分の基礎を学ぶ。

微分の考え方を理解し、基本公式を応用して微分計算が出来る。 20 20

微分を応用し、関数の増減の判別が出来る。 10 10

積分の考え方を理解し、基本公式を応用して不定積分計算が出来る。 20 20

部分積分、置換積分等の手法を用いて不定積分計算が出来る。 10 10

定積分の考え方を理解し、定積分の計算が出来る。 20 20

１階線形微分方程式を解くことが出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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電
気
電
子
数
学
３

　 ２ ３電気電子数学１および電気電子数学２が理解できた人を
対象に、より高度な数学を学ぶ。

等差数列、等比数列の考え方を理解し、無限級数計算が出来る。 15 15

テイラー展開、マクローリンの定理を使うことが出来る。 10 10

偏微分の考え方が理解出来る。 10 10

２階線形微分方程式を解くことが出来る。 20 20

積分の応用として面積、体積を求めることが出来る。 15 15

過渡現象に現れる簡単な微分方程式を解くことが出来る。 20 20

簡単な周期関数をフーリエ級数に展開することが出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

電
気
電
子

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
この科目は、電気電子工学科の専門科目に、関心や興味
を喚起することを目的とする。将来の就職や進路を見据
えた学習動機となる種々の機会を提供し、4 年間の学習
計画を立てられるようにする。

電気電子工学科の教育目標と履修モデルが理解できる。 50 50

電気電子工学分野の職種や仕事内容が理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
１

２
１
〔
２
〕

電気回路の基礎であるオームの法則、キルヒホッフの法
則を中心に直流回路を学ぶ

オームの法則により、電圧と電流の関係を示すことができる 20 20

抵抗の直列接続 ･ 並列接続で合成抵抗を、求めることができる 20 20

直列抵抗で、各抵抗に掛かる電圧を求めることができる 10 10

並列接続で、各抵抗に流れる電流を求めることができる 10 10

キルヒホッフの法則を表す方程式を立てることができる 10 10

網目電流法を用いて回路に流れる電流を求めることができる 10 10

テブナンの等価回路を描くことができる。 10 10

テブナンの定理を使って回路を解くことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
２

２
２
〔
３
〕

電気回路理論１の後を受けて、交流の基礎について学ぶ。

正弦波を複素数で表すことができる 20 20

交流の角周波数、周波数、周期を求めることができる 20 20

インダクタンスとキャパシタンスとインピーダンスの関係を表すこ
とができる 20 20

インピーダンスを複素数で表すことができる 20 20

交流の位相の進みと遅れを求めることができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
３

２
３
〔
４
〕

電気回路理論１および２の後を受けて、交流を中心に回
路解析の方法を学ぶ。

網目電流法により回路電流を求めることができる 30 30

重ねの理を用いて回路電流を求めることができる 10 10

テブナンの定理を用いて回路電流を求めることができる 30 30

変圧器の原理を説明できる 15 15

共振周波数を求めることができる 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
４

２ ４電気回路の周波数特性、送電や電動機に用いられる３相
交流、過渡現象、について学ぶ。

インピーダンスの周波数による変化を説明できる。 20 20

対称３相交流の線間電圧（電流）を求めることができる 30 30

対称３相交流の電力を求めることができる 30 30

ＲＣ回路の過渡現象を説明できる 10 10

ＲＬ回路の過渡現象を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
演
習

２ ６電気回路理論２，３の授業内容を演習によって復習し，体
得する。

インピーダンスを複素数で表して、回路を解くことができる。 10 20 30

皮相電力と有効電力を計算し、力率を求めることができる。 10 10 20

閉路方程式を用いて回路を解くことができる。 20 20

交流のブリッジ回路の平衡条件を導くことができる。 10 10

共振条件を求めることができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
１

２
２
〔
３
〕

電気磁気学の主要な概念から応用への基礎を、身近な電
気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、主に静
電気に関係する内容を学習する。

クーロンの法則をが説明できる。 30 30

電界と電位の概念が説明できる。 30 30

ガウスの法則が説明できる。 30 30

静電界のエネルギーが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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電
気
電
子
数
学
３

　 ２ ３電気電子数学１および電気電子数学２が理解できた人を
対象に、より高度な数学を学ぶ。

等差数列、等比数列の考え方を理解し、無限級数計算が出来る。 15 15

テイラー展開、マクローリンの定理を使うことが出来る。 10 10

偏微分の考え方が理解出来る。 10 10

２階線形微分方程式を解くことが出来る。 20 20

積分の応用として面積、体積を求めることが出来る。 15 15

過渡現象に現れる簡単な微分方程式を解くことが出来る。 20 20

簡単な周期関数をフーリエ級数に展開することが出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

電
気
電
子

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
この科目は、電気電子工学科の専門科目に、関心や興味
を喚起することを目的とする。将来の就職や進路を見据
えた学習動機となる種々の機会を提供し、4 年間の学習
計画を立てられるようにする。

電気電子工学科の教育目標と履修モデルが理解できる。 50 50

電気電子工学分野の職種や仕事内容が理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
１

２
１
〔
２
〕

電気回路の基礎であるオームの法則、キルヒホッフの法
則を中心に直流回路を学ぶ

オームの法則により、電圧と電流の関係を示すことができる 20 20

抵抗の直列接続 ･ 並列接続で合成抵抗を、求めることができる 20 20

直列抵抗で、各抵抗に掛かる電圧を求めることができる 10 10

並列接続で、各抵抗に流れる電流を求めることができる 10 10

キルヒホッフの法則を表す方程式を立てることができる 10 10

網目電流法を用いて回路に流れる電流を求めることができる 10 10

テブナンの等価回路を描くことができる。 10 10

テブナンの定理を使って回路を解くことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
２

２
２
〔
３
〕

電気回路理論１の後を受けて、交流の基礎について学ぶ。

正弦波を複素数で表すことができる 20 20

交流の角周波数、周波数、周期を求めることができる 20 20

インダクタンスとキャパシタンスとインピーダンスの関係を表すこ
とができる 20 20

インピーダンスを複素数で表すことができる 20 20

交流の位相の進みと遅れを求めることができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
３

２
３
〔
４
〕

電気回路理論１および２の後を受けて、交流を中心に回
路解析の方法を学ぶ。

網目電流法により回路電流を求めることができる 30 30

重ねの理を用いて回路電流を求めることができる 10 10

テブナンの定理を用いて回路電流を求めることができる 30 30

変圧器の原理を説明できる 15 15

共振周波数を求めることができる 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
４

２ ４電気回路の周波数特性、送電や電動機に用いられる３相
交流、過渡現象、について学ぶ。

インピーダンスの周波数による変化を説明できる。 20 20

対称３相交流の線間電圧（電流）を求めることができる 30 30

対称３相交流の電力を求めることができる 30 30

ＲＣ回路の過渡現象を説明できる 10 10

ＲＬ回路の過渡現象を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
理
論
演
習

２ ６電気回路理論２，３の授業内容を演習によって復習し，体
得する。

インピーダンスを複素数で表して、回路を解くことができる。 10 20 30

皮相電力と有効電力を計算し、力率を求めることができる。 10 10 20

閉路方程式を用いて回路を解くことができる。 20 20

交流のブリッジ回路の平衡条件を導くことができる。 10 10

共振条件を求めることができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
１

２
２
〔
３
〕

電気磁気学の主要な概念から応用への基礎を、身近な電
気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、主に静
電気に関係する内容を学習する。

クーロンの法則をが説明できる。 30 30

電界と電位の概念が説明できる。 30 30

ガウスの法則が説明できる。 30 30

静電界のエネルギーが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

電
気
磁
気
学
２

２
３
〔
４
〕

身近な電気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、
主に電流と磁界およびそれらの相互作用について学習す
る。

電流の作る磁界をアンペアの法則により説明できる。 30 30

磁界中の電流に働く電磁力をフレミングの左手の法則により説明で
きる。 20 20

電磁誘導による起電力をファラデーの法則から説明できる。 30 30

磁界中を運動する導体に生じる起電力をフレミングの右手の法則に
より説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
３

２ ４
身近な電気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、
主に電流と磁界およびそれらの相互作用について学習す
る。

誘電体の分極を説明できる。 30 30

コンデンサに用いる誘電体の働きを説明できる。 30 30

磁性体の磁化と透磁率の関係を説明できる。 30 30

変位電流と電磁波の関係を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
演
習
１

２ ４電気磁気学１の授業内容を演習によって復習し、体得す
る。

クーロンの法則を用いて電荷間の力を求めることができる。 10 20 30

電荷による電界の大きさを求めることができる。 10 20 30

平板コンデンサ内の電界と電位を求めることができる。 10 10 20

直列接続および並列接続のコンデンサの容量を計算することができ
る 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
演
習
２

２ ６電気磁気学２，３の内容を十分に理解するため演習を行
う。

与えられた電荷分布から電界と電位を計算できる。 5 15 20

複数個接続されたコンデンサの合成静電容量を計算できる。 5 15 20

直線電流が周囲につくる磁界を計算できる。 5 15 20

平行な直線電流間に作用する力を計算できる。 5 15 20

電磁誘導の法則を用いて起電力を求めることができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
１

２
３
〔
４
〕

この科目では電子回路の基礎であるトランジスタ増幅回
路について学ぶ。

電子回路と電気回路の相違がわかる。 30 30

トランジスタと FET について説明できる。 40 40

トランジスタを用いた基本的な増幅回路がわかる。 20 20

オペアンプの基本的な動作を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
２

２
４
〔
５
〕

電子回路 1 に続いて、代表的な電子回路について学習す
る。

基本的な電力増幅回路の説明ができる。 20 20

高周波増幅回路の留意点がわかる。 20 20

基本的な発振回路の原理を説明できる。 20 20

変調・復調の原理がわかる。 10 10

簡単な電源回路の設計ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
３

　 ２ ５高周波機器や通信機器に用いられている電子回路技術を
中心に、無線通信や装置についても学ぶ。

通信技術の基礎がわかる。 20 20

電波伝搬について説明できる。 20 20

無線装置の基礎がわかり、アナログ変調とディジタル変調の違いが
わかる。 20 20

分布定数回路やアンテナについての基礎がわかる。 20 20

ノイズ、EMC、フィルタ、シールドなどの概要がわかる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
演
習

　 ２ ６電子回路１〜３の復習として、演習問題を中心に学び、
電子回路の理解を深め、また、就職や進学に備える。

ダイオードを用いた回路の解析ができる。 5 15 20

トランジスタ増幅回路の計算ができる。 5 15 20

FET を用いた回路の解析ができる 5 15 20

各種増幅回路や変調・復調回路がわかる 5 15 20

電源回路の要点がわかる 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
１
〔
２
〕

C 言語を用いたプログラミングを実習することで，コン
ピュータの動作と人間の思考の橋渡しであるコンピュー
タ言語の重要性を学習する

テキストエディタが利用できる。 25 25

scanf 関数、printf 関数を使って入出力ができる。 25 25

if 文による条件分岐ができる。 25 25

for, while 文を使って繰り返し処理ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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科
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区
　
　
分

授
業
科
目
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開
講
期

学修内容 学修到達目標
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

電
気
磁
気
学
２

２
３
〔
４
〕

身近な電気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、
主に電流と磁界およびそれらの相互作用について学習す
る。

電流の作る磁界をアンペアの法則により説明できる。 30 30

磁界中の電流に働く電磁力をフレミングの左手の法則により説明で
きる。 20 20

電磁誘導による起電力をファラデーの法則から説明できる。 30 30

磁界中を運動する導体に生じる起電力をフレミングの右手の法則に
より説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
３

２ ４
身近な電気磁気現象から実用的な応用等を参照しながら、
主に電流と磁界およびそれらの相互作用について学習す
る。

誘電体の分極を説明できる。 30 30

コンデンサに用いる誘電体の働きを説明できる。 30 30

磁性体の磁化と透磁率の関係を説明できる。 30 30

変位電流と電磁波の関係を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
演
習
１

２ ４電気磁気学１の授業内容を演習によって復習し、体得す
る。

クーロンの法則を用いて電荷間の力を求めることができる。 10 20 30

電荷による電界の大きさを求めることができる。 10 20 30

平板コンデンサ内の電界と電位を求めることができる。 10 10 20

直列接続および並列接続のコンデンサの容量を計算することができ
る 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
磁
気
学
演
習
２

２ ６電気磁気学２，３の内容を十分に理解するため演習を行
う。

与えられた電荷分布から電界と電位を計算できる。 5 15 20

複数個接続されたコンデンサの合成静電容量を計算できる。 5 15 20

直線電流が周囲につくる磁界を計算できる。 5 15 20

平行な直線電流間に作用する力を計算できる。 5 15 20

電磁誘導の法則を用いて起電力を求めることができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
１

２
３
〔
４
〕

この科目では電子回路の基礎であるトランジスタ増幅回
路について学ぶ。

電子回路と電気回路の相違がわかる。 30 30

トランジスタと FET について説明できる。 40 40

トランジスタを用いた基本的な増幅回路がわかる。 20 20

オペアンプの基本的な動作を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
２

２
４
〔
５
〕

電子回路 1 に続いて、代表的な電子回路について学習す
る。

基本的な電力増幅回路の説明ができる。 20 20

高周波増幅回路の留意点がわかる。 20 20

基本的な発振回路の原理を説明できる。 20 20

変調・復調の原理がわかる。 10 10

簡単な電源回路の設計ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
３

　 ２ ５高周波機器や通信機器に用いられている電子回路技術を
中心に、無線通信や装置についても学ぶ。

通信技術の基礎がわかる。 20 20

電波伝搬について説明できる。 20 20

無線装置の基礎がわかり、アナログ変調とディジタル変調の違いが
わかる。 20 20

分布定数回路やアンテナについての基礎がわかる。 20 20

ノイズ、EMC、フィルタ、シールドなどの概要がわかる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
演
習

　 ２ ６電子回路１〜３の復習として、演習問題を中心に学び、
電子回路の理解を深め、また、就職や進学に備える。

ダイオードを用いた回路の解析ができる。 5 15 20

トランジスタ増幅回路の計算ができる。 5 15 20

FET を用いた回路の解析ができる 5 15 20

各種増幅回路や変調・復調回路がわかる 5 15 20

電源回路の要点がわかる 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
１
〔
２
〕

C 言語を用いたプログラミングを実習することで，コン
ピュータの動作と人間の思考の橋渡しであるコンピュー
タ言語の重要性を学習する

テキストエディタが利用できる。 25 25

scanf 関数、printf 関数を使って入出力ができる。 25 25

if 文による条件分岐ができる。 25 25

for, while 文を使って繰り返し処理ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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科
目
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開
講
期
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必
修
選
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自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ ２C 言語を用いたプログラミングを実践的に実習すること
でコンピュータの動作を学習する。

基本的な標準関数を扱うことができる 30 30

基本的なユーザ関数を作成できる 30 30

ファイルを扱う手順がわかる 20 20

構造体の使い方がわかる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
１

２ ３
電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．この授業を
通して，電気工学実験の基礎的な技術とともに，実験を
行う上での安全を含めた一般的な心構えを身につけ，ま
たレポートの書き方を習得する．

テスタとオシロスコープを使用できる。 20 20

感電についての知識を持ち，安全に行動できる。 20 20

はんだ付けが出来る。 20 20

データを図および表を活用してまとめることができる。 20 20

ダイオードの基本特性と，整流回路を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
電
気
電
子
工
学
実
験
２

２ ４電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．実験テーマ
は電気回路，電子回路，電子情報に大別される．

抵抗，コイル，コンデンサの働きを説明できる。 30 30

ホール効果の原理とトランジスタの動作特性を説明できる。 40 40

ディジタルＩＣの基本ゲート素子の働きを説明できる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
３

２ ５
電気電子工学実験１，２に続いて，さらに専門的な実験を
行う．実験テーマはアナログ電子回路とマイコン・メカ
トロニクスに大別される．

演算増幅器を使った加算・減算回路を説明することができる。 25 25

演算増幅器を使った微分・積分回路を説明することができる。 25 25

デジタルオシロスコープで電圧の変化を測定することができる。 25 25

Ｅｘｃｅｌを使って電圧・電流波形から電力計算をすることができ
る。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
４

２ ６
電気電子工学実験３に続いて，さらに専門的な実験を行
う．実験テーマはパワーエレクトロニクスとディジタル
計測に大別される．

半波整流回路、全波整流回路の動作原理を説明することができる。 20 20

三相ブリッジ（グレッツ結線）の動作原理を説明することができる。 20 20

インバータの動作原理（ＡＣモータ駆動を含む）が理解できる。 20 20

リレーシーケンス制御の基本回路が理解できる。 20 20

シーケンサの制御プログラミングが作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
計
測

２ ４諸物理量の測定原理と測定計器の取り扱いなど電気電子
計測の基礎的な事項を取り上げる．

標準偏差と測定値分布の関係を説明できる． 20 20

最小 2 乗法を用いて測定データを統計処理できる。 20 20

指示電気計器の特徴を説明できる。 20 20

電圧・電流測定の原理を説明できる。 20 20

インピーダンス測定の原理を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学
１

２ ４

ハードウエアの観点から、コンピュータの仕組みと動作
原理を理解する。コンピュータの動作を理解するのに必
要となる２進論理関数を解説する。その後、コンピュー
タはどのような論理回路を用いて、どのような手段で演
算が行なわれているかの解説をする。また、コンピュー
タのハードウエアについても紹介する。

コンピュータの構造が説明できる。 25 25

論理式から論理回路が描ける。 25 25

カルノー図を使って論理式の簡単化ができる。 25 25

CPU の基本構成が説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

展
開
科
目

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
系

電
気
法
規

２ ５
電気主任技術者として必要なエネルギー情勢と電気事業
の現状についての認識を深め，電気事業法を中心に電気
関係法令と電力施設の管理に必要な基礎的事項について
学習する。

電気法規の変遷を理解し，電気法規の体系と必要性について説明で
きる． 20 20

電気保安規制の概要について説明できる． 15 15

他の電気関係法規について概要が説明できる． 15 15

主要な技術基準及び標準規格の概要について説明できる． 15 15

エネルギー情勢の概要について説明できる． 15 15

電力需要の概要について説明できる． 10 10

電気施設管理について説明できる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
工
学

２ ３
水力発電，火力発電，原子力発電で，従来型の発電シス
テムを学び，それを基に地球環境に優しい太陽光発電，
風力発電，バイオマス発電などの再生可能エネルギーに
ついても詳しく学習する。

エネルギー問題の重要性が理解できる。 25 25

水力発電，火力発電，原子力発電のシステム構成を説明できる。 25 25

再生可能エネルギーを用いた新発電システムの重要性が理解できる。 25 25

風力発電システムの概要を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ ２C 言語を用いたプログラミングを実践的に実習すること
でコンピュータの動作を学習する。

基本的な標準関数を扱うことができる 30 30

基本的なユーザ関数を作成できる 30 30

ファイルを扱う手順がわかる 20 20

構造体の使い方がわかる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
１

２ ３
電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．この授業を
通して，電気工学実験の基礎的な技術とともに，実験を
行う上での安全を含めた一般的な心構えを身につけ，ま
たレポートの書き方を習得する．

テスタとオシロスコープを使用できる。 20 20

感電についての知識を持ち，安全に行動できる。 20 20

はんだ付けが出来る。 20 20

データを図および表を活用してまとめることができる。 20 20

ダイオードの基本特性と，整流回路を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
電
気
電
子
工
学
実
験
２

２ ４電気電子工学に関する基礎的な実験を行う．実験テーマ
は電気回路，電子回路，電子情報に大別される．

抵抗，コイル，コンデンサの働きを説明できる。 30 30

ホール効果の原理とトランジスタの動作特性を説明できる。 40 40

ディジタルＩＣの基本ゲート素子の働きを説明できる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
３

２ ５
電気電子工学実験１，２に続いて，さらに専門的な実験を
行う．実験テーマはアナログ電子回路とマイコン・メカ
トロニクスに大別される．

演算増幅器を使った加算・減算回路を説明することができる。 25 25

演算増幅器を使った微分・積分回路を説明することができる。 25 25

デジタルオシロスコープで電圧の変化を測定することができる。 25 25

Ｅｘｃｅｌを使って電圧・電流波形から電力計算をすることができ
る。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
工
学
実
験
４

２ ６
電気電子工学実験３に続いて，さらに専門的な実験を行
う．実験テーマはパワーエレクトロニクスとディジタル
計測に大別される．

半波整流回路、全波整流回路の動作原理を説明することができる。 20 20

三相ブリッジ（グレッツ結線）の動作原理を説明することができる。 20 20

インバータの動作原理（ＡＣモータ駆動を含む）が理解できる。 20 20

リレーシーケンス制御の基本回路が理解できる。 20 20

シーケンサの制御プログラミングが作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
計
測

２ ４諸物理量の測定原理と測定計器の取り扱いなど電気電子
計測の基礎的な事項を取り上げる．

標準偏差と測定値分布の関係を説明できる． 20 20

最小 2 乗法を用いて測定データを統計処理できる。 20 20

指示電気計器の特徴を説明できる。 20 20

電圧・電流測定の原理を説明できる。 20 20

インピーダンス測定の原理を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学
１

２ ４

ハードウエアの観点から、コンピュータの仕組みと動作
原理を理解する。コンピュータの動作を理解するのに必
要となる２進論理関数を解説する。その後、コンピュー
タはどのような論理回路を用いて、どのような手段で演
算が行なわれているかの解説をする。また、コンピュー
タのハードウエアについても紹介する。

コンピュータの構造が説明できる。 25 25

論理式から論理回路が描ける。 25 25

カルノー図を使って論理式の簡単化ができる。 25 25

CPU の基本構成が説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

展
開
科
目

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
系

電
気
法
規

２ ５
電気主任技術者として必要なエネルギー情勢と電気事業
の現状についての認識を深め，電気事業法を中心に電気
関係法令と電力施設の管理に必要な基礎的事項について
学習する。

電気法規の変遷を理解し，電気法規の体系と必要性について説明で
きる． 20 20

電気保安規制の概要について説明できる． 15 15

他の電気関係法規について概要が説明できる． 15 15

主要な技術基準及び標準規格の概要について説明できる． 15 15

エネルギー情勢の概要について説明できる． 15 15

電力需要の概要について説明できる． 10 10

電気施設管理について説明できる． 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
工
学

２ ３
水力発電，火力発電，原子力発電で，従来型の発電シス
テムを学び，それを基に地球環境に優しい太陽光発電，
風力発電，バイオマス発電などの再生可能エネルギーに
ついても詳しく学習する。

エネルギー問題の重要性が理解できる。 25 25

水力発電，火力発電，原子力発電のシステム構成を説明できる。 25 25

再生可能エネルギーを用いた新発電システムの重要性が理解できる。 25 25

風力発電システムの概要を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
系

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
１

２ ４直流機および変圧器の原理を理解し，直流電動機の速度
制御法と変圧器の等価回路について学習する。

直流発電機の仕組みを理解できる。 25 25

直流電動機の仕組みを理解できる。 25 25

直流電動機の速度制御法を理解できる。 25 25

変圧器の仕組みを理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
２

２ ５産業界で広く応用されている誘導電動機および同期発電
機の基礎について学ぶ。

三相交流の原理を理解できる。 25 25

回転磁界の原理を理解できる。 25 25

誘導機の原理、構造を理解できる。 25 25

同期機の原理、構造を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
工
学

２ ６現代社会の生命線である電気エネルギーの安定供給に関
する送電・配電技術について学習する。

交流送電方式と直流送電方式の特徴について説明できる。 15 15

単相 2 線式線路と三相 3 線式線路の比較ができる。 15 15

架空送電線路と地中送電線路の特徴について説明できる。 10 10

配電設備の概要について説明できる。 10 10

中性点接地方式の種類と特徴について説明できる。 10 10

系統の定態安定度と過渡安定度を説明できる。 10 10

有効電力と周波数、無効電力と電圧の関係を説明できる。 10 10

電力系統の保護の考え方について説明できる。 10 10

電力系統の新しい概念（スマートグリッド等）を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

２ ６
パワー素子の基礎，整流回路の原理，直流出力の求め方，
三相ブリッジの動作原理，インバータの基本原理までの
パワーエレクトロニクスの基礎について学習する。

種々のパワー素子の特性が理解できる。 5 15 20

半波整流回路，全波整流回路の原理と違いが説明できる。 5 15 20

半波整流回路，全波整流回路の直流平均出力電圧が計算できる。 5 15 20

三相ブリッジの動作原理が理解できる。 5 15 20

インバータの基本動作原理が理解できる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 100

電
気
設
備

２ ６

日々私たちが使っている電気は、発電所で生まれた後、
送電設備により、工場やビルの需要家に届けられる。本
科目では、これら需要家側電気設備の概要を学ぶ。主な
内容としては、(1) 電源供給設備 ( 受配電設備、自家発電
設備など )、(2) 負荷設備 ( 昇降機、照明、空調 )、(3) 情
報通信インフラ、(4) 安全・法規である。

電源供給設備・負荷設備・情報通信設備の概要を把握する。 40 40

電気設備の施工管理の手順を知る。 30 30

保護継電器の種類を把握し、保護協調の基本を習得する。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

電
子
制
御
系

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ４電子回路のパルス応答、ディジタル回路の基礎、ゲート
回路などについて学ぶ。

RC 回路の広域遮断周波数。低域遮断周波数を算出できる。 15 15

RC、RL 回路の時定数を算出できる。 15 15

ダイオードの静特性とスイッチ動作を説明できる。 15 15

バイポーラトランジスタのスイッチ動作を説明できる。 15 15

ユニポーラトランジスタのスイッチ動作を説明できる。 15 15

マルチバイブレータの原理を説明できる。 15 15

論理回路の基本（ＮＯＴ，ＯＲ，ＡＮＤ，ＮＯＲ，ＮＡＮＤ）を説
明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

セ
ン
サ
工
学

２ ５
代表的なセンサの原理・構造、特性ついて学ぶ．この科
目は「電気電子計測」、「メカトロニクス」と深く関係し
ているので、これらを合せて学習することを薦める。

光センサの種類を挙げて、その特徴を説明できる。 25 25

磁気センサの種類を挙げて，その特徴を説明できる。 25 25

温度センサの種類を挙げて，その特徴を説明できる。 25 25

各種センサの使われ方とその重要性を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

制
御
工
学
１

２ ５

制御とは，「制御しようとする対象に対して所要の操作を
加えること」と定義される．そこで，我々が制御対象に
対してどのようにかかわっていくかが重要になる．制御
工学１では自動制御に関する基礎知識としてシーケンス
制御とフィードバック制御の２つの制御系について基礎
的事項を中心に概説する。

シーケンス制御回路の図記号と文字記号がわかる。 20 20

自己保持回路とインタロック回路がわかる。 20 20

タイマ，カウンタを用いた回路がわかる。 20 20

シーケンス制御回路の基本回路設計ができる。 20 20

制御の概念について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
系

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
１

２ ４直流機および変圧器の原理を理解し，直流電動機の速度
制御法と変圧器の等価回路について学習する。

直流発電機の仕組みを理解できる。 25 25

直流電動機の仕組みを理解できる。 25 25

直流電動機の速度制御法を理解できる。 25 25

変圧器の仕組みを理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
２

２ ５産業界で広く応用されている誘導電動機および同期発電
機の基礎について学ぶ。

三相交流の原理を理解できる。 25 25

回転磁界の原理を理解できる。 25 25

誘導機の原理、構造を理解できる。 25 25

同期機の原理、構造を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

エ
ネ
ル
ギ
ー
伝
送
工
学

２ ６現代社会の生命線である電気エネルギーの安定供給に関
する送電・配電技術について学習する。

交流送電方式と直流送電方式の特徴について説明できる。 15 15

単相 2 線式線路と三相 3 線式線路の比較ができる。 15 15

架空送電線路と地中送電線路の特徴について説明できる。 10 10

配電設備の概要について説明できる。 10 10

中性点接地方式の種類と特徴について説明できる。 10 10

系統の定態安定度と過渡安定度を説明できる。 10 10

有効電力と周波数、無効電力と電圧の関係を説明できる。 10 10

電力系統の保護の考え方について説明できる。 10 10

電力系統の新しい概念（スマートグリッド等）を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

２ ６
パワー素子の基礎，整流回路の原理，直流出力の求め方，
三相ブリッジの動作原理，インバータの基本原理までの
パワーエレクトロニクスの基礎について学習する。

種々のパワー素子の特性が理解できる。 5 15 20

半波整流回路，全波整流回路の原理と違いが説明できる。 5 15 20

半波整流回路，全波整流回路の直流平均出力電圧が計算できる。 5 15 20

三相ブリッジの動作原理が理解できる。 5 15 20

インバータの基本動作原理が理解できる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 0 100

電
気
設
備

２ ６

日々私たちが使っている電気は、発電所で生まれた後、
送電設備により、工場やビルの需要家に届けられる。本
科目では、これら需要家側電気設備の概要を学ぶ。主な
内容としては、(1) 電源供給設備 ( 受配電設備、自家発電
設備など )、(2) 負荷設備 ( 昇降機、照明、空調 )、(3) 情
報通信インフラ、(4) 安全・法規である。

電源供給設備・負荷設備・情報通信設備の概要を把握する。 40 40

電気設備の施工管理の手順を知る。 30 30

保護継電器の種類を把握し、保護協調の基本を習得する。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

電
子
制
御
系

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ４電子回路のパルス応答、ディジタル回路の基礎、ゲート
回路などについて学ぶ。

RC 回路の広域遮断周波数。低域遮断周波数を算出できる。 15 15

RC、RL 回路の時定数を算出できる。 15 15

ダイオードの静特性とスイッチ動作を説明できる。 15 15

バイポーラトランジスタのスイッチ動作を説明できる。 15 15

ユニポーラトランジスタのスイッチ動作を説明できる。 15 15

マルチバイブレータの原理を説明できる。 15 15

論理回路の基本（ＮＯＴ，ＯＲ，ＡＮＤ，ＮＯＲ，ＮＡＮＤ）を説
明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

セ
ン
サ
工
学

２ ５
代表的なセンサの原理・構造、特性ついて学ぶ．この科
目は「電気電子計測」、「メカトロニクス」と深く関係し
ているので、これらを合せて学習することを薦める。

光センサの種類を挙げて、その特徴を説明できる。 25 25

磁気センサの種類を挙げて，その特徴を説明できる。 25 25

温度センサの種類を挙げて，その特徴を説明できる。 25 25

各種センサの使われ方とその重要性を理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

制
御
工
学
１

２ ５

制御とは，「制御しようとする対象に対して所要の操作を
加えること」と定義される．そこで，我々が制御対象に
対してどのようにかかわっていくかが重要になる．制御
工学１では自動制御に関する基礎知識としてシーケンス
制御とフィードバック制御の２つの制御系について基礎
的事項を中心に概説する。

シーケンス制御回路の図記号と文字記号がわかる。 20 20

自己保持回路とインタロック回路がわかる。 20 20

タイマ，カウンタを用いた回路がわかる。 20 20

シーケンス制御回路の基本回路設計ができる。 20 20

制御の概念について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
子
制
御
系

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理

２ ５力、圧力、温度、電圧など時間的に変化する量の雑音除
去などの基本的な信号処理の方法について学ぶ。

信号の移動平均化法が説明できる。 40 40

相互相関の意味が理解できる。 30 30

フーリエ級数展開の原理がわかる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

２ ５
メカトロニクス機器において電気信号を機械的な運動に
変換する役割を担う各種アクチュエータについて，それ
らの動作原理，特徴、性能および制御方法を理解するこ
とに重点をおく．

各種センサを用途に応じて選定できる． 40 40

各種アクチュエータを用途に応じて選定できる． 30 30

コンピュータ制御の周辺装置を説明できる． 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学
２

２ ５マイコンの一般的なアーキテクチャについて紹介し、Ｈ
8/3048 を具体例にその使い方について講義する

ＣＰＵの一般的な内部構成を知っている。 40 40

C 言語で I/O からの入出力プログラムが書ける。 30 30

C 言語でタイマ割り込みのプログラムが書ける。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 100

制
御
工
学
２

２ ６

ある対象を制御するためには，制御する対象の特性を十
分に把握し，制御動作を実際に行うためのシステムの構
築が必要となる。制御工学２では，線形フィードバック
制御理論の基礎的事項について述べるとともに，産業界
で多く利用されている PID 制御理論について概説する。

フィードバック制御の特徴が説明できる 20 20

基本的な電気系・機械系システムの伝達関数を導ける 20 20

ラプラス変換を使って簡単なシステムの時間応答を導出できる 20 20

１次遅れ要素の単位ステップ応答の特徴が説明できる 20 20

基本的な伝達関数のボード線図を描画できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
設
計
法 

２ ５
本講義では，「電子回路１」「電子回路２」「ディジタル回
路」で学んできた基礎知識を復習しながら，実用回路へ
の適用について学習する

受動部品の使い方がわかる． 20 20

トランジスタや FET を用いたスイッチング回路を設計できる． 20 20

トランジスタを用いた増幅回路を設計できる． 20 20

オペアンプを用いた増幅回路を設計できる． 20 20

オペアンプを用いた加算・減算回路を設計できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

材
料
・
デ
バ
イ
ス
系

電
気
電
子
材
料

２ ４
現在のエレクトロニクス技術を支えている基本材料であ
る導電材料、半導体材料、絶縁材料、磁性材料などにつ
いて、その性質を概説し、応用例について紹介する。

電気・電子材料の分類と主な用途が説明できる。  15 15

導電材料について、導電性の由来を説明できる。主な材料と用途を
挙げることができる。超電導とはどのような現象か説明できる。超
電導材料の主な材料と用途を挙げることができる。 

15 15

抵抗材料の電気抵抗の要因について説明できる。主な材料と用途を
挙げることができる。 10 10

半導体の性質を説明できる。主な半導体材料と用途を挙げることが
できる。  10 10

磁性材料の磁性の起源、軟質磁性材料と硬質磁性材料の違いを説明
できる。主な材料と用途を挙げることができる。 10 10

誘電体の性質や主な材料と用途を挙げることができる。  10 10

絶縁材料に要求される性質や主な材料と用途を挙げることができる。  10 10

センサ材料の種類や主な用途を挙げることができる。  10 10

電気電子材料に興味を持つ。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

電
子
物
性
１

２ ４

物質を構成する原子や電子の振舞いの基礎を学ぶ。真空
中或いは固体中での電子が電界や磁界から力を受けたと
きの運動方程式を学ぶ。特に電気伝導現象の中のドリフ
ト運動から電気抵抗率の概念について古典物理学を通し
て学ぶ。

電子のエネルギー単位や光子のエネルギーが説明できる。 20 20

電子に働く力と運動が説明できる。 20 20

電気抵抗率をドリフト運動から説明できる。 20 20

水素原子モデルを説明できる。 20 20

ド・ブロイの関係式から電子の波長が求められる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

電
子
物
性
２

２ ５

電子物性１では主として古典物理学を用いた電子の振舞
いを学ぶが、電子物性２では量子力学を用い、電子の波
動性に重点を置いた量子効果や結晶内のエネルギーバン
ドについて学ぶ。これらの知識は半導体デバイスを学ぶ
上での基礎となる。

シュレーディンガー方程式について説明できる。 20 20

量子井戸の電子状態を説明できる。 20 20

電子のトンネル効果について説明できる。 20 20

状態密度とフェルミディラック分布関数を説明できる。 20 20

エネルギーバンドを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
子
制
御
系

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理

２ ５力、圧力、温度、電圧など時間的に変化する量の雑音除
去などの基本的な信号処理の方法について学ぶ。

信号の移動平均化法が説明できる。 40 40

相互相関の意味が理解できる。 30 30

フーリエ級数展開の原理がわかる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

２ ５
メカトロニクス機器において電気信号を機械的な運動に
変換する役割を担う各種アクチュエータについて，それ
らの動作原理，特徴、性能および制御方法を理解するこ
とに重点をおく．

各種センサを用途に応じて選定できる． 40 40

各種アクチュエータを用途に応じて選定できる． 30 30

コンピュータ制御の周辺装置を説明できる． 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
工
学
２

２ ５マイコンの一般的なアーキテクチャについて紹介し、Ｈ
8/3048 を具体例にその使い方について講義する

ＣＰＵの一般的な内部構成を知っている。 40 40

C 言語で I/O からの入出力プログラムが書ける。 30 30

C 言語でタイマ割り込みのプログラムが書ける。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 0 0 0 0 100

制
御
工
学
２

２ ６

ある対象を制御するためには，制御する対象の特性を十
分に把握し，制御動作を実際に行うためのシステムの構
築が必要となる。制御工学２では，線形フィードバック
制御理論の基礎的事項について述べるとともに，産業界
で多く利用されている PID 制御理論について概説する。

フィードバック制御の特徴が説明できる 20 20

基本的な電気系・機械系システムの伝達関数を導ける 20 20

ラプラス変換を使って簡単なシステムの時間応答を導出できる 20 20

１次遅れ要素の単位ステップ応答の特徴が説明できる 20 20

基本的な伝達関数のボード線図を描画できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

電
子
回
路
設
計
法 

２ ５
本講義では，「電子回路１」「電子回路２」「ディジタル回
路」で学んできた基礎知識を復習しながら，実用回路へ
の適用について学習する

受動部品の使い方がわかる． 20 20

トランジスタや FET を用いたスイッチング回路を設計できる． 20 20

トランジスタを用いた増幅回路を設計できる． 20 20

オペアンプを用いた増幅回路を設計できる． 20 20

オペアンプを用いた加算・減算回路を設計できる． 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

材
料
・
デ
バ
イ
ス
系

電
気
電
子
材
料

２ ４
現在のエレクトロニクス技術を支えている基本材料であ
る導電材料、半導体材料、絶縁材料、磁性材料などにつ
いて、その性質を概説し、応用例について紹介する。

電気・電子材料の分類と主な用途が説明できる。  15 15

導電材料について、導電性の由来を説明できる。主な材料と用途を
挙げることができる。超電導とはどのような現象か説明できる。超
電導材料の主な材料と用途を挙げることができる。 

15 15

抵抗材料の電気抵抗の要因について説明できる。主な材料と用途を
挙げることができる。 10 10

半導体の性質を説明できる。主な半導体材料と用途を挙げることが
できる。  10 10

磁性材料の磁性の起源、軟質磁性材料と硬質磁性材料の違いを説明
できる。主な材料と用途を挙げることができる。 10 10

誘電体の性質や主な材料と用途を挙げることができる。  10 10

絶縁材料に要求される性質や主な材料と用途を挙げることができる。  10 10

センサ材料の種類や主な用途を挙げることができる。  10 10

電気電子材料に興味を持つ。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

電
子
物
性
１

２ ４

物質を構成する原子や電子の振舞いの基礎を学ぶ。真空
中或いは固体中での電子が電界や磁界から力を受けたと
きの運動方程式を学ぶ。特に電気伝導現象の中のドリフ
ト運動から電気抵抗率の概念について古典物理学を通し
て学ぶ。

電子のエネルギー単位や光子のエネルギーが説明できる。 20 20

電子に働く力と運動が説明できる。 20 20

電気抵抗率をドリフト運動から説明できる。 20 20

水素原子モデルを説明できる。 20 20

ド・ブロイの関係式から電子の波長が求められる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

電
子
物
性
２

２ ５

電子物性１では主として古典物理学を用いた電子の振舞
いを学ぶが、電子物性２では量子力学を用い、電子の波
動性に重点を置いた量子効果や結晶内のエネルギーバン
ドについて学ぶ。これらの知識は半導体デバイスを学ぶ
上での基礎となる。

シュレーディンガー方程式について説明できる。 20 20

量子井戸の電子状態を説明できる。 20 20

電子のトンネル効果について説明できる。 20 20

状態密度とフェルミディラック分布関数を説明できる。 20 20

エネルギーバンドを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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目
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専
門
科
目
群

展
開
科
目

材
料
・
デ
バ
イ
ス
系

半
導
体
デ
バ
イ
ス
工
学
１

２ ６今日のエレクトロニクスの根幹を支えているシリコン半
導体の基礎的物性について学習する。

半導体のエネルギー帯を説明できる。 20 20

真性半導体と不純物半導体のキャリア密度とフェルミ準位の特徴を
説明できる。 20 20

半導体の電気伝導（ドリフトと拡散）について説明できる。 20 20

ｐｎ接合ダイオードの電流・電圧特性を説明できる。 20 20

ダイオードの接合容量（空乏層容量と拡散容量）を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

半
導
体
デ
バ
イ
ス
工
学
２

２ ７
本科目は半導体デバイス工学１の履修を前提とする。半
導体工学の基礎事項を最初に復習し、その後、金属と半
導体の接触に現れるショットキー接触とオーミック接触
について学習する。

金属・半導体のショットキー接触、オーミック接触について説明で
きる。 25 25

ホール効果について説明できる。 25 25

バイポーラトランジスタの構造と動作原理について説明できる。 25 25

MOSFET の構造と動作について説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

関
連
科
目

電
気
電
子
設
計
製

図
演
習

２ ６投影法などの製図の基礎について学ぶ．次に，屋内配線図、
受変電設備の接続図の製図方法を修得する．

等三角法を用いた機械部品の製図について理解できる．． 40 40

規格に基づき電気回路接続図を描くことができる． 40 40

規格に基づきシーケンス回路を描くことができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
Ｃ
Ａ
Ｄ

演
習 ２ ７

CAD ソフトを用いて，CAD の概要を学習し，JIS で定め
る製図法に則って平面図形や立体図形の作成方法を修得
する．

CAD の基本操作ができる． 40 40

CAD を用いて機械部品を製図することができる． 30 30

CAD を用いて電気回路図を製図することができる． 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
外
研
修
）

２ 集
中

インターンシップとは、学生が企業や外部の研究機関等
において、専門に関連した実習、実務補助等の就業体験
をする制度のことです。国際化、情報化の進展、産業構
造の変化など社会の変革期を迎え、企業においても年功
序列から能力主義へと変化してきました。このような状
況の中、産業界のニーズに応えられる人材育成の観点か
ら、インターンシップが注目されるようになってきてい
ます。この意義は次のように要約されます。[1]アカデミッ
クな教育研究と社会での実務経験を結び付けることによ
る、学生の新たな学習意欲の喚起 [2] 学生が自己の職業
適性や将来設計について考える機会となることによる、
高い職業意識の育成 [3] 専門分野の高度な知識・技術に
触れることにより、職業、授業科目の選択などに対して
自主的に行動する能力の育成 

研修先から与えられた課題を遂行し、自ら定めた研修目標を達成す
る。 40 40

仕事をする上で、コミュニケーション能力が不可欠であることを実
体験する。 20 20

社会人としてのマナーや仕事への取組み姿勢を身に着ける。
20 20

上記を通じて職業意識を高め、自らの人生設計を考える。
20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

卒
業
研
究

電
気
電
子
セ
ミ
ナ

２ ６

0

0

0

0

0

20 60 20 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 60 0 0 0 0 0 0 0 0 20 100

セ
ミ
ナ

２ ７

0

0

0

0

0

50 50 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

0

0

0

0

0

50 50 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100

− 174 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

材
料
・
デ
バ
イ
ス
系

半
導
体
デ
バ
イ
ス
工
学
１

２ ６今日のエレクトロニクスの根幹を支えているシリコン半
導体の基礎的物性について学習する。

半導体のエネルギー帯を説明できる。 20 20

真性半導体と不純物半導体のキャリア密度とフェルミ準位の特徴を
説明できる。 20 20

半導体の電気伝導（ドリフトと拡散）について説明できる。 20 20

ｐｎ接合ダイオードの電流・電圧特性を説明できる。 20 20

ダイオードの接合容量（空乏層容量と拡散容量）を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

半
導
体
デ
バ
イ
ス
工
学
２

２ ７
本科目は半導体デバイス工学１の履修を前提とする。半
導体工学の基礎事項を最初に復習し、その後、金属と半
導体の接触に現れるショットキー接触とオーミック接触
について学習する。

金属・半導体のショットキー接触、オーミック接触について説明で
きる。 25 25

ホール効果について説明できる。 25 25

バイポーラトランジスタの構造と動作原理について説明できる。 25 25

MOSFET の構造と動作について説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

関
連
科
目

電
気
電
子
設
計
製

図
演
習

２ ６投影法などの製図の基礎について学ぶ．次に，屋内配線図、
受変電設備の接続図の製図方法を修得する．

等三角法を用いた機械部品の製図について理解できる．． 40 40

規格に基づき電気回路接続図を描くことができる． 40 40

規格に基づきシーケンス回路を描くことができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

電
気
電
子
Ｃ
Ａ
Ｄ

演
習 ２ ７

CAD ソフトを用いて，CAD の概要を学習し，JIS で定め
る製図法に則って平面図形や立体図形の作成方法を修得
する．

CAD の基本操作ができる． 40 40

CAD を用いて機械部品を製図することができる． 30 30

CAD を用いて電気回路図を製図することができる． 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
外
研
修
）

２ 集
中

インターンシップとは、学生が企業や外部の研究機関等
において、専門に関連した実習、実務補助等の就業体験
をする制度のことです。国際化、情報化の進展、産業構
造の変化など社会の変革期を迎え、企業においても年功
序列から能力主義へと変化してきました。このような状
況の中、産業界のニーズに応えられる人材育成の観点か
ら、インターンシップが注目されるようになってきてい
ます。この意義は次のように要約されます。[1]アカデミッ
クな教育研究と社会での実務経験を結び付けることによ
る、学生の新たな学習意欲の喚起 [2] 学生が自己の職業
適性や将来設計について考える機会となることによる、
高い職業意識の育成 [3] 専門分野の高度な知識・技術に
触れることにより、職業、授業科目の選択などに対して
自主的に行動する能力の育成 

研修先から与えられた課題を遂行し、自ら定めた研修目標を達成す
る。 40 40

仕事をする上で、コミュニケーション能力が不可欠であることを実
体験する。 20 20

社会人としてのマナーや仕事への取組み姿勢を身に着ける。
20 20

上記を通じて職業意識を高め、自らの人生設計を考える。
20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

卒
業
研
究

電
気
電
子
セ
ミ
ナ

２ ６

0

0

0

0

0

20 60 20 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 60 0 0 0 0 0 0 0 0 20 100

セ
ミ
ナ

２ ７

0

0

0

0

0

50 50 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

0

0

0

0

0

50 50 100

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 100
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大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

 

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

J. 材料の性質を理解し、地球環境に配慮した建築物の品質・耐久性・経済
性を満足する適切な材料の選択および施工方法を考えることができる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

K. 建築の設計を理解し、必要な知識体系を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

L. 建築造形の基礎を身に付け、建築デザインの論理を理解している。さ
らに文化遺産としての建築の価値を歴史的背景と共に理解している。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

M. 快適な環境作りと環境問題への対処のために、建築環境工学諸分野
の原理と実践を理解し、あわせて建築設備を適切に活用できる。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

N. 持続可能な社会システムのあり方を理解し、環境負荷の低減や、時間軸を考
慮した付加価値の創出、建築文化の継承を行うための手法を身につけている。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

O. 諸技術を総合し、情熱をもって「ものつくり」に取り組むことがで
きる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

P. 状況に応じて知識を多角的に展開させることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 Q. 技術的課題に対して誠実かつ真筆な態度で臨むことができる。

I. 荷重や、建築物がそれを支える仕組みを理解し、地震などの自然界の
脅威に抵抗し、機能の保全と安全性の確保を満たしうる設計ができる。

R. 地域社会のなかで信頼を得ながら技術を適用していくことができ
る。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 建築学科 建築専攻 カリキュラムマップ

− 190 −



大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

 

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針 

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

J. 材料の性質を理解し、地球環境に配慮した建築物の品質・耐久性・経済
性を満足する適切な材料の選択および施工方法を考えることができる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

K. 建築の設計を理解し、必要な知識体系を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

L. 建築造形の基礎を身に付け、建築デザインの論理を理解している。さ
らに文化遺産としての建築の価値を歴史的背景と共に理解している。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

M. 快適な環境作りと環境問題への対処のために、建築環境工学諸分野
の原理と実践を理解し、あわせて建築設備を適切に活用できる。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

N. 持続可能な社会システムのあり方を理解し、環境負荷の低減や、時間軸を考
慮した付加価値の創出、建築文化の継承を行うための手法を身につけている。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

O. 諸技術を総合し、情熱をもって「ものつくり」に取り組むことがで
きる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

P. 状況に応じて知識を多角的に展開させることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 Q. 技術的課題に対して誠実かつ真筆な態度で臨むことができる。

I. 荷重や、建築物がそれを支える仕組みを理解し、地震などの自然界の
脅威に抵抗し、機能の保全と安全性の確保を満たしうる設計ができる。

R. 地域社会のなかで信頼を得ながら技術を適用していくことができ
る。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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ー
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１
１
［
２
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この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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グ
１

１
１
［
２
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この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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［
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］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 194 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 199 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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群

区
　
　
分

授
業
科
目
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開
講
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学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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区
　
　
分

授
業
科
目
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( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20 

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
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科
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区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20 

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
基
礎
数
理
１

２ １

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習
する。建築基礎数理１では、数学的な基礎をまず学習し、
これをもちいて建築で実際に必要となる計算に応用する。
建築面積や容積などの基本数値の算出から、各種設計に
必要な基礎的な値の求め方を学習する。併せて、建築の
基礎的な内容も習得する。

いろいろな関数をグラフに表すことができる。 10 10 10 30

行列式の基本的な性質が説明できる。 10 10 10 30

三角関数や比例を用いて建物の面積や各部の寸法を求めることがで
きる。 5 5 5 15

立体の計算ができ、建物の容積等を求めることができる。 5 5

データの統計的な処理が出来る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 35 0 0 35 0 0 0 0 0 100

建
築
基
礎
数
理
２

２ ２

建築基礎数理１に引き続き、建築学を学ぶ上で必要とな
る基礎的な数理について学習する。建築基礎数理２では、
物理的な基礎をまず学習し、これをもちいて建築で実際
に必要となる計算に応用する。力学の応用から摩擦力や
仕事を基本的に理解する。続いて、建築で必要な化学や
環境問題を学習する。

力の釣合を説明できる。 20 20

運動の状態を説明できる。 20 20

建築で必要な化学や反応式を理解することができる。 20 20

建築と環境の問題が説明できる。 20 20

建築の照明、断熱性などが計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 60 0 0 0 0 0 100

情
報
系

情
報
リ
テ
ラ
シ

１ １
コンピュータの仕組みや情報伝達方法を知り、電子メー
ル、インターネット、及び基本的なソフトウェアの操作
方法を学ぶ。

コンピュータの構成を説明できる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 10 10

ログオン・ログオフ操作ができる . 10 10

電子メールを使いこなすことができる。 15 15

ワープロの各種機能を用いて文章を作成できる . 15 15

表計算ソフトを用いて表作成、表計算をすることができる。 20 20

データを下にグラフを作成することができる。 20 20

プレゼンテーション用ソフトを用いてスライドを作成することがで
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
１

２ ３2 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ。

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の各種設定ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の基本操作ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、各種図形を描くこ
とができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、平面図を描くこと
ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、断面図を描くこと
ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
２

２ ４3 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ

VectorWorks の３D コマンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks の３D モデリングの手順を習得できる。 20 20

VectorWorks の各種柱状体、回転体、ブーリアン演算等の３D コマ
ンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks により具体的な物をモデリングすることができる。 20 20

RenderWorks により美しいレンダリング処理ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 

− 214 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目
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開
講
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修
選
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
基
礎
数
理
１

２ １

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習
する。建築基礎数理１では、数学的な基礎をまず学習し、
これをもちいて建築で実際に必要となる計算に応用する。
建築面積や容積などの基本数値の算出から、各種設計に
必要な基礎的な値の求め方を学習する。併せて、建築の
基礎的な内容も習得する。

いろいろな関数をグラフに表すことができる。 10 10 10 30

行列式の基本的な性質が説明できる。 10 10 10 30

三角関数や比例を用いて建物の面積や各部の寸法を求めることがで
きる。 5 5 5 15

立体の計算ができ、建物の容積等を求めることができる。 5 5

データの統計的な処理が出来る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 35 0 0 35 0 0 0 0 0 100

建
築
基
礎
数
理
２

２ ２

建築基礎数理１に引き続き、建築学を学ぶ上で必要とな
る基礎的な数理について学習する。建築基礎数理２では、
物理的な基礎をまず学習し、これをもちいて建築で実際
に必要となる計算に応用する。力学の応用から摩擦力や
仕事を基本的に理解する。続いて、建築で必要な化学や
環境問題を学習する。

力の釣合を説明できる。 20 20

運動の状態を説明できる。 20 20

建築で必要な化学や反応式を理解することができる。 20 20

建築と環境の問題が説明できる。 20 20

建築の照明、断熱性などが計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 60 0 0 0 0 0 100

情
報
系

情
報
リ
テ
ラ
シ

１ １
コンピュータの仕組みや情報伝達方法を知り、電子メー
ル、インターネット、及び基本的なソフトウェアの操作
方法を学ぶ。

コンピュータの構成を説明できる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 10 10

ログオン・ログオフ操作ができる . 10 10

電子メールを使いこなすことができる。 15 15

ワープロの各種機能を用いて文章を作成できる . 15 15

表計算ソフトを用いて表作成、表計算をすることができる。 20 20

データを下にグラフを作成することができる。 20 20

プレゼンテーション用ソフトを用いてスライドを作成することがで
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
１

２ ３2 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ。

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の各種設定ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の基本操作ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、各種図形を描くこ
とができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、平面図を描くこと
ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、断面図を描くこと
ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
２

２ ４3 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ

VectorWorks の３D コマンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks の３D モデリングの手順を習得できる。 20 20

VectorWorks の各種柱状体、回転体、ブーリアン演算等の３D コマ
ンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks により具体的な物をモデリングすることができる。 20 20

RenderWorks により美しいレンダリング処理ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100 

− 215 −
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情
報
系

建
築
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

２ ５ラスター系及びベクター系画像処理ソフトの基本的な操
作方法について学ぶ。

「Adobe Photoshop」の基本操作を理解し、画像の加工・処理ができ
る。  20 20

「Adobe Illustrator」の基本操作を理解し、図形の描画・レイアウト
ができる。 20 20

建築模型を美しく撮影すること、また写真を PC に取り込み、編集
することができる。  20 20

コンセプトを反映させたプレゼンシートを作成することができる。 5 5 5 5 20

プレゼンシートを用いて第三者に的確に意図を伝える発表をするこ
とができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 10 10 10 0 100 

建
築
統
計
処
理

２ ５様々なデータの統計処理手法を学ぶ。

アンケート調査票を作成することができる。 15 15

データの検索、並べ替えができる。 10 10

基本集計ができる。 10 10

クロス集計ができる。 15 15

２つのデータの平均値の差の検定ができる。 20 20

相関関係を求めることができる。 15 15

表現したい内容に応じたグラフを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
入
門
セ
ミ
ナ

１ １

「建築・インテリア入門セミナ」は、建築／インテリア専
攻の専門課程への関心や興味を喚起する導入科目であり、
学生と教員および学生同士の良好なコミュニケーション
形成の場でもあります。授業は前述の主旨を踏まえて、
優れた建築実例の見学会や建築専門誌、模型材料の購入
先のアドバイスやスポーツを通したコミュニケーション、
映画鑑賞による建築の多様性の発見など、体験を重視し
た授業を行います。

建築／インテリアへの関心、興味を抱くことができる。 10 20 20 50

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成すること
ができる。 10 20 30

大学の施設を有効に活用し、円滑な学生生活を送ることができる。 10 10

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 0 100

建
築
計
画
１

２ ２建築の平面や断面を決定するための基本的知識及び住宅
と集合住宅の計画的基礎知識を学ぶ。

建築図面にどのようなものがあるか説明できる。 15 15

椅子の基本的な部分の寸法を決めることができる。 15 15

建築の基本的な部分の寸法を決めることができる。 15 15

明治期の武士住宅継承型平面及び大正期の中廊下型平面の特徴を述
べることができる。 15 5 20

２Ｋ型平面から３ＬＤＫ型平面への平面発達史を述べることができ
る。 15 5 20

質の時代の住まい例を幾つか述べることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 100

建
築
計
画
２

２ ３小学校、図書館、劇場、事務所、福祉施設等の平面や断
面を決定するための基礎知識を学ぶ。

建築言語を理解し、説明することができる。 15 5 20

近代建築・現代建築における主要な建築・建築家を通して建築計画
の最新の動向を理解することができる。 10 5 5 20

多種多様な建築・空間・建築家の実例に触れ、流動的な現代の建築
計画に適応できる創造力を習得することができる。 15 5 20

各種建物についてその役割（例えば博物館なら収集・保存・研究・展示）
を説明できる。 20 20

各種建物に必要な機能諸室の役割や規模、および諸室間の関係性を
説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 10 0 10 0 0 100

力
と
形
演
習

２ １力の作用と構造物の変形を体験的に学び，釣合い式や反
力等の初歩的な計算を修得する。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 5 20

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 5 20

力のモーメントについて説明できる。 15 15

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 0 0 100

構
造
力
学
１

２ ２静定ばりおよび静定ラーメンの解法，応力度とひずみ度，
断面の性質を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 20 20

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

情
報
系

建
築
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

２ ５ラスター系及びベクター系画像処理ソフトの基本的な操
作方法について学ぶ。

「Adobe Photoshop」の基本操作を理解し、画像の加工・処理ができ
る。  20 20

「Adobe Illustrator」の基本操作を理解し、図形の描画・レイアウト
ができる。 20 20

建築模型を美しく撮影すること、また写真を PC に取り込み、編集
することができる。  20 20

コンセプトを反映させたプレゼンシートを作成することができる。 5 5 5 5 20

プレゼンシートを用いて第三者に的確に意図を伝える発表をするこ
とができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 10 10 10 0 100 

建
築
統
計
処
理

２ ５様々なデータの統計処理手法を学ぶ。

アンケート調査票を作成することができる。 15 15

データの検索、並べ替えができる。 10 10

基本集計ができる。 10 10

クロス集計ができる。 15 15

２つのデータの平均値の差の検定ができる。 20 20

相関関係を求めることができる。 15 15

表現したい内容に応じたグラフを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100 

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
入
門
セ
ミ
ナ

１ １

「建築・インテリア入門セミナ」は、建築／インテリア専
攻の専門課程への関心や興味を喚起する導入科目であり、
学生と教員および学生同士の良好なコミュニケーション
形成の場でもあります。授業は前述の主旨を踏まえて、
優れた建築実例の見学会や建築専門誌、模型材料の購入
先のアドバイスやスポーツを通したコミュニケーション、
映画鑑賞による建築の多様性の発見など、体験を重視し
た授業を行います。

建築／インテリアへの関心、興味を抱くことができる。 10 20 20 50

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成すること
ができる。 10 20 30

大学の施設を有効に活用し、円滑な学生生活を送ることができる。 10 10

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 0 100

建
築
計
画
１

２ ２建築の平面や断面を決定するための基本的知識及び住宅
と集合住宅の計画的基礎知識を学ぶ。

建築図面にどのようなものがあるか説明できる。 15 15

椅子の基本的な部分の寸法を決めることができる。 15 15

建築の基本的な部分の寸法を決めることができる。 15 15

明治期の武士住宅継承型平面及び大正期の中廊下型平面の特徴を述
べることができる。 15 5 20

２Ｋ型平面から３ＬＤＫ型平面への平面発達史を述べることができ
る。 15 5 20

質の時代の住まい例を幾つか述べることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 100

建
築
計
画
２

２ ３小学校、図書館、劇場、事務所、福祉施設等の平面や断
面を決定するための基礎知識を学ぶ。

建築言語を理解し、説明することができる。 15 5 20

近代建築・現代建築における主要な建築・建築家を通して建築計画
の最新の動向を理解することができる。 10 5 5 20

多種多様な建築・空間・建築家の実例に触れ、流動的な現代の建築
計画に適応できる創造力を習得することができる。 15 5 20

各種建物についてその役割（例えば博物館なら収集・保存・研究・展示）
を説明できる。 20 20

各種建物に必要な機能諸室の役割や規模、および諸室間の関係性を
説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 10 0 10 0 0 100

力
と
形
演
習

２ １力の作用と構造物の変形を体験的に学び，釣合い式や反
力等の初歩的な計算を修得する。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 5 20

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 5 20

力のモーメントについて説明できる。 15 15

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 0 0 100

構
造
力
学
１

２ ２静定ばりおよび静定ラーメンの解法，応力度とひずみ度，
断面の性質を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 20 20

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

構
造
力
学
２

２ ３静定トラスの解法，梁のたわみ，不静定構造物の解法原
理について学ぶ。

静定トラスの解法を理解し，部材応力を求めることができる。 20 20

応力度とひずみ度，およびその関係について説明できる。 15 15

断面 1 次モーメント，断面 2 次モ−メントの意味を理解し，これら
を算出することができる。 15 15

はりの断面に生じる曲げ応力度およびせん断応力度を計算し，断面
設計を行うことができる。 20 20

はりのたわみを計算できる。 15 15

応力法を用いて不静定ばりの応力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

骨
組
の
解
析
法

２ ４たわみ角法とマトリクス構造解析法の基礎について学ぶ。

たわみ角法の原理が説明でき，基本式を書くことができる。 20 20

横移動のない骨組の曲げモーメント，せん断力をたわみ角法で求め
ることができる。 20 20

マトリクス構造解析法の原理を説明できる。 20 20

トラス部材の剛性マトリクスについて説明できる。 20 20

コンピュータを用いた構造解析の具体的手順について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
構
法

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 15 15

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。　　　　　　　　　　　 15 15

木構造の基本的な説明ができる。 15 15

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 15 15

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 15 15

地質調査の方法を理解し、説明できる。 15 15

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
材
料

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 20 20

コンクリートの性質を説明できる。 20 20

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
環
境
材
料

２ ４建築に用いられる材料について環境の視点に立ってその
特性を学ぶ。

建築材料の環境への影響を説明出来る。 20 20

環境影響評価手法の説明が出来る。 10 10 20

金属・セラミック・屋根・石材の特性を説明できる。 20 20

高分子材料・塗料・接着剤の特性を説明出来る。 20 20

断熱・防火・防水材料の特性を説明出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 30 0 0 0 0 100

構
造
・
材
料
実
験

２
５
〔
６
〕

構造部材およびその構成材料に関する実験を行い、これ
まで習得している知識と実現象の対応を学ぶ。

歪や変位，荷重の計測方法とその原理を説明できる。 5 5 10

実験に必要なデータ整理（統計処理）方法について説明できる。 5 5 5 15

構造部材とその構成材料の性質を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

曲げ部材の平面保持の仮定を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

鉄骨トラスの変形や応力における理論と実験の対応関係を説明でき
る。 10 10 20

振動学の基礎的事項を実験結果に基づいて説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 55 35 0 0 0 0 0 10 0 0 100

建
築
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 20 20

法文解釈ができる。 20 20

建築基準法の単体規定が説明できる。 20 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 20 20

建築士法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
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区
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授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

構
造
力
学
２

２ ３静定トラスの解法，梁のたわみ，不静定構造物の解法原
理について学ぶ。

静定トラスの解法を理解し，部材応力を求めることができる。 20 20

応力度とひずみ度，およびその関係について説明できる。 15 15

断面 1 次モーメント，断面 2 次モ−メントの意味を理解し，これら
を算出することができる。 15 15

はりの断面に生じる曲げ応力度およびせん断応力度を計算し，断面
設計を行うことができる。 20 20

はりのたわみを計算できる。 15 15

応力法を用いて不静定ばりの応力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

骨
組
の
解
析
法

２ ４たわみ角法とマトリクス構造解析法の基礎について学ぶ。

たわみ角法の原理が説明でき，基本式を書くことができる。 20 20

横移動のない骨組の曲げモーメント，せん断力をたわみ角法で求め
ることができる。 20 20

マトリクス構造解析法の原理を説明できる。 20 20

トラス部材の剛性マトリクスについて説明できる。 20 20

コンピュータを用いた構造解析の具体的手順について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
構
法

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 15 15

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。　　　　　　　　　　　 15 15

木構造の基本的な説明ができる。 15 15

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 15 15

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 15 15

地質調査の方法を理解し、説明できる。 15 15

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
材
料

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 20 20

コンクリートの性質を説明できる。 20 20

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
環
境
材
料

２ ４建築に用いられる材料について環境の視点に立ってその
特性を学ぶ。

建築材料の環境への影響を説明出来る。 20 20

環境影響評価手法の説明が出来る。 10 10 20

金属・セラミック・屋根・石材の特性を説明できる。 20 20

高分子材料・塗料・接着剤の特性を説明出来る。 20 20

断熱・防火・防水材料の特性を説明出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 30 0 0 0 0 100

構
造
・
材
料
実
験

２
５
〔
６
〕

構造部材およびその構成材料に関する実験を行い、これ
まで習得している知識と実現象の対応を学ぶ。

歪や変位，荷重の計測方法とその原理を説明できる。 5 5 10

実験に必要なデータ整理（統計処理）方法について説明できる。 5 5 5 15

構造部材とその構成材料の性質を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

曲げ部材の平面保持の仮定を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

鉄骨トラスの変形や応力における理論と実験の対応関係を説明でき
る。 10 10 20

振動学の基礎的事項を実験結果に基づいて説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 55 35 0 0 0 0 0 10 0 0 100

建
築
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 20 20

法文解釈ができる。 20 20

建築基準法の単体規定が説明できる。 20 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 20 20

建築士法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
１

２ １建築製図の基礎について、手書きでの線の引き方から正
確で綺麗な図面の表現までを学ぶ。

正確に線を引くことができる。 20 20

線の種類とその意味が説明できる。 20 20

表示記号が説明できる。 20 20

図面を手順どおりに描くことができる。 20 20

簡単な透視図を描くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
２

２ ２建築作品を一つ選定し，平・立・断面図を描き，模型制作・
写真撮影を行い，プレゼンテーションを行う。

壁や柱など建築の基本的な寸法の把握ができる。 10 10

平面図を適切に描くことができる。 20 20

断面図を適切に描くことができる。 20 20

効果的な建築模型を制作できる。 20 10 30

建築作品の図面や写真を分かりやすく一枚のポスターにまとめ，発
表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 0 10 0 0 0 100

造
形
基
礎
実
習

２ １
建築やインテリアの設計・研究をしていくための造形の
基礎実習を行う。メモをとるように気軽に形や空間をス
ケッチできるようにする。

メモをとるように気軽に形や空間をスケッチできる。 10 10 10 30

建築写真のコピーをトレース、模写しながら鉛筆描写ができる。 10 10 20

建築や空間を観察し、特徴をスケッチすることができる。 10 10 20

建築や空間を想像し、スケッチすることができる。 10 10 20

人の作品を客観的に評価できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 10 10 0 100
建
築
デ
ザ
イ
ン
基
礎
実
習

２ ２建築の＜かたち＞や＜空間＞を把握するために必要な基
礎的なトレーニングを、実習を通しておこなう。

形や空間に対する基礎的な理解を実習を通して深める事ができる。 30 30

素材の質感や特性を生かした造形表現ができる。 30 30

コンセプトに応じた形態の発想ができる。 20 20

人の作品を客観的に評価できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

建
築
設
計
１

３ ３住宅を設計する際必要となる資料の収集法、立案のプロ
セス、計画案の表現法等を体験的に学ぶ。

建築の空間に対する簡単な提案ができる 15 15

建築の立面に対する簡単な提案ができる 15 15

戸建て住宅の基本的な計画ができる 20 10 30

計画内容を建主に分かり易く説明するための図面を描くことができ
る 15 15

計画内容を自分で描いた図面を使用しながら口頭で分かり易く説明
することができる 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 10 0 0 0 10 100

建
築
設
計
２

３ ４展示施設及び寮などの集合体に関する設計資料の収集法、
立案のプロセス。計画案の表現方法等体験的に学ぶ。

事例見学調査を通して，展示空間を理解し，特徴を説明することが
できる。 5 5 10

小アート・ギャラリーを設計することができる。 20 5 5 5 35

事例見学および紙上調査を通して，学生寮を学び，特徴を説明する
ことができる。 5 5 10

小規模な学生寮を設計することができる。 20 5 5 5 35

形とコンクリート構造との関係を提案することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 10 0 0 10 10 10 0 100

建
築
設
計
３

３ ５オフィスビル及び小学校に関する設計資料の収集法、立
案のプロセス、計画案の表現方法を体験的に学ぶ。

全体テーマとなる「光と風の建築」により、快適な空気環境のあり
方を習得することができる。 5 5

事例研究を通じ、「オフィスビル」の空間構成を理解し、さまざまな
オフィスビルの特徴を説明できる。 5 5

快適な外部空間をもつ小規模のオフィスビルの設計ができる。 20 5 5 30

事例研究を通じ、「小学校」の空間構成を理解し、さまざまなオフィ
スビルの特徴を説明できる。 5 5

小学校の設計をすることができる。 45 5 5 55

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65 0 0 5 10 10 10 0 100

建
築
遺
産
Ａ

２ ３日本建築の特質と構造的特徴を把握し、文化遺産と視点
の継承のあり方を考察する。

古建築のもつ文化的価値を理解できる。 30 30

日本建築の構造表現と美的表現の特質を理解できる。 30 30

日本建築の構造部材の名称と役割を説明できる。 10 10

日本建築の軒の深い屋根を支える構造の仕組みが説明できる。 10 10

住宅平面の変化は、生活様式（機能）の変化に対応したものである
ことが説明できる。 10 10

仏堂平面の拡大は、宗教空間に人間の礼拝空間が入り込むことによっ
て進行したことが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
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専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
１

２ １建築製図の基礎について、手書きでの線の引き方から正
確で綺麗な図面の表現までを学ぶ。

正確に線を引くことができる。 20 20

線の種類とその意味が説明できる。 20 20

表示記号が説明できる。 20 20

図面を手順どおりに描くことができる。 20 20

簡単な透視図を描くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
２

２ ２建築作品を一つ選定し，平・立・断面図を描き，模型制作・
写真撮影を行い，プレゼンテーションを行う。

壁や柱など建築の基本的な寸法の把握ができる。 10 10

平面図を適切に描くことができる。 20 20

断面図を適切に描くことができる。 20 20

効果的な建築模型を制作できる。 20 10 30

建築作品の図面や写真を分かりやすく一枚のポスターにまとめ，発
表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 0 10 0 0 0 100

造
形
基
礎
実
習

２ １
建築やインテリアの設計・研究をしていくための造形の
基礎実習を行う。メモをとるように気軽に形や空間をス
ケッチできるようにする。

メモをとるように気軽に形や空間をスケッチできる。 10 10 10 30

建築写真のコピーをトレース、模写しながら鉛筆描写ができる。 10 10 20

建築や空間を観察し、特徴をスケッチすることができる。 10 10 20

建築や空間を想像し、スケッチすることができる。 10 10 20

人の作品を客観的に評価できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 40 10 10 0 100
建
築
デ
ザ
イ
ン
基
礎
実
習

２ ２建築の＜かたち＞や＜空間＞を把握するために必要な基
礎的なトレーニングを、実習を通しておこなう。

形や空間に対する基礎的な理解を実習を通して深める事ができる。 30 30

素材の質感や特性を生かした造形表現ができる。 30 30

コンセプトに応じた形態の発想ができる。 20 20

人の作品を客観的に評価できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

建
築
設
計
１

３ ３住宅を設計する際必要となる資料の収集法、立案のプロ
セス、計画案の表現法等を体験的に学ぶ。

建築の空間に対する簡単な提案ができる 15 15

建築の立面に対する簡単な提案ができる 15 15

戸建て住宅の基本的な計画ができる 20 10 30

計画内容を建主に分かり易く説明するための図面を描くことができ
る 15 15

計画内容を自分で描いた図面を使用しながら口頭で分かり易く説明
することができる 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 10 0 0 0 10 100

建
築
設
計
２

３ ４展示施設及び寮などの集合体に関する設計資料の収集法、
立案のプロセス。計画案の表現方法等体験的に学ぶ。

事例見学調査を通して，展示空間を理解し，特徴を説明することが
できる。 5 5 10

小アート・ギャラリーを設計することができる。 20 5 5 5 35

事例見学および紙上調査を通して，学生寮を学び，特徴を説明する
ことができる。 5 5 10

小規模な学生寮を設計することができる。 20 5 5 5 35

形とコンクリート構造との関係を提案することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 10 0 0 10 10 10 0 100

建
築
設
計
３

３ ５オフィスビル及び小学校に関する設計資料の収集法、立
案のプロセス、計画案の表現方法を体験的に学ぶ。

全体テーマとなる「光と風の建築」により、快適な空気環境のあり
方を習得することができる。 5 5

事例研究を通じ、「オフィスビル」の空間構成を理解し、さまざまな
オフィスビルの特徴を説明できる。 5 5

快適な外部空間をもつ小規模のオフィスビルの設計ができる。 20 5 5 30

事例研究を通じ、「小学校」の空間構成を理解し、さまざまなオフィ
スビルの特徴を説明できる。 5 5

小学校の設計をすることができる。 45 5 5 55

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65 0 0 5 10 10 10 0 100

建
築
遺
産
Ａ

２ ３日本建築の特質と構造的特徴を把握し、文化遺産と視点
の継承のあり方を考察する。

古建築のもつ文化的価値を理解できる。 30 30

日本建築の構造表現と美的表現の特質を理解できる。 30 30

日本建築の構造部材の名称と役割を説明できる。 10 10

日本建築の軒の深い屋根を支える構造の仕組みが説明できる。 10 10

住宅平面の変化は、生活様式（機能）の変化に対応したものである
ことが説明できる。 10 10

仏堂平面の拡大は、宗教空間に人間の礼拝空間が入り込むことによっ
て進行したことが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
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専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
遺
産
Ｂ

２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて講義する。

古典系建築の特徴を説明できる。 30 30

中世系建築の特徴を説明できる。 30 30

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 20 20

各様式の相違を理解できる。 10 10

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

環
境
工
学
１

２ ３室内環境を視覚的に捉えることを学ぶ。

住環境を例に取り上げ，照明視環境の意味と重要性を説明できる。 15 15

照明視環境を語る際に必要な測光量について，その定義を説明でき
る。 20 20

測光量の間の関係式を理解し，光に関する事象を説明するための計
算ができる。 20 20

昼光の重要性を理解し，昼光方式の分類とそれらの特徴を説明でき
る。 15 15

人工照明，照明設備の分類とそれらの特徴を説明できる。 15 15

照明視環境の量と質に関する評価を，測光量などを用いて説明でき
る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

環
境
工
学
２

２ ４熱環境および空気環境について学ぶ。

熱の移動形態について説明できる。 15 5 20

室内の熱環境の評価について説明できる。 15 15

結露のメカニズムとその対策について説明できる。 15 15

室内の空気汚染とその対策について説明できる。 15 5 20

換気方式の種類について説明できる。 15 15

必要換気量を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100

環
境
工
学
３

２ ５室内環境を形成する日照・日射について学ぶとともに、
建築・都市における音環境の概要を学ぶ。

太陽位置の算出法を説明できる。 15 15

日影曲線を用いて建物の日影図を描くことができる。 15 15

日射の分類を説明できる。 20 20

音の物理量を理解する。 15 15

建築空間において望ましい音響条件について説明できる。 15 15

建築音響計画の具体的手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

建
築
設
備

２ ６建築に導入される空調・給排水・防災・ガス・電気の各
設備について学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 10 10

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 15 15

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 15 15

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 15 5 20

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 15 5 20

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 85 15 0 0 0 0 100

建
築
の
仕
組
み

２ １木造住宅の仕組み、RC 造の原理および S 造の仕組みを
模型製作を通して学ぶ。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 25 25

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 25 25

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 5 5 5 30

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 15 10 0 0 5 5 5 0 100

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
構
造

２ ４主要構造であるコンクリート系の各種構造について基本
的な性質を学ぶ。

コンクリート・鉄筋材料の特性を説明できる。 20 20

いろいろなコンクリート系構造の種類を挙げ特徴を説明できる。 25 25

鉄筋コンクリート構造の梁・柱の構造計算が出来る。 15 15 30

コンクリート基礎の構造が説明出来る。 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
遺
産
Ｂ

２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて講義する。

古典系建築の特徴を説明できる。 30 30

中世系建築の特徴を説明できる。 30 30

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 20 20

各様式の相違を理解できる。 10 10

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

環
境
工
学
１

２ ３室内環境を視覚的に捉えることを学ぶ。

住環境を例に取り上げ，照明視環境の意味と重要性を説明できる。 15 15

照明視環境を語る際に必要な測光量について，その定義を説明でき
る。 20 20

測光量の間の関係式を理解し，光に関する事象を説明するための計
算ができる。 20 20

昼光の重要性を理解し，昼光方式の分類とそれらの特徴を説明でき
る。 15 15

人工照明，照明設備の分類とそれらの特徴を説明できる。 15 15

照明視環境の量と質に関する評価を，測光量などを用いて説明でき
る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

環
境
工
学
２

２ ４熱環境および空気環境について学ぶ。

熱の移動形態について説明できる。 15 5 20

室内の熱環境の評価について説明できる。 15 15

結露のメカニズムとその対策について説明できる。 15 15

室内の空気汚染とその対策について説明できる。 15 5 20

換気方式の種類について説明できる。 15 15

必要換気量を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100

環
境
工
学
３

２ ５室内環境を形成する日照・日射について学ぶとともに、
建築・都市における音環境の概要を学ぶ。

太陽位置の算出法を説明できる。 15 15

日影曲線を用いて建物の日影図を描くことができる。 15 15

日射の分類を説明できる。 20 20

音の物理量を理解する。 15 15

建築空間において望ましい音響条件について説明できる。 15 15

建築音響計画の具体的手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

建
築
設
備

２ ６建築に導入される空調・給排水・防災・ガス・電気の各
設備について学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 10 10

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 15 15

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 15 15

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 15 5 20

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 15 5 20

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 85 15 0 0 0 0 100

建
築
の
仕
組
み

２ １木造住宅の仕組み、RC 造の原理および S 造の仕組みを
模型製作を通して学ぶ。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 25 25

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 25 25

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 5 5 5 30

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 15 10 0 0 5 5 5 0 100

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
構
造

２ ４主要構造であるコンクリート系の各種構造について基本
的な性質を学ぶ。

コンクリート・鉄筋材料の特性を説明できる。 20 20

いろいろなコンクリート系構造の種類を挙げ特徴を説明できる。 25 25

鉄筋コンクリート構造の梁・柱の構造計算が出来る。 15 15 30

コンクリート基礎の構造が説明出来る。 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

鋼
構
造

２ ５鋼構造の構造概要と部材および接合部の計算方法を学ぶ。

鋼材の機械的性質を説明できる。 10 10

許容応力度式設計法の内容について説明できる。 15 15

高力ボルト摩擦接合や溶接接合などの接合部の許容耐力を計算する
ことができる。 10 5 15

引張材の有効断面の考え方を理解し，断面算定を行うことができる。 10 5 15

圧縮材の座屈長さ，細長比を正しく求め，断面算定を行うことがで
きる。 10 5 15

曲げ材の横座屈を理解し，はり材の断面算定を行うことができる。 10 5 15

軸力と曲げを受ける部材の断面内の応力度分布を理解し，柱材の断
面算定を行うことができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 35 0 0 0 0 0 0 0 0 100

展
開
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターンシップを行う。

実習先企業がどのような業務を行っているのか、建築業界の中でど
のような位置付けにあるのかを説明できる。 10 10 20

実務で発生する具体的な問題点の一例とその解決策について説明で
きる。 10 10 20

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 10 10 10 30

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 0 100

空
間
文
化
論

２ ４
自然、社会、暮らし、地域、時代の中でどのように空間
が芽生え、形成されているのか、主に近代空間文化につ
いて、ヒト−モノ・スペース−ココロという関係性を通じ、
その背景、周囲性、関係性、特徴について学ぶ。

自然環境の認識・概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

西洋の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

日本の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の芸術文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の建築、インテリア文化の概要について理解を深めることがで
きる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 25 0 0 25 0 0 100

行
動
空
間
学

２ ５平面や断面の形によって決定される空間形態と人間の行
動との対応関係に関する知見を学ぶ。

質の時代に相応しい住宅建築の事例をいくつか説明できる。 20 20

質の時代に相応しい建築史を概観できる。 20 20

我が国の住宅建築を理解する幾つかのキーワードを説明できる。 20 20

建築構造材料の物性と空間の創り方の関係を概観できる。 20 20

建築を単なる物的創造としてではなく、その背景にある課題を通じ
て視る素養を得る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
企
画
論

２ ６新しい建築形態・空間形態・建築の機能などの生み方に
関する知見を学ぶ。

現代建築の主要な建築家・作品の特徴を独自の視点で説明できる。 10 10 10 30

建築分野の様々な職能を理解して説明できる。 15 10 25

建築のプレゼンテーション手法を理解して説明できる。 20 20

建築に関する企画立案ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 10 0 20 0 0 0 0 100

都
市
計
画

２ ７都市計画の目的と実現手段を学ぶとともに、実現手段の
方法についての知見を学ぶ。

都市計画の目的と実現手段を説明できる。 20 20

街並みを整える方法が説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

緑や水辺を活かす方法を説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

道や広場についての課題が説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

安心して住めるまちについて説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 100

ま
ち
づ
く
り
論

２ ７日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

1) 欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 15 5 20

2) 公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 15 5 20

3) 環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 15 5 20

4) 緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 15 5 20

5) まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 0 20 0 5 0 0 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

２ ６建築デザインの論理を、具体的な建築作品の分析を通し
て開示していく。

デザインの発想が論理的なプロセスであることが説明できる。 30 30

デザインの発想において良いコンセプトと悪いコンセプトの区別が
できる。 20 20

与えられた課題に対して良いコンセプトをたてることができる。 20 20

建築の空間が特別の「意味」をともなっていることが説明できる。 20 20

空間の特定の「意味」を表現するために、特定の造形が工夫された
ことを理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

鋼
構
造

２ ５鋼構造の構造概要と部材および接合部の計算方法を学ぶ。

鋼材の機械的性質を説明できる。 10 10

許容応力度式設計法の内容について説明できる。 15 15

高力ボルト摩擦接合や溶接接合などの接合部の許容耐力を計算する
ことができる。 10 5 15

引張材の有効断面の考え方を理解し，断面算定を行うことができる。 10 5 15

圧縮材の座屈長さ，細長比を正しく求め，断面算定を行うことがで
きる。 10 5 15

曲げ材の横座屈を理解し，はり材の断面算定を行うことができる。 10 5 15

軸力と曲げを受ける部材の断面内の応力度分布を理解し，柱材の断
面算定を行うことができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 35 0 0 0 0 0 0 0 0 100

展
開
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターンシップを行う。

実習先企業がどのような業務を行っているのか、建築業界の中でど
のような位置付けにあるのかを説明できる。 10 10 20

実務で発生する具体的な問題点の一例とその解決策について説明で
きる。 10 10 20

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 10 10 10 30

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 0 100

空
間
文
化
論

２ ４
自然、社会、暮らし、地域、時代の中でどのように空間
が芽生え、形成されているのか、主に近代空間文化につ
いて、ヒト−モノ・スペース−ココロという関係性を通じ、
その背景、周囲性、関係性、特徴について学ぶ。

自然環境の認識・概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

西洋の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

日本の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の芸術文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の建築、インテリア文化の概要について理解を深めることがで
きる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 25 0 0 25 0 0 100

行
動
空
間
学

２ ５平面や断面の形によって決定される空間形態と人間の行
動との対応関係に関する知見を学ぶ。

質の時代に相応しい住宅建築の事例をいくつか説明できる。 20 20

質の時代に相応しい建築史を概観できる。 20 20

我が国の住宅建築を理解する幾つかのキーワードを説明できる。 20 20

建築構造材料の物性と空間の創り方の関係を概観できる。 20 20

建築を単なる物的創造としてではなく、その背景にある課題を通じ
て視る素養を得る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
企
画
論

２ ６新しい建築形態・空間形態・建築の機能などの生み方に
関する知見を学ぶ。

現代建築の主要な建築家・作品の特徴を独自の視点で説明できる。 10 10 10 30

建築分野の様々な職能を理解して説明できる。 15 10 25

建築のプレゼンテーション手法を理解して説明できる。 20 20

建築に関する企画立案ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 10 0 20 0 0 0 0 100

都
市
計
画

２ ７都市計画の目的と実現手段を学ぶとともに、実現手段の
方法についての知見を学ぶ。

都市計画の目的と実現手段を説明できる。 20 20

街並みを整える方法が説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

緑や水辺を活かす方法を説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

道や広場についての課題が説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

安心して住めるまちについて説明でき、設計に応用できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 100

ま
ち
づ
く
り
論

２ ７日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

1) 欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 15 5 20

2) 公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 15 5 20

3) 環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 15 5 20

4) 緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 15 5 20

5) まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 0 20 0 5 0 0 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

２ ６建築デザインの論理を、具体的な建築作品の分析を通し
て開示していく。

デザインの発想が論理的なプロセスであることが説明できる。 30 30

デザインの発想において良いコンセプトと悪いコンセプトの区別が
できる。 20 20

与えられた課題に対して良いコンセプトをたてることができる。 20 20

建築の空間が特別の「意味」をともなっていることが説明できる。 20 20

空間の特定の「意味」を表現するために、特定の造形が工夫された
ことを理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
設
計
４

３ ６
コンサート（あるいは演劇）ホール及び集合住宅に関す
る設計資料の収集法、立案のプロセス、計画案の表現方
法を体験的に学ぶ。

課題発見を通じ、一般的な集合住宅の事例をいくつか説明できる。 5 5 10

課題発見やエスキス ( スケッチ ) を通じ、比較的新しい集合住宅の事
例を説明できる。 5 5 10

エスキス ( スケッチ ) を通じ、単に「食寝」するだけでなく、「楽し
く暮らす」集合住宅の提案ができる。 40 10 50

プレゼンチェックを通じ、新しい集合住宅や集住態の提案を分かり
やすく説明することができる。 20 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65 0 0 10 10 5 0 10 100

建
築
設
計
５

３ ７
都市や街に働きかける建築の提案に関する設計資料の収
集法、立案のプロセス、計画案の表現方法等を体験的に
学ぶ。

都市に働きかけている事例の資料を収集し、他人にわかりやすく説
明することができる。 10 10

与えられた立地に、都市や街に働きかける建築を企画することがで
きる。 10 10

自分の企画した内容に即した建築物を設計することができる。 25 5 5 35

自分の設計提案を図面や模型で表現することができる。 20 5 5 30

自分の設計提案を、聞く人に感動を与えるまでの表現をすることが
できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 10 5 10 5 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
史

２ ５
近代以降現代も含めて、建築や町並みの歴史と価値を理
解し、それらを保存・継承・活用していく方法を世界的
な視点から考える。

近代主義建築（モダニズム建築）の特徴を説明できる。 25 25

近代主義建築（モダニズム建築）が、第二次大戦後、多様化していっ
た流れを説明できる。 25 25

ル・コルビュジエ、ミース・ファン・デル・ローエ、フランク・ロイド・
ライト、丹下健三など、近代建築の巨匠と呼ばれる建築家の作品の
特徴を説明できる。

25 25

日本における近代建築の流れは欧米と違うことを説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

力
と
デ
ザ
イ
ン

２ ６
テーマに基づいて工作物を製作し、そのデザイン・機能・
強度等を具体的に吟味することにより、ものづくりの感
覚を養う。

力を合理的に支える仕組みについて説明できる。 10 10

一定の制約の中で強度と剛性を確保するための方法を考えることが
できる。 5 5

機能と美しさに適切な強度を兼ね備えた工作物を具体的に作ること
ができる。 5 10 15

様々な要求を絡めながら形あるものを現実に作り上げることの難し
さを理解できる。 10 15 10 35

自ら作り上げた工作物の問題点を分析し、次のステップに生かすこ
とができる。 10 10 15 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 30 25 25 0 100

構
造
設
計
演
習

２ ７鉄筋コンクリート構造または鋼構造建築物の構造設計を
行う。

構造設計の基本を理解し，構造計画ができる。 15 10 10 35

簡単な略算で柱，はりの断面仮定ができる。 15 5 20

固定法，D 値法を用いて応力計算ができる。 15 15

S または RC 構造の部材算定ができる。 15 15

構造計算書が作成でき，構造図を書くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 0 0 0 0 15 10 0 0 100

維
持
・
保
全
工
学

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 10 5 5 5 25

建物の維持保全の必要性が説明出来る 10 10 5 25

建物の診断手法について説明できる 10 10 5 25

建物の改修方法について説明できる 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 0 0 0 25 5 5 5 0 100

建
築
生
産
１

２ ３建築生産１は建築施工計画と工程管理および地下工事に
ついて学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 5 5 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 5 15

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 5 10

工程表の種類・作成手順について説明できる。 5 5 5 15

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 5 5 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 5 10

地下工事の工法について説明できる。 5 5 5 15

基礎・杭工事について説明できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 25 0 0 0 0 15 40 0 0 100
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区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
設
計
４

３ ６
コンサート（あるいは演劇）ホール及び集合住宅に関す
る設計資料の収集法、立案のプロセス、計画案の表現方
法を体験的に学ぶ。

課題発見を通じ、一般的な集合住宅の事例をいくつか説明できる。 5 5 10

課題発見やエスキス ( スケッチ ) を通じ、比較的新しい集合住宅の事
例を説明できる。 5 5 10

エスキス ( スケッチ ) を通じ、単に「食寝」するだけでなく、「楽し
く暮らす」集合住宅の提案ができる。 40 10 50

プレゼンチェックを通じ、新しい集合住宅や集住態の提案を分かり
やすく説明することができる。 20 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 65 0 0 10 10 5 0 10 100

建
築
設
計
５

３ ７
都市や街に働きかける建築の提案に関する設計資料の収
集法、立案のプロセス、計画案の表現方法等を体験的に
学ぶ。

都市に働きかけている事例の資料を収集し、他人にわかりやすく説
明することができる。 10 10

与えられた立地に、都市や街に働きかける建築を企画することがで
きる。 10 10

自分の企画した内容に即した建築物を設計することができる。 25 5 5 35

自分の設計提案を図面や模型で表現することができる。 20 5 5 30

自分の設計提案を、聞く人に感動を与えるまでの表現をすることが
できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 10 5 10 5 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
史

２ ５
近代以降現代も含めて、建築や町並みの歴史と価値を理
解し、それらを保存・継承・活用していく方法を世界的
な視点から考える。

近代主義建築（モダニズム建築）の特徴を説明できる。 25 25

近代主義建築（モダニズム建築）が、第二次大戦後、多様化していっ
た流れを説明できる。 25 25

ル・コルビュジエ、ミース・ファン・デル・ローエ、フランク・ロイド・
ライト、丹下健三など、近代建築の巨匠と呼ばれる建築家の作品の
特徴を説明できる。

25 25

日本における近代建築の流れは欧米と違うことを説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

力
と
デ
ザ
イ
ン

２ ６
テーマに基づいて工作物を製作し、そのデザイン・機能・
強度等を具体的に吟味することにより、ものづくりの感
覚を養う。

力を合理的に支える仕組みについて説明できる。 10 10

一定の制約の中で強度と剛性を確保するための方法を考えることが
できる。 5 5

機能と美しさに適切な強度を兼ね備えた工作物を具体的に作ること
ができる。 5 10 15

様々な要求を絡めながら形あるものを現実に作り上げることの難し
さを理解できる。 10 15 10 35

自ら作り上げた工作物の問題点を分析し、次のステップに生かすこ
とができる。 10 10 15 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 30 25 25 0 100

構
造
設
計
演
習

２ ７鉄筋コンクリート構造または鋼構造建築物の構造設計を
行う。

構造設計の基本を理解し，構造計画ができる。 15 10 10 35

簡単な略算で柱，はりの断面仮定ができる。 15 5 20

固定法，D 値法を用いて応力計算ができる。 15 15

S または RC 構造の部材算定ができる。 15 15

構造計算書が作成でき，構造図を書くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 0 0 0 0 0 15 10 0 0 100

維
持
・
保
全
工
学

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 10 5 5 5 25

建物の維持保全の必要性が説明出来る 10 10 5 25

建物の診断手法について説明できる 10 10 5 25

建物の改修方法について説明できる 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 0 0 0 25 5 5 5 0 100

建
築
生
産
１

２ ３建築生産１は建築施工計画と工程管理および地下工事に
ついて学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 5 5 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 5 15

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 5 10

工程表の種類・作成手順について説明できる。 5 5 5 15

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 5 5 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 5 10

地下工事の工法について説明できる。 5 5 5 15

基礎・杭工事について説明できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 25 0 0 0 0 15 40 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
生
産
２

２ ４建築生産２は地上躯体工事・仕上げ工事および設備工事
について学ぶ。

鉄筋コンクリート工事施工計画について説明できる。 5 5 5 15

コンクリートの配合計画について説明できる。 10 5 15

鉄骨工事施行計画について説明できる。 5 5 5 15

仕上工事計画の基本事項について説明できる。 5 5 10

木工事の基本事項について説明できる。 5 5 10

内装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 10

外装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 5 15

解体工事工法の概要について説明できる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 35 0 0 0 0 15 35 0 0 100

建
築
測
量
学
同
実
習

２ ７建築現場で行われる基礎的な測量の方法を学ぶ。

レベルを正しく扱うことができる。 20 20

トランシットを正しく扱うことができる。 20 20

水準測量、トラバースにおいて野帳を正しく記入することができる。 20 20

水準測量において閉合誤差の配分をすることができる。 10 10

トラバース計算ができる。 20 20

平板測量ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

環
境
心
理
学

２ ５
建築・都市空間においてそれを形成する一要因である色
彩について学ぶとともに、それらの空間を物理的ではな
く、心理的に捉える手法を学ぶ。

環境心理学を学ぶ意義を説明できる。 15 15

建築の色彩に関する重要な要件を説明できる。 40 40

 「環境−人間」系の中での，個人と集団との関わりを説明できる。 15 15

空間の雰囲気，大きさに関して，事例を取り上げその検討方法を紹
介できる。 15 15

場所の分科と階層性，選択に関し，事例を取り上げてその検討方法
を紹介できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

環
境
評
価
演
習

２ ６光・熱・空気環境について実測し評価を行う。

室内の明るさ分布について説明できる。 15 15

建築で使われる色彩について説明できる。 15 15

照明用光源の発光原理について説明できる。 15 15

光源の分光分布および点滅特性について説明できる。 20 20

結露発生の仕組みを説明できる。 15 15

室内における温熱環境評価について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

振
動
と
塑
性
解
析

２ ５質点系の振動や骨組の塑性設計法について学ぶことがで
きる。

塑性設計の原理を説明できる。 25 25

仮想仕事法を用いて簡単な骨組みの塑性耐力を求めることができる。 25 25

振動方程式が書け，説明できる。 25 25

Sin 波地動を受ける 1 質点系の応答解析ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
演
習

２ ５鉄筋コンクリート構造について演習を通してその構造計
算法を学ぶ。

鉄筋コンクリート構造の架構の基本的な説明ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート造スラブの計算ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート造の計算ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート構造の架構の計算ができる。 15 5 20

プレストレスト構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造について説明でき
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
生
産
２

２ ４建築生産２は地上躯体工事・仕上げ工事および設備工事
について学ぶ。

鉄筋コンクリート工事施工計画について説明できる。 5 5 5 15

コンクリートの配合計画について説明できる。 10 5 15

鉄骨工事施行計画について説明できる。 5 5 5 15

仕上工事計画の基本事項について説明できる。 5 5 10

木工事の基本事項について説明できる。 5 5 10

内装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 10

外装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 5 15

解体工事工法の概要について説明できる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 35 0 0 0 0 15 35 0 0 100

建
築
測
量
学
同
実
習

２ ７建築現場で行われる基礎的な測量の方法を学ぶ。

レベルを正しく扱うことができる。 20 20

トランシットを正しく扱うことができる。 20 20

水準測量、トラバースにおいて野帳を正しく記入することができる。 20 20

水準測量において閉合誤差の配分をすることができる。 10 10

トラバース計算ができる。 20 20

平板測量ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

環
境
心
理
学

２ ５
建築・都市空間においてそれを形成する一要因である色
彩について学ぶとともに、それらの空間を物理的ではな
く、心理的に捉える手法を学ぶ。

環境心理学を学ぶ意義を説明できる。 15 15

建築の色彩に関する重要な要件を説明できる。 40 40

 「環境−人間」系の中での，個人と集団との関わりを説明できる。 15 15

空間の雰囲気，大きさに関して，事例を取り上げその検討方法を紹
介できる。 15 15

場所の分科と階層性，選択に関し，事例を取り上げてその検討方法
を紹介できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

環
境
評
価
演
習

２ ６光・熱・空気環境について実測し評価を行う。

室内の明るさ分布について説明できる。 15 15

建築で使われる色彩について説明できる。 15 15

照明用光源の発光原理について説明できる。 15 15

光源の分光分布および点滅特性について説明できる。 20 20

結露発生の仕組みを説明できる。 15 15

室内における温熱環境評価について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

振
動
と
塑
性
解
析

２ ５質点系の振動や骨組の塑性設計法について学ぶことがで
きる。

塑性設計の原理を説明できる。 25 25

仮想仕事法を用いて簡単な骨組みの塑性耐力を求めることができる。 25 25

振動方程式が書け，説明できる。 25 25

Sin 波地動を受ける 1 質点系の応答解析ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
演
習

２ ５鉄筋コンクリート構造について演習を通してその構造計
算法を学ぶ。

鉄筋コンクリート構造の架構の基本的な説明ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート造スラブの計算ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート造の計算ができる。 15 5 20

鉄筋コンクリート構造の架構の計算ができる。 15 5 20

プレストレスト構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造について説明でき
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
２

２ ８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100

− 230 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L M Ｎ O P Q R 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
２

２ ８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 0 100

− 231 −
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

工学部 建築学科 インテリアデザイン専攻 カリキュラムマップ

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 力に対して必要な強度を有する安定した構造の仕組みや形を理解
し、空間を構成する要素の機能や安全性を確保できる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 材料の性質を理解し、地球環境に配慮した建築物の品質・耐久性・
経済性を満足する適切な材料の選択および施工方法を考えることが
できる。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. インテリアの設計を理解し、必要な知識体系を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 室内造形の基礎を身に付け、建築デザインの論理を理解している。
さらに文化遺産としての建築の価値を歴史的背景と共に理解してい
る。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 快適な環境作りと環境問題への対処のために、建築環境工学諸分野
の原理と実践を理解し、あわせて建築設備を適切に活用できる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 諸技術を総合し、情熱をもって「ものつくり」に取り組むことがで
きる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

O. 状況に応じて知識を多角的に展開させることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 P. 技術的課題に対して誠実かつ真筆な態度で臨むことができる。
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由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

工学部 建築学科 インテリアデザイン専攻 カリキュラムマップ

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 力に対して必要な強度を有する安定した構造の仕組みや形を理解
し、空間を構成する要素の機能や安全性を確保できる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 材料の性質を理解し、地球環境に配慮した建築物の品質・耐久性・
経済性を満足する適切な材料の選択および施工方法を考えることが
できる。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. インテリアの設計を理解し、必要な知識体系を身につけている。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 室内造形の基礎を身に付け、建築デザインの論理を理解している。
さらに文化遺産としての建築の価値を歴史的背景と共に理解してい
る。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 快適な環境作りと環境問題への対処のために、建築環境工学諸分野
の原理と実践を理解し、あわせて建築設備を適切に活用できる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 諸技術を総合し、情熱をもって「ものつくり」に取り組むことがで
きる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

O. 状況に応じて知識を多角的に展開させることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。 P. 技術的課題に対して誠実かつ真筆な態度で臨むことができる。
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人
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科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
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〈
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ャ
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ア
コ
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ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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ン
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語
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〈
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ャ
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ア
コ
ー
ス
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１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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ル
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語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
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ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
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ス
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１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 249 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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授
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目
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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授
業
科
目
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選
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。  20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。  20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20 

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20 

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 100 
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。  
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
基
礎
数
理
１

２ １

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習
する。建築基礎数理１では、数学的な基礎をまず学習し、
これをもちいて建築で実際に必要となる計算に応用する。
建築面積や容積などの基本数値の算出から、各種設計に
必要な基礎的な値の求め方を学習する。併せて、建築の
基礎的な内容も習得する。

いろいろな関数をグラフに表すことができる。 10 10 10 30

行列式の基本的な性質が説明できる。 10 10 10 30

三角関数や比例を用いて建物の面積や各部の寸法を求めることがで
きる。 5 5 5 15

立体の計算ができ、建物の容積等を求めることができる。 5 5

データの統計的な処理が出来る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 35 0 0 35 0 0 0 100

建
築
基
礎
数
理
２

２ ２

建築基礎数理１に引き続き、建築学を学ぶ上で必要とな
る基礎的な数理について学習する。建築基礎数理２では、
物理的な基礎をまず学習し、これをもちいて建築で実際
に必要となる計算に応用する。力学の応用から摩擦力や
仕事を基本的に理解する。続いて、建築で必要な化学や
環境問題を学習する。

力の釣合を説明できる。 20 20

運動の状態を説明できる。 20 20

建築で必要な化学や反応式を理解することができる。 20 20

建築と環境の問題が説明できる。 20 20

建築の照明、断熱性などが計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 60 0 0 0 100

情
報
系

情
報
リ
テ
ラ
シ

１ １
コンピュータの仕組みや情報伝達方法を知り、電子メー
ル、インターネット、及び基本的なソフトウェアの操作
方法を学ぶ。

コンピュータの構成を説明できる。 10 10

ログオン・ログオフ操作ができる。 10 10

電子メールを使いこなすことができる。 15 15

ワープロの各種機能を用いて文章を作成できる。 15 15

表計算ソフトを用いて表作成、表計算をすることができる。 20 20

データを下にグラフを作成することができる。 20 20

プレゼンテーション用ソフトを用いてスライドを作成することがで
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
１

２ ３2 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ。

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の各種設定ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の基本操作ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、各種図形を描くこ
とができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、平面図を描くこと
ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、断面図を描くこと
ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
２

２ ４3 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ

VectorWorks の３D コマンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks の３D モデリングの手順を習得できる。 20 20

VectorWorks の各種柱状体、回転体、ブーリアン演算等の３D コマ
ンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks により具体的な物をモデリングすることができる。 20 20

RenderWorks により美しいレンダリング処理ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。  
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 100 

建
築
基
礎
数
理
１

２ １

建築学を学ぶ上で必要となる基礎的な数理について学習
する。建築基礎数理１では、数学的な基礎をまず学習し、
これをもちいて建築で実際に必要となる計算に応用する。
建築面積や容積などの基本数値の算出から、各種設計に
必要な基礎的な値の求め方を学習する。併せて、建築の
基礎的な内容も習得する。

いろいろな関数をグラフに表すことができる。 10 10 10 30

行列式の基本的な性質が説明できる。 10 10 10 30

三角関数や比例を用いて建物の面積や各部の寸法を求めることがで
きる。 5 5 5 15

立体の計算ができ、建物の容積等を求めることができる。 5 5

データの統計的な処理が出来る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 35 0 0 35 0 0 0 100

建
築
基
礎
数
理
２

２ ２

建築基礎数理１に引き続き、建築学を学ぶ上で必要とな
る基礎的な数理について学習する。建築基礎数理２では、
物理的な基礎をまず学習し、これをもちいて建築で実際
に必要となる計算に応用する。力学の応用から摩擦力や
仕事を基本的に理解する。続いて、建築で必要な化学や
環境問題を学習する。

力の釣合を説明できる。 20 20

運動の状態を説明できる。 20 20

建築で必要な化学や反応式を理解することができる。 20 20

建築と環境の問題が説明できる。 20 20

建築の照明、断熱性などが計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 0 0 60 0 0 0 100

情
報
系

情
報
リ
テ
ラ
シ

１ １
コンピュータの仕組みや情報伝達方法を知り、電子メー
ル、インターネット、及び基本的なソフトウェアの操作
方法を学ぶ。

コンピュータの構成を説明できる。 10 10

ログオン・ログオフ操作ができる。 10 10

電子メールを使いこなすことができる。 15 15

ワープロの各種機能を用いて文章を作成できる。 15 15

表計算ソフトを用いて表作成、表計算をすることができる。 20 20

データを下にグラフを作成することができる。 20 20

プレゼンテーション用ソフトを用いてスライドを作成することがで
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
１

２ ３2 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ。

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の各種設定ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」の基本操作ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、各種図形を描くこ
とができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、平面図を描くこと
ができる 20 20

２次元 CAD ソフト「VectorWorks」を使用して、断面図を描くこと
ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
２

２ ４3 次元ＣＡＤの基本的な操作方法について学ぶ

VectorWorks の３D コマンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks の３D モデリングの手順を習得できる。 20 20

VectorWorks の各種柱状体、回転体、ブーリアン演算等の３D コマ
ンドの使用法を習得できる。 20 20

VectorWorks により具体的な物をモデリングすることができる。 20 20

RenderWorks により美しいレンダリング処理ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100 
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

情
報
系

建
築
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

２ ５ラスター系及びベクター系画像処理ソフトの基本的な操
作方法について学ぶ。

「Adobe Photoshop」の基本操作を理解し、画像の加工・処理ができる。 20 20

「Adobe Illustrator」の基本操作を理解し、図形の描画・レイアウト
ができる。 20 20

建築模型を美しく撮影すること、また写真を PC に取り込み、編集
することができる。 20 20

コンセプトを反映させたプレゼンシートを作成することができる。 5 5 5 5 20

プレゼンシートを用いて第三者に的確に意図を伝える発表をするこ
とができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 10 10 10 100 

建
築
統
計
処
理

２ ５様々なデータの統計処理手法を学ぶ。

アンケート調査票を作成することができる。 15 15

データの検索、並べ替えができる。 10 10

基本集計ができる。 10 10

クロス集計ができる。 15 15

２つのデータの平均値の差の検定ができる。 20 20

相関関係を求めることができる。 15 15

表現したい内容に応じたグラフを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100 

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
入
門

セ
ミ
ナ

１ １

「建築・インテリア入門セミナ」は、建築／インテリア専
攻の専門課程への関心や興味を喚起する導入科目であり、
学生と教員および学生同士の良好なコミュニケーション
形成の場でもあります。授業は前述の主旨を踏まえて、
優れた建築実例の見学会や建築専門誌、模型材料の購入
先のアドバイスやスポーツを通したコミュニケーション、
映画鑑賞による建築の多様性の発見など、体験を重視し
た授業を行います。

建築／インテリアへの関心、興味を抱くことができる。 10 20 20 50

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成すること
ができる。 10 20 30

大学の施設を有効に活用し、円滑な学生生活を送ることができる。 10 10

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
１

２ ２
この授業ではインテリア計画の基礎を学ぶ。授業を通じ
て、インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的
な知識の習得を目指す。

近・現代のインテリアの歴史について流れを理解することができる。 10 10 20

人間の身体・行為にまつわる寸法について理解することができる。 20 20

近・現代の代表的な家具のデザインについて理解することができる。 10 10 20

住まいの計画・設計の基本を理解することができる。 10 10 20

インテリアの基本的な設計図書（平面図、断面図、展開図等）につ
いて理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 30 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
２

２ ３
この授業ではインテリア計画の基礎を学ぶ。商業空間の
インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的な知
識の習得を目指す。

インテリアデザインの空間構成、生成について理解することができ
る。 5 5 10

インテリアと安全性の関係について理解することができる。 5 5 5 5 20

インテリアのつくられかたについて理解することができる。 5 5 5 5 5 5 30

商業空間などの計画・設計の基本について理解することができる。 5 5 5 5 5 25

屋外環境デザインについて理解することができる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 10 15 15 20 15 100

力
と
形
演
習

２ １力の作用と構造物の変形を体験的に学び，釣合い式や反
力等の初歩的な計算を修得する。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 5 20

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 5 20

力のモーメントについて説明できる。 15 15

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 100

構
造
力
学
１

２ ２静定ばりおよび静定ラーメンの解法，応力度とひずみ度，
断面の性質を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 20 20

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

情
報
系

建
築
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

２ ５ラスター系及びベクター系画像処理ソフトの基本的な操
作方法について学ぶ。

「Adobe Photoshop」の基本操作を理解し、画像の加工・処理ができる。 20 20

「Adobe Illustrator」の基本操作を理解し、図形の描画・レイアウト
ができる。 20 20

建築模型を美しく撮影すること、また写真を PC に取り込み、編集
することができる。 20 20

コンセプトを反映させたプレゼンシートを作成することができる。 5 5 5 5 20

プレゼンシートを用いて第三者に的確に意図を伝える発表をするこ
とができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 10 10 10 100 

建
築
統
計
処
理

２ ５様々なデータの統計処理手法を学ぶ。

アンケート調査票を作成することができる。 15 15

データの検索、並べ替えができる。 10 10

基本集計ができる。 10 10

クロス集計ができる。 15 15

２つのデータの平均値の差の検定ができる。 20 20

相関関係を求めることができる。 15 15

表現したい内容に応じたグラフを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100 

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
入
門

セ
ミ
ナ

１ １

「建築・インテリア入門セミナ」は、建築／インテリア専
攻の専門課程への関心や興味を喚起する導入科目であり、
学生と教員および学生同士の良好なコミュニケーション
形成の場でもあります。授業は前述の主旨を踏まえて、
優れた建築実例の見学会や建築専門誌、模型材料の購入
先のアドバイスやスポーツを通したコミュニケーション、
映画鑑賞による建築の多様性の発見など、体験を重視し
た授業を行います。

建築／インテリアへの関心、興味を抱くことができる。 10 20 20 50

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成すること
ができる。 10 20 30

大学の施設を有効に活用し、円滑な学生生活を送ることができる。 10 10

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
１

２ ２
この授業ではインテリア計画の基礎を学ぶ。授業を通じ
て、インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的
な知識の習得を目指す。

近・現代のインテリアの歴史について流れを理解することができる。 10 10 20

人間の身体・行為にまつわる寸法について理解することができる。 20 20

近・現代の代表的な家具のデザインについて理解することができる。 10 10 20

住まいの計画・設計の基本を理解することができる。 10 10 20

インテリアの基本的な設計図書（平面図、断面図、展開図等）につ
いて理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 30 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
２

２ ３
この授業ではインテリア計画の基礎を学ぶ。商業空間の
インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的な知
識の習得を目指す。

インテリアデザインの空間構成、生成について理解することができ
る。 5 5 10

インテリアと安全性の関係について理解することができる。 5 5 5 5 20

インテリアのつくられかたについて理解することができる。 5 5 5 5 5 5 30

商業空間などの計画・設計の基本について理解することができる。 5 5 5 5 5 25

屋外環境デザインについて理解することができる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 10 15 15 20 15 100

力
と
形
演
習

２ １力の作用と構造物の変形を体験的に学び，釣合い式や反
力等の初歩的な計算を修得する。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 5 20

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 5 20

力のモーメントについて説明できる。 15 15

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 0 0 100

構
造
力
学
１

２ ２静定ばりおよび静定ラーメンの解法，応力度とひずみ度，
断面の性質を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 20 20

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

構
造
力
学
２

２ ３静定トラスの解法，梁のたわみ，不静定構造物の解法原
理について学ぶ。

静定トラスの解法を理解し，部材応力を求めることができる。 20 20

応力度とひずみ度，およびその関係について説明できる。 15 15

断面 1 次モーメント，断面 2 次モ−メントの意味を理解し，これら
を算出することができる。 15 15

はりの断面に生じる曲げ応力度およびせん断応力度を計算し，断面
設計を行うことができる。 20 20

はりのたわみを計算できる。 15 15

応力法を用いて不静定ばりの応力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
構
法

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 15 15

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。 15 15

木構造の基本的な説明ができる。 15 15

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 15 15

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 15 15

地質調査の方法を理解し、説明できる。 15 15

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 0 0 0 0 100

建
築
材
料

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 20 20

コンクリートの性質を説明できる。 20 20

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

建
築
環
境
材
料

２ ４建築に用いられる材料について環境の視点に立ってその
特性を学ぶ。

建築材料の環境への影響を説明出来る。 20 20

環境影響評価手法の説明が出来る。 10 10 20

金属・セラミック・屋根・石材の特性を説明できる。 20 20

高分子材料・塗料・接着剤の特性を説明出来る。 20 20

断熱・防火・防水材料の特性を説明出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 0 30 0 100

構
造
・
材
料
実
験

２
５
〔
６
〕

構造部材およびその構成材料に関する実験を行い、これ
まで習得している知識と実現象の対応を学ぶ。

歪や変位，荷重の計測方法とその原理を説明できる。 5 5 10

実験に必要なデータ整理（統計処理）方法について説明できる。 5 5 5 15

構造部材とその構成材料の性質を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

曲げ部材の平面保持の仮定を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

鉄骨トラスの変形や応力における理論と実験の対応関係を説明でき
る。 10 10 20

振動学の基礎的事項を実験結果に基づいて説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 55 35 0 0 0 0 10 0 100

建
築
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 20 20

法文解釈ができる。 20 20

建築基準法の単体規定が説明できる。 20 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 20 20

建築士法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
１

２ １建築製図の基礎について、手書きでの線の引き方から正
確で綺麗な図面の表現までを学ぶ。

正確に線を引くことができる。 20 20

線の種類とその意味が説明できる。 20 20

表示記号が説明できる。 20 20

図面を手順どおりに描くことができる。 20 20

簡単な透視図を描くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

構
造
力
学
２

２ ３静定トラスの解法，梁のたわみ，不静定構造物の解法原
理について学ぶ。

静定トラスの解法を理解し，部材応力を求めることができる。 20 20

応力度とひずみ度，およびその関係について説明できる。 15 15

断面 1 次モーメント，断面 2 次モ−メントの意味を理解し，これら
を算出することができる。 15 15

はりの断面に生じる曲げ応力度およびせん断応力度を計算し，断面
設計を行うことができる。 20 20

はりのたわみを計算できる。 15 15

応力法を用いて不静定ばりの応力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

建
築
構
法

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 15 15

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。 15 15

木構造の基本的な説明ができる。 15 15

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 15 15

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 15 15

地質調査の方法を理解し、説明できる。 15 15

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 75 25 0 0 0 0 0 0 100

建
築
材
料

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 20 20

コンクリートの性質を説明できる。 20 20

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

建
築
環
境
材
料

２ ４建築に用いられる材料について環境の視点に立ってその
特性を学ぶ。

建築材料の環境への影響を説明出来る。 20 20

環境影響評価手法の説明が出来る。 10 10 20

金属・セラミック・屋根・石材の特性を説明できる。 20 20

高分子材料・塗料・接着剤の特性を説明出来る。 20 20

断熱・防火・防水材料の特性を説明出来る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 0 30 0 100

構
造
・
材
料
実
験

２
５
〔
６
〕

構造部材およびその構成材料に関する実験を行い、これ
まで習得している知識と実現象の対応を学ぶ。

歪や変位，荷重の計測方法とその原理を説明できる。 5 5 10

実験に必要なデータ整理（統計処理）方法について説明できる。 5 5 5 15

構造部材とその構成材料の性質を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

曲げ部材の平面保持の仮定を実験結果に基づいて説明できる。 10 10 20

鉄骨トラスの変形や応力における理論と実験の対応関係を説明でき
る。 10 10 20

振動学の基礎的事項を実験結果に基づいて説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 55 35 0 0 0 0 10 0 100

建
築
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 20 20

法文解釈ができる。 20 20

建築基準法の単体規定が説明できる。 20 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 20 20

建築士法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
１

２ １建築製図の基礎について、手書きでの線の引き方から正
確で綺麗な図面の表現までを学ぶ。

正確に線を引くことができる。 20 20

線の種類とその意味が説明できる。 20 20

表示記号が説明できる。 20 20

図面を手順どおりに描くことができる。 20 20

簡単な透視図を描くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
２

２ ２建築作品を一つ選定し，平・立・断面図を描き，模型制作・
写真撮影を行い，プレゼンテーションを行う。

壁や柱など建築の基本的な寸法の把握ができる。 10 10

平面図を適切に描くことができる。 20 20

断面図を適切に描くことができる。 20 20

効果的な建築模型を制作できる。 20 10 30

建築作品の図面や写真を分かりやすく一枚のポスターにまとめ，発
表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 10 0 0 100

造
形
基
礎
実
習

２　 １
建築やインテリアの設計・研究をしていくための造形の
基礎実習を行う。メモをとるように気軽に形や空間をス
ケッチできるようにする。

メモをとるように気軽に形や空間をスケッチできる。 10 10 10 30

建築写真のコピーをトレース、模写しながら鉛筆描写ができる。 10 10 20

建築や空間を観察し、特徴をスケッチすることができる。 10 10 20

建築や空間を想像し、スケッチすることができる。 10 10 20

人の作品を客観的に評価できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 40 10 10 100

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

基
礎
実
習

２ ２建築の＜かたち＞や＜空間＞を把握するために必要な基
礎的なトレーニングを、実習を通しておこなう。

形や空間に対する基礎的な理解を実習を通して深める事ができる。 30 30

素材の質感や特性を生かした造形表現ができる。 30 30

コンセプトに応じた形態の発想ができる。 20 20

人の作品を客観的に評価できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
エ
レ
メ
ン
ト
演
習
１

２ ４

 インテリア空間を構成する床、壁、天井、開口部ならび
に家具、造作家具、照明、インテリア・アクセサリー、
インテリア設備機器について人間工学、空間的構成、イ
ンテリア・スタイル、形態、素材、色彩、光、照明の計
画について学ぶ。

インテリアエレメントの構成要素について説明できる。 5 5 10

インテリアメントの床、壁、天井、開口部の「空間構成手法」を理
解することができる。 5 5 10

インテリアの「素材、色彩の特性」の概要について説明 できる。 5 5 10

仕上げ材と下地、構造体との関係を説明できる。 5 5 10

家具の機能、構造、仕様、概要を理解し説明できる。 5 5 10

インテリアのエレメント、素材、色彩、照明、設備をふまえた計画、
設計ができる。 5 5 5 5 5 10 10 5 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 30 30 5 10 10 5 100
イ
ン
テ
リ
ア
エ
レ
メ
ン
ト
演
習
２

２ ５
照明計画によって、インテリアの空間性、形、色、素材、
スケールは大きく変化し、人間の心理は大きく影響を受
けます。照明計画の基本を「住まい、商空間、屋外空間
の設計事例」を通じて照明計画を学ぶ。

インテリア空間を主とした照明計画、照明手法を説明できる。 10 10

照明器具の光源、色温度、１／２ビーム角、照度、輝度等を説明できる。 15 15

住宅の基本的な照明計画ができる。 5 5 5 5 5 25

商空間の基本的な照明設計ができる。 5 5 5 5 5 25

屋外空間の基本的な照明計画ができる。 5 5 5 5 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 40 0 15 15 100

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
１

２ ３

この授業ではインテリア計画に重要なデザインマネジメ
ントの基礎を学ぶ。授業を通じて、デザイナー・作り手
側の視点からの取り組みとして、インテリアを計画・設
計する上で求められるさまざまなマネジメントの基礎的
な知識の習得を目指す。

デザイナー・作り手側の視点について理解することができる。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点でのコンセプトを理解することができ
る。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点でのプレゼンテーションを理解するこ
とができる。 5 5 10 10 30

デザイナー・作り手側の視点での時間・コスト感覚を理解すること
ができる。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点での問題解決の方法を理解することが
できる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 20 20 10 100

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
２

２ ５

この授業ではインテリア計画に重要なデザインマネジメ
ントの基礎を学ぶ。授業を通じて、クライアント・ユー
ザー側の視点からの取り組みとして、インテリアを計画・
設計する上で求められるさまざまなマネジメントの基礎
的な知識の習得を目指す。

クライアント・ユーザー側の視点について理解することができる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点でのコンセプトを理解することが
できる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点でのプレゼンテーションを理解す
ることができる。 5 5 10 10 30

クライアント・ユーザー側の視点での時間・コスト感覚を理解する
ことができる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点での問題解決の方法を理解するこ
とができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 20 20 10 100
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授
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科
目
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( 単位 )

開
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期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
図
法
実
習
２

２ ２建築作品を一つ選定し，平・立・断面図を描き，模型制作・
写真撮影を行い，プレゼンテーションを行う。

壁や柱など建築の基本的な寸法の把握ができる。 10 10

平面図を適切に描くことができる。 20 20

断面図を適切に描くことができる。 20 20

効果的な建築模型を制作できる。 20 10 30

建築作品の図面や写真を分かりやすく一枚のポスターにまとめ，発
表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 10 0 0 100

造
形
基
礎
実
習

２　 １
建築やインテリアの設計・研究をしていくための造形の
基礎実習を行う。メモをとるように気軽に形や空間をス
ケッチできるようにする。

メモをとるように気軽に形や空間をスケッチできる。 10 10 10 30

建築写真のコピーをトレース、模写しながら鉛筆描写ができる。 10 10 20

建築や空間を観察し、特徴をスケッチすることができる。 10 10 20

建築や空間を想像し、スケッチすることができる。 10 10 20

人の作品を客観的に評価できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 40 10 10 100

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

基
礎
実
習

２ ２建築の＜かたち＞や＜空間＞を把握するために必要な基
礎的なトレーニングを、実習を通しておこなう。

形や空間に対する基礎的な理解を実習を通して深める事ができる。 30 30

素材の質感や特性を生かした造形表現ができる。 30 30

コンセプトに応じた形態の発想ができる。 20 20

人の作品を客観的に評価できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
エ
レ
メ
ン
ト
演
習
１

２ ４

 インテリア空間を構成する床、壁、天井、開口部ならび
に家具、造作家具、照明、インテリア・アクセサリー、
インテリア設備機器について人間工学、空間的構成、イ
ンテリア・スタイル、形態、素材、色彩、光、照明の計
画について学ぶ。

インテリアエレメントの構成要素について説明できる。 5 5 10

インテリアメントの床、壁、天井、開口部の「空間構成手法」を理
解することができる。 5 5 10

インテリアの「素材、色彩の特性」の概要について説明 できる。 5 5 10

仕上げ材と下地、構造体との関係を説明できる。 5 5 10

家具の機能、構造、仕様、概要を理解し説明できる。 5 5 10

インテリアのエレメント、素材、色彩、照明、設備をふまえた計画、
設計ができる。 5 5 5 5 5 10 10 5 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 30 30 5 10 10 5 100
イ
ン
テ
リ
ア
エ
レ
メ
ン
ト
演
習
２

２ ５
照明計画によって、インテリアの空間性、形、色、素材、
スケールは大きく変化し、人間の心理は大きく影響を受
けます。照明計画の基本を「住まい、商空間、屋外空間
の設計事例」を通じて照明計画を学ぶ。

インテリア空間を主とした照明計画、照明手法を説明できる。 10 10

照明器具の光源、色温度、１／２ビーム角、照度、輝度等を説明できる。 15 15

住宅の基本的な照明計画ができる。 5 5 5 5 5 25

商空間の基本的な照明設計ができる。 5 5 5 5 5 25

屋外空間の基本的な照明計画ができる。 5 5 5 5 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 40 0 15 15 100

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
１

２ ３

この授業ではインテリア計画に重要なデザインマネジメ
ントの基礎を学ぶ。授業を通じて、デザイナー・作り手
側の視点からの取り組みとして、インテリアを計画・設
計する上で求められるさまざまなマネジメントの基礎的
な知識の習得を目指す。

デザイナー・作り手側の視点について理解することができる。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点でのコンセプトを理解することができ
る。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点でのプレゼンテーションを理解するこ
とができる。 5 5 10 10 30

デザイナー・作り手側の視点での時間・コスト感覚を理解すること
ができる。 5 5 10

デザイナー・作り手側の視点での問題解決の方法を理解することが
できる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 20 20 10 100

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
２

２ ５

この授業ではインテリア計画に重要なデザインマネジメ
ントの基礎を学ぶ。授業を通じて、クライアント・ユー
ザー側の視点からの取り組みとして、インテリアを計画・
設計する上で求められるさまざまなマネジメントの基礎
的な知識の習得を目指す。

クライアント・ユーザー側の視点について理解することができる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点でのコンセプトを理解することが
できる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点でのプレゼンテーションを理解す
ることができる。 5 5 10 10 30

クライアント・ユーザー側の視点での時間・コスト感覚を理解する
ことができる。 5 5 10

クライアント・ユーザー側の視点での問題解決の方法を理解するこ
とができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 0 20 20 10 100
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専
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科
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基
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科
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イ
ン
テ
リ
ア
設
計
１

３ ３

１年次に習得した製図、模型制作、インテリア計画の基
本をベースに、住まいの空間「住まいのインテリア設計」・

「家具の設計、いす、テーブル、収納等」を通じ、計画、
設計、製図、スケッチ、模型等のインテリア設計の基礎
を学ぶ。

インテリアの計画・設計の基本を理解することができる。 20 20

事例研究（住まい、家具等）に基づき発表ができる。 10 10 20

計画のイメージをスケッチや模型で表現することができる。 20 20

インテリアの基本的な設計図面（平面図、断面図、展開図等）を描
くことができる。 20 20

インテリアの計画・設計のプレゼンテーションをすることができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 10 0 5 5 5 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
２

３ ４
働く・学びの空間「オフィス、学校、病院、公共等のイ
ンテリア」、「サイン計画、ＶＩ計画」について計画、設計、
プレゼンテーションを学ぶ。

働く、学ぶ、公共等の基本的なインテリアデザイン計画・設計がで
きる。 5 5 5 5 20

ユニバーサル、サスティナブル・デザインを考慮し計画、設計する
ことができる。 5 5 10

プレゼンテーション（スケッチ、模型、ＣＡＤ、図表化、文章化）
をすることができる。 5 5 10

サイン計画、ＶＩ計画基本を理解し計画することができる。 5 5 10

計画対象と周囲環境との関係性を理解することことができる。 5 5 10

標準解・一般解と特殊解の差異を理解することができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 30 30 5 10 10 10 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
３

３ ５

遊びの空間「ディスプレイ・展示空間等の設計」展示計画、
空間計画、「商業空間等の設計」業態計画、空間計画につ
いて、デザインの領域性、段階性を通じて設計提案でき
る思考力、コミュニケーション力、空間表現力、プレゼ
ンテーション力を学ぶ。

展示計画、業態計画を展開し空間計画することができる。 2.5 5 5 5 5 5 5 5 37.5

展示空間、物販、飲食、サービス空間の基本的な計画、設計をする
ことができる。 2.5 5 5 5 5 5 5 5 37.5

計画対象と周囲環境との関係性を理解することができる。 5 5

多様な空間造形手法を学び、独創的な手法の開発ができる。 5 5 10

瞬間的デザイン、継続的デザインの差異を理解し、計画、設計、プ
レゼンテーションできる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 10 10 10 10 10 25 20 100

建
築
遺
産
Ａ

２ ３日本建築の特質と構造的特徴を把握し、文化遺産と視点
の継承のあり方を考察する。

古建築のもつ文化的価値を理解できる。 30 30

日本建築の構造表現と美的表現の特質を理解できる。 30 30

日本建築の構造部材の名称と役割を説明できる。 10 10

日本建築の軒の深い屋根を支える構造の仕組みが説明できる。 10 10

住宅平面の変化は、生活様式（機能）の変化に対応したものである
ことが説明できる。 10 10

仏堂平面の拡大は、宗教空間に人間の礼拝空間が入り込むことによっ
て進行したことが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

建
築
遺
産
Ｂ

　 ２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて講義する。

古典系建築の特徴を説明できる。 30 30

中世系建築の特徴を説明できる。 30 30

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 20 20

各様式の相違を理解できる。 10 10

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

環
境
工
学
１

２ ３室内環境を視覚的に捉えることを学ぶ。

住環境を例に取り上げ，照明視環境の意味と重要性を説明できる。 15 15

照明視環境を語る際に必要な測光量について，その定義を説明でき
る。 20 20

測光量の間の関係式を理解し，光に関する事象を説明するための計
算ができる。 20 20

昼光の重要性を理解し，昼光方式の分類とそれらの特徴を説明でき
る。 15 15

人工照明，照明設備の分類とそれらの特徴を説明できる。 15 15

照明視環境の量と質に関する評価を，測光量などを用いて説明でき
る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
工
学
２

２ ４熱環境および空気環境について学ぶ。

熱の移動形態について説明できる。 20 20

室内の熱環境の評価について説明できる。 15 15

結露のメカニズムとその対策について説明できる。 15 15

室内の空気汚染とその対策について説明できる。 20 20

換気方式の種類について説明できる。 15 15

必要換気量を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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専
門
科
目
群

基
幹
科
目

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
１

３ ３

１年次に習得した製図、模型制作、インテリア計画の基
本をベースに、住まいの空間「住まいのインテリア設計」・

「家具の設計、いす、テーブル、収納等」を通じ、計画、
設計、製図、スケッチ、模型等のインテリア設計の基礎
を学ぶ。

インテリアの計画・設計の基本を理解することができる。 20 20

事例研究（住まい、家具等）に基づき発表ができる。 10 10 20

計画のイメージをスケッチや模型で表現することができる。 20 20

インテリアの基本的な設計図面（平面図、断面図、展開図等）を描
くことができる。 20 20

インテリアの計画・設計のプレゼンテーションをすることができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 10 0 5 5 5 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
２

３ ４
働く・学びの空間「オフィス、学校、病院、公共等のイ
ンテリア」、「サイン計画、ＶＩ計画」について計画、設計、
プレゼンテーションを学ぶ。

働く、学ぶ、公共等の基本的なインテリアデザイン計画・設計がで
きる。 5 5 5 5 20

ユニバーサル、サスティナブル・デザインを考慮し計画、設計する
ことができる。 5 5 10

プレゼンテーション（スケッチ、模型、ＣＡＤ、図表化、文章化）
をすることができる。 5 5 10

サイン計画、ＶＩ計画基本を理解し計画することができる。 5 5 10

計画対象と周囲環境との関係性を理解することことができる。 5 5 10

標準解・一般解と特殊解の差異を理解することができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 30 30 5 10 10 10 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
３

３ ５

遊びの空間「ディスプレイ・展示空間等の設計」展示計画、
空間計画、「商業空間等の設計」業態計画、空間計画につ
いて、デザインの領域性、段階性を通じて設計提案でき
る思考力、コミュニケーション力、空間表現力、プレゼ
ンテーション力を学ぶ。

展示計画、業態計画を展開し空間計画することができる。 2.5 5 5 5 5 5 5 5 37.5

展示空間、物販、飲食、サービス空間の基本的な計画、設計をする
ことができる。 2.5 5 5 5 5 5 5 5 37.5

計画対象と周囲環境との関係性を理解することができる。 5 5

多様な空間造形手法を学び、独創的な手法の開発ができる。 5 5 10

瞬間的デザイン、継続的デザインの差異を理解し、計画、設計、プ
レゼンテーションできる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 10 10 10 10 10 25 20 100

建
築
遺
産
Ａ

２ ３日本建築の特質と構造的特徴を把握し、文化遺産と視点
の継承のあり方を考察する。

古建築のもつ文化的価値を理解できる。 30 30

日本建築の構造表現と美的表現の特質を理解できる。 30 30

日本建築の構造部材の名称と役割を説明できる。 10 10

日本建築の軒の深い屋根を支える構造の仕組みが説明できる。 10 10

住宅平面の変化は、生活様式（機能）の変化に対応したものである
ことが説明できる。 10 10

仏堂平面の拡大は、宗教空間に人間の礼拝空間が入り込むことによっ
て進行したことが説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

建
築
遺
産
Ｂ

　 ２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて講義する。

古典系建築の特徴を説明できる。 30 30

中世系建築の特徴を説明できる。 30 30

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 20 20

各様式の相違を理解できる。 10 10

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

環
境
工
学
１

２ ３室内環境を視覚的に捉えることを学ぶ。

住環境を例に取り上げ，照明視環境の意味と重要性を説明できる。 15 15

照明視環境を語る際に必要な測光量について，その定義を説明でき
る。 20 20

測光量の間の関係式を理解し，光に関する事象を説明するための計
算ができる。 20 20

昼光の重要性を理解し，昼光方式の分類とそれらの特徴を説明でき
る。 15 15

人工照明，照明設備の分類とそれらの特徴を説明できる。 15 15

照明視環境の量と質に関する評価を，測光量などを用いて説明でき
る。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
工
学
２

２ ４熱環境および空気環境について学ぶ。

熱の移動形態について説明できる。 20 20

室内の熱環境の評価について説明できる。 15 15

結露のメカニズムとその対策について説明できる。 15 15

室内の空気汚染とその対策について説明できる。 20 20

換気方式の種類について説明できる。 15 15

必要換気量を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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科
目
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必
修
選
択
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由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

環
境
工
学
３

２ ５室内環境を形成する日照・日射について学ぶとともに、
建築・都市における音環境の概要を学ぶ。

太陽位置の算出法を説明できる。 15 15

日影曲線を用いて建物の日影図を描くことができる。 15 15

日射の分類を説明できる。 20 20

音の物理量を理解する。 15 15

建築空間において望ましい音響条件について説明できる。 15 15

建築音響計画の具体的手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

建
築
設
備

２ ６建築に導入される空調・給排水・防災・ガス・電気の各
設備について学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 10 10

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 15 15

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 15 15

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 20 20

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 20 20

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

建
築
の
仕
組
み

２　 １木造住宅の仕組み、RC 造の原理および S 造の仕組みを
模型製作を通して学ぶ。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 25 25

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 25 25

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 5 5 5 30

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 15 10 0 5 5 5 100

展
開
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターンシップを行う。

実習先企業がどのような業務を行っているのか、建築業界の中でど
のような位置付けにあるのかを説明できる。 10 10 20

実務で発生する具体的な問題点の一例とその解決策について説明で
きる。 10 10 20

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 10 10 10 30

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

空
間
文
化
論

２ ４
自然、社会、暮らし、地域、時代の中でどのように空間
が芽生え、形成されているのか、主に近代空間文化につ
いて、ヒト−モノ・スペース−ココロという関係性を通じ、
その背景、周囲性、関係性、特徴について学ぶ。

自然環境の認識・概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

西洋の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

日本の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の芸術文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の建築、インテリア文化の概要について理解を深めることがで
きる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 25 0 25 0 100

行
動
空
間
学

２ ５平面や断面の形によって決定される空間形態と人間の行
動との対応関係に関する知見を学ぶ。

質の時代に相応しい住宅建築の事例をいくつか説明できる。 20 20

質の時代に相応しい建築史を概観できる。 20 20

我が国の住宅建築を理解する幾つかのキーワードを説明できる。 20 20

建築構造材料の物性と空間の創り方の関係を概観できる。 20 20

建築を単なる物的創造としてではなく、その背景にある課題を通じ
て視る素養を得る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

建
築
企
画
論

２ ６新しい建築形態・空間形態・建築の機能などの生み方に
関する知見を学ぶ。

現代建築の主要な建築家・作品の特徴を独自の視点で説明できる。 15 10 25

建築分野の様々な職能を理解して説明できる。 25 25

建築のプレゼンテーション手法を理解して説明できる。 25 25

建築に関する企画立案ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100

都
市
計
画

２ ７都市計画の目的と実現手段を学ぶとともに、実現手段の
方法についての知見を学ぶ。

都市計画の目的と実現手段を説明できる。 20 20

街並みを整える方法が説明でき、設計に応用できる。 20 20

緑や水辺を活かす方法を説明でき、設計に応用できる。 20 20

道や広場についての課題が説明でき、設計に応用できる。 20 20

安心して住めるまちについて説明でき、設計に応用できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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修
選
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由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

環
境
工
学
３

２ ５室内環境を形成する日照・日射について学ぶとともに、
建築・都市における音環境の概要を学ぶ。

太陽位置の算出法を説明できる。 15 15

日影曲線を用いて建物の日影図を描くことができる。 15 15

日射の分類を説明できる。 20 20

音の物理量を理解する。 15 15

建築空間において望ましい音響条件について説明できる。 15 15

建築音響計画の具体的手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

建
築
設
備

２ ６建築に導入される空調・給排水・防災・ガス・電気の各
設備について学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 10 10

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 15 15

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 15 15

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 20 20

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 20 20

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

建
築
の
仕
組
み

２　 １木造住宅の仕組み、RC 造の原理および S 造の仕組みを
模型製作を通して学ぶ。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 25 25

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 25 25

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 5 5 5 30

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 10 15 10 0 5 5 5 100

展
開
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターンシップを行う。

実習先企業がどのような業務を行っているのか、建築業界の中でど
のような位置付けにあるのかを説明できる。 10 10 20

実務で発生する具体的な問題点の一例とその解決策について説明で
きる。 10 10 20

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 10 10 10 30

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

空
間
文
化
論

２ ４
自然、社会、暮らし、地域、時代の中でどのように空間
が芽生え、形成されているのか、主に近代空間文化につ
いて、ヒト−モノ・スペース−ココロという関係性を通じ、
その背景、周囲性、関係性、特徴について学ぶ。

自然環境の認識・概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

西洋の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

日本の空間文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の芸術文化の概要について理解を深めることができる。 10 5 5 20

近代の建築、インテリア文化の概要について理解を深めることがで
きる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 25 0 25 0 100

行
動
空
間
学

２ ５平面や断面の形によって決定される空間形態と人間の行
動との対応関係に関する知見を学ぶ。

質の時代に相応しい住宅建築の事例をいくつか説明できる。 20 20

質の時代に相応しい建築史を概観できる。 20 20

我が国の住宅建築を理解する幾つかのキーワードを説明できる。 20 20

建築構造材料の物性と空間の創り方の関係を概観できる。 20 20

建築を単なる物的創造としてではなく、その背景にある課題を通じ
て視る素養を得る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

建
築
企
画
論

２ ６新しい建築形態・空間形態・建築の機能などの生み方に
関する知見を学ぶ。

現代建築の主要な建築家・作品の特徴を独自の視点で説明できる。 15 10 25

建築分野の様々な職能を理解して説明できる。 25 25

建築のプレゼンテーション手法を理解して説明できる。 25 25

建築に関する企画立案ができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 10 0 0 0 0 100

都
市
計
画

２ ７都市計画の目的と実現手段を学ぶとともに、実現手段の
方法についての知見を学ぶ。

都市計画の目的と実現手段を説明できる。 20 20

街並みを整える方法が説明でき、設計に応用できる。 20 20

緑や水辺を活かす方法を説明でき、設計に応用できる。 20 20

道や広場についての課題が説明でき、設計に応用できる。 20 20

安心して住めるまちについて説明でき、設計に応用できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100
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分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

ま
ち
づ
く
り
論

２ ７日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

1) 欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 20 20

2) 公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 20 20

3) 環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 20 20

4) 緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 20 20

5) まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 95 0 0 0 5 0 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

２ ６建築デザインの論理を、具体的な建築作品の分析を通し
て開示していく。

デザインの発想が論理的なプロセスであることが説明できる。 30 30

デザインの発想において良いコンセプトと悪いコンセプトの区別が
できる。 20 20

与えられた課題に対して良いコンセプトをたてることができる。 20 20

建築の空間が特別の「意味」をともなっていることが説明できる。 20 20

空間の特定の「意味」を表現するために、特定の造形が工夫された
ことを理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
４

３ ６

新業態、複合用途の空間「複合商業施設等の設計、イン
テリア−建築−環境」、「インテリアデザイン系等のコン
ペ」２つの設計課題の業態計画、空間計画について、独
創性、社会性、環境性、文化性を重視し企画、設計、プ
レゼンテーションできる総合的な提案力を学ぶ。

課題発見を通じ、一般的な課題と関連する事例をいくつか説明でき
る。 10 10 20

課題発見やエスキス ( スケッチ ) を通じ、比較的新しい課題と関連す
る事例を説明できる。 5 10 10 20

エスキス ( スケッチ ) を通じ、単に「食寝」するだけでなく、「楽し
く暮らす」課題と関連する提案ができる。 5 10 20

プレゼンチェックを通じ、新しい課題と関連する提案を分かりやす
く説明することができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 30 35 0 10 10 10 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
史

２ ５
近代以降現代も含めて、建築や町並みの歴史と価値を理
解し、それらを保存・継承・活用していく方法を世界的
な視点から考える。

近代主義建築（モダニズム建築）の特徴を説明できる。 25 25

近代主義建築（モダニズム建築）が、第二次大戦後、多様化していっ
た流れを説明できる。 25 25

ル・コルビュジエ、ミース・ファン・デル・ローエ、フランク・ロイド・
ライト、丹下健三など、近代建築の巨匠と呼ばれる建築家の作品の
特徴を説明できる。

25 25

日本における近代建築の流れは欧米と違うことを説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

維
持
・
保
全
工
学

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 15 5 5 25

建物の維持保全の必要性が説明出来る 10 10 5 25

建物の診断手法について説明できる 10 10 5 25

建物の改修方法について説明できる 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 0 0 0 30 5 5 100

建
築
生
産
１

２ ３建築生産１は建築施工計画と工程管理および地下工事に
ついて学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 5 5 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 5 15

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 5 10

工程表の種類・作成手順について説明できる。 5 5 5 15

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 5 5 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 5 10

地下工事の工法について説明できる。 5 5 5 15

基礎・杭工事について説明できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 25 0 0 0 15 40 0 100

建
築
生
産
２

２ ４建築生産２は地上躯体工事・仕上げ工事および設備工事
について学ぶ。

鉄筋コンクリート工事施工計画について説明できる。 5 5 5 15

コンクリートの配合計画について説明できる。 10 5 15

鉄骨工事施行計画について説明できる。 5 5 5 15

仕上工事計画の基本事項について説明できる。 5 5 10

木工事の基本事項について説明できる。 5 5 10

内装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 10

外装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 5 15

解体工事工法の概要について説明できる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 35 0 0 0 15 35 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

ま
ち
づ
く
り
論

２ ７日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

1) 欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 20 20

2) 公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 20 20

3) 環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 20 20

4) 緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 20 20

5) まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 95 0 0 0 5 0 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
論

２ ６建築デザインの論理を、具体的な建築作品の分析を通し
て開示していく。

デザインの発想が論理的なプロセスであることが説明できる。 30 30

デザインの発想において良いコンセプトと悪いコンセプトの区別が
できる。 20 20

与えられた課題に対して良いコンセプトをたてることができる。 20 20

建築の空間が特別の「意味」をともなっていることが説明できる。 20 20

空間の特定の「意味」を表現するために、特定の造形が工夫された
ことを理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
４

３ ６

新業態、複合用途の空間「複合商業施設等の設計、イン
テリア−建築−環境」、「インテリアデザイン系等のコン
ペ」２つの設計課題の業態計画、空間計画について、独
創性、社会性、環境性、文化性を重視し企画、設計、プ
レゼンテーションできる総合的な提案力を学ぶ。

課題発見を通じ、一般的な課題と関連する事例をいくつか説明でき
る。 10 10 20

課題発見やエスキス ( スケッチ ) を通じ、比較的新しい課題と関連す
る事例を説明できる。 5 10 10 20

エスキス ( スケッチ ) を通じ、単に「食寝」するだけでなく、「楽し
く暮らす」課題と関連する提案ができる。 5 10 20

プレゼンチェックを通じ、新しい課題と関連する提案を分かりやす
く説明することができる。 5 5 10 10 10 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 30 35 0 10 10 10 100

建
築
デ
ザ
イ
ン
史

２ ５
近代以降現代も含めて、建築や町並みの歴史と価値を理
解し、それらを保存・継承・活用していく方法を世界的
な視点から考える。

近代主義建築（モダニズム建築）の特徴を説明できる。 25 25

近代主義建築（モダニズム建築）が、第二次大戦後、多様化していっ
た流れを説明できる。 25 25

ル・コルビュジエ、ミース・ファン・デル・ローエ、フランク・ロイド・
ライト、丹下健三など、近代建築の巨匠と呼ばれる建築家の作品の
特徴を説明できる。

25 25

日本における近代建築の流れは欧米と違うことを説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

維
持
・
保
全
工
学

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 15 5 5 25

建物の維持保全の必要性が説明出来る 10 10 5 25

建物の診断手法について説明できる 10 10 5 25

建物の改修方法について説明できる 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30 0 0 0 30 5 5 100

建
築
生
産
１

２ ３建築生産１は建築施工計画と工程管理および地下工事に
ついて学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 5 5 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 5 15

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 5 10

工程表の種類・作成手順について説明できる。 5 5 5 15

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 5 5 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 5 10

地下工事の工法について説明できる。 5 5 5 15

基礎・杭工事について説明できる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 25 0 0 0 15 40 0 100

建
築
生
産
２

２ ４建築生産２は地上躯体工事・仕上げ工事および設備工事
について学ぶ。

鉄筋コンクリート工事施工計画について説明できる。 5 5 5 15

コンクリートの配合計画について説明できる。 10 5 15

鉄骨工事施行計画について説明できる。 5 5 5 15

仕上工事計画の基本事項について説明できる。 5 5 10

木工事の基本事項について説明できる。 5 5 10

内装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 10

外装仕上工事の基本的事項について説明できる。 5 5 5 15

解体工事工法の概要について説明できる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 35 0 0 0 15 35 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
測
量
学
同
実
習

２ ７建築現場で行われる基礎的な測量の方法を学ぶ。

レベルを正しく扱うことができる。 20 20

トランシットを正しく扱うことができる。 20 20

水準測量、トラバースにおいて野帳を正しく記入することができる。 20 20

水準測量において閉合誤差の配分をすることができる。 10 10

トラバース計算ができる。 20 20

平板測量ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

環
境
心
理
学

２ ５
建築・都市空間においてそれを形成する一要因である色
彩について学ぶとともに、それらの空間を物理的ではな
く、心理的に捉える手法を学ぶ。

環境心理学を学ぶ意義を説明できる。 15 15

建築の色彩に関する重要な要件を説明できる。 40 40

「環境−人間」系の中での，個人と集団との関わりを説明できる。 15 15

空間の雰囲気，大きさに関して，事例を取り上げその検討方法を紹
介できる。 15 15

場所の分科と階層性，選択に関し，事例を取り上げてその検討方法
を紹介できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
評
価
演
習

２ ６光・熱・空気環境について実測し評価を行う。

室内の明るさ分布について説明できる。 15 15

建築で使われる色彩について説明できる。 15 15

照明用光源の発光原理について説明できる。 15 15

光源の分光分布および点滅特性について説明できる。 20 20

結露発生の仕組みを説明できる。 15 15

室内における温熱環境評価について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100

セ
ミ
ナ
２

２ ８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ O P 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

建
築
測
量
学
同
実
習

２ ７建築現場で行われる基礎的な測量の方法を学ぶ。

レベルを正しく扱うことができる。 20 20

トランシットを正しく扱うことができる。 20 20

水準測量、トラバースにおいて野帳を正しく記入することができる。 20 20

水準測量において閉合誤差の配分をすることができる。 10 10

トラバース計算ができる。 20 20

平板測量ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

環
境
心
理
学

２ ５
建築・都市空間においてそれを形成する一要因である色
彩について学ぶとともに、それらの空間を物理的ではな
く、心理的に捉える手法を学ぶ。

環境心理学を学ぶ意義を説明できる。 15 15

建築の色彩に関する重要な要件を説明できる。 40 40

「環境−人間」系の中での，個人と集団との関わりを説明できる。 15 15

空間の雰囲気，大きさに関して，事例を取り上げその検討方法を紹
介できる。 15 15

場所の分科と階層性，選択に関し，事例を取り上げてその検討方法
を紹介できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
評
価
演
習

２ ６光・熱・空気環境について実測し評価を行う。

室内の明るさ分布について説明できる。 15 15

建築で使われる色彩について説明できる。 15 15

照明用光源の発光原理について説明できる。 15 15

光源の分光分布および点滅特性について説明できる。 20 20

結露発生の仕組みを説明できる。 15 15

室内における温熱環境評価について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ ７

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100

セ
ミ
ナ
２

２ ８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

30 40 30 100

0

0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 40 30 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の
高い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 社会基盤に携わる技術者として必要な土木の３つの力学（構造・水
理・土質）の基礎を身につけている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 社会基盤整備の計画・調査・設計・施工等に必要な主要 分野に関す
る専門知識を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 実験・測量等調査におけるデータを正確に分析し，論理的に考察す
ることができる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 技術者に必要な汎用的な情報処理能力に加え，社会基盤整備の実践
に関わる情報活用能力を身につけている。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 多様で複雑な状況を，確かな教養と専門知識に基づいて正しく整理
するとともに，倫理観を持ち主体的に思考することで，都市基盤整
備における新たな提案・価値を創造することができる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

工学部 建築学科 土木・環境専攻 カリキュラムマップ

− 302 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］ 

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

大学の目的
大同大学は、教育基本法並びに建学の精神と理念に則り、深い専門の学芸の教育研究を通じて、豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し、社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は、豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し、創造力に富み主体的に行動できる質の
高い専門職業人を育成するとともに、工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針  

A. 英語の習得に積極的に取り組み、英語力を向上させ、基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 社会基盤に携わる技術者として必要な土木の３つの力学（構造・水
理・土質）の基礎を身につけている。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. 社会基盤整備の計画・調査・設計・施工等に必要な主要 分野に関す
る専門知識を身につけている。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. 実験・測量等調査におけるデータを正確に分析し，論理的に考察す
ることができる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. 技術者に必要な汎用的な情報処理能力に加え，社会基盤整備の実践
に関わる情報活用能力を身につけている。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 多様で複雑な状況を，確かな教養と専門知識に基づいて正しく整理
するとともに，倫理観を持ち主体的に思考することで，都市基盤整
備における新たな提案・価値を創造することができる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

工学部 建築学科 土木・環境専攻 カリキュラムマップ

− 303 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。　リーディングという
と英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、
特に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、
英語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成しま
す。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 100

− 304 −
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人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。　リーディングという
と英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、
特に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、
英語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成しま
す。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 100
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Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100
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自
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群

Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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授
業
科
目
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開
講
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学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
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自
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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区
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授
業
科
目
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開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに，学校自体を一つの社会として捉え，そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 100
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授
業
科
目
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( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 100

− 321 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

− 322 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

化
学
１

２ １元素，原子，分子，化学結合について学び，物質のなりたち，
ありようの根源を修得する。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 10 10 20

原子の構造を説明できる 10 10 20

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10 20

元素の分類と代表的な単体・化合物の性質を説明できる 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 70 0 30 0 0 0 0 0 100

化
学
２

２ ２原子，分子の集団として振る舞い，および性質を修得する。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10 20

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10 20

生命と化学との関係を説明できる 5 5 10

環境と化学との関係を説明できる 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 60 0 40 0 0 0 0 0 100

− 323 −



科
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群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
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開
講
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必
修
選
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自
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
　　

１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 100
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２
　　

１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 100
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基
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工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動
方程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ３

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

基
礎
数
理
演
習
１

２ ２主に「形と力１」および「形と力２」で学ぶ内容について，
演習を中心に学習する。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10  10

基本的な問題を，迅速かつ確実に解くことができる。 15 15

力学における各種物理量の単位の重要性を理解し，正しく速やかに
換算することができる。 15 15

力やモーメントの概念およびそのつり合いの意味を理解し，つり合
い条件式を立てることができる。 15 15

物体の内部に生じる力について説明することができる。 15  15

静定ばりの断面力図を，正しく速やかに描くことができる。 15 15

影響線を用いて、はりの反力や断面力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

基
礎
数
理
演
習
２

２ ３
前半では平面・曲面に作用する水圧や管路流量など流体
に関する演習を行い、後半では土の物性値、強度・地盤
の透水設計など土質に関する演習を行う。

内挿・外挿・割合の計算ができる。 10 10

常用対数・自然対数に関する計算ができる。 10 10

土の諸量に関する計算ができる。 15  15

圧力と力を互いに変換計算できる。 10 10

平板上の水圧分布から全圧力・作用点を計算できる。 10 10

連続式を用いて未知量の計算ができる。 15 15

エネルギー保存則から流れの未知諸量を計算できる。 15 15

方程式と未知量の数を考えて多元一次問題を解くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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専
門
基
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工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動
方程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。 2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。 2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。 2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。 2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で
きる。 3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 100

基
礎
工
学
実
験

２　 ３

実験によって再確認できるものが自然科学の対象である。
この実証主義はガリレオ以来のものである。工学の基礎
である物理学，化学の実験によって，実験の方法，意味
を修得する。物理学実験では基本的な物理量を測定し，
その意味について考える。化学実験では化学反応の本質，
物質の定量法について実験を通して理解する。

＜物理学実験＞ 0

ボルダの振り子によって有効重力加速度の値，その誤差を計算でき
る。 10 10

熱の仕事当量の値を測定できる。 10 10

ニュートン・リングによって，レンズの曲率半径の値，その誤差を
計算できる。 10 10

電子の比電荷の値を測定できる。 10 10

回転振動体の減衰振動および強制振動を観察し，減衰率や共振曲線
を求められる。 10 10

＜化学実験＞ 0

金属陽イオンの反応を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

酸・塩基の中和反応と滴定曲線を理解し、電離平衡反応の解離定数
を計算できる。 10 10

酸化・還元反応の本質を理解し、反応式を書くことができる。 10 10

気体の発生・捕集の実験結果の解析において、気体の状態方程式を
使うことができる。 10 10

電気化学反応を化学反応式を用いて説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

基
礎
数
理
演
習
１

２ ２主に「形と力１」および「形と力２」で学ぶ内容について，
演習を中心に学習する。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10  10

基本的な問題を，迅速かつ確実に解くことができる。 15 15

力学における各種物理量の単位の重要性を理解し，正しく速やかに
換算することができる。 15 15

力やモーメントの概念およびそのつり合いの意味を理解し，つり合
い条件式を立てることができる。 15 15

物体の内部に生じる力について説明することができる。 15  15

静定ばりの断面力図を，正しく速やかに描くことができる。 15 15

影響線を用いて、はりの反力や断面力を求めることができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

基
礎
数
理
演
習
２

２ ３
前半では平面・曲面に作用する水圧や管路流量など流体
に関する演習を行い、後半では土の物性値、強度・地盤
の透水設計など土質に関する演習を行う。

内挿・外挿・割合の計算ができる。 10 10

常用対数・自然対数に関する計算ができる。 10 10

土の諸量に関する計算ができる。 15  15

圧力と力を互いに変換計算できる。 10 10

平板上の水圧分布から全圧力・作用点を計算できる。 10 10

連続式を用いて未知量の計算ができる。 15 15

エネルギー保存則から流れの未知諸量を計算できる。 15 15

方程式と未知量の数を考えて多元一次問題を解くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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群

区
　
　
分

授
業
科
目
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( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

情
報
系

基
礎
情
報
処
理 

２ １
基本ソフトウェア（Word，Excel，Power Point）を操作
して情報の活用方法に習熟するとともに，益々重要度が
高まりつつある情報セキュリティや情報倫理の基礎を学
ぶ。

キーボードの配列を覚え、スムーズに文字を入力することができる。 15 15

Word の各種機能を用いて、見やすい書類を作成することができる。 15 15

Excel を用いてセル間の演算やグラフ作成ができる。 15 15

Excel の高度な関数を使い，データの抽出，整理，変換などができる。 15 15

Power Point を用いて、見やすいスライドを作成することができる。 15 15

ネットワークセキュリティの重要性を説明することができる。 15 15

情報倫理の重要性を説明することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

２ ３
ＣＡＤの基本となる線を描く，図形の作成，図形の修正・
編集，寸法と文字の配置，画層（レイヤー）の作成，印
刷等の操作を習得した上で，土木構造物の課題を作図す
る。

手書きと CAD 製図の違いについて説明ができる。 20 20

CAD で製図する場合、必要なルールが説明できる。 30 30

2D-CAD の基本操作ができる。 30 30

プレゼンテーションボードが作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
礎

２ ５
各自治体や民間企業・教育機関で使われているＧＩＳ（地
理情報システム Geographic Information System）の基
本操作やデータ構築，主題図作成等の基礎を学ぶ。

GIS の機能と特徴が説明できる。 25 25

GIS を使って，いろいろな地図データを取り込み重ね合わせて表示
できる 25 25

目的に合った主題図を作成できる 25 25

外部のデータを地図上のデータと関連付けることができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

応
用
数
学

２ ４
この授業では，土木技術者が知っておかなければならな
い数学の問題を取り上げ，基本的な考え方とエクセルを
用いた解の導き方を習得することを目的としている。

行列演算（加減乗）ができる。 20 20

多元連立方程式の解を，行列を用いて求めることができる。 15 15

方程式の根を 2 分法およびニュートンラプソン法により求めること
ができる。 15 15

最小自乗法により，XY データを多項式近似する方法について説明で
きる。 20 20

台形公式およびシンプソンの公式を用いて数値積分を行うことがで
きる。 15 15

数値データを統計処理して，平均値や標準偏差を用いて分析できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

２ ４CAD を用い社会基盤施設の詳細な２次元図面作成，３次
元モデリングとレンダリングの基本的な操作を学ぶ。

2D・3D-CAD の特徴や実務での応用について説明できる。 20 20

2D-CAD の応用操作ができる 20 20

3D-CAD の応用操作ができる。 20 20

多彩な図面表現手法を習得している。 20 20

平面プレゼンテーションの新たな基礎的技術を習得している。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｖ
Ｒ
基
礎

２ ６
ＶＲを用いて，実際に道路設計を実施し，３次元道路構
造を作成する。また，骨組構造解析ソフトを用いて，橋
梁等を計算し，その結果をＶＲ上で表現する。

ＶＲ上で道路定義および平面交差処理作業ができる。 20 20

モデル配置およびシミュレーション設定が作成できる。 20 20

既存モデルや道路作成を行ったデータを使用して，交通シミュレー
ションを行うことができる。 15 15

航空写真を貼りつけて、任意の位置にてデータを作成することがで
きる。 15 15

ＶＲデータを使用して，景観の検討やまちづくりの計画ができる。 15 15

ＶＲデータを使用して，プレゼンテーションを行うことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

応
用
情
報
処
理

２ ６
データの図表化，報告書の作成，またプレゼンテーショ
ンの方法について修得する。また，数値計算プログラム
についても学ぶ。

様々な処理の流れをフローチャートで表すことができる。 15 15

ExcelVBA の学習を通して、プログラミングの基本概念を理解する
ことができる。 20 20

条件分岐、繰り返し処理が含まれる簡単なプログラムを作成できる。 15 15

サブルーチン利用のメリットを理解し、サブルーチンを呼び出すプ
ログラムを作成できる。 15 15

Excel で行う複雑なデータ処理を、ExcelVBA を用いることでより簡
単に行うことができることを理解し、プログラムを作成できる。 20 20

Excel を用いて散布図を作成することができ、ExcelVBA を用いて回
帰直線を求めるプログラムを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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情
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基
礎
情
報
処
理 

２ １
基本ソフトウェア（Word，Excel，Power Point）を操作
して情報の活用方法に習熟するとともに，益々重要度が
高まりつつある情報セキュリティや情報倫理の基礎を学
ぶ。

キーボードの配列を覚え、スムーズに文字を入力することができる。 15 15

Word の各種機能を用いて、見やすい書類を作成することができる。 15 15

Excel を用いてセル間の演算やグラフ作成ができる。 15 15

Excel の高度な関数を使い，データの抽出，整理，変換などができる。 15 15

Power Point を用いて、見やすいスライドを作成することができる。 15 15

ネットワークセキュリティの重要性を説明することができる。 15 15

情報倫理の重要性を説明することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
１

２ ３
ＣＡＤの基本となる線を描く，図形の作成，図形の修正・
編集，寸法と文字の配置，画層（レイヤー）の作成，印
刷等の操作を習得した上で，土木構造物の課題を作図す
る。

手書きと CAD 製図の違いについて説明ができる。 20 20

CAD で製図する場合、必要なルールが説明できる。 30 30

2D-CAD の基本操作ができる。 30 30

プレゼンテーションボードが作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｇ
Ｉ
Ｓ
基
礎

２ ５
各自治体や民間企業・教育機関で使われているＧＩＳ（地
理情報システム Geographic Information System）の基
本操作やデータ構築，主題図作成等の基礎を学ぶ。

GIS の機能と特徴が説明できる。 25 25

GIS を使って，いろいろな地図データを取り込み重ね合わせて表示
できる 25 25

目的に合った主題図を作成できる 25 25

外部のデータを地図上のデータと関連付けることができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

応
用
数
学

２ ４
この授業では，土木技術者が知っておかなければならな
い数学の問題を取り上げ，基本的な考え方とエクセルを
用いた解の導き方を習得することを目的としている。

行列演算（加減乗）ができる。 20 20

多元連立方程式の解を，行列を用いて求めることができる。 15 15

方程式の根を 2 分法およびニュートンラプソン法により求めること
ができる。 15 15

最小自乗法により，XY データを多項式近似する方法について説明で
きる。 20 20

台形公式およびシンプソンの公式を用いて数値積分を行うことがで
きる。 15 15

数値データを統計処理して，平均値や標準偏差を用いて分析できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ
演
習
２

２ ４CAD を用い社会基盤施設の詳細な２次元図面作成，３次
元モデリングとレンダリングの基本的な操作を学ぶ。

2D・3D-CAD の特徴や実務での応用について説明できる。 20 20

2D-CAD の応用操作ができる 20 20

3D-CAD の応用操作ができる。 20 20

多彩な図面表現手法を習得している。 20 20

平面プレゼンテーションの新たな基礎的技術を習得している。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

Ｖ
Ｒ
基
礎

２ ６
ＶＲを用いて，実際に道路設計を実施し，３次元道路構
造を作成する。また，骨組構造解析ソフトを用いて，橋
梁等を計算し，その結果をＶＲ上で表現する。

ＶＲ上で道路定義および平面交差処理作業ができる。 20 20

モデル配置およびシミュレーション設定が作成できる。 20 20

既存モデルや道路作成を行ったデータを使用して，交通シミュレー
ションを行うことができる。 15 15

航空写真を貼りつけて、任意の位置にてデータを作成することがで
きる。 15 15

ＶＲデータを使用して，景観の検討やまちづくりの計画ができる。 15 15

ＶＲデータを使用して，プレゼンテーションを行うことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

応
用
情
報
処
理

２ ６
データの図表化，報告書の作成，またプレゼンテーショ
ンの方法について修得する。また，数値計算プログラム
についても学ぶ。

様々な処理の流れをフローチャートで表すことができる。 15 15

ExcelVBA の学習を通して、プログラミングの基本概念を理解する
ことができる。 20 20

条件分岐、繰り返し処理が含まれる簡単なプログラムを作成できる。 15 15

サブルーチン利用のメリットを理解し、サブルーチンを呼び出すプ
ログラムを作成できる。 15 15

Excel で行う複雑なデータ処理を、ExcelVBA を用いることでより簡
単に行うことができることを理解し、プログラムを作成できる。 20 20

Excel を用いて散布図を作成することができ、ExcelVBA を用いて回
帰直線を求めるプログラムを作成することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

− 329 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

形
と
力
１

２ １
構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，
力学の原理や数学の手法を用いて，それらがどのように
形を変えるかを求める。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10 10

力のつり合い条件式の意味が説明でき，条件式を立てられる。 15 15

はりの支点の種類と支点反力について説明できる。 15  15

静定ばりの支点反力が求められる。 15 15

はりの断面図を描くことができる。 15 15

静定トラスの構造特性について説明できる。 15 15

静定トラスの部材力を求められる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

形
と
力
２

２ ２
構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，
力学の原理や数学の手法を用いて，それらがどのように
形を変えるかを求める。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10 10

材料の応力、ひずみ、ヤング関係について説明できる。 15 15

平面図形の断面一次モーメントと断面二次モーメントについて理解
し、断面諸定数を計算することができる。 15  15

はりの断面に発生する応力の意味を説明し、計算することができる。 15 15

はりのたわみの方程式とは何かを説明することができる。 15 15

たわみ方程式に境界条件を代入して、たわみやたわみ角を求めるこ
とができる。 15 15

モールの定理を用いて、はりのたわみやたわみ角を求めることがで
きる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

構
造
シ
ス
テ
ム
解
析
学

２ ３力のつり合い条件だけでは解けない不静定骨組構造（ト
ラスやフレームなど）の力学について学ぶ。

不静定構造とはどんなものか説明できる。 15 15

骨組の不静定次数を求めることができる。 15 15

重ね合わせの原理を用いて連続ばりを解くことができる。 20  20

仮想仕事の原理を用いてはりを解くことができる。 20 20

エネルギー法を用いて，はりやラーメンを解くことができる。 15 15

たわみ角法を用いてラーメンを解くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

土
と
地
盤

２ ３
社会基盤整備に必ず伴う盛土や切土を行う際に，地盤沈
下や斜面崩壊が生じないように設計・施工するために，
土の物理的性質や力学的性質の基礎を学ぶ。

土の成因，基本的物理量及び工学的分類を説明できる。 20 20

土の締固め試験方法と締固め特性を説明できる。 20 20

土の透水係数と浸透量を説明できる。 20  20

土の圧縮の時間経過に伴う沈下量を計算できる。 20 20

実験データからモールの円を描くなどして，ｃ，φを計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

建
設
材
料
学

２ ４現代の主たる建設材料である鋼やコンクリートを中心に，
各種建設材料の諸性質を学ぶ。

建設材料のなりたち ( 原料や製造方法など ) や要求性能を説明するこ
とができる。 20 20

建設材料の強度の概念を説明することができる。 20 20

建設材料の応力―ひずみ特性 ( 剛性や強度等 ) を考慮して ，柱やは
りの基本的な設計をすることができる。 20 20

鉄筋コンクリート構造の耐荷力や耐久性に関する特徴を説明するこ
とができる。 20  20

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

地
盤
工
学

２ ４
土質基礎力学で学んだ土の基礎的な性質を基にして，擁
壁に作用する土圧や構造物を支える地盤の支持力など，
実際の構造物を設計する際に必要な知識を学ぶ。また，
土質調査法や地盤環境問題についても学ぶ。

ランキン土圧とクーロン土圧の違いを説明できる。 15 15

擁壁の安定性評価ができる。 20 20

浅い基礎の支持力と深い基礎の支持力の考え方の違いを説明できる。 15  15

円形すべり面の解析による斜面の安定性評価ができる。 15 15

地震時に発生する砂質土の液状化のメカニズムを説明できる。 15 15

標準貫入試験の方法と N 値の求め方を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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修
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択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

形
と
力
１

２ １
構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，
力学の原理や数学の手法を用いて，それらがどのように
形を変えるかを求める。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10 10

力のつり合い条件式の意味が説明でき，条件式を立てられる。 15 15

はりの支点の種類と支点反力について説明できる。 15  15

静定ばりの支点反力が求められる。 15 15

はりの断面図を描くことができる。 15 15

静定トラスの構造特性について説明できる。 15 15

静定トラスの部材力を求められる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

形
と
力
２

２ ２
構造物の要素である棒材，はり及び柱に生じる力を求め，
力学の原理や数学の手法を用いて，それらがどのように
形を変えるかを求める。

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 10 10

材料の応力、ひずみ、ヤング関係について説明できる。 15 15

平面図形の断面一次モーメントと断面二次モーメントについて理解
し、断面諸定数を計算することができる。 15  15

はりの断面に発生する応力の意味を説明し、計算することができる。 15 15

はりのたわみの方程式とは何かを説明することができる。 15 15

たわみ方程式に境界条件を代入して、たわみやたわみ角を求めるこ
とができる。 15 15

モールの定理を用いて、はりのたわみやたわみ角を求めることがで
きる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

構
造
シ
ス
テ
ム
解
析
学

２ ３力のつり合い条件だけでは解けない不静定骨組構造（ト
ラスやフレームなど）の力学について学ぶ。

不静定構造とはどんなものか説明できる。 15 15

骨組の不静定次数を求めることができる。 15 15

重ね合わせの原理を用いて連続ばりを解くことができる。 20  20

仮想仕事の原理を用いてはりを解くことができる。 20 20

エネルギー法を用いて，はりやラーメンを解くことができる。 15 15

たわみ角法を用いてラーメンを解くことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

土
と
地
盤

２ ３
社会基盤整備に必ず伴う盛土や切土を行う際に，地盤沈
下や斜面崩壊が生じないように設計・施工するために，
土の物理的性質や力学的性質の基礎を学ぶ。

土の成因，基本的物理量及び工学的分類を説明できる。 20 20

土の締固め試験方法と締固め特性を説明できる。 20 20

土の透水係数と浸透量を説明できる。 20  20

土の圧縮の時間経過に伴う沈下量を計算できる。 20 20

実験データからモールの円を描くなどして，ｃ，φを計算できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

建
設
材
料
学

２ ４現代の主たる建設材料である鋼やコンクリートを中心に，
各種建設材料の諸性質を学ぶ。

建設材料のなりたち ( 原料や製造方法など ) や要求性能を説明するこ
とができる。 20 20

建設材料の強度の概念を説明することができる。 20 20

建設材料の応力―ひずみ特性 ( 剛性や強度等 ) を考慮して ，柱やは
りの基本的な設計をすることができる。 20 20

鉄筋コンクリート構造の耐荷力や耐久性に関する特徴を説明するこ
とができる。 20  20

計算過程ならびに計算結果を，論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

地
盤
工
学

２ ４
土質基礎力学で学んだ土の基礎的な性質を基にして，擁
壁に作用する土圧や構造物を支える地盤の支持力など，
実際の構造物を設計する際に必要な知識を学ぶ。また，
土質調査法や地盤環境問題についても学ぶ。

ランキン土圧とクーロン土圧の違いを説明できる。 15 15

擁壁の安定性評価ができる。 20 20

浅い基礎の支持力と深い基礎の支持力の考え方の違いを説明できる。 15  15

円形すべり面の解析による斜面の安定性評価ができる。 15 15

地震時に発生する砂質土の液状化のメカニズムを説明できる。 15 15

標準貫入試験の方法と N 値の求め方を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

環
境
地
質
学

２ ４
地盤・地下水・自然災害などの問題について，環境保全・
防災上の観点から典型的な事例を学び，身近な自然災害
事例で知識を深める。また，将来起きるとされる西日本
大震災と地盤環境・安全性を考える。

日本列島の特異な地形・地質環境の概要が説明できる。 20 20

代表的な自然災害と地形・地質現象との関係が説明できる。 20 20

活断層と地震の関係が説明できる。 20  20

南海トラフ沿いの海溝型地震の特徴とその災害の種類や程度の概要
を説明できる。 20 20

自宅周辺の地盤と将来の災害とそれに対する安全性に関して説明で
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
学
基
礎

２ ３
都市と環境との関わり，都市のエネルギー消費，生態系
の構成・機能，生物多様性の保全と管理，物質の循環と
廃棄物，水，大気，土壌および熱環境等，環境学の基礎
を学ぶ。

物質濃度と溶解度、化学平衡、酸化と還元など環境化学の基礎を理
解している。 20 20

環境問題を解決するための法的枠組みを理解している。 20 20

地球環境問題の原因・結果・影響・対策について説明できる。 20  20

水質汚濁および大気汚染の種類を理解し、人や生態系への影響につ
いて説明できる。 20 20

悪臭および騒音の評価法と対策について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

水
理
学
１

２ ３
水がもつ力学的な側面，すなわち水圧や水の流れ方に関
する基礎理論を学習する。この科目を学習することで，
水資源など水量として利用するための基礎知識を得るこ
とができる。

流体 ( 特に水）の物理的性質が説明できる。 20 20

静止流体の水圧や全水圧の作用を理解している。 20 20

ベルヌーイの定理の意味を説明し，式で表現できる。 15  15

オリフィス，水門，せきでの水の流れが説明できる。 15 15

管路の流れにおける摩擦 ・ 形状損失が定式化できる。 15 15

流れの特徴（常流と射流，層流と乱流）が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

水
理
学
２

２ ４河川などの開水路の流れの諸量（水深，流速，流量）な
どを扱う環境河川工学の基礎を学ぶ。

開水路の断面諸量について説明できる。 20 20

流量や断面諸量から等流水深と限界水深とが計算できる。 20 20

抵抗則を用いて単断面・複断面での水位または流量が計算できる。 20  20

跳水の共役水深が計算できる。 20 20

不等流の水面形について説明・計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

都
市
衛
生
シ
ス
テ
ム

２ ４
上水道と下水道を設計するために必要な知識，ならびに，
安全な水を供給し，水質汚濁の防止をはかるために必要
な水処理に関する基礎知識を修得する。

上下水道整備における基本的考え方が説明できる。 20 20

上下水道を構成する施設をあげ，その設計因子を説明できる。 15 15

原水の水質や地理条件に応じた適切な上下水道施設を構成すること
ができる。 15  15

処理法の原理を説明し，処理対象物質を示すことができる。 20 20

水質基準が定められている主な項目をあげ，それらの環境への影響
が説明できる。 15 15

水環境全体の中での上下水道の位置付けを説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

計
画
数
理

２ ２
社会基盤施設の計画で必要なデータ処理の基礎的事項に
ついて学習する。特に，確率・統計的手法の基礎につい
て学習する。

各種データの代表値を求めることができる。 15 15

各種データの散布度を求めることができる。 15 15

主な確率分布（正規分布とポアソン分布）の特徴について説明できる。 15  15

データ間の関連性について求めることができる。 15 15

回帰分析を行うことができる。 15 15

推測統計について説明できる。 15 15

統計的検定の方法について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

２ ４
都市環境整備の計画策定過程においては，計画の前提と
なる問題の明確化，調査・分析，代替案の設計，評価と
いう段階をたどる。計画数理の基礎をもとに，計画策定
の各段階でのモデル分析手法について学習する。

都市環境整備におけるプランニングの位置付けとそのプロセスを説
明できる。 10 10

環境、福祉、住民参加、公共事業等に関する最近の計画概念・制度
が説明できる。 10 10

問題を発見し、整理するための方法について説明できる。 30  30

アンケート調査の方法と解析手法を理解し、実践することができる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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必
修
選
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自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

環
境
地
質
学

２ ４
地盤・地下水・自然災害などの問題について，環境保全・
防災上の観点から典型的な事例を学び，身近な自然災害
事例で知識を深める。また，将来起きるとされる西日本
大震災と地盤環境・安全性を考える。

日本列島の特異な地形・地質環境の概要が説明できる。 20 20

代表的な自然災害と地形・地質現象との関係が説明できる。 20 20

活断層と地震の関係が説明できる。 20  20

南海トラフ沿いの海溝型地震の特徴とその災害の種類や程度の概要
を説明できる。 20 20

自宅周辺の地盤と将来の災害とそれに対する安全性に関して説明で
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
学
基
礎

２ ３
都市と環境との関わり，都市のエネルギー消費，生態系
の構成・機能，生物多様性の保全と管理，物質の循環と
廃棄物，水，大気，土壌および熱環境等，環境学の基礎
を学ぶ。

物質濃度と溶解度、化学平衡、酸化と還元など環境化学の基礎を理
解している。 20 20

環境問題を解決するための法的枠組みを理解している。 20 20

地球環境問題の原因・結果・影響・対策について説明できる。 20  20

水質汚濁および大気汚染の種類を理解し、人や生態系への影響につ
いて説明できる。 20 20

悪臭および騒音の評価法と対策について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

水
理
学
１

２ ３
水がもつ力学的な側面，すなわち水圧や水の流れ方に関
する基礎理論を学習する。この科目を学習することで，
水資源など水量として利用するための基礎知識を得るこ
とができる。

流体 ( 特に水）の物理的性質が説明できる。 20 20

静止流体の水圧や全水圧の作用を理解している。 20 20

ベルヌーイの定理の意味を説明し，式で表現できる。 15  15

オリフィス，水門，せきでの水の流れが説明できる。 15 15

管路の流れにおける摩擦 ・ 形状損失が定式化できる。 15 15

流れの特徴（常流と射流，層流と乱流）が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

水
理
学
２

２ ４河川などの開水路の流れの諸量（水深，流速，流量）な
どを扱う環境河川工学の基礎を学ぶ。

開水路の断面諸量について説明できる。 20 20

流量や断面諸量から等流水深と限界水深とが計算できる。 20 20

抵抗則を用いて単断面・複断面での水位または流量が計算できる。 20  20

跳水の共役水深が計算できる。 20 20

不等流の水面形について説明・計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

都
市
衛
生
シ
ス
テ
ム

２ ４
上水道と下水道を設計するために必要な知識，ならびに，
安全な水を供給し，水質汚濁の防止をはかるために必要
な水処理に関する基礎知識を修得する。

上下水道整備における基本的考え方が説明できる。 20 20

上下水道を構成する施設をあげ，その設計因子を説明できる。 15 15

原水の水質や地理条件に応じた適切な上下水道施設を構成すること
ができる。 15  15

処理法の原理を説明し，処理対象物質を示すことができる。 20 20

水質基準が定められている主な項目をあげ，それらの環境への影響
が説明できる。 15 15

水環境全体の中での上下水道の位置付けを説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

計
画
数
理

２ ２
社会基盤施設の計画で必要なデータ処理の基礎的事項に
ついて学習する。特に，確率・統計的手法の基礎につい
て学習する。

各種データの代表値を求めることができる。 15 15

各種データの散布度を求めることができる。 15 15

主な確率分布（正規分布とポアソン分布）の特徴について説明できる。 15  15

データ間の関連性について求めることができる。 15 15

回帰分析を行うことができる。 15 15

推測統計について説明できる。 15 15

統計的検定の方法について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

２ ４
都市環境整備の計画策定過程においては，計画の前提と
なる問題の明確化，調査・分析，代替案の設計，評価と
いう段階をたどる。計画数理の基礎をもとに，計画策定
の各段階でのモデル分析手法について学習する。

都市環境整備におけるプランニングの位置付けとそのプロセスを説
明できる。 10 10

環境、福祉、住民参加、公共事業等に関する最近の計画概念・制度
が説明できる。 10 10

問題を発見し、整理するための方法について説明できる。 30  30

アンケート調査の方法と解析手法を理解し、実践することができる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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土
木
・
環
境
入
門
セ
ミ
ナ

１ １

都市環境を構成する社会基盤施設、土地利用計画と不動
産管理が都市環境に及ぼす影響等について学ぶ。また、
社会基盤施設や生態系保全地域等を見学して都市環境問
題を実感し、本専攻で学ぶ意義や卒業後の進路を理解す
る。

専攻の教育の目的と学位授与の方針を理解できる。 25 25

標準教育プログラムを理解することができる。 25 25

社会基盤整備や環境問題について説明できる。  25 25

将来を見据えたカリキュラムを理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
設
計

３ １

基本的な線と文字の書き方から始め、実際に各種製図演
習を行うことにより，より高度な図面を作成するための
基礎能力を習得する。また，各種設計図面の内容を理解
し，二次元である図面の世界を、頭の中で三次元でイメー
ジ化する能力を養う。

建設製図の概要・内容を理解している。 20 20

図面で用いる製図用の文字を理解して，それらの文字をきれいに描
くことができる。 20 20

製図で描く線の種類を理解して，それらの線をきれいに描くことが
できる。 20  20

各種構造物の設計図面を読み，三次元である構造物をイメージでき
る。 20 20

実際の構造物をイメージして、二次元である図面として表現できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

環
境
生
態
学

２ １
生態学の基本を理解し、都市近郊における河川環境の改
善など生態系の保全や修復を行うに際して必要・不可欠
な考え方を習得する。

生態系について説明できる。 20 20

日本の自然環境の特性を説明できる。 20 20

ビオトープの概念について、説明できる。 20  20

自然環境の保全と開発をどうしたらよいのか、自分なりの考え方を
もつことができる。 20 20

生物多様性条約について概略を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２ ２
グループとして活動することに主眼を置き，問題を発見
し、その解決策を提案する能力を養成する科目である。
調査研究テーマは、地域のまちづくりや環境関連問題か
ら学生が自主的に選ぶ。

選定したテーマの具体的な問題抽出をグループで行うことができる。 20 20

調査結果を基にして，問題解決に繋がる提案をグループで行うこと
ができる。 20 20

チームワークによって，プロジェクトを遂行できる。  20 20

グループでパワーポイントを作成し，調査結果・提案を明確に報告
することができる。 20 20

調査結果を分かりやすい報告書として共同してまとめることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
設
計

３ ２ランドスケープデザインの概要を学び，デザイン表現の
基本技術を実習する。

ランドスケープデザインの重要な視点を説明できる。 20 20

空間をアイソメ、透視図などで立体的に表現できる。 20 20

ランドスケープデザインの基本的な施設が理解できる。 20 20

ランドスケープデザインの設計課題を実施する基礎力がある。 20 20

コンター等を利用した地形模型および公園の模型を作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

ビ
オ
ト
ー
プ
設
計

３ ２
ビオトープを復元、創出するための、考え方、手順、手法、
技術、維持管理の方法を学び、実際にビオトープをつく
りながら実践します。

生物とビオトープの関係を説明できる。 20 20

適切なビオトープを計画できる。 15 15

ビオトープの管理方法を理解している 15  15

ビオトープの将来を示すことができる。 15 15

ビオトープを設計することができる。 15 15

人前でプレゼンテーションできる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

測
量
学
１

２ ３
各種社会基盤施設の設計・施工のためには現地での位置
情報を得る測量が必須であり，そのための測量方法等を
学習する。この科目は，卒業後に取得する『測量士補』
の資格に必要になる。

測量の意義，分類，基準について説明できる。 20 20

距離・角・トラバース・水準・平板・地形測量の内容について説明
できる。 20 20

距離測量の精度や補正の計算ができる。 15  15

水準測量の観測結果から各測点の標高が算出できる。 15 15

閉合トラバース測量の精度を算出して誤差の修正ができる。 15 15

GIS とリモートセンシングの概要について説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

土
木
・
環
境
入
門
セ
ミ
ナ

１ １

都市環境を構成する社会基盤施設、土地利用計画と不動
産管理が都市環境に及ぼす影響等について学ぶ。また、
社会基盤施設や生態系保全地域等を見学して都市環境問
題を実感し、本専攻で学ぶ意義や卒業後の進路を理解す
る。

専攻の教育の目的と学位授与の方針を理解できる。 25 25

標準教育プログラムを理解することができる。 25 25

社会基盤整備や環境問題について説明できる。  25 25

将来を見据えたカリキュラムを理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
設
計

３ １

基本的な線と文字の書き方から始め、実際に各種製図演
習を行うことにより，より高度な図面を作成するための
基礎能力を習得する。また，各種設計図面の内容を理解
し，二次元である図面の世界を、頭の中で三次元でイメー
ジ化する能力を養う。

建設製図の概要・内容を理解している。 20 20

図面で用いる製図用の文字を理解して，それらの文字をきれいに描
くことができる。 20 20

製図で描く線の種類を理解して，それらの線をきれいに描くことが
できる。 20  20

各種構造物の設計図面を読み，三次元である構造物をイメージでき
る。 20 20

実際の構造物をイメージして、二次元である図面として表現できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

環
境
生
態
学

２ １
生態学の基本を理解し、都市近郊における河川環境の改
善など生態系の保全や修復を行うに際して必要・不可欠
な考え方を習得する。

生態系について説明できる。 20 20

日本の自然環境の特性を説明できる。 20 20

ビオトープの概念について、説明できる。 20  20

自然環境の保全と開発をどうしたらよいのか、自分なりの考え方を
もつことができる。 20 20

生物多様性条約について概略を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２ ２
グループとして活動することに主眼を置き，問題を発見
し、その解決策を提案する能力を養成する科目である。
調査研究テーマは、地域のまちづくりや環境関連問題か
ら学生が自主的に選ぶ。

選定したテーマの具体的な問題抽出をグループで行うことができる。 20 20

調査結果を基にして，問題解決に繋がる提案をグループで行うこと
ができる。 20 20

チームワークによって，プロジェクトを遂行できる。  20 20

グループでパワーポイントを作成し，調査結果・提案を明確に報告
することができる。 20 20

調査結果を分かりやすい報告書として共同してまとめることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
設
計

３ ２ランドスケープデザインの概要を学び，デザイン表現の
基本技術を実習する。

ランドスケープデザインの重要な視点を説明できる。 20 20

空間をアイソメ、透視図などで立体的に表現できる。 20 20

ランドスケープデザインの基本的な施設が理解できる。 20 20

ランドスケープデザインの設計課題を実施する基礎力がある。 20 20

コンター等を利用した地形模型および公園の模型を作成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

ビ
オ
ト
ー
プ
設
計

３ ２
ビオトープを復元、創出するための、考え方、手順、手法、
技術、維持管理の方法を学び、実際にビオトープをつく
りながら実践します。

生物とビオトープの関係を説明できる。 20 20

適切なビオトープを計画できる。 15 15

ビオトープの管理方法を理解している 15  15

ビオトープの将来を示すことができる。 15 15

ビオトープを設計することができる。 15 15

人前でプレゼンテーションできる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

測
量
学
１

２ ３
各種社会基盤施設の設計・施工のためには現地での位置
情報を得る測量が必須であり，そのための測量方法等を
学習する。この科目は，卒業後に取得する『測量士補』
の資格に必要になる。

測量の意義，分類，基準について説明できる。 20 20

距離・角・トラバース・水準・平板・地形測量の内容について説明
できる。 20 20

距離測量の精度や補正の計算ができる。 15  15

水準測量の観測結果から各測点の標高が算出できる。 15 15

閉合トラバース測量の精度を算出して誤差の修正ができる。 15 15

GIS とリモートセンシングの概要について説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

測
量
実
習

２ ３
実際に大学構内，公園等で各種測量の外業を実習する。
この科目は，卒業後に取得する『測量士補』の資格に必
要になる。

各種測量の作業方法を説明できる。 15 15

各種測量において必要な測量機器の準備，片付けができる。 15 15

現場で各種測量機器の設置，操作ができる。 15  15

観測値を野帳に記入できる。 15 15

観測値を処理して正確なレポート・図面が作成できる。 15 15

団体行動のなかでルールを守り，安全かつ積極的に測量作業ができ
る。 15 15

班長になった時，リーダーシップをとることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

測
量
学
２

２ ４「測量学１」に続く科目であり，より応用的な測量方法等
を学習する。

測量データより不具合な観測箇所を推察できる。 15 15

座標から応用計算（角度、距離、面積の算出）ができる。 15 15

等高線を描いたり、複数の方法で土量計算ができる。 15  15

GNSS 測量について説明できる。 15 15

基準点測量で偏心計算等諸計算ができ、作業計画書を作ることがで
きる。 15 15

道路中心線を一連の流れで測設できる。 15 15

写真測量の原理を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

展
開
科
目
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
系

鋼
構
造
デ
ザ
イ
ン
工
学

２ ５鋼橋に作用する荷重のモデル化，応力算定法，応力の照
査方法について学び，橋梁部材の形状や寸法を求める。

構造形式の違いから橋梁の種類を分類できる。 20 20

設計荷重がどのように決められているか説明できる。 20 20

使用する材料とその力学的特性を説明できる。 20  20

許容応力度とは何か説明できる。 15 15

床版と I 桁の応力を計算し，応力照査できる。 15 15

プレートガーダ橋の設計計算ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

Ｒ
Ｃ
構
造
デ
ザ
イ
ン
工
学

２ ５
鉄筋コンクリート（RC）構造の力学と設計法について学
び，コンクリートや鉄筋の応力計算，及び，鉄筋コンクリー
ト部材の耐力計算の方法を習得する。

計算課程ならびに計算結果を、論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。  20 20

コンクリートと鉄筋の材料特性（応力－ひずみ曲線等）について説
明できる。 20 20

鉄筋コンクリート構造の成立条件（構造的特徴）を説明できる。 20  20

曲げを受ける鉄筋コンクリート構造の耐荷力を計算することができ
る。   20 20

鉄筋コンクリート構造の曲げ破壊とせん断破壊の違いを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

都
市
地
盤
環
境
学

２ ５
土の性状を化学的および物理化学的な見地から学び，環
境影響との関連で把握する。土や地下水の汚染，建設工
事に伴う環境影響や地盤の災害，地盤の環境浄化作用や
廃棄物処理問題等を化学的特性と関連付けて学ぶ。

土の化学的性質を説明できる。 10 10

地盤・地下水汚染を調査する方法を説明できる。 15 15

地盤沈下の原因と防止対策を説明できる。 20  20

地盤汚染の種類を説明できる。 20 20

地盤安定処理工法の種類を説明できる。 20 20

地盤環境を保全するための対策を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
実
験
Ａ

２ ５
前半ではコンクリートに関する実験を行ない，強度特性
や強いコンクリートを作る方法について学ぶ。後半では
土質に関する実験を行ない強度特性と透水特性などにつ
いて学ぶ。

実験および調査についての計画を立てることができる。 25 25

実験および調査を実施することができる。 25 25

実験および調査のデータ整理をすることができる。 25 25

実験および調査から得られた結果について考察することができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100
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授
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科
目
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修
選
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自
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専
門
科
目
群

基
幹
科
目

測
量
実
習

２ ３
実際に大学構内，公園等で各種測量の外業を実習する。
この科目は，卒業後に取得する『測量士補』の資格に必
要になる。

各種測量の作業方法を説明できる。 15 15

各種測量において必要な測量機器の準備，片付けができる。 15 15

現場で各種測量機器の設置，操作ができる。 15  15

観測値を野帳に記入できる。 15 15

観測値を処理して正確なレポート・図面が作成できる。 15 15

団体行動のなかでルールを守り，安全かつ積極的に測量作業ができ
る。 15 15

班長になった時，リーダーシップをとることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

測
量
学
２

２ ４「測量学１」に続く科目であり，より応用的な測量方法等
を学習する。

測量データより不具合な観測箇所を推察できる。 15 15

座標から応用計算（角度、距離、面積の算出）ができる。 15 15

等高線を描いたり、複数の方法で土量計算ができる。 15  15

GNSS 測量について説明できる。 15 15

基準点測量で偏心計算等諸計算ができ、作業計画書を作ることがで
きる。 15 15

道路中心線を一連の流れで測設できる。 15 15

写真測量の原理を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

展
開
科
目
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
系

鋼
構
造
デ
ザ
イ
ン
工
学

２ ５鋼橋に作用する荷重のモデル化，応力算定法，応力の照
査方法について学び，橋梁部材の形状や寸法を求める。

構造形式の違いから橋梁の種類を分類できる。 20 20

設計荷重がどのように決められているか説明できる。 20 20

使用する材料とその力学的特性を説明できる。 20  20

許容応力度とは何か説明できる。 15 15

床版と I 桁の応力を計算し，応力照査できる。 15 15

プレートガーダ橋の設計計算ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

Ｒ
Ｃ
構
造
デ
ザ
イ
ン
工
学

２ ５
鉄筋コンクリート（RC）構造の力学と設計法について学
び，コンクリートや鉄筋の応力計算，及び，鉄筋コンクリー
ト部材の耐力計算の方法を習得する。

計算課程ならびに計算結果を、論理的かつ丁寧に記述することがで
きる。  20 20

コンクリートと鉄筋の材料特性（応力－ひずみ曲線等）について説
明できる。 20 20

鉄筋コンクリート構造の成立条件（構造的特徴）を説明できる。 20  20

曲げを受ける鉄筋コンクリート構造の耐荷力を計算することができ
る。   20 20

鉄筋コンクリート構造の曲げ破壊とせん断破壊の違いを説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

都
市
地
盤
環
境
学

２ ５
土の性状を化学的および物理化学的な見地から学び，環
境影響との関連で把握する。土や地下水の汚染，建設工
事に伴う環境影響や地盤の災害，地盤の環境浄化作用や
廃棄物処理問題等を化学的特性と関連付けて学ぶ。

土の化学的性質を説明できる。 10 10

地盤・地下水汚染を調査する方法を説明できる。 15 15

地盤沈下の原因と防止対策を説明できる。 20  20

地盤汚染の種類を説明できる。 20 20

地盤安定処理工法の種類を説明できる。 20 20

地盤環境を保全するための対策を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
環
境
実
験
Ａ

２ ５
前半ではコンクリートに関する実験を行ない，強度特性
や強いコンクリートを作る方法について学ぶ。後半では
土質に関する実験を行ない強度特性と透水特性などにつ
いて学ぶ。

実験および調査についての計画を立てることができる。 25 25

実験および調査を実施することができる。 25 25

実験および調査のデータ整理をすることができる。 25 25

実験および調査から得られた結果について考察することができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100
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科
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区
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授
業
科
目

履修区分 
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開
講
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学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
系

地
盤
設
計
技
術

２ ６
地盤と関連の深い道路盛土，トンネル，港湾施設等の工
事例から施工上の地盤での問題点を理解し，その対策と
なる調査法や設計，対策工法を学ぶ。

地盤の特殊性の説明ができる。 10 10

各種の岩盤分類の説明ができる。また、トンネル勇水量、地山強度
比や塑性変形量の計算ができる。 10 10

トンネルやシールドの掘削法の説明ができる。 10  10

ダムの種類と地形や地盤の関係が説明できる。 10 10

軟弱地盤の成因と問題点、および主な軟弱地盤対策工法が説明でき
る。 10 10

道路盛土による圧密沈下計算ができ、サンドドレーンの設計計算が
できる。 10 10

地震の発生メカニズムが説明できる。 10 10

土砂災害の概要が説明できる。 10 10

地すべりの安定計算や破壊時間予知ができ、主な地すべり対策工の
説明ができる。 10 10

地盤・地下水汚染の主なメカニズム、および主な調査法や対策工の
説明ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

維
持
管
理
工
学

２ ７橋梁，トンネル，法面構造物などのメンテナンスの重要
性を理解し，その方法を学ぶ。

報告書や答案等に、論理的かつ丁寧に記述することができる。 20 20

社会基盤構造物の維持管理が重要であることの社会的背景を説明で
きる。 20 20

社会基盤構造物のライフサイクルコストについて説明できる。 20  20

コンクリートの劣化現象について説明できる。 20 20

橋梁の維持管理手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

展
開
科
目
　
都
市
・
環
境
シ
ス
テ
ム
系

環
境
河
川
工
学

２ ５
河道や沿岸の流れ・地形の形成メカニズムやそれに支え
られる諸機能（治水，利水，環境）について学ぶ。また，
川づくりのあり方についても学ぶ。

河川の機能や形態について説明できる。 20 20

治水上有利な河道の条件について説明できる。 20 20

河道内の物理的な相互作用系を説明できる。 20  20

物理相互作用系を起因とした河川生態系の劣化を理解できる。 20 20

沿岸の環境劣化を水系の土砂・水質を軸に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

２ ５
多様化する環境問題の解決に向け，社会基盤整備を念頭
に置いた環境管理手法に関する総合的知識の修得を目指
し，環境リスク，ISO14000s，環境アセスメントなど環
境マネジメント手法の基本を学ぶ。

現代の環境問題の特徴を、過去の環境問題と比較して説明できる。 20 20

エネルギーと資源の両面で持続可能な社会を構築する方策について
説明できる。 15 15

環境リスク管理の考え方が説明できる。 20  20

環境マネジメント（ISO14001）の考え方と手順が説明できる。 15 15

ライフサイクルアセスメントの考え方と手順が説明できる。 15 15

環境アセスメントの考え方と手順が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

地
域
・
都
市
計
画

２ ５

過去の歴史から都市の成立条件，理想都市の姿を学び，
都市問題の解決のために制度化された都市計画の仕組み
を概観し，都市計画を遂行するための土地利用規制，都
市施設，都市計画事業手法などを，名古屋都市圏の身近
な事例から学習する。

理想都市について人名，都市名を挙げ説明できる。 20 20

土地利用に関する地域区分を説明できる。 15 15

用途地域の種類と建築規制の方法について説明できる。 20  20

都市施設の種類を機能別に分類し，説明できる。 15 15

土地区画整理事業，市街地再開発事業の仕組みを説明できる。 15 15

コンパクトシティの必要性と内容が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

交
通
計
画

２ ５
道路およびその付帯施設から構成される交通環境システ
ムの設計にあたり，各種交通調査，交通需要の推計，道
路構造，交通流の特性等についての専門知識を得て，交
通問題に科学的に対処する考え方や方法を学習する。

道路交通問題とそれらの対策について概説できる。 20 20

交通計画の流れとトリップについて説明できる。 10 10

交通調査の種類とその内容を説明できる。 10  10

自動車交通流の表現および基本的特性について説明できる。 10 10

交通需要推計（4 段階推計法）について説明できる。 15 15

道路の単路部および平面交差点の交通容量について説明できる。 15 15

道路網計画と道路の設計における需要事項が説明できる。 10 10

新たな道路交通システムとその課題について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
系

地
盤
設
計
技
術

２ ６
地盤と関連の深い道路盛土，トンネル，港湾施設等の工
事例から施工上の地盤での問題点を理解し，その対策と
なる調査法や設計，対策工法を学ぶ。

地盤の特殊性の説明ができる。 10 10

各種の岩盤分類の説明ができる。また、トンネル勇水量、地山強度
比や塑性変形量の計算ができる。 10 10

トンネルやシールドの掘削法の説明ができる。 10  10

ダムの種類と地形や地盤の関係が説明できる。 10 10

軟弱地盤の成因と問題点、および主な軟弱地盤対策工法が説明でき
る。 10 10

道路盛土による圧密沈下計算ができ、サンドドレーンの設計計算が
できる。 10 10

地震の発生メカニズムが説明できる。 10 10

土砂災害の概要が説明できる。 10 10

地すべりの安定計算や破壊時間予知ができ、主な地すべり対策工の
説明ができる。 10 10

地盤・地下水汚染の主なメカニズム、および主な調査法や対策工の
説明ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

維
持
管
理
工
学

２ ７橋梁，トンネル，法面構造物などのメンテナンスの重要
性を理解し，その方法を学ぶ。

報告書や答案等に、論理的かつ丁寧に記述することができる。 20 20

社会基盤構造物の維持管理が重要であることの社会的背景を説明で
きる。 20 20

社会基盤構造物のライフサイクルコストについて説明できる。 20  20

コンクリートの劣化現象について説明できる。 20 20

橋梁の維持管理手法について説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

展
開
科
目
　
都
市
・
環
境
シ
ス
テ
ム
系

環
境
河
川
工
学

２ ５
河道や沿岸の流れ・地形の形成メカニズムやそれに支え
られる諸機能（治水，利水，環境）について学ぶ。また，
川づくりのあり方についても学ぶ。

河川の機能や形態について説明できる。 20 20

治水上有利な河道の条件について説明できる。 20 20

河道内の物理的な相互作用系を説明できる。 20  20

物理相互作用系を起因とした河川生態系の劣化を理解できる。 20 20

沿岸の環境劣化を水系の土砂・水質を軸に説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

２ ５
多様化する環境問題の解決に向け，社会基盤整備を念頭
に置いた環境管理手法に関する総合的知識の修得を目指
し，環境リスク，ISO14000s，環境アセスメントなど環
境マネジメント手法の基本を学ぶ。

現代の環境問題の特徴を、過去の環境問題と比較して説明できる。 20 20

エネルギーと資源の両面で持続可能な社会を構築する方策について
説明できる。 15 15

環境リスク管理の考え方が説明できる。 20  20

環境マネジメント（ISO14001）の考え方と手順が説明できる。 15 15

ライフサイクルアセスメントの考え方と手順が説明できる。 15 15

環境アセスメントの考え方と手順が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

地
域
・
都
市
計
画

２ ５

過去の歴史から都市の成立条件，理想都市の姿を学び，
都市問題の解決のために制度化された都市計画の仕組み
を概観し，都市計画を遂行するための土地利用規制，都
市施設，都市計画事業手法などを，名古屋都市圏の身近
な事例から学習する。

理想都市について人名，都市名を挙げ説明できる。 20 20

土地利用に関する地域区分を説明できる。 15 15

用途地域の種類と建築規制の方法について説明できる。 20  20

都市施設の種類を機能別に分類し，説明できる。 15 15

土地区画整理事業，市街地再開発事業の仕組みを説明できる。 15 15

コンパクトシティの必要性と内容が説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

交
通
計
画

２ ５
道路およびその付帯施設から構成される交通環境システ
ムの設計にあたり，各種交通調査，交通需要の推計，道
路構造，交通流の特性等についての専門知識を得て，交
通問題に科学的に対処する考え方や方法を学習する。

道路交通問題とそれらの対策について概説できる。 20 20

交通計画の流れとトリップについて説明できる。 10 10

交通調査の種類とその内容を説明できる。 10  10

自動車交通流の表現および基本的特性について説明できる。 10 10

交通需要推計（4 段階推計法）について説明できる。 15 15

道路の単路部および平面交差点の交通容量について説明できる。 15 15

道路網計画と道路の設計における需要事項が説明できる。 10 10

新たな道路交通システムとその課題について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
　
都
市
・
環
境
シ
ス
テ
ム
系

都
市
環
境
実
験
Ｂ

２ ５
管路・開水路の水理諸量の計測を行い理論との対比を行
う。また，水質・土壌質を実際に測定し，環境汚染の現
状を理解するとともに，計測法やデータ処理法について
学ぶ。

実験および調査についての計画を立てることができる。 25 25

実験および調査を実施することができる。 25 25

実験および調査のデータ整理をすることができる。 25 25

実験および調査から得られた結果について考察することができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

流
域
水
文
学

２ ６
流域の水循環の素過程（雨水の浸透，蒸発，流出）に関
する基礎知識と，その流出計算法を学ぶ。また，水資源
に関する知識を得る。

地球規模・流域規模での水文循環過程流域水文学における素過程（浸
透，蒸発散，流出）の機構が説明できる。 40 40

水資源の利用状況・法制について理解している。 30 30

洪水流出解析法を理解し，実データを用いた流出解析計算ができる。 30  30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

資
源
循
環
工
学

２ ６
廃棄物資源と水資源に注目し、対象資源、対象物質に応
じた処理技術、リサイクル技術，ならびに資源の回収技
術を学ぶ。

循環型社会を形成するための廃棄物処理，リサイクルの考え方につ
いて説明できる。 20 20

一般廃棄物と産業廃棄物の適切な処理・処分法について説明できる。 20 20

建設副産物，プラスチック廃棄物，家電廃棄物等のリサイクルのた
めの法的枠組み，適正処理について説明できる。 20  20

限られた水資源を有効に利用・再利用するための考え方，法的枠組
みについて説明できる。 20 20

除去対象物質に応じた水処理法を挙げ，除去機構を簡潔に述べるこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

輸
送
シ
ス
テ
ム

２ ６
道路交通主体の「交通計画」の内容を補い，鉄道，空港，
港湾等の輸送システム，ターミナル施設の計画と設計方
法について学習する。

各種輸送システムの役割について説明できる。 20 20

各種輸送システムの体系について説明できる。 20 20

各種ターミナル施設の役割について説明できる。 20  20

各種ターミナル施設の計画と整備のあり方について説明できる。 20 20

各種輸送システムの今後のあり方について自分の意見を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

展
開
科
目
　
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

建
設
技
術

２ ５
土工、軟弱地盤対策工、基礎工、コンクリート工など基
礎的な工種についてその原理、効果を中心に解説し、幅
の広い土木施工管理技術の基本を身につけることをめざ
す。

建設技術に関する基本的な専門用語を覚え、説明できる。 20 20

建設工事に用いる建設機械の種類と役割について説明できる。 20 20

各種工法の目的およびその方法を具体的に説明できる。 15  15

土工、基礎工、擁壁工等で必要な基礎的計算ができる。 15 15

社会基盤整備の重要性を理解し、説明することができる。 15 15

建設に携わる技術者に必要な倫理観を説明することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

ま
ち
づ
く
り
関
係
法
規

２ ５
国土利用計画法、都市計画法、建築基準法等、まちづく
り関係の法令において、特に土地の利用・処分における「制
限」に関して学ぶ。

土地基本法について概説できる。 20 20

都市計画法における地域地区や開発許可制度を説明できる。 15 15

建築基準法における建築制限を説明できる。 10 10

宅地造成規制に関して概説できる。 10 10

農地の権利移転や転用に関する法令上の規定を説明できる。 10  10

土地区画整理事業の際の換地や保留地について説明できる。 10 10

市街地再開発事業について概説できる。 10 10

宅建業法における主な規制を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

エ
ク
セ
レ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー

１ ５
成績上位者を対象に行う。各専門分野における現在の問
題や課題、最近の研究などについて扱うゼミ形式の授業
である。

土木・環境工学の各専門分野でのこれからの社会で必要となる主な
技術や取組みを説明できる。 35 35

土木・環境工学の各専門分野での高度な知識や技術を活かした主な
仕事や就職先を説明できる。 35 35

大学卒業後に自身が社会で活躍する姿を具体的にイメージすること
ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
　
都
市
・
環
境
シ
ス
テ
ム
系

都
市
環
境
実
験
Ｂ

２ ５
管路・開水路の水理諸量の計測を行い理論との対比を行
う。また，水質・土壌質を実際に測定し，環境汚染の現
状を理解するとともに，計測法やデータ処理法について
学ぶ。

実験および調査についての計画を立てることができる。 25 25

実験および調査を実施することができる。 25 25

実験および調査のデータ整理をすることができる。 25 25

実験および調査から得られた結果について考察することができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

流
域
水
文
学

２ ６
流域の水循環の素過程（雨水の浸透，蒸発，流出）に関
する基礎知識と，その流出計算法を学ぶ。また，水資源
に関する知識を得る。

地球規模・流域規模での水文循環過程流域水文学における素過程（浸
透，蒸発散，流出）の機構が説明できる。 40 40

水資源の利用状況・法制について理解している。 30 30

洪水流出解析法を理解し，実データを用いた流出解析計算ができる。 30  30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

資
源
循
環
工
学

２ ６
廃棄物資源と水資源に注目し、対象資源、対象物質に応
じた処理技術、リサイクル技術，ならびに資源の回収技
術を学ぶ。

循環型社会を形成するための廃棄物処理，リサイクルの考え方につ
いて説明できる。 20 20

一般廃棄物と産業廃棄物の適切な処理・処分法について説明できる。 20 20

建設副産物，プラスチック廃棄物，家電廃棄物等のリサイクルのた
めの法的枠組み，適正処理について説明できる。 20  20

限られた水資源を有効に利用・再利用するための考え方，法的枠組
みについて説明できる。 20 20

除去対象物質に応じた水処理法を挙げ，除去機構を簡潔に述べるこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

輸
送
シ
ス
テ
ム

２ ６
道路交通主体の「交通計画」の内容を補い，鉄道，空港，
港湾等の輸送システム，ターミナル施設の計画と設計方
法について学習する。

各種輸送システムの役割について説明できる。 20 20

各種輸送システムの体系について説明できる。 20 20

各種ターミナル施設の役割について説明できる。 20  20

各種ターミナル施設の計画と整備のあり方について説明できる。 20 20

各種輸送システムの今後のあり方について自分の意見を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

展
開
科
目
　
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

建
設
技
術

２ ５
土工、軟弱地盤対策工、基礎工、コンクリート工など基
礎的な工種についてその原理、効果を中心に解説し、幅
の広い土木施工管理技術の基本を身につけることをめざ
す。

建設技術に関する基本的な専門用語を覚え、説明できる。 20 20

建設工事に用いる建設機械の種類と役割について説明できる。 20 20

各種工法の目的およびその方法を具体的に説明できる。 15  15

土工、基礎工、擁壁工等で必要な基礎的計算ができる。 15 15

社会基盤整備の重要性を理解し、説明することができる。 15 15

建設に携わる技術者に必要な倫理観を説明することができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

ま
ち
づ
く
り
関
係
法
規

２ ５
国土利用計画法、都市計画法、建築基準法等、まちづく
り関係の法令において、特に土地の利用・処分における「制
限」に関して学ぶ。

土地基本法について概説できる。 20 20

都市計画法における地域地区や開発許可制度を説明できる。 15 15

建築基準法における建築制限を説明できる。 10 10

宅地造成規制に関して概説できる。 10 10

農地の権利移転や転用に関する法令上の規定を説明できる。 10  10

土地区画整理事業の際の換地や保留地について説明できる。 10 10

市街地再開発事業について概説できる。 10 10

宅建業法における主な規制を説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

エ
ク
セ
レ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー

１ ５
成績上位者を対象に行う。各専門分野における現在の問
題や課題、最近の研究などについて扱うゼミ形式の授業
である。

土木・環境工学の各専門分野でのこれからの社会で必要となる主な
技術や取組みを説明できる。 35 35

土木・環境工学の各専門分野での高度な知識や技術を活かした主な
仕事や就職先を説明できる。 35 35

大学卒業後に自身が社会で活躍する姿を具体的にイメージすること
ができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
　
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

２ ６
品質管理，工程管理，原価管理，安全管理，環境管理な
どについて，品質管理システム（ISO9000 ファミリー），
環境管理システム（ISO14000 シリーズ）も含め学ぶ。

建設マネジメントについて説明できる。 15 15

施行管理について説明できる。 10 10

工程管理についてネットワーク手法も含めて説明できる。 15  15

品質管理について QC 手法も含めて説明できる。 15 15

原価管理について説明できる。 15 15

安全管理について説明できる。 15 15

環境管理について説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
防
災
シ
ス
テ
ム

２ ６
都市及び社会基盤施設への脅威となる自然災害と防災に
関する事柄を学習して，社会基盤施設のあり方と都市防
災に対する基本的な考え方を修得学びます．

過去の大きな自然災害とその発生要因を説明できる． 40 40

自然災害に備えるための基本的な３条件（災害の発生前・発生時・
発生後）を説明できる 30 30

都市防災のシステムや最新技術について説明できる 30  30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

道
路
デ
ザ
イ
ン

２ ６都市環境整備において重要な道路整備の計画，設計，お
よび施工に関する知識を学ぶ。

標準的な道路の断面図を書くことができる。 15 15

曲線部の平面線形の要点を説明できる。 15 15

道路の付属施設の種類を説明できる。 15  15

舗装の厚さの設計計算ができる。 15 15

舗装の種類とその特徴について説明できる。 15 15

道路設計のコントロールポイントについて説明できる。 15 15

日本の道路制度について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
習

２ ６

環境アセスメントの基本的な考え方と制度・内容を学び
ながら、環境問題に対する基礎的な知識 ･ 技術を習得す
るとともに、地球環境や自然分野を含め現在話題となっ
ている環境問題の知識を養い、さらに、環境に関する問
題解決能力、数理的能力を身に付ける。また、コミュニケー
ション能力を養うために、毎回の内容をテーマにした小
論文の訓練を行う。

社会基盤整備に関わる技術者として必要な、環境に関する基礎的事
項を理解している。 20 20

環境アセスメントの制度と手法の概要を説明できる。 20 20

環境アセスメントにおける比較的簡単な問題処理ができる。 20  20

環境アセスメントにおける比較的簡単な数理的処理ができる。 20 20

技術者として必要なコミュニケーション手段としての小論文に習熟
している。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

都
市
開
発
プ
ラ
ン
実
習

２ ６市街地開発事業の中でも、特に土地区画整理事業や再開
発事業等を事例にプランの方法を実習する。

地区整備計画に必要な各種情報を収集できる。 15 15

地区整備計画のための検討課題を整理できる。 15 15

地区整備計画のためのコンセプトを提案できる。 15  15

地区整備計画案を提案できる。 15 15

地区整備計画案を図面で表現できる。 20 20

地区整備計画案の内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６
都市環境整備に関する企業・官庁等での学外研修を通し
て，実務に関して学び，学内での学習内容の位置づけの
認識，動機付けとするものである。

実務の現場で行われる専門領域の職務を理解し，大学の学習内容と
の関係を含めて説明できる。 25 25

自己の適性と職業選択の方向性を把握し、自分の意見をまとめるこ
とができる。 25 25

社会人となるための必要なマナーが身についている。  25 25

実習内容について指定の書式に従い報告書を作成し，プレゼンテー
ションができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

道
路
空
間
設
計

３ ７
道路整備の設計図作成の実習を行う。また、道路空間の
VR（ヴァーチャルリアリティ）の作成方法についても実
習する。

クロソイドの計算及び図化ができる。 15 15

地形縦・横断図を作成できる。 15 15

縦断計画および計算高の計算ができる。 20 20

横断計画図を作成できる。 20 20

横断計画図を地形図に展開して平面計画図を作成できる。 15 15

道路の計画図面を見て、その内容が理解できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目
　
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

２ ６
品質管理，工程管理，原価管理，安全管理，環境管理な
どについて，品質管理システム（ISO9000 ファミリー），
環境管理システム（ISO14000 シリーズ）も含め学ぶ。

建設マネジメントについて説明できる。 15 15

施行管理について説明できる。 10 10

工程管理についてネットワーク手法も含めて説明できる。 15  15

品質管理について QC 手法も含めて説明できる。 15 15

原価管理について説明できる。 15 15

安全管理について説明できる。 15 15

環境管理について説明できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

都
市
防
災
シ
ス
テ
ム

２ ６
都市及び社会基盤施設への脅威となる自然災害と防災に
関する事柄を学習して，社会基盤施設のあり方と都市防
災に対する基本的な考え方を修得学びます．

過去の大きな自然災害とその発生要因を説明できる． 40 40

自然災害に備えるための基本的な３条件（災害の発生前・発生時・
発生後）を説明できる 30 30

都市防災のシステムや最新技術について説明できる 30  30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 100

道
路
デ
ザ
イ
ン

２ ６都市環境整備において重要な道路整備の計画，設計，お
よび施工に関する知識を学ぶ。

標準的な道路の断面図を書くことができる。 15 15

曲線部の平面線形の要点を説明できる。 15 15

道路の付属施設の種類を説明できる。 15  15

舗装の厚さの設計計算ができる。 15 15

舗装の種類とその特徴について説明できる。 15 15

道路設計のコントロールポイントについて説明できる。 15 15

日本の道路制度について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
習

２ ６

環境アセスメントの基本的な考え方と制度・内容を学び
ながら、環境問題に対する基礎的な知識 ･ 技術を習得す
るとともに、地球環境や自然分野を含め現在話題となっ
ている環境問題の知識を養い、さらに、環境に関する問
題解決能力、数理的能力を身に付ける。また、コミュニケー
ション能力を養うために、毎回の内容をテーマにした小
論文の訓練を行う。

社会基盤整備に関わる技術者として必要な、環境に関する基礎的事
項を理解している。 20 20

環境アセスメントの制度と手法の概要を説明できる。 20 20

環境アセスメントにおける比較的簡単な問題処理ができる。 20  20

環境アセスメントにおける比較的簡単な数理的処理ができる。 20 20

技術者として必要なコミュニケーション手段としての小論文に習熟
している。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

都
市
開
発
プ
ラ
ン
実
習

２ ６市街地開発事業の中でも、特に土地区画整理事業や再開
発事業等を事例にプランの方法を実習する。

地区整備計画に必要な各種情報を収集できる。 15 15

地区整備計画のための検討課題を整理できる。 15 15

地区整備計画のためのコンセプトを提案できる。 15  15

地区整備計画案を提案できる。 15 15

地区整備計画案を図面で表現できる。 20 20

地区整備計画案の内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６
都市環境整備に関する企業・官庁等での学外研修を通し
て，実務に関して学び，学内での学習内容の位置づけの
認識，動機付けとするものである。

実務の現場で行われる専門領域の職務を理解し，大学の学習内容と
の関係を含めて説明できる。 25 25

自己の適性と職業選択の方向性を把握し、自分の意見をまとめるこ
とができる。 25 25

社会人となるための必要なマナーが身についている。  25 25

実習内容について指定の書式に従い報告書を作成し，プレゼンテー
ションができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

道
路
空
間
設
計

３ ７
道路整備の設計図作成の実習を行う。また、道路空間の
VR（ヴァーチャルリアリティ）の作成方法についても実
習する。

クロソイドの計算及び図化ができる。 15 15

地形縦・横断図を作成できる。 15 15

縦断計画および計算高の計算ができる。 20 20

横断計画図を作成できる。 20 20

横断計画図を地形図に展開して平面計画図を作成できる。 15 15

道路の計画図面を見て、その内容が理解できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

技
術
者
倫
理

２ ６

土木・環境専攻で学ぶ学生の多くは，卒業後に都市環境
整備に携わる技術者となる．この方面の技術者が所属す
る（社）土木学会では，1999 年に「土木技術者の倫理規定」
を制定した．これは，技術者のあるべき生き方や社会へ
の貢献の在り方を示したものであり，十分に理解してい
なければならない．本科目は，この倫理規定を学ぶとと
もに，建設技術者に求められている善き働き方・生き方
を身につけるための授業である．

自己の信念と良心に従って，自分の意見を発表できる。 20 20

「公共性の高い構造物」とは何か説明できる。 15 15

人々の安全，福祉，健康に関する情報を公開することの重要性を説
明できる。  15 15

法令（規則）を遵守し公正に競争することの重要性を説明できる。 15 15

技術者としての品位とは何か説明できる。 15 15

社会において信頼される倫理観を持った技術者とはどのような技術
者か説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
１

２ ６

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
２

２ ７

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
３

２ ８

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

技
術
者
倫
理

２ ６

土木・環境専攻で学ぶ学生の多くは，卒業後に都市環境
整備に携わる技術者となる．この方面の技術者が所属す
る（社）土木学会では，1999 年に「土木技術者の倫理規定」
を制定した．これは，技術者のあるべき生き方や社会へ
の貢献の在り方を示したものであり，十分に理解してい
なければならない．本科目は，この倫理規定を学ぶとと
もに，建設技術者に求められている善き働き方・生き方
を身につけるための授業である．

自己の信念と良心に従って，自分の意見を発表できる。 20 20

「公共性の高い構造物」とは何か説明できる。 15 15

人々の安全，福祉，健康に関する情報を公開することの重要性を説
明できる。  15 15

法令（規則）を遵守し公正に競争することの重要性を説明できる。 15 15

技術者としての品位とは何か説明できる。 15 15

社会において信頼される倫理観を持った技術者とはどのような技術
者か説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
１

２ ６

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
２

２ ７

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

都
市
環
境
総
合
セ
ミ
ナ
３

２ ８

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

卒
業
研
究

６
７
・
８

100 100

0

 0

0

0

0

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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大学の目的
大同大学は，教育基本法並びに建学の精神と理念に則り，深い専門の学芸の教育研究を通じて，豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し，社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は，豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し，創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに，工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針

A. 英語の習得に積極的に取り組み，英語力を向上させ，基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 嗅覚の特性に関する知識があり、基本的なにおい・かおりの測定・
評価ができる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. におい・かおりの特性に関する知識があり、有効な臭気対策が提案
できる。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. におい・かおりの化学、香料の成分に関する知識があり、かおりの
特性を踏まえた適切なかおりを調香できる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. におい・かおりの特性、人の心と身体、人とかおりの関係に関する
基礎知識があり、その時々で適切なかおりを選定し、活用方法を提
案できる。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 生活環境要素に関する基礎知識があり、におい・かおりの要素を取
り入れた快適な生活環境を創造できる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 論点を的確に捉え、必要な調査・実験データ、情報を収集し、その
データを理論的に分析し、課題を解決することができ、客観的なデー
タに基づく自らの考えを分かりやすく伝えることができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 建築学科 かおりデザイン専攻カリキュラムマップ

− 358 −



大学の目的
大同大学は，教育基本法並びに建学の精神と理念に則り，深い専門の学芸の教育研究を通じて，豊かな教養と専門的能力を有する
質の高い職業人を育成し，社会と産業の発展に寄与することを目的とする。

学部の教育研究上の目的
工学部は，豊かな教養及び工学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し，創造力に富み主体的に行動できる質の高
い専門職業人を育成するとともに，工学を中心とする分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学科の教育研究上の目的
工学部建築学科は、建築および都市環境の創造、生産、維持活動に関する知識と技術を有し、豊かな人間性を備えた人材を育成す
るとともに、建築・インテリアおよび土木・環境分野の深い研究を通して新たな知識を創造することを目的とする。

学
科
の
学
位
授
与
の
方
針

A. 英語の習得に積極的に取り組み，英語力を向上させ，基礎的なコミュ
ニケーションを行うことができる。

I. 嗅覚の特性に関する知識があり、基本的なにおい・かおりの測定・
評価ができる。

B. 外国語学習を通して異文化に関する理解を深め、国際社会に対応す
るための素養を身につけることができる。

J. におい・かおりの特性に関する知識があり、有効な臭気対策が提案
できる。

C. 規律ある生活を維持し、心身の健康管理を心がけ、大学における学
習生活の基礎を身につけている。

K. におい・かおりの化学、香料の成分に関する知識があり、かおりの
特性を踏まえた適切なかおりを調香できる。

D. 豊かな人間性と心の問題について幅広い知見を有し、自律的かつ柔
軟に考えることができる。

L. におい・かおりの特性、人の心と身体、人とかおりの関係に関する
基礎知識があり、その時々で適切なかおりを選定し、活用方法を提
案できる。

E. 市民社会の一員として、社会科学の基礎知識に基づき、価値観の多
様性を踏まえた適切な行動が選択できる。

M. 生活環境要素に関する基礎知識があり、におい・かおりの要素を取
り入れた快適な生活環境を創造できる。

F. 自然科学的、数理的なものの見方を通じて、日常生活において良識
ある判断を下すことができる。

N. 論点を的確に捉え、必要な調査・実験データ、情報を収集し、その
データを理論的に分析し、課題を解決することができ、客観的なデー
タに基づく自らの考えを分かりやすく伝えることができる。

G. 現代社会の問題群を多角的にとらえ、コミュニケーションをとりな
がら問題解決に当たることができる。

H. 工学の基礎として数学、自然科学を活用することができる。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践

高校と大学の学びの違いが理解できる。 10 10

ノートの取り方が効果的にできる。 10 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 10 10

図書館の利用法がわかる。 10 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 10 10

基本的なレポートの作成ができる。 10 10 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 10 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
１

１
１
［
２
］

この授業では、４技能（読む・聴く・書く・話す）の基
礎としての文法力を固めるために体系的な文法教育をお
こない、文法的な基礎力に裏打ちされたコミュニケーショ
ン能力の向上をはかることを目標とします。そのために
文法法則の単なる暗記ではなく、英語による自己表現能
力や運用能力の基盤としての文法力を身につけてもらう
ことをめざします。

品詞の性質の違いについて理解できる。 12 8 20

さまざまな時制を英語で適切に表現できる。 12 8 20

標準的な文章の主語と述語動詞を正しく指摘することができる。 12 8 20

５つの文型について正しく判別することができる。 12 8 20

文法にしたがって、正しく和訳することができる。 12 8 20

授業科目の貢献度 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
グ
ラ
マ
ー
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語グラマー
１の内容を継続・発展させるかたちで、４技能（読む・
聴く・書く・話す）の基礎としての文法力を固めるため
に体系的な文法教育をおこない、文法的な基礎力に裏打
ちされたコミュニケーション能力の向上をはかることを
目標とします。そのために文法法則の単なる暗記ではな
く、英語による自己表現能力や運用能力の基盤としての
文法力を確実に身につけてもらうことをめざします。

受動態をつかって英文を書くことができる。 12 8 20

不定詞の３つの用法について正しく判別することができる。 12 8 20

関係代名詞の用法ならびに種類について正しく理解することができ
る。 12 8 20

that 節や関係詞節など、節を含む構造の文章を正しく和訳すること
ができる。 12 8 20

これまで学習した文法項目を用いて、自分の考えを表現することが
できる。 10 8 2 20

授業科目の貢献度 58 40 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
１

１
１
［
２
］

この授業では、リーディング手法を体得してもらうとと
もに、語彙力の向上をはかるようにしていきます。リー
ディングというと英語から日本語に訳すことと思うかも
しれませんが、特に英語の語順のまま英文の内容を把握
する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら基礎的な英文を読み進めることができる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、基礎的な英文を読み、その内容を
理解することができる。 12 8 20

基礎的な英文の意味を理解しながら、音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
を深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

工学部 建築学科 かおりデザイン専攻カリキュラムマップ

− 359 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
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Ａ
グ
ル
ー
プ

基
礎
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
２

１
２
［
３
］

この授業では、前期に開講されている基礎英語リーディ
ング１の内容を継続・発展させるかたちで、リーディン
グ手法を体得してもらうとともに、語彙力の向上をいっ
そうはかるようにしていきます。リーディングというと
英語から日本語に訳すことと思うかもしれませんが、特
に、英語の正しい発音で音読ができるようにしつつ、英
語の語順のまま内容を把握する能力の基礎を養成します。

英文の構造を把握しながら、より正確に英文を読み進めることがで
きる。 12 8 20

英語の論理展開を理解しながら、英文を読み、その内容をより深く
理解することができる。 12 8 20

英文の意味を理解しながら、より流暢に音読することができる。 12 8 20

基礎的な語彙（英単語および英熟語）の意味を瞬時に理解できる。 10 8 2 20

英文の題材を通じて、自然環境、社会問題、異文化についての理解
をより深めることができる。 10 6 2 2 20

授業科目の貢献度 56 38 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、ますますグローバル化する 21 世紀の中
でコミュニケーションのツールとして重要な英語力の向
上を図ることを狙いとしています。特に、英語のリスニ
ング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともなる語
彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 14 6 20

ビジネスで使われる基礎的な英語の語彙を理解できる。 12 5 3 20

提示された状況を説明する英語を聞き取り、大まかに理解すること
ができる。 12 5 3 20

基礎的な英語の質問を聞き取り、大まかに理解することができる。 12 5 3 20

状況を大まかに推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、１年次の基礎英語グラマー・基礎英語リー
ディングを基盤として「読む・聴く・書く・話す」など、
英語の総合的運用能力の養成をはかります。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化をはかることにより英
語によるコミュニケーション能力を高め、TOEIC 等の資
格試験に対しても全般的な対応ができる能力を養成しま
す。

英語を通して得た一般常識や時事的な知識を使って、問題を解くこ
とができる。 10 7 2 1 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現の意味を理解し、身につける
ことができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、重要語句や重要表現を 聴き取ることが
できる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、文型や語順、品詞に注意しながら、要
点を把握することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で短い質問をし
たり、答えたりすることができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 33 0 2 1 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
１

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
３
［
４
］

この授業では、品詞、代名詞、動詞の時制、進行形、完
了などの基礎的な英文法を学習します。交通やインター
ネットなど身の回りの事柄に関する英語の語彙力の強化
も図ります。

主語・動詞や代名詞や助動詞に注意して、英文を正しく解釈するこ
とができる。 12 8 20

語の形や文中での位置から品詞を見分けることができる。 12 8 20

動詞の時制や進行形の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

完了表現の形・意味と用法を理解することができる。　 12 8 20

交通、インターネットなど特定の場面でよく使われる単語の意味を
理解することができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
英
語
会
話
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜英語
会話コース＞の内容を継続・発展させながら、英語のリ
スニング力を高めることに主眼を置き、その基礎ともな
る語彙力も増強してもらうことにします。

日常に使われる英語の語彙を理解できる。  14 6 20

ビジネスで使われる英語の語彙を理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の対話を聞き取り、大まかに理解できる。  12 5 3 20

基礎的な英語の説明文を聞き取り、大まかに理解できる。 12 5 3 20

状況を推測しながら、英語を聞き取ることができる。 12 5 3 20

授業科目の貢献度 62 26 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
総
合
英
語
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜総合
英語コース＞の内容を継続・発展させながら、「読む・聴
く・書く・話す」の４技能に裏打ちされた実社会で要求
される実用的な英語力の向上をめざします。また、ビジ
ネスや日常に関する語彙力の強化を引き続きはかること
により、英語によるコミュニケーション能力をいっそう
高めます。

一般常識や時事的な知識を、英語を通して自発的に学ぶことができ
る。 10 6 2 2 20

問題解決に必要な重要単語や重要表現を身につけ、それらが使われ
ている表現の中で、ふさわしい意味を理解することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を聴き、その状況を理解しながら、要点を把握
することができる。 12 8 20

まとまりのある英文を読み、時制や代名詞、接続詞に注意しながら、
話の展開を理解することができる。 12 8 20

習得した重要単語や重要表現を使って、口頭や文書で、ある程度ま
とまった情報を伝えたり、相手からの情報を理解することができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 58 32 0 2 2 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
２

〈
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

１
４
［
５
］

この授業では、前期のコミュニケーション英語１＜キャ
リアコース＞の内容を継続・発展させながら、不定詞や
動名詞、関係代名詞などの基礎的な英文法を学びます。
ビジネスにおける人事や顧客サービスなど身の回りの事
柄に関する英語の語彙力も強化します。

受動態や使役表現の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

動名詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

不定詞の意味と用法を理解することができる。 12 8 20

who，which，what など基本的な関係代名詞の意味と用法を理解す
ることができる。 12 8 20

会議や接客など特定の場面でよく使われる単語の意味を理解するこ
とができる。 9 8 3 20

授業科目の貢献度 57 40 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 100
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Ａ
グ
ル
ー
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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語
３

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング１・２、基礎英語
グラマー１・２、コミュニケーション英語１・２の学習
内容を基に、TOEIC 等の英語の資格試験に対処できる基
礎力を身につけることを目的としています。

動詞の時制や進行形について理解することができる。 7 5 12

名詞や冠詞などについて理解することができる。 7 5 12

疑問詞、形容詞、副詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

200 語程度の英文を読んで、キーワードを見つけ、概要を理解する
ことができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を 聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
３

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ５
この授業では、基礎英語リーディング 1・2、基礎英語グ
ラマー 1・2、コミュニケーション英語 1・2 を踏まえて、
卒業後のビジネスに関わる英語によるコミュニケーショ
ン能力の養成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を大まかに、伝達する
ことができるように音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況を簡易な英語を用いて、口頭で説明することががで
きる。 12 6 2 20

英語で基礎的な質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、基礎的な英語を用いて口頭で対処するこ
とができる。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 100 語程度の英文で書き
表すことができる。 12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
検
定
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜検定コース
＞の内容を継続・発展させながら、TOEIC 等の英語の資
格試験に対処できる基礎力を身につけることを目的とし
ています。

不定詞、動名詞、助動詞などについて理解することができる。 7 5 12

関係代名詞、分詞、完了、受動態などについて理解することができる。 7 5 12

前置詞、接続詞、代名詞などについて理解することができる。 7 5 12

語形や文中での位置を参考にして語の品詞を見分けることができる。 7 5 12

400 語程度の英文を読んで、事実関係を把握することができる。 7 3 2 12

繰り返し出てくる基本語彙の意味を理解し、文中で正しく解釈する
ことができる。 7 5 12

英語の強弱のリズムやイントネーション、音のつながりなどの音変
化について理解し、それらに注意して英文を聴くことができる。 7 5 12

英語の短い説明文や会話を聴いて、概要を理解することができる。 7 5 4 16

授業科目の貢献度 56 38 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 100

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
４

〈
キ
ャ
リ
ア
支
援
コ
ー
ス
〉

１ ６
この授業では、コミュニケーション英語３＜キャリア支
援コース＞の内容を継続・発展させながら、卒業後のビ
ジネスに関わる英語によるコミュニケーション能力の養
成を図ります。

100 語程度の基礎的な英文を聞き手に、内容を伝達することができ
るように正確に音読することができる。 12 8 20

身の回りの状況について英語を用いて、口頭で説明することができ
る。 12 6 2 20

英語で質問を受け、その質問に英語で答えることができる。 12 6 2 20

提示された情報を理解し、英語を用いて口頭で対処することができ
る。 12 6 2 20

与えられたテーマについて、自身の意見を 150 語程度の英文で論理
的に書き表すことができる。  12 2 6 20

授業科目の貢献度 60 28 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
卓
球
〉

１ １
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 363 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 364 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。  10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 10 10

バックハンドボレーを打つことができる。  10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  15 15

得点の数え方および審判ができる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ａ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ ２
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

対人ラリーが 20 球続けられる。 15 15

フォアハンドロングによるラリーができる。 10 10

バックハンドによるショートのつなぎができる。 10 10

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 10 10

目的の位置にサービスを打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る 20 20

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る 15 15

アンダーハンドストロークが出来る 10 10

ネットプレーによるつなぎが出来る 10 10

スマッシュを打つ事が出来る 10 10

目的の位置にサーブを打つ事が出来る 15 15

得点の数え方および審判が出来る 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら , 健康づくりと共に競技スポーツとしての技術の
深さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 20 20

フォアハンドストロークによるラリーができる。 15 15

フォアハンドストロークを打つことができる。 10 10

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。  10 10

バックハンドボレーを打つことができる。 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 15 15

得点の数え方および審判ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 80 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
演
習
Ｂ

〈
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら , 健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り ,
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

積極的に運動ができた。 30 30

自分の体と向きあうことができた。 30 30

積極的に仲間づくりができた。 20 20

動作を３つ以上考え、発表できた。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 60 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ａ

２
３
・
５

文学作品の読解を通じて、言葉と感性に磨きをかけ、人
間と社会について多面的に考察する。

文学作品をはじめとする各種文章の内容を客観的に読み取ることが
できる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的に文章で表現できる。 20 20

文学的文章を通じて、言葉に対する感受性を磨き、自己認識を広げる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目
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開
講
期
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必
修
選
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
Ｂ

２
４
・
６

文学作品の読解を通じて、自ら課題を発見し、それに論
理的でかつわかりやすい表現を与える。

文章の構成を正しく捉え、要旨を的確に把握することができる。 20 20

講義内容について理解、考察したことを論理的でわかりやすい文章
で表現できる。 20 20

文学作品の中から、自分の力で課題を発見、追究することができる。 20 20

文学作品と周囲の文化遺産（行事や風習、文化財）とを関連付けて
理解できる。 20 20

講義内容を通じて、文学の中における人間社会の普遍的テーマにつ
いて考察できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

外国文学の読解を通じて、作家の思考や言語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを言語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 20 20

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 20 20

文学作品について、自分の見解などを適切な言葉で書くことができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

外
国
文
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

外国文学の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを言語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 20 20

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 20 20

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 20 20

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 20 20

文学作品について、自分の見解などを論理的に書くことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論について説明できる。 20 20

デカルト哲学におけるコギトの意義について説明できる。 20 20

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 20 20

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 20 20

知的リフレッシュメントを味わうことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

哲
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

モラル、道徳の成り立ちについてその系譜を辿り、生き
方を考える。

哲学という学問そのものの意義について理解できる。 20 20

哲学者の考察をふまえ、さまざまな日常的テーマについて哲学的考
察を示すことができる。 20 20

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 20 20

おおまかな倫理思想の流れについて理解することができる。 20 20

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ａ

２
３
・
５

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

現代における人間像について様々な角度から考えることができる。 20 20

様々な文化を比較することができる。 20 20

習慣の意味が理解できる。 20 20

形のないものの価値について考えることができる。 20 20

現代社会がかかえる問題点について考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

文
化
人
類
学
Ｂ

２
４
・
６

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて理解できる。 20 20

文化について様々な考え方が理解できる。 20 20

現代社会における通過儀礼の意味が理解できる。 20 20

「変わっていくもの」と「変わらないもの」についてその意味を考え
ることができる。 20 20

コミュニケーションについて様々な捉え方ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

歴
史
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

日本の近代化が進められていく背景や文明開化が社会に
与えた影響を、幕末以降の東アジア各国及び西欧列強と
の関係をもとにして理解する。

日本の近代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につけるこ
とができる。 20 20

国際環境と関連づけて日本の近代史を理解できる。 20 20

西洋的価値観の導入により生じた明治時代の社会の変化を理解でき
る。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

歴
史
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

近代日本が主体的に起こした戦争や戦後に繰り返される
戦闘行為の概要を押さえ、かつそれぞれの発生原因を追
及することにより、戦争の連鎖を断ち切るために何が必
要かを導き出す。

日本の近現代史について基本的な事柄を理解し、知識を身につける
ことができる。 20 20

東アジアのなかでの近現代日本の位置づけが理解できる。 20 20

日本が関係した近現代の戦争の内実を把握し、戦争と平和について
自ら考えることができる。 20 20

歴史的な事象や時代の流れを、図や表を使ってわかりやすく説明す
ることができる。 20 20

過去の様々な事例から教訓をみつけ、現代社会にいかそうとするこ
とができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え，あらため
て自分を知る。

感覚と知覚の違い，および知覚機能の特徴（錯視など）について，
理解することができる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解することができる。 20 20

欲求と動機，感情の特徴や機能について理解することができる。 20 20

発達という概念，および発達過程の様相について，理解することが
できる。 20 20

パーソナリティという概念，およびそれをとらえる枠組み（特性論・
類型論）と方法（質問紙法・投影法など）について，理解すること
ができる。

20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

心
理
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

他者（たち）との関わり，社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし，あらためて自分のあり
方を考える。

自己概念および自己表出（自己呈示・自己開示）の特徴や機能につ
いて，理解することができる。 20 20

人間の「ものや人に対する見方」（社会的知覚・対人認知）の特徴に
ついて，理解することができる。 20 20

対人魅力と対人関係の進展，および対人的コミュニケーションの特
徴や機能について，理解することができる。 20 20

集団のもつ特徴や機能，および集団内での人間の行動について，理
解することができる。 20 20

集団間関係から生じる問題（内集団びいきやステレオタイプ・偏見）
について、理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し，教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 20 20

近年の教育課題や教育改革の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
心
理
学

２ ３
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化，他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に，それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し，認知・感情・社会性（愛着
など）の発達の様相を把握することができる。 10 10

発達上の「青年期」の特徴を理解し、青年にまつわる現代的問題に
ついて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

条件づけや観察学習，記憶の基本的なメカニズムを理解することが
できる。 10 10

欲求と適応（／不適応）との関係，およびフラストレーション・コ
ンフリクトの発生メカニズムを理解することができる。 10 10

動機と動機づけの違い，および達成動機と親和動機の関連について
理解することができる。 10 10

「リーダーシップ」や「ソシオメトリー」などの観点から，学級集団
の特徴・構造を把握することができる。 10 10

生徒の「問題行動」の内容・実態を把握し，それらへの対応策につ
いて心理学的な観点から考察することができる。 10 10 20

「パーソナリティ」概念，およびそのとらえ方を理解することができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 80 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
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開
講
期
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必
修
選
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自
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
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群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

政
治
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（政治、権力、国家など）を理解する 。 20 20

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 20 20

議院内閣制と大統領制を比較し、それぞれの特徴を理解する 。 20 20

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 20 20

自分と政治との関わりについて考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

政
治
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 20 20

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 20 20

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 20 20

現代政治における政党の機能および政党制の展開について理解する。 20 20

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論を身に着け、自分の言葉で説明
することができる。 30 30

資本主義の意味と影響を把握し、説明することができる。 10 10

経済・産業の見取り図を描き、そこに自分や身近な存在を位置づけ、
説明することができる。 20 20

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

経
済
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

経済データを用いて経済関係やその変化を説明することができる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 20 20

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 10 10

日本の企業の特性・構造について説明できる。 10 10

講義で理解したことを適切に要約するとともに、考えたことをデー
タに基づいて論理的に表現することができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ａ

２
３
・
５

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 25 25

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 25 25

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評できる。 25 25

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
６

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯が説明できる。 10 10

日本国憲法の基本原則が説明できる。 20 20

日本国憲法における国民主権の意味を理解し，説明できる。 20 20

基本的人権の内容と意義を理解し，説明できる。 20 20

表現の自由とその制約原理を説明できる。 20 20

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

社会学のイメージをつかむ 30 30

方法論的個人主義（ヴェーバー）と方法論的集団主義（デュルケーム）
の違いを理解する  20 20

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て考えられる 20 20

「内集団」「外集団」のメカニズムを理解する 20 20

東アジアにおけるヒト・モノ・カネの動きの変化を考えながら、日
本社会のグローバル化を捉えること 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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目
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開
講
期
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必
修
選
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由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え、そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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開
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学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

社会学が持つ量的・質的な分析方法を学ぶ。また個人と
集団の間、時代間、地域間などの異なった論理を持つ主
体や社会の間に存在する連続性や変動要因に着目し、理
解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）や社会問題の分析視角について、
イメージをつかむこと。 20 20

個人化という概念について説明できるようになること。 20 20

ネオリベラリズム（新自由主義）という概念について説明できるよ
うになること。 20 20

非正規雇用が増加する社会的背景が説明できるようになること。 30 30

グローバル化が進む中で、日本を含めたアジアが大きく変化しつつ
あることを理解する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ａ

２
３
・
５

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 20 20

母集団及び標本抽出について理解する。 20 20

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 20 20

統計学的な仮説検定の手順について正しく理解する。 20 20

質的調査の種類とその技法を先行研究から学びとる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

社
会
調
査
の
方
法
Ｂ

２
４
・
６

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学び、
それを活用してみる。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 20 20

統計学的手法を用いて因果関係を分析する考え方について理解する。 20 20

疑似相関とシンプソンのパラドクスについて理解し、多変量解析の
重要性を理解する。 20 20

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 20 20

質的調査の調査計画を立てられるようになるとともに、考慮すべき
調査倫理を理解する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ａ

２
３
・
５

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、政治的・経済的・国際的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
域
研
究
Ｂ

２
４
・
６

ある特定の国や地域（日本を含む）について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。具体的に
は戦後日本論をテーマに、社会的・思想的・文化的視点
から、戦後の日本の歩みを分析・検討する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する 25 25

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する 25 25

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる 25 25

地域研究（エリアスタディーズ）で獲得した視野を通じ、これまで
の自らの常識を問い直すことができる 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え、そ
の文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。  25 25

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 25 25

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 25 25

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ａ

２
１
・
３
・
５

生命・身体の仕組みについて学ぶことによって傷害や疾
病などへの理解を深める。

体の仕組みについて理解できる。 10 10

発育の仕組みについて理解できる。 10 10 20

年齢とからだの関係について理解できる。 10 10

健康について理解できる。 10 10 10 30

健康に対する取り組みについて理解できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

健
康
科
学
Ｂ

２
２
・
４
・
６

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解すること
で身体の働きについての理解を深める。

身体の動く仕組みについて理解できる。 10 10 20

人体の構造について理解できる。 10 10 20

障害について理解できる。 10 10 20

傷害について理解できる。 10 10 20

体力について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 20 30 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

− 374 −



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

認
知
科
学
Ａ

２
３
・
５

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 20 20

知覚，記憶といった認知機能の仕組みを説明することができる。 20 20

認知機能の神経機構について説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 20 20

認知科学の哲学的な問題を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
４
・
６

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学がどういった学問であるかについて，基本的な説明をする
ことができる。 10 10

我々が当たり前のように行っている認知について自発的な疑問を立
て，それに対して参考文献等を用いながら論理的な説明を与えるこ
とができる。

20 20

記憶のメカニズムや分類について説明することができる。 20 20

自覚できない心の働きがどのようなプロセスを経て，人間の行動に
影響しているかを説明することができる。 20 20

ヒューマンエラーが生じる理由と，それを未然に防ぐ方法について
論じることができる。 20 20

ヒトとヒト以外（ロボット，昆虫，ネアンデルタール人等）の共通
点と相違点を説明することができる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ａ

２
３
・
５

環境科学の基本とこれまでの環境問題対策を実例を通じ
て修得する。

地球内部の運動が地球環境に及ぼす影響を理解する。 20 20

地球環境問題のメカニズムの基礎を理解する。 20 20

地球環境問題対策を理解する。 20 20

地球の進化と環境変化を結びつけて理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

環
境
科
学
Ｂ

２
４
・
６

環境問題と人間社会の関係を理解し、今後の環境問題へ
のアプローチを考察する。

海洋と大気を総論的に理解する。 20 20

太陽系の惑星と地球環境の違いを理解する。 20 20

生態資源とエネルギー資源枯渇問題を理解する。 20 20

生命の生存条件を理解する。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
５

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

与えられたデータから震源決定の方法および，GPS の原理が理解で
きる。 20 20

最新の観測技術を学び、プレート運動が理解できるようにする。 20 20

鉱物の観察から，結晶構造の特徴を単位格子から読み解けるように
なる。 10 10

水の特性から生物に与える影響が理解できる。 20 20

古生物の化石の観察から，生物の進化の歴史が理解できる。 20 20

地球の過去の姿から、地球の将来の像を考察する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
６

地球科学の基本を学ぶことから、将来の地球と人間社会
のあり方を考察する。

天体の距離計算の歴史を紐解きながら、最新の観測方法を理解でき
る。 20 20

様々な波を観察することによって、津波のメカニズムを理解し、災
害に対する備えを養う。 20 20

地球の運動のデータから暦の原理が理解できる。 20 20

日本の天気図から、日本列島で起こる様々な自然災害について考察
する。 20 20

太陽系の進化から地球の未来像を把握する。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

行
動
生
物
学
Ａ

２
３
・
５

行動生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特
別扱いしない視点を獲得する。

行動生物学の一分野である行動生態学がどういった学問であるか説
明をすることができる。 20 20

現代生物学での細胞や遺伝に関する基本的な用語考え方を説明する
ことができる。 20 20

自然選択における代謝と自己増殖について説明することができる。 20 20

性選択と自然選択の違いについて説明することができる。 20 20

進化に関する基本的な用語を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

 

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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授
業
科
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履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

行
動
生
物
学
Ｂ

２
４
・
６

動物の行動の機能を学び、そこから人間行動の特質を進
化的な視点から考察する。

生物の示す行動の多様性を理解することができる。 20 20

Tinbergen の４つの「なぜ」を用いて生物の行動を考えることができ
る。 20 20

生物が進化するメカニズムを理解することができる。 20 20

ヒトの進化史を大まかに説明することができる。 20 20

他の動物との比較でヒトの行動の進化を説明することができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２
１
・
３
・
５

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 20 20

科学リテラシーの必要性を理解できる。 20 20

近代科学の特徴を説明できる。 20 20

20 世紀初頭に起こった自然認識の大きな変化を理解できる。 20 20

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２
２
・
４
・
６

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 20 20

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 20 20

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考えることができる。 20 20

未来に向かって、物質科学・技術と人間社会のかかわりあいを展望
できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ａ

２
３
・
５

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
実
践
演
習
Ｂ

２
４
・
６

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。  20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
３
・
５

社会の第一線で活躍中の実務経験豊富な講師を迎え、こ
れからの企業人に必要不可欠な CSR（Corporate Social 
Responsibility ＝企業の社会的責任）を共に考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
６

企業体の危機管理の諸局面について具体的な事例を通じ
て学び、その上でさまざまな制約下でのビジネスモデル
の創出について議論し考える。

現代の問題群を整理することができる。 20 20

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 20 20

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 20 20

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 100

 

国
際
事
情

２

集
中
講
義
９
月

現代アジアの国際関係の基本を押さえ、今後の日本の進
路選択とその羅針盤を検討する。

理工系・情報学系の学生が人文社会科学系の国際的教養を身につけ
ることができる。 40 40

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 20 20

国際事情を理解し、人間学との関連で人生を如何に生きるべきかを
考えることができる。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 0 0 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

化
学
基
礎
１

２ １

原子の構造，電子軌道および電子配置、元素の物理化学
的性質を学び、イオン結合，共有結合など化学結合につ
いても学ぶ。
また，気体，液体，固体の状態の物理化学的性質につい
ても学ぶ。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 5 10 5 20

原子の構造を説明できる 10 10

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 5 10 5 20

酸・塩基反応の本質を理解し，pH と中和について説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 30 0 20 70 0 10 0 100

化
学
基
礎
２

２ ２
化学とエネルギー，有機材料，環境や生命との関わりを
学ぶ。さらに化学物質やエネルギーを作り出す化学反応
についても学ぶ。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10 20

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10 20

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10

生命と化学との関係を説明できる 10 10

環境と化学との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 0 20 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

自
然
科
学
系

線
形
代
数
１

２ １
行列式および行列の基本性質，演算方法を学び，１次連
立方程式の解法に応用する。複素数の基本事項について
も学ぶ。

行列式の基本性質を説明できる。 12 4 16

余因子展開を使って行列式の計算ができる。 10 8 18

行列の和・積等の計算ができる。 7 8 15

逆行列を求めることができる。 9 9 18

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 6 10 16

複素数の極形式を使った計算ができる。 8 9 17

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 52 0 48 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２高等学校で学んだベクトルをさらに詳しく学んだ後，新
しくベクトルの外積を学び，空間図形の解析に応用する。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 14 4 18

内積の定義および演算法則を説明できる。 8 2 10

成分計算を含め内積を使った計算ができる。 4 8 12

外積の基本性質を説明できる。 8 2 10

成分による外積の計算ができる。 4 8 12

外積を使って，三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 8 10 18

固有直交行列によって表される空間の回転の回転軸を求めることが
できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 56 0 44 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ａ

２ ２

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 8 12 20

電位と静電エネルギーを説明できる。 8 12 20

ミクロな視点で電流を説明できる。 8 12 20

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 8 12 20

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 8 12 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

基
礎
物
理
Ｂ

２ ３

基礎物理 B では熱力学の基礎事項を学びます。この科目
では、まず、熱の微視的な理解つまり「物資の構成要素（電
子や分子など）の乱雑な運動のエネルギーとして熱が理
解できること」を学びます。次に、これを踏まえて、熱
や仕事などエネルギーの巨視的な理解、特に熱力学第一
法則を学びます。熱力学は、専門科目においてエンジン
燃料の燃焼効率、発電機や電池の発電効率などを考える
際の基礎となる重要な科目です。なお、熱力学の内容には、
力学の考え方を応用して理解するものが随所に出てきま
す。熱力学を学ぶ前に力学を学んでおくことが必要です。

熱力学第１法則を説明できる。 10 15 25

気体分子の熱運動で、内部エネルギー、熱、圧力、絶対温度などの
物理量を説明できる。 10 15 25

熱と温度の違いを説明できる。 10 15 25

p ‐ V グラフと仕事の関係を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

化
学
基
礎
１

２ １

原子の構造，電子軌道および電子配置、元素の物理化学
的性質を学び、イオン結合，共有結合など化学結合につ
いても学ぶ。
また，気体，液体，固体の状態の物理化学的性質につい
ても学ぶ。

原子量，分子量，式量の関係を理解し，物質量 ( モル ) についての計
算ができる 5 10 5 20

原子の構造を説明できる 10 10

元素の周期律と電子配置を説明できる 10 10

化学結合と分子の形の関連を理解し，物質の性質の説明に応用でき
る 10 10

原子・分子の集合体としての気体・液体・固体の状態を説明できる 10 10

溶液の濃度の計算ができ，性質との関係を説明できる 5 10 5 20

酸・塩基反応の本質を理解し，pH と中和について説明できる 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 30 0 20 70 0 10 0 100

化
学
基
礎
２

２ ２
化学とエネルギー，有機材料，環境や生命との関わりを
学ぶ。さらに化学物質やエネルギーを作り出す化学反応
についても学ぶ。

化学反応の速度と活性化エネルギーの関係を説明できる 10 10 20

化学平衡について理解し，平衡反応を平衡定数から説明できる 10 10 20

化学反応とエネルギー，エントロピーの関係を説明できる 10 10 20

酸化還元反応の本質を理解し，電池のしくみなどの説明に応用でき
る 10 10

代表的な有機化合物の構造と性質を説明できる 10 10

生命と化学との関係を説明できる 10 10

環境と化学との関係を説明できる 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 0 20 0 100
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科
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科
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基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 100

− 380 −
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専
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基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして，三角
関数，指数関数，対数関数，集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で，２次方程式および高次方程式を解ける。 11 5 16

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  6 10 16

弧度法による一般角の三角関数を説明できる。 5 7 12

三角関数の加法定理を用いた計算ができる。 9 5 14

指数法則を理解し，それを用いた計算ができる。 6 8 14

対数の性質を理解し，それを用いた計算ができる。 6 6 12

集合の共通部分と合併集合を理解し，公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 12 4 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 55 0 45 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 10 7 17

基本関数 ( べき関数，指数・対数関数，三角・逆三角関数 ) の微分公
式を説明できる。 9 6 15

初等関数を微分できる。 8 10 18

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 8 6 14

置換積分法と部分積分法を理解し，それらを応用できる。 6 12 18

定積分と不定積分の関係を理解し，基本的な定積分の計算ができる。 6 12 18

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 47 0 53 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
２
［
３
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し，それを積の高階微分計算に応用でき
る。 8 7 15

ロピタルの定理を理解し，それを不定形の極限計算に応用できる。 9 6 15

テーラーの定理を理解し，指数関数・三角関数のテーラー展開がか
ける。 10 8 18

有理関数の不定積分を計算できる。 7 13 20

無理関数・三角関数を含む不定積分を置換積分を用いて計算できる。 6 12 18

定積分の応用として，曲線の長さを計算できる。 6 8 14

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 46 0 54 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
３
［
４
］

解析学１, ２を基にして，多変数関数 ( 主に２変数関数 )
の微分，積分法の基礎理論とその応用について学ぶ。

偏導関数の意味を理解し，初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 8 6 14

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し，それ
を応用できる。 6 10 16

２変数関数の極値を調べることができる。 6 14 20

２重積分の意味と基本性質を説明できる。 10 5 15

反復積分公式を使って２重積分を計算できる。 5 15 20

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 6 9 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 41 0 59 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
４
［
５
］

解析学１, ２の基本事項を基にして，１変数関数の微分方
程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 9 6 15

変数分離形および同次形の微分方程式が解ける。 4 12 16

１階線形および完全微分形の微分方程式が解ける。 5 16 21

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 5 15

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 7 10 17

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し，それを応
用できる。 5 11 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 40 0 60 0 0 0 0 0 0 100

力
学
１

２　
１
［
２
］

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 1 という科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
この科目は、工学系の専門科目（例えば工業力学や構造
力学などの名称の科目）につながる重要な科目です。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。
6 14 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。
6 14 20

速度、加速度の定義を説明できる。
6 14 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。
6 14 20

放物運動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
6 14 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 0 70 0 0 0 0 0 0 100

− 381 −
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修
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専
門
基
礎
科
目
群

工
学
基
礎
系

力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

情
報
系

情
報
処
理
１

２　 １

Windows PC の基礎知識を身につけることを目的として，
PC のハードウェア構成から大学内の PC・ネットワーク
を活用する方法および電子メールやレポート作成，卒業
研究などで活用するソフトウェア（Microsoft Office）を
用いた文書作成，表計算・グラフ作成，プレゼンテーショ
ンを学ぶ。

コンピューターのハードウェアの基礎を説明できる。 10 10

電子メールの作成、送信、受信ができる。 20 20

Word を用いて文章の作成ができる。 20 20

Excel を用いてグラフの作成や計算ができる。 30 30

PowerPoint を用いてプレゼンテーションができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

情
報
処
理
２

２ ２
調査から得られたデータを情報を Excel で整理・分析し，
その結果を Word で要約すると共に、PowerPoint で分か
りやすく相手に伝えるためのより高度な技術を学ぶ。ま
た、調査の目的設定と方法についても学ぶ。

統計処理の基礎が理解できる。 10 10

Excel を用いてデータ処理ができる。 30 30

Excel および Word を用いてデータ処理の結果を文章に作成できる。 30 30

データ処理の結果について、PowerPoint を用いてプレゼンテーショ
ンができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

か
お
り
デ
ザ
イ
ン

入
門
セ
ミ
ナ

１ １

かおりデザイン専攻の専門科目への関心や興味を喚起す
る導入科目であり、学生と教員および学生間の良好なコ
ミュニケーション形成の場でもある。授業は見学会、講
演会とスポーツを通した交流などを行うとともに、にお
い・かおり分野の将来像が早い段階から描けるようキャ
リアガイダンスを行う。また、面談を行い、学習状況等
の確認を行う。

におい・かおりの学習に関心、興味が抱ける。 30 30

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成する。 20 20

大学のさまざまな施設を有効に活用できる。 20 20

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
１

１ ２

1 年次生からの「自己発見」の取り組みが，自分のキャ
リア形成に極めて重要であることを実践的に学ぶ。また，
自分の学生生活を自己責任において確立していく大切さ
を学ぶと同時に，自ら発見し，自ら語ることの重要性を
学ぶ。

キャリアデザインを行なう上での基本的な考え方を説明でできる。 20 20

自分自身で学生生活を創ることの大切さを説明できる。 10 10

大学で学ぶ意味を考え、目標を検討することができる。 20 20

大学での学びが、自分の将来に繋がることを理解できる。 20 20

社会生活を営む上で重要となる他者と協力し、関係を構築すること
の大切さを理解できる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
２

１ ３

自分の個性，生き方，将来を見つめながら，次に必要な
「意識と自覚」を修得する。また，自分を活かすための「自
己現状分析」を行うことにより，将来を見据えた具体的
計画を立案し，目標達成までのプロセスの重要性とその
実行方法について学ぶと同時に，自己表現できる能力を
身に付ける。

自分を知り、自分を表現できる。 20 20

他者とかかわり、関係を構築できる。 10 10

職業観を養い、表現できる。 10 10

自分の将来の目標・方向性を考え、行動計画の立案ができる。 30 30

目標に向けて能動的に行動する姿勢を持つ。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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力
学
２

２ ２

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 2 という科目の大きな目標は、

（１）仕事、運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エ
ネルギーを正しく理解する

（２）力学 1 よりも複雑な運動（特に単振動）を、運動方
程式を解いて理解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

仕事の定義を説明できる。
2 18 20

力学的エネルギー保存則を説明できる。
2 18 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 18 20

円運動と、慣性力としての遠心力を説明できる。
2 18 20

力のモーメントの定義を説明できる。
2 18 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

力
学
３

２ ３

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと言えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この力学 3 という科目の大きな目標は、

（１）力学 2 よりも高度なレベルでベクトルと微分積分を
使って、物体の運動（減衰・強制振動、振り子運動）を
理解する

（２）振動現象を基に理解できる波動現象の基礎事項を理
解する
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

運動方程式に基づいて、減衰振動と強制振動を説明できる。
3 23 26

角運動量と力のモーメントの定義をベクトルの外積を使って説明で

きる。
3 23 26

単振り子の運動方程式を解き、その運動を説明できる。
2 22 24

波動の基本的な性質を説明できる。
2 22 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 0 90 0 0 0 0 0 0 100

情
報
系

情
報
処
理
１

２　 １

Windows PC の基礎知識を身につけることを目的として，
PC のハードウェア構成から大学内の PC・ネットワーク
を活用する方法および電子メールやレポート作成，卒業
研究などで活用するソフトウェア（Microsoft Office）を
用いた文書作成，表計算・グラフ作成，プレゼンテーショ
ンを学ぶ。

コンピューターのハードウェアの基礎を説明できる。 10 10

電子メールの作成、送信、受信ができる。 20 20

Word を用いて文章の作成ができる。 20 20

Excel を用いてグラフの作成や計算ができる。 30 30

PowerPoint を用いてプレゼンテーションができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

情
報
処
理
２

２ ２
調査から得られたデータを情報を Excel で整理・分析し，
その結果を Word で要約すると共に、PowerPoint で分か
りやすく相手に伝えるためのより高度な技術を学ぶ。ま
た、調査の目的設定と方法についても学ぶ。

統計処理の基礎が理解できる。 10 10

Excel を用いてデータ処理ができる。 30 30

Excel および Word を用いてデータ処理の結果を文章に作成できる。 30 30

データ処理の結果について、PowerPoint を用いてプレゼンテーショ
ンができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

か
お
り
デ
ザ
イ
ン

入
門
セ
ミ
ナ

１ １

かおりデザイン専攻の専門科目への関心や興味を喚起す
る導入科目であり、学生と教員および学生間の良好なコ
ミュニケーション形成の場でもある。授業は見学会、講
演会とスポーツを通した交流などを行うとともに、にお
い・かおり分野の将来像が早い段階から描けるようキャ
リアガイダンスを行う。また、面談を行い、学習状況等
の確認を行う。

におい・かおりの学習に関心、興味が抱ける。 30 30

学生と教員、学生同士の良好なコミュニケーションを形成する。 20 20

大学のさまざまな施設を有効に活用できる。 20 20

有意義な学生生活とするための目標を立てることができる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
１

１ ２

1 年次生からの「自己発見」の取り組みが，自分のキャ
リア形成に極めて重要であることを実践的に学ぶ。また，
自分の学生生活を自己責任において確立していく大切さ
を学ぶと同時に，自ら発見し，自ら語ることの重要性を
学ぶ。

キャリアデザインを行なう上での基本的な考え方を説明でできる。 20 20

自分自身で学生生活を創ることの大切さを説明できる。 10 10

大学で学ぶ意味を考え、目標を検討することができる。 20 20

大学での学びが、自分の将来に繋がることを理解できる。 20 20

社会生活を営む上で重要となる他者と協力し、関係を構築すること
の大切さを理解できる。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
２

１ ３

自分の個性，生き方，将来を見つめながら，次に必要な
「意識と自覚」を修得する。また，自分を活かすための「自
己現状分析」を行うことにより，将来を見据えた具体的
計画を立案し，目標達成までのプロセスの重要性とその
実行方法について学ぶと同時に，自己表現できる能力を
身に付ける。

自分を知り、自分を表現できる。 20 20

他者とかかわり、関係を構築できる。 10 10

職業観を養い、表現できる。 10 10

自分の将来の目標・方向性を考え、行動計画の立案ができる。 30 30

目標に向けて能動的に行動する姿勢を持つ。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
１

２ ２

この科目は、3 期に開講されるプロジェクト演習 2 の基
礎になる科目で、学生個人で成果物を作成する力を身に
つけるものである。この科目では、かおりデザイン専攻
で学ぶ内容に関連するテーマを設定し、学生が自分自身
で問題を抽出する。資料調査・問題点抽出・提案に至る
プロセスを通じて各個人の成果物を作成し発表するのに
加え、発表会において問題意識をもって他の学生のプレ
ゼンテーションを聞き、適切な質問を行うことができる
力を養う。

かおりデザイン専攻の研究動向が理解できる 5 5 5 5 5 25

におい・かおりの評価方法が理解できる 10 10

調査結果から問題点を抽出できる 10 10

問題点を踏まえ、新たな提案ができる 10 10 5 10 35

調査結果を分かりやすく発表できる 10 10

発表を聞き、適切な質問ができる  10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 25 5 15 10 40 100

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
２

２ ３
かおりデザイン専攻で学ぶ各分野における課題を取り上
げ，それらの課題について調査し，データ整理，分析を
行う。得られた結果を基にして考察した内容を発表する。

におい・かおりの測定・評価方法が理解できる 20 20

におい・かおりの測定・評価の課題を理解できる 20 5 5 30

目的を明確に定め、調査計画を立てることができる 10 10

調査結果を分かりやすくまとめることができる 20 10 30

得られた結果を基にして考察した内容を分かりやすく説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 5 5 20 30 100

に
お
い
の
数
値
解
析
１

２ １
においの測定・評価の結果は、データとして得ることが
できる。においと統計学のつながりを意識しながら、デー
タの基本的な扱い方や各統計的手法の基礎について学ぶ。

尺度の種類を正しく認識することができる。 10 10 5 5 30

データの代表値を正しく算出することができる。 10 5 15

データの分布を正しく把握することができる。 10 5 15

相関係数について正しく求めることができる。 10 10 5 25

母集団と標本を正しく認識することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 20 0 5 0 25 100

に
お
い
の
数
値
解
析
２

２ ２
確率の概念を基礎として、データの推定や検定によって、
より高度なデータの扱い方や読み取り方について学ぶ。
また、そのような統計手法がいかにして実際のにおいの
測定・評価に活かされているのかを学ぶ。

確率の性質について正しく認識する。 10 10 20

正規分布の性質について正しく認識する。 10 10 20

区間推定を正しく行うことができる。 10 10 20

検定を正しく行うことができる。 10 10 20

においの測定のいずれの場面で統計学が必要であるかを正しく認識
する。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 50 100

住
居
学

２ １

住居の持つべき役割、住居の歴史的変遷、計画、室内環境、
構造と安全、維持管理などの基礎知識を学ぶ。また、生
活の中で不快に感じられているにおいの特性や対策の基
本的な考え方、香りの活用、活用時の注意点などを学び、
住居内での適切な香りの使用方法を修得する。

住居の役割が理解できる。 5 5 5 15

住宅・住生活の変遷が理解できる。 10 10

住環境のあり方が理解できる。 10 10

住居の適切な維持管理について理解できる。 5 5 10

住居内のにおいの発生原因を説明できる。 5 5 5 15

住居内での臭気対策の基本的な考え方について説明できる。 10  5 5 20

暮らしの中で適切なかおりの活用例を説明できる。 5 5 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 25 5 20 35 0 100

生
活
環
境
学
１

２ １
快適空間を実現するためには、環境の評価、予測そして
設計が必要である。本講義ではこれらを遂行する上で必
要不可欠となる熱、湿気、空気の基礎を学ぶ。

室内空気汚染物質について説明できる。 5  15 20

室内空気質の諸問題を説明できる。 5 15 20

室内の空気浄化の考え方を説明できる。 5 15 20

換気方式の種類について説明できる。 5 15 20

必要換気量を求めることができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 v 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 75 0 100

生
活
環
境
学
２

２ ２

生活環境では、においのみではなく、光・音・熱など他
の要素も同時に評価されて、環境の良し悪しが判断され
る。本講義では、環境の物理的な測定手法や、人は環境
をいかに感じるか等の内容を中心に、光・音・熱などの
環境と人との関係への理解を深める。

温熱環境指標について正しく認識できる。  20 20

音の基本的特性について正しく理解できる。 20 20

光の基本的特性について正しく認識できる。 20 20

色の表し方や性質について正しく理解できる。 20 20

生活環境の心理的効果について正しく理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
１

２ ２

この科目は、3 期に開講されるプロジェクト演習 2 の基
礎になる科目で、学生個人で成果物を作成する力を身に
つけるものである。この科目では、かおりデザイン専攻
で学ぶ内容に関連するテーマを設定し、学生が自分自身
で問題を抽出する。資料調査・問題点抽出・提案に至る
プロセスを通じて各個人の成果物を作成し発表するのに
加え、発表会において問題意識をもって他の学生のプレ
ゼンテーションを聞き、適切な質問を行うことができる
力を養う。

かおりデザイン専攻の研究動向が理解できる 5 5 5 5 5 25

におい・かおりの評価方法が理解できる 10 10

調査結果から問題点を抽出できる 10 10

問題点を踏まえ、新たな提案ができる 10 10 5 10 35

調査結果を分かりやすく発表できる 10 10

発表を聞き、適切な質問ができる  10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 25 5 15 10 40 100

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
２

２ ３
かおりデザイン専攻で学ぶ各分野における課題を取り上
げ，それらの課題について調査し，データ整理，分析を
行う。得られた結果を基にして考察した内容を発表する。

におい・かおりの測定・評価方法が理解できる 20 20

におい・かおりの測定・評価の課題を理解できる 20 5 5 30

目的を明確に定め、調査計画を立てることができる 10 10

調査結果を分かりやすくまとめることができる 20 10 30

得られた結果を基にして考察した内容を分かりやすく説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 0 5 5 20 30 100

に
お
い
の
数
値
解
析
１

２ １
においの測定・評価の結果は、データとして得ることが
できる。においと統計学のつながりを意識しながら、デー
タの基本的な扱い方や各統計的手法の基礎について学ぶ。

尺度の種類を正しく認識することができる。 10 10 5 5 30

データの代表値を正しく算出することができる。 10 5 15

データの分布を正しく把握することができる。 10 5 15

相関係数について正しく求めることができる。 10 10 5 25

母集団と標本を正しく認識することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 20 0 5 0 25 100

に
お
い
の
数
値
解
析
２

２ ２
確率の概念を基礎として、データの推定や検定によって、
より高度なデータの扱い方や読み取り方について学ぶ。
また、そのような統計手法がいかにして実際のにおいの
測定・評価に活かされているのかを学ぶ。

確率の性質について正しく認識する。 10 10 20

正規分布の性質について正しく認識する。 10 10 20

区間推定を正しく行うことができる。 10 10 20

検定を正しく行うことができる。 10 10 20

においの測定のいずれの場面で統計学が必要であるかを正しく認識
する。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 50 100

住
居
学

２ １

住居の持つべき役割、住居の歴史的変遷、計画、室内環境、
構造と安全、維持管理などの基礎知識を学ぶ。また、生
活の中で不快に感じられているにおいの特性や対策の基
本的な考え方、香りの活用、活用時の注意点などを学び、
住居内での適切な香りの使用方法を修得する。

住居の役割が理解できる。 5 5 5 15

住宅・住生活の変遷が理解できる。 10 10

住環境のあり方が理解できる。 10 10

住居の適切な維持管理について理解できる。 5 5 10

住居内のにおいの発生原因を説明できる。 5 5 5 15

住居内での臭気対策の基本的な考え方について説明できる。 10  5 5 20

暮らしの中で適切なかおりの活用例を説明できる。 5 5 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 25 5 20 35 0 100

生
活
環
境
学
１

２ １
快適空間を実現するためには、環境の評価、予測そして
設計が必要である。本講義ではこれらを遂行する上で必
要不可欠となる熱、湿気、空気の基礎を学ぶ。

室内空気汚染物質について説明できる。 5  15 20

室内空気質の諸問題を説明できる。 5 15 20

室内の空気浄化の考え方を説明できる。 5 15 20

換気方式の種類について説明できる。 5 15 20

必要換気量を求めることができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 v 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 75 0 100

生
活
環
境
学
２

２ ２

生活環境では、においのみではなく、光・音・熱など他
の要素も同時に評価されて、環境の良し悪しが判断され
る。本講義では、環境の物理的な測定手法や、人は環境
をいかに感じるか等の内容を中心に、光・音・熱などの
環境と人との関係への理解を深める。

温熱環境指標について正しく認識できる。  20 20

音の基本的特性について正しく理解できる。 20 20

光の基本的特性について正しく認識できる。 20 20

色の表し方や性質について正しく理解できる。 20 20

生活環境の心理的効果について正しく理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 90 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

か
お
り
成
分
と
調
香
１

２ １におい物質がもつ効能効果、人間の心理や生理に与える
作用、消臭作用などについて学ぶ。

基礎的な五感の原理について説明できる。 10 10 20

におうという現象を理解し、においに関連する化学物質の基本的構
造を説明でき、さらに嗅覚メカニズムと関連づけて説明できる。 10 5 5 5 25

化学物質の様々な特性を理解し、におう物質とにおわない物質を説
明できる。 5 10 10 25

生活空間で、多種多様なにおい物質（化学物質）が発生するメカニ
ズムを説明できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 25 15 10 0 100

か
お
り
成
分
と
調
香
２

２ ２

広く香りの特性や構造化学を学ぶ。また天然香り成分の
化学を学び、天然香料の概要を理解すると共に、その製
造法を学ぶ。さらに代表的な天然香料について、その特
性を学ぶと共に、スニッフィング法などにより、天然香
料の香味を記憶する訓練を行う。

植物性香料の香調を理解できる。 20 20

匂いの表現および分類について理解できる。 10 10 20

代表的な植物性香料の香り成分について理解できる 10 10 20

天然香料の微量鍵香気成分について理解できる。 10 10

香り成分の化学構造と名称について理解できる。 20 20

光学活性な香料化合物について理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 80 0 0 0 100

嗅
覚
の
特
性

２ ２においを感じる仕組み、順応、慣れ、疲労、個人差など
の嗅覚の特性、におい物質の特性について学ぶ。

においを感じる仕組みを説明できる。 20 20

順応、慣れ、疲労について説明できる。 15 5 20

嗅覚異常について説明できる。 15 5 20

におい物質について、化学物質としての物理化学的特性を説明でき
る。 10 10 20

におい物質濃度とにおいの感覚強度の関係を説明できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 5 15 15 0 0 100

嗅
覚
測
定
法

４ ３
嗅覚測定法について学び、臭気濃度の測定方法を修得す
る。また、臭気強度、快・不快度、においの容認性、質
などを正しく評価する方法を修得する。

嗅覚測定を行う際の注意点を説明できる。 10 10 20

においを評価するパネルの選定方法を説明でき、実行できる。 15 5 20

三点比較式臭袋法が説明でき、実行できる。 15 5 20

臭気濃度を算出できる。 10 5 15

臭気強度、快・不快度、容認性の評価方法が説明でき、実行できる。 10 5 15

においの質を評価する際の表現用語を挙げることができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 20 0 10 0 0 100

心
理
学
概
論

２ ３
心の様々な働きである心的過程と、それに基づく行動を
探求し、心理学の基礎的な内容と実験や調査を通した人
間行動などを学ぶ。

パーソナリティという概念、それをとらえる枠組みと方法を理解で
きる。 20 20

欲求と動機、感情の特徴や機能を理解できる。 20 20

発達概念、発達過程の様相を理解できる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解できる。 10 10 20

感覚と知覚の違い、および知覚機能の特徴について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 80 0 0 100

消
脱
臭
原
理

２ ４消脱臭メカニズムの基礎を学ぶとともに、様々な消脱臭
製品の消脱臭原理を学ぶ。

化学反応による臭気物質の除去メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

臭気物質の物理的な除去メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

微生物の作用による脱臭メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

感覚的な消臭メカニズムを説明できる。 10 5 5 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 20 5 20 0 100

展
開
科
目

キ
ャ
リ
ア
開
発
３

１ ４

自己分析を更に展開し，社会が求めている「将来の経済
を担う産業人材の確保・育成を促進するための能力」や

「職場や地域社会の中で，多様な人々とともに仕事を行っ
ていく上で必要な基礎能力」を学び，今後の就職活動に
向かってチャレンジする心構えを学ぶ。

社会で生きていくために、社会を知り、将来に向けて自分の人生を
切り拓いていく考え方や基礎力を身につける。 50 50

職場や地域社会の中で，多様な人々と共生するために必要となる人
間力を身につける。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
４

１ ５

キャリア開発３に続いて、社会が求めている「将来の経
済を担う産業人材の確保・育成を促進するための能力」
や「職場や地域社会の中で，多様な人々とともに仕事を
行っていく上で必要な基礎能力」を体験を通して学び，
今後の就職活動に向かってチャレンジする心構えを学ぶ。

自分自身の将来像を描き、説明できる。 10 10 10  10 10 20 70

社会で活躍するために必要な力を理解し、身につけている。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100
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分

授
業
科
目
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開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

か
お
り
成
分
と
調
香
１

２ １におい物質がもつ効能効果、人間の心理や生理に与える
作用、消臭作用などについて学ぶ。

基礎的な五感の原理について説明できる。 10 10 20

におうという現象を理解し、においに関連する化学物質の基本的構
造を説明でき、さらに嗅覚メカニズムと関連づけて説明できる。 10 5 5 5 25

化学物質の様々な特性を理解し、におう物質とにおわない物質を説
明できる。 5 10 10 25

生活空間で、多種多様なにおい物質（化学物質）が発生するメカニ
ズムを説明できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 25 25 15 10 0 100

か
お
り
成
分
と
調
香
２

２ ２

広く香りの特性や構造化学を学ぶ。また天然香り成分の
化学を学び、天然香料の概要を理解すると共に、その製
造法を学ぶ。さらに代表的な天然香料について、その特
性を学ぶと共に、スニッフィング法などにより、天然香
料の香味を記憶する訓練を行う。

植物性香料の香調を理解できる。 20 20

匂いの表現および分類について理解できる。 10 10 20

代表的な植物性香料の香り成分について理解できる 10 10 20

天然香料の微量鍵香気成分について理解できる。 10 10

香り成分の化学構造と名称について理解できる。 20 20

光学活性な香料化合物について理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 80 0 0 0 100

嗅
覚
の
特
性

２ ２においを感じる仕組み、順応、慣れ、疲労、個人差など
の嗅覚の特性、におい物質の特性について学ぶ。

においを感じる仕組みを説明できる。 20 20

順応、慣れ、疲労について説明できる。 15 5 20

嗅覚異常について説明できる。 15 5 20

におい物質について、化学物質としての物理化学的特性を説明でき
る。 10 10 20

におい物質濃度とにおいの感覚強度の関係を説明できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 65 5 15 15 0 0 100

嗅
覚
測
定
法

４ ３
嗅覚測定法について学び、臭気濃度の測定方法を修得す
る。また、臭気強度、快・不快度、においの容認性、質
などを正しく評価する方法を修得する。

嗅覚測定を行う際の注意点を説明できる。 10 10 20

においを評価するパネルの選定方法を説明でき、実行できる。 15 5 20

三点比較式臭袋法が説明でき、実行できる。 15 5 20

臭気濃度を算出できる。 10 5 15

臭気強度、快・不快度、容認性の評価方法が説明でき、実行できる。 10 5 15

においの質を評価する際の表現用語を挙げることができる。 10  10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 20 0 10 0 0 100

心
理
学
概
論

２ ３
心の様々な働きである心的過程と、それに基づく行動を
探求し、心理学の基礎的な内容と実験や調査を通した人
間行動などを学ぶ。

パーソナリティという概念、それをとらえる枠組みと方法を理解で
きる。 20 20

欲求と動機、感情の特徴や機能を理解できる。 20 20

発達概念、発達過程の様相を理解できる。 20 20

学習・記憶の基本的メカニズムについて理解できる。 10 10 20

感覚と知覚の違い、および知覚機能の特徴について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 80 0 0 100

消
脱
臭
原
理

２ ４消脱臭メカニズムの基礎を学ぶとともに、様々な消脱臭
製品の消脱臭原理を学ぶ。

化学反応による臭気物質の除去メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

臭気物質の物理的な除去メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

微生物の作用による脱臭メカニズムを説明できる。 15 5 5 25

感覚的な消臭メカニズムを説明できる。 10 5 5 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 20 5 20 0 100

展
開
科
目

キ
ャ
リ
ア
開
発
３

１ ４

自己分析を更に展開し，社会が求めている「将来の経済
を担う産業人材の確保・育成を促進するための能力」や

「職場や地域社会の中で，多様な人々とともに仕事を行っ
ていく上で必要な基礎能力」を学び，今後の就職活動に
向かってチャレンジする心構えを学ぶ。

社会で生きていくために、社会を知り、将来に向けて自分の人生を
切り拓いていく考え方や基礎力を身につける。 50 50

職場や地域社会の中で，多様な人々と共生するために必要となる人
間力を身につける。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

キ
ャ
リ
ア
開
発
４

１ ５

キャリア開発３に続いて、社会が求めている「将来の経
済を担う産業人材の確保・育成を促進するための能力」
や「職場や地域社会の中で，多様な人々とともに仕事を
行っていく上で必要な基礎能力」を体験を通して学び，
今後の就職活動に向かってチャレンジする心構えを学ぶ。

自分自身の将来像を描き、説明できる。 10 10 10  10 10 20 70

社会で活躍するために必要な力を理解し、身につけている。 30 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100
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区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
３

２ ４
本授業では，かおりデザイン専攻で学ぶ各分野の研究お
よび産業界の動向などを学び，各自が具体的なテーマを
設定し，そのテーマについて調査し，調査した内容を発
表する。

かおりデザインに関する研究に関連する課題を自ら抽出できる。 10 10 10 10 10 10 60

課題の調査、データ整理、分析を自ら実施できる。 20 20

得られた結果を基にして考察した内容を報告書にまとめ、その内容
をより高度なプレゼンテーション技術を用いて説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
４

２ ５

本講義では、調査方法、解析方法を身につけるとともに、
プレゼンテーション能力を向上させることを目的として、
かおりデザイン専攻で学ぶ各分野の研究および産業界の動
向などを学び、各自が具体的なテーマをを設定し、そのテー
マについて調査し、調査した内容を発表する。

かおりデザインに関する研究課題を複数抽出し、関連づけることが
できる。 10 10 10 10 10 10 60

課題についての高度な調査、データ整理、分析を自ら実施できる。 20 20

得られた結果を基にして考察した内容を報告書にまとめ、その内容
をより高度なプレゼンテーション技術を用いて説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100

基
礎
製
図

２ １
建築を計画、設計するのに必要な寸法計画、規模計画、
動線などについての基礎的知識を学び、建築製図の基礎
を学ぶ。

細線・太線・極太線の使い分けができる。 15 15

道具を適切に使用することができる。 15 15

平面図を適切に描くことができる。 5 15 20

屋根伏図を適切に描くことができる。 10 10

断面図を適切に描くことができる。 5 15 20

立面図を適切に描くことができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 85 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
１

２ ２
CAD に関する基礎知識および住居設計における CAD の
役割等を学ぶとともに、CAD ソフトウェアの基本的な機
能と操作方法を学習し、住居設計における CAD 利用の
基礎的な技術を修得する。

CAD ソフトの概念を理解する。 5 15 10 30

CAD ソフトの基本操作ができる。 5 15 15 35

CAD ソフトを使って簡単な図面を書くことができる。 5 15 15 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 45 40 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
２

２ ３
人の行動範囲、家具の寸法などの基礎知識を修得し、建
築やインテリア図面の基本となる平面図、断面図につい
て CAD を使って作成する。

空間、家具の寸法を理解できる。 15 10 25

平面図を適切に描くことができる。 10 10 5 25

断面図を適切に描くことができる。 10 10 5 25

室内の空間に対する簡単な提案ができる。 5 10 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
３

２ ６
「空間の設計」と「建築の形」についての演習を行い、建
築空間の使い方や構造のことも意識しながら「住宅の設
計」に取り組む。

ヒト、モノと生活環境の関係性を理解する。 10 20 30

室内空間に対する提案をするためのプレゼンテーションに必要な基
礎的技術を習得している。 10 10 20 40

計画内容を図面を使用しながら説明することができる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 04 40 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
概
論

２ ４
インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的な知
識を修得する。具体的には、「空間・身体・家具・住まい・
表現」の５テーマについて学ぶ。

人間の特性について要点を説明できる。 5 15 10 30

習性（行動特性）と安全な環境計画との関係について理解する。 15 15 30

人の動作、行為、心理的要求と空間量の関係について理解する。 15 15

子ども、高齢者、障がい者に対応した安全・快適な環境について要
点を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 55 40 0 100

西
洋
建
築
史

２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて学ぶ。

古典系建築の特徴を説明できる。 5 5 10 20

中世系建築の特徴を説明できる。 5 5 10 20

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 5 5 10 20

各様式の相違を理解できる。 5 5 10 20

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 v 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 60 100

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

２ ５日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 5 5 10 20

公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 5 10 15

環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 15 10 25

緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 10 10 20

まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 35 60 100
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学修内容 学修到達目標
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必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
３

２ ４
本授業では，かおりデザイン専攻で学ぶ各分野の研究お
よび産業界の動向などを学び，各自が具体的なテーマを
設定し，そのテーマについて調査し，調査した内容を発
表する。

かおりデザインに関する研究に関連する課題を自ら抽出できる。 10 10 10 10 10 10 60

課題の調査、データ整理、分析を自ら実施できる。 20 20

得られた結果を基にして考察した内容を報告書にまとめ、その内容
をより高度なプレゼンテーション技術を用いて説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
４

２ ５

本講義では、調査方法、解析方法を身につけるとともに、
プレゼンテーション能力を向上させることを目的として、
かおりデザイン専攻で学ぶ各分野の研究および産業界の動
向などを学び、各自が具体的なテーマをを設定し、そのテー
マについて調査し、調査した内容を発表する。

かおりデザインに関する研究課題を複数抽出し、関連づけることが
できる。 10 10 10 10 10 10 60

課題についての高度な調査、データ整理、分析を自ら実施できる。 20 20

得られた結果を基にして考察した内容を報告書にまとめ、その内容
をより高度なプレゼンテーション技術を用いて説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 50 100

基
礎
製
図

２ １
建築を計画、設計するのに必要な寸法計画、規模計画、
動線などについての基礎的知識を学び、建築製図の基礎
を学ぶ。

細線・太線・極太線の使い分けができる。 15 15

道具を適切に使用することができる。 15 15

平面図を適切に描くことができる。 5 15 20

屋根伏図を適切に描くことができる。 10 10

断面図を適切に描くことができる。 5 15 20

立面図を適切に描くことができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 85 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
１

２ ２
CAD に関する基礎知識および住居設計における CAD の
役割等を学ぶとともに、CAD ソフトウェアの基本的な機
能と操作方法を学習し、住居設計における CAD 利用の
基礎的な技術を修得する。

CAD ソフトの概念を理解する。 5 15 10 30

CAD ソフトの基本操作ができる。 5 15 15 35

CAD ソフトを使って簡単な図面を書くことができる。 5 15 15 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 45 40 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
２

２ ３
人の行動範囲、家具の寸法などの基礎知識を修得し、建
築やインテリア図面の基本となる平面図、断面図につい
て CAD を使って作成する。

空間、家具の寸法を理解できる。 15 10 25

平面図を適切に描くことができる。 10 10 5 25

断面図を適切に描くことができる。 10 10 5 25

室内の空間に対する簡単な提案ができる。 5 10 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 40 20 100

空
間
デ
ザ
イ
ン
３

２ ６
「空間の設計」と「建築の形」についての演習を行い、建
築空間の使い方や構造のことも意識しながら「住宅の設
計」に取り組む。

ヒト、モノと生活環境の関係性を理解する。 10 20 30

室内空間に対する提案をするためのプレゼンテーションに必要な基
礎的技術を習得している。 10 10 20 40

計画内容を図面を使用しながら説明することができる。 10 20 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 04 40 100

イ
ン
テ
リ
ア
計
画
概
論

２ ４
インテリアを計画・設計する上で求められる基礎的な知
識を修得する。具体的には、「空間・身体・家具・住まい・
表現」の５テーマについて学ぶ。

人間の特性について要点を説明できる。 5 15 10 30

習性（行動特性）と安全な環境計画との関係について理解する。 15 15 30

人の動作、行為、心理的要求と空間量の関係について理解する。 15 15

子ども、高齢者、障がい者に対応した安全・快適な環境について要
点を説明できる。 10 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 55 40 0 100

西
洋
建
築
史

２ ４西洋の建築について古代オリエント以来 5000 年の歴史
を様式にもとづいて学ぶ。

古典系建築の特徴を説明できる。 5 5 10 20

中世系建築の特徴を説明できる。 5 5 10 20

古典系建築と中世系建築から、西洋建築史のおおよその流れを述べ
ることができる。 5 5 10 20

各様式の相違を理解できる。 5 5 10 20

木造とは異なる、石造建築の構造的な特徴を述べることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 v 0 0 0 0 0 0 0 0 20 20 60 100

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

２ ５日本各地で展開されている村おこし、まちおこし、街づ
くりの知見を学ぶ。

欧州諸国の都市再生の事例をいくつか説明できる。 5 5 10 20

公共交通とまちづくりの事例をいくつか説明できる。 5 10 15

環境の時代におけるまちづくりを説明できる。 15 10 25

緑とまちづくりについての事例をいくつか説明できる。 10 10 20

まちづくりについて自分なりの主張を述べることができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 35 60 100
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力
と
形

２ １
身近な材料を用いて簡単な構造模型を作ったり，実験を
行ったりすることにより，力の作用と構造物の変形を体
験的に学ぶ。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 15

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 15

力のモーメントについて説明できる。 10 10

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 5  5 5 15 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 5 85 100

構
造
力
学

２ ２
力の釣合いを考えるだけで解くことのできる静定構造を
対象とし，主に静定梁や静定ラーメンに生じる応力を具
体的に計算によって求めるための解法を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 15 15

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

建
築
構
造
計
画

２ １
建築を学ぶにあたって必要な基礎知識を習得すると共に、
建築に必要な空間的感覚を養う。建築物に作用する荷重、
外力を理解し、アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等
の建築のしくみを理解する。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 20 20

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 20 20

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 10 10 35

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 10 10 75 100

建
築
概
論

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 10 10 20

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。 10 10 20

木構造の基本的な説明ができる。 20 20

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 10 10

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 10 10

地質調査の方法を理解し、説明できる。 10 10

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 10 80 100

建
築
材
料
学

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 5 15 20

コンクリートの性質を説明できる。 15 15

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 90 100

建
築
生
産

２ ３建築施工計画と工程管理および地下工事について学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 10 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 10 20

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 10 15

工程表の種類・作成手順について説明できる。 10 10

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 10 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 10 15

地下工事の工法について説明できる。 10 10

基礎・杭工事について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 10 80 100

建
築
物
の
維
持･

保
全

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 5 5 10 20

建物の維持保全の必要性が説明出来る 5 5 10 20

建物の診断手法について説明できる 5 5 10 10 30

建物の改修方法について説明できる 5 5 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 10 30 40 100
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力
と
形

２ １
身近な材料を用いて簡単な構造模型を作ったり，実験を
行ったりすることにより，力の作用と構造物の変形を体
験的に学ぶ。

力の釣合いについて説明できる。 15 15

単純ばりの反力について説明できる。 15 15

トラスの仕組みと部材に働く力について説明できる。 15 15

はりに力が作用したときのたわみについて説明できる。 15 15

力のモーメントについて説明できる。 10 10

力の釣合いから単純な構造の反力を計算で求めることができる。 5  5 5 15 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 5 85 100

構
造
力
学

２ ２
力の釣合いを考えるだけで解くことのできる静定構造を
対象とし，主に静定梁や静定ラーメンに生じる応力を具
体的に計算によって求めるための解法を学ぶ。

各種支持状態とそこに生ずる支点反力を理解し，これを求めること
ができる。 15 15

骨組の安定・不安定，静定・不静定の意味を説明できる。 15 15

骨組に生ずる応力や変形を説明できる。 15 15

静定はりの曲げモーメント分布，せん断力分布を求めることができ
る。 15 15

静定ラーメンの曲げモーメント図，せん断力図，軸方向力図を作図
できる。 20 20

曲げモーメント図，せん断力図の意味やその相互関係を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

建
築
構
造
計
画

２ １
建築を学ぶにあたって必要な基礎知識を習得すると共に、
建築に必要な空間的感覚を養う。建築物に作用する荷重、
外力を理解し、アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等
の建築のしくみを理解する。

建築物に作用する荷重、外力を説明できる。 20 20

アーチ、軸組、壁、ブレース、トラス等の構造形式を説明できる。 20 20

模型製作を通じ、平面図、立面図等で建築のしくみを説明できる。 5 10 10 10 35

建築の構成を理解し、建築技術の巧みさが説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 10 10 75 100

建
築
概
論

２ ２建築の構法面を中心に建築を理解するために必要な基本
的な知識を学ぶ。

建築物の構造方式の種類と構法が説明できる。 10 10 20

建築物に作用する荷重，外力にはどのようなものがあるか説明でき
る。 10 10 20

木構造の基本的な説明ができる。 20 20

鉄筋コンクリート構造，鉄骨鉄筋コンクリート構造の基本的な説明
ができる。 10 10

鉄骨構造の基本的な説明ができる。 10 10

地質調査の方法を理解し、説明できる。 10 10

建築物の各部位の構成について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 10 80 100

建
築
材
料
学

２ ３建築材料の木、鉄、コンクリートの性質と用途および特
徴について学ぶ。

コンクリート構成材料の性質を説明できる。 5 15 20

コンクリートの性質を説明できる。 15 15

鉄筋の性質を説明できる。 20 20

構造用材と非構造用材とに分けて，主に構造用材として使用される
木の性質を説明できる。 20 20

建築材料関係専門用語 300 語が説明できる。 5 20 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 90 100

建
築
生
産

２ ３建築施工計画と工程管理および地下工事について学ぶ。

請負契約と見積りの方式について説明できる。 10 10

工事計画の手順について説明できる。 5 5 10 20

施工管理の基本的事項について説明できる。 5 10 15

工程表の種類・作成手順について説明できる。 10 10

仮設工事計画の基本的事項について説明できる。 10 10

地下工事時の調査について説明できる。 5 10 15

地下工事の工法について説明できる。 10 10

基礎・杭工事について説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 10 80 100

建
築
物
の
維
持･

保
全

２ ６建物のライフサイクルの観点から建物の維持保全の基本
事項について学ぶ。

建物のライフサイクルの説明が出来る 5 5 10 20

建物の維持保全の必要性が説明出来る 5 5 10 20

建物の診断手法について説明できる 5 5 10 10 30

建物の改修方法について説明できる 5 5 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 10 30 40 100
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建
築
の
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 10 10 20

法文解釈ができる。 5 20 25

建築基準法の単体規定が説明できる。 5 15 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 5 15 20

建築士法について説明できる。  5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 100

建
築
設
備
演
習

２ ６
空気調和設備、給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，
消火など）および電気設備（照明，動力，変電など）に
ついてその基礎を学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 20 20

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 10 5 10 25

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 10 5 10 25

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 10 10

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 10 10

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 10 70 0 100

色
彩
論

２ ３色彩の基礎的知識の習得とそれを日常生活やビジネスに
生かす視点を身につける。

色彩の基礎知識を説明できる。 10 10

色彩効果が理解できる。 10 10 20

色彩の歴史が理解できる。 25 25

身の回りの色彩に対する考察ができる。 20 20

カラーマーケティングの視点が持てる。 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
１

２ ４
主に室内の雰囲気評価および、光環境と空気環境の測定・
評価方法を学び、室内環境の測定・評価を行い、データ
の解析方法を習得する。

検知管を用いて室内空気汚染物質の測定ができる。 5 15 20

照度の測定ができる。 20 20

室内環境を測定し、基準値等と比較し、評価できる。 20 20

ＳＤ法を用いた評価ができる。 5 15 20

換気量の算出ができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 10 0 0 85 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
２

２ ５
生活環境における温熱環境および音環境に着目し、生活
環境における温熱環境および音環境の実態を把握すると
共にそれぞれの環境評価および改善手法について学ぶ。

温熱環境の各要素の影響について説明ができる。 20 20

温熱環境の実態の評価ができる。 20 20

温熱環境の簡単な改善方法について説明できる。 20 20

騒音環境の人体影響について説明できる。 10 10 20

騒音環境の実態が理解でき、簡単な騒音防止対策について説明でき
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
３

４ ６においが人の心理・生理に与える影響を客観的に評価す
る方法を用いた演習を行う。

心理評価ができる。 10 15 25

鎮静効果・興奮効果を測定できる。 5 5 10 5 25

疲労度の測定ができる。 5 10 10 25

ストレスに関係する生体計測について理解できる。 5 10 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 5 0 45 25 0 100

食
品
と
か
お
り

２ ３フレーバーの種類、適用について学びとともに、食品に
おけるかおりが果たす役割について学ぶ。

フレーバーの素材について説明できる。 5 15 20

味と香りの関係について理解できる。 15 5 5 25

香料の食品への利用について説明できる。 10 10 5 25

食品において香りが果たす役割について説明できる。 10 5 5 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 35 20 15 0 100

か
お
り
成
分
と
調
香
３

２ ３
基礎素材となる合成香料について、製造法の概要を学ぶ
とともに、構造活性相関などを用いた新規香料の開発、
安全性テストおよび香気特性の評価法を学び、調合の実
践のための基礎知識を修得する。

代表的合成香料について香りを記憶し理解できる。 15 15

調合香料の構成および香りのタイプについて理解できる。 15 15

調合香料の利用について理解できる。 10 10 20

香料の機能性について理解できる。 5 10 10 25

香料の安全性に関する法律について理解できる。 10 5 15

香料 GMP について理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 70 25 0 0 100
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建
築
の
法
規

２ ６建築に関する代表的法律である都市計画法、建築基準法
と建築士制度についての基礎知識を学ぶ。

建築法規の歴史が説明できる。 10 10 20

法文解釈ができる。 5 20 25

建築基準法の単体規定が説明できる。 5 15 20

建築基準法の集団規定が説明できる。 5 15 20

建築士法について説明できる。  5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 70 100

建
築
設
備
演
習

２ ６
空気調和設備、給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，
消火など）および電気設備（照明，動力，変電など）に
ついてその基礎を学ぶ。

建築設備の目的と分類を説明できる。 20 20

空気調和の目的と設計目標を説明できる。 10 5 10 25

空気調和設備の各方式の特徴を簡単に説明できる。 10 5 10 25

冷暖房熱負荷の概要を説明できる。 10 10

給排水・衛生設備（給排水，衛生器具，消火）に関する重要な事項
を説明できる。 10 10

電気設備（照明，動力，変電）に関する重要な項目を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 10 70 0 100

色
彩
論

２ ３色彩の基礎的知識の習得とそれを日常生活やビジネスに
生かす視点を身につける。

色彩の基礎知識を説明できる。 10 10

色彩効果が理解できる。 10 10 20

色彩の歴史が理解できる。 25 25

身の回りの色彩に対する考察ができる。 20 20

カラーマーケティングの視点が持てる。 15 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 75 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
１

２ ４
主に室内の雰囲気評価および、光環境と空気環境の測定・
評価方法を学び、室内環境の測定・評価を行い、データ
の解析方法を習得する。

検知管を用いて室内空気汚染物質の測定ができる。 5 15 20

照度の測定ができる。 20 20

室内環境を測定し、基準値等と比較し、評価できる。 20 20

ＳＤ法を用いた評価ができる。 5 15 20

換気量の算出ができる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 10 0 0 85 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
２

２ ５
生活環境における温熱環境および音環境に着目し、生活
環境における温熱環境および音環境の実態を把握すると
共にそれぞれの環境評価および改善手法について学ぶ。

温熱環境の各要素の影響について説明ができる。 20 20

温熱環境の実態の評価ができる。 20 20

温熱環境の簡単な改善方法について説明できる。 20 20

騒音環境の人体影響について説明できる。 10 10 20

騒音環境の実態が理解でき、簡単な騒音防止対策について説明でき
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 80 0 100

生
活
環
境
評
価
演
習
３

４ ６においが人の心理・生理に与える影響を客観的に評価す
る方法を用いた演習を行う。

心理評価ができる。 10 15 25

鎮静効果・興奮効果を測定できる。 5 5 10 5 25

疲労度の測定ができる。 5 10 10 25

ストレスに関係する生体計測について理解できる。 5 10 10 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 25 5 0 45 25 0 100

食
品
と
か
お
り

２ ３フレーバーの種類、適用について学びとともに、食品に
おけるかおりが果たす役割について学ぶ。

フレーバーの素材について説明できる。 5 15 20

味と香りの関係について理解できる。 15 5 5 25

香料の食品への利用について説明できる。 10 10 5 25

食品において香りが果たす役割について説明できる。 10 5 5 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 35 20 15 0 100

か
お
り
成
分
と
調
香
３

２ ３
基礎素材となる合成香料について、製造法の概要を学ぶ
とともに、構造活性相関などを用いた新規香料の開発、
安全性テストおよび香気特性の評価法を学び、調合の実
践のための基礎知識を修得する。

代表的合成香料について香りを記憶し理解できる。 15 15

調合香料の構成および香りのタイプについて理解できる。 15 15

調合香料の利用について理解できる。 10 10 20

香料の機能性について理解できる。 5 10 10 25

香料の安全性に関する法律について理解できる。 10 5 15

香料 GMP について理解できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 70 25 0 0 100
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

か
お
り
成
分
と
調
香
４

２ ４調香技術を取得し、香料の品質確保と安全性についての
知識を取得する。

香料の取り扱いの仕方を説明できる。 20 20

一般的香料素材の特性を説明できる。 5 10 15

基本的な香りを嗅ぎ分けることができる。 5 10 15

基本的香りアコードのとり方を説明できる。 10 10 20

調香の基本的考え方を説明できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 5 60 20 0 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定
演
習
１

４ ４においセンサー、におい識別装置、検知管の使用方法を
学び、においの測定法を修得する。

においの機器測定の長所と短所が理解できる。 15 5 20

においの測定において適切な機器の選定ができる。 15 5 20

においセンサーが正しく使用できる。 15 5 20

におい測定装置の内容を理解し、使用できる。 15 5 20

検知管を用いて臭気物質濃度の測定ができる。。 10 5 2  5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 25 0 0 5 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定
演
習
２

４ ５
悪臭防止法で定められている特定悪臭物質の分析方法を
学ぶ。
また、ガスクロマトグラフ、吸光光度計の測定原理を学ぶ。

ガスクロマトグラフの原理が理解できる。 20 20

吸光光度計の原理が理解できる。 10 10

ガスクロマトグラフの使用方法が理解できる。 15 15

吸光光度計の使用方法が理解できる。 10 10

大気試料の前処理方法が理解できる。 15  15

測定物質ごとの分析方法の違いが理解できる。 15 10 5 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 85 10 5 0 0 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定

演
習
３

４ ６
ガスクロマトグラフ質量分析計、高速液体クロマトグラ
フ、におい嗅ぎガスクロマトグラフ等を用いて様々なに
おい成分の分析方法を学ぶ。

ガスクロマトグラフ質量分析計の原理が理解できる。 25 25

高速液体クロマトグラフの原理が理解できる。 25 25

におい嗅ぎガスクロマトグラフの原理が理解できる。 25 25

各化学分析機器に適した用途が理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

感
覚
生
理
・
心
理

２ ４人が外界から情報を得て感覚・知覚が成立し、行動に至
るまでの過程について学ぶ。

心理評価のデータ処理を理解できる。 5 15 20

眼球運動と心理の関係が理解できる。 15 15

色彩の心理効果が理解できる。 15 15

聴覚刺激の物理量と心理量の関係が理解できる。 15 15

味覚と心理の関係について理解できる。 5 15 20

感覚的な情報の時間的要素と心理の関係が理解できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 90 0 0 100

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
演
習

２ ６
実際に精油の香りを嗅いで体験し、精油の抽出方法や歴
史、精油を選択する際の情報として効能や禁忌について
正しい知識を身に付ける。

アロマテラピーの意味を説明できる。 10 10 5 25

アロマテラピーの歴史を説明できる。 15 10 25

アロマテラピーの注意点が理解できる。 15 10 25

アロマオイルの効能が理解できる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 40 10 0 100

脱
臭
性
能
評
価
演
習

２ ５様々な消脱臭製品の性能を評価する方法を学び、演習を
通して、その除去率の算出方法を取得する。

空気清浄機の脱臭性能評価方法について理解できる。 10 10 20

芳香剤の効果の評価方法について理解できる。 10 10 20

消臭剤の効果の評価方法が理解できる。 10 10 20

消脱臭製品の脱臭性能を評価できる。 5 10 10 25

脱臭効率の計算ができる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 50 0 0 10 0 100
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区
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授
業
科
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講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

か
お
り
成
分
と
調
香
４

２ ４調香技術を取得し、香料の品質確保と安全性についての
知識を取得する。

香料の取り扱いの仕方を説明できる。 20 20

一般的香料素材の特性を説明できる。 5 10 15

基本的な香りを嗅ぎ分けることができる。 5 10 15

基本的香りアコードのとり方を説明できる。 10 10 20

調香の基本的考え方を説明できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 15 5 60 20 0 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定
演
習
１

４ ４においセンサー、におい識別装置、検知管の使用方法を
学び、においの測定法を修得する。

においの機器測定の長所と短所が理解できる。 15 5 20

においの測定において適切な機器の選定ができる。 15 5 20

においセンサーが正しく使用できる。 15 5 20

におい測定装置の内容を理解し、使用できる。 15 5 20

検知管を用いて臭気物質濃度の測定ができる。。 10 5 2  5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 70 25 0 0 5 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定
演
習
２

４ ５
悪臭防止法で定められている特定悪臭物質の分析方法を
学ぶ。
また、ガスクロマトグラフ、吸光光度計の測定原理を学ぶ。

ガスクロマトグラフの原理が理解できる。 20 20

吸光光度計の原理が理解できる。 10 10

ガスクロマトグラフの使用方法が理解できる。 15 15

吸光光度計の使用方法が理解できる。 10 10

大気試料の前処理方法が理解できる。 15  15

測定物質ごとの分析方法の違いが理解できる。 15 10 5 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 85 10 5 0 0 0 100

に
お
い
・
か
お
り
測
定

演
習
３

４ ６
ガスクロマトグラフ質量分析計、高速液体クロマトグラ
フ、におい嗅ぎガスクロマトグラフ等を用いて様々なに
おい成分の分析方法を学ぶ。

ガスクロマトグラフ質量分析計の原理が理解できる。 25 25

高速液体クロマトグラフの原理が理解できる。 25 25

におい嗅ぎガスクロマトグラフの原理が理解できる。 25 25

各化学分析機器に適した用途が理解できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

感
覚
生
理
・
心
理

２ ４人が外界から情報を得て感覚・知覚が成立し、行動に至
るまでの過程について学ぶ。

心理評価のデータ処理を理解できる。 5 15 20

眼球運動と心理の関係が理解できる。 15 15

色彩の心理効果が理解できる。 15 15

聴覚刺激の物理量と心理量の関係が理解できる。 15 15

味覚と心理の関係について理解できる。 5 15 20

感覚的な情報の時間的要素と心理の関係が理解できる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 90 0 0 100

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
演
習

２ ６
実際に精油の香りを嗅いで体験し、精油の抽出方法や歴
史、精油を選択する際の情報として効能や禁忌について
正しい知識を身に付ける。

アロマテラピーの意味を説明できる。 10 10 5 25

アロマテラピーの歴史を説明できる。 15 10 25

アロマテラピーの注意点が理解できる。 15 10 25

アロマオイルの効能が理解できる。 10 10 5 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 40 10 0 100

脱
臭
性
能
評
価
演
習

２ ５様々な消脱臭製品の性能を評価する方法を学び、演習を
通して、その除去率の算出方法を取得する。

空気清浄機の脱臭性能評価方法について理解できる。 10 10 20

芳香剤の効果の評価方法について理解できる。 10 10 20

消臭剤の効果の評価方法が理解できる。 10 10 20

消脱臭製品の脱臭性能を評価できる。 5 10 10 25

脱臭効率の計算ができる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 40 50 0 0 10 0 100
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区
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授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

悪
臭
防
止
法

２ ５
規制地域、規制値の決定、測定データの解釈、法を用い
て行えるパフォーマンスの限界、現実問題との接点など
実例を学ぶことによって法規制の実態を学ぶ。

悪臭防止法が制定された理由（背景）を説明できる 10 10 20

悪臭防止法の各条文の意味するところを理解できる 10 10

規制地域及び規制値について理解できる 10 5 15

臭気判定士の役割を理解できる 5 10 15

特定悪臭物質規制（機器分析法）と臭気指数規制（嗅覚測定法）を
理解できる 5 10 5 20

代表的な脱臭技術を理解できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 70 0 5 15 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターシップを行う。

実習先企業の業務を理解し、におい・かおり業界での位置づけを説
明できる。 25 25

実務で発生する問題点と解決策の一例を説明できる。 25 25

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 25 25

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
１

２ ６

卒業研究と平行して行われる授業である。そのため，授
業は卒業研究の研究室単位で行われる。卒業研究では各
指導教員の下で研究論文をまとめることになるが，セミ
ナ１では，その基礎となる理論・学説や研究方法などに
ついて授業が行われる。授業の内容は，各卒業研究の指
導教員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究の基礎となる理論・学説をより深く理解できる。 50 50

卒業研究の研究方法をより深く理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
２

２ ７

セミナ１と同様，卒業研究と平行して行われる授業であ
る。そのため，授業は卒業研究の研究室単位で行われる。
卒業研究では各指導教員の下で研究論文をまとめること
になるが，セミナ３でもその基礎となる理論・学説や研
究方法などについて授業が行われる。授業の内容は，各
卒業研究の指導教員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究に関連する理論・学説を理解できる。 50 50

卒業研究のまとめ方を理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
３

２ ８

セミナ２と同様，卒業研究と平行して行われる授業であ
る。そのため，授業は卒業研究の研究室単位で行われる。
卒業研究では各指導教員の下で研究論文をまとめること
になるが，セミナ３では、卒業論文についての研究成果
発表が中心となる。授業の内容は，各卒業研究の指導教
員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究の内容について論理的に発表できる。 50 50

研究成果を根拠を基にわかりやすく表現できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

卒
業
研
究

６
卒業研究は，これまでの授業を通して知り得た総合情報
学の各研究分野の中から，最も興味のある分野を選択し，
教員の指導を受けながら研究論文を作成する。

卒業研究に関連する理論・学説を理解できる。 10 10

卒業研究のまとめ方を理解できる。 10 10

卒業論文を作成する。 80 80

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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区
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授
業
科
目

履修区分 
( 単位 )

開
講
期

学修内容 学修到達目標
学科 ( 専攻）の学位授与の方針

必
修
選
択
自
由 A B C D E F G H I J K L Ｍ Ｎ 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

悪
臭
防
止
法

２ ５
規制地域、規制値の決定、測定データの解釈、法を用い
て行えるパフォーマンスの限界、現実問題との接点など
実例を学ぶことによって法規制の実態を学ぶ。

悪臭防止法が制定された理由（背景）を説明できる 10 10 20

悪臭防止法の各条文の意味するところを理解できる 10 10

規制地域及び規制値について理解できる 10 5 15

臭気判定士の役割を理解できる 5 10 15

特定悪臭物質規制（機器分析法）と臭気指数規制（嗅覚測定法）を
理解できる 5 10 5 20

代表的な脱臭技術を理解できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 10 70 0 5 15 0 100

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
学
外
研
修
）

２ 集
中企業におけるインターシップを行う。

実習先企業の業務を理解し、におい・かおり業界での位置づけを説
明できる。 25 25

実務で発生する問題点と解決策の一例を説明できる。 25 25

机上の知識と現実の問題との格差を説明できる。 25 25

将来の進路に対する自分の考え方を述べることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
１

２ ６

卒業研究と平行して行われる授業である。そのため，授
業は卒業研究の研究室単位で行われる。卒業研究では各
指導教員の下で研究論文をまとめることになるが，セミ
ナ１では，その基礎となる理論・学説や研究方法などに
ついて授業が行われる。授業の内容は，各卒業研究の指
導教員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究の基礎となる理論・学説をより深く理解できる。 50 50

卒業研究の研究方法をより深く理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
２

２ ７

セミナ１と同様，卒業研究と平行して行われる授業であ
る。そのため，授業は卒業研究の研究室単位で行われる。
卒業研究では各指導教員の下で研究論文をまとめること
になるが，セミナ３でもその基礎となる理論・学説や研
究方法などについて授業が行われる。授業の内容は，各
卒業研究の指導教員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究に関連する理論・学説を理解できる。 50 50

卒業研究のまとめ方を理解できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

セ
ミ
ナ
３

２ ８

セミナ２と同様，卒業研究と平行して行われる授業であ
る。そのため，授業は卒業研究の研究室単位で行われる。
卒業研究では各指導教員の下で研究論文をまとめること
になるが，セミナ３では、卒業論文についての研究成果
発表が中心となる。授業の内容は，各卒業研究の指導教
員の研究専門分野によって異なる。

卒業研究の内容について論理的に発表できる。 50 50

研究成果を根拠を基にわかりやすく表現できる。 50 50

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100

卒
業
研
究

６
卒業研究は，これまでの授業を通して知り得た総合情報
学の各研究分野の中から，最も興味のある分野を選択し，
教員の指導を受けながら研究論文を作成する。

卒業研究に関連する理論・学説を理解できる。 10 10

卒業研究のまとめ方を理解できる。 10 10

卒業論文を作成する。 80 80

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100
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